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は し が き

、(助 日大 経 営情 報 開発協 会 で は、 昭 和44年 か ら46年 の3ケ 年にわたって

「デー タ ・バ ンク研 究 委 員会 」 を設 け.デ ー タ ・バ ンクに 関す る 調査 研 究 を

進 めて きた が、 そ の 成果 に つい て は 、下 記 報告 に よ りす でに 発表 され て い る 。

(1}デ ー タ ・バ ンク ・シ ンポ ジ ウム(昭 和45年2月)

② ア メ リガの デー タ ・バ ンク→ 情 報 ネ ッ トワー ク海外 調査 団報 告 書

(昭 示045年6月)

(31デ ー タ ・バ ン ク研 究 に関 す る中 間報 告 書(昭 和45年6月)

(4)ア メ リカの デー タ ・バ ンクに 関 す る資 料(昭 和46年1月)

㈲ カ リフ ォル ニ ア州 のデ ー タ ・バ ンク(昭 和46年6月)

(6}デ ー タ ・バ ンク研 究報告(昭 和46年6月)

上 記 デ ー タ ・バ ンク に 関す る研 究過 程 に おいて 、 デー タ ・パ ン ク の開 発 に

先立 って重 要 な こ とは、 デ ー タ ・ニ ー ズ の把 握 お よび デー タ収 集 等 を いか に

行 な うか とい つた デー タその もの の究 明 を行 な うこ との 必要 性 が痛 感 され た 。

そ こで、 昭和47年4月 に 「デー タ開発研 究 委員 会 」 を設 け 、 デ ー タ開 発

に 関 す る研 究 を進 め て き た。 デ ー タ開 発研 究 委 員会 には、 社会(利 用)・ 理

論 ・技 術 の3グ ル ー プを設 け、 デー タ ・ニー ズをい か に把 握 し、 チ ー タ作 成 ・

収 集 の理 論 的 裏 づけ をい か に行 ない 、 デー タ をいか に コ ン ピ ュー タ に蓄積 し

取 出す か どい つた 問題 に つ き解 明す る こ とと した 。

この 報告 は 、上 記委 員 会 の研 究 を 中間 的 に と りま とめ た もの で あ り、研 究

内容 の 前 進 ・充 実 に つ い て は、48年 度 の 研 究 に期す る予定 で ある 。



この 報 告書 は3部 の構成 とな って お り、 第1部 では デー タ開発 に関 す る基

礎 概 念 お よびそ の 理 論 的 枠組 に つ き解説 し、第2部 で は 社会(利 用)・ 理論 ・

技術 の3分 野 の各 々に視 点 をk・v・て、総 括 的 に デ ー タ解析 の諸 問 題 を 分析 しべ

第3部 で は デ ー タ 開発 の理論 と実 際 につ い て具体 的考 察 を行 な って い る。

なお 、 デー タ開 発研 究 委 員 会 は 、下 記 の メ ンバー を も つて構 成 され た もの

で ある。
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この 報告 書 は委 員の 協 力 に よ り、 再三 の討 議 を重 ね た結果 で あ る。 特 に 第

1部 は 藤崎 重 隆 委員 の 寄 与 す る と こ ろが 多 い。 ま た太 報告書 の 作 成 に 当 って

は 、 ジヌ ト(日 大 総合 技術 研 究 所)の 全 成 洋治 氏、 通 産 省情報 管理 課 の 向井

保氏 の ご援助 を得 た こ とを附 記 した い。

なお 、 こ の報 告 書 は 日本 小 型 自動 車 振 興会 の機械 工業振興 資 金 に よる"デ

ー タ開 発 に関 す る研 究 の 昭和47年 度 報 告書"に 該 当 する もの で ある。

昭和48年3月

デ ー タ開 発 研 究 委 員 会

委員長 北 川 敏 男
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序 言

第1部 デ ー タ開 発

第1章

第2章

第3章

3.1

3,2

3.3

第4章

目 次

第2部

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

デ ータ開発 の背景

デ ータ開 発 の再 認識

デ ータ開 発 の手順

デ ー タ開発 の姿 勢

データ開発の対象領域

デ ータ開発 の フ レー ム ワーク

デ ータ開発 の実 現 の た めに

デ ータ開 発 にお け る問題 点 とその検討

デ ー タ開発 の問 題 の所 定

データ利用の問題

データ作成の問題

統計処理方法の問題

データ処理技術の問題

デ ー タ ・フ ロ ー ・シ ス テ ム の 問 題

第3部 デ ー タ 開 発 の 理 論 と実 際

第1章

1.1

1,1.
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(7)多 次元 的 デ ー タの処 理

(8)シ ミュ レー シ ョンの使 い方

1.1.2

(い 誤 差 とは 一 その基 本 的考 察

(2)

(3)Xが 質 の場 合 の誤 差 の いたず ら

1.1.3多 変 量 解析 ・多 次元 分析

ω

(2)デ ー タ解 析 と して の 多次元 分析

C3)

L2デ ータ開発 の理論 的 諸問 題
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現実の多次元的分析への要請のまとめ

数学的理論 とは

理論の基本的評価

デ ータの開 発 との 関係

推測 統 計学

Tukeyめ 思 想 の限 界

デ ー タの変 換 と交 換

デ ー タの ア セス メ ン ト

O.E.C.Dの 報 告

デ ー タの ア ロ ケ ー シ ョ ン

1.3新 しい デ ー タ開 発 とそ の問題
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シ ャ ド ウ デ ー タ

意識構造データの開発

第2章 デ ー タ利 用 に 関す る諸 問題

2,1デ ー タ開発 の過 去 と現 在
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(4)デ ー タ 開 発 に 対 す る 対 策

2,2

(D

〔2)

'(3)

(4).ア プ リ ケ ー シ ョ ン'

(5)ま とめ と提 案

2.3官 庁 経 済 統 計 に つ い て

(D官 庁 統 計 の 利 用

② 官 庁 統 計 の 実 情

(3)官 庁 へ の要 請

2.4業 界 に お け る 統 計 利 用

(D

(2)

、(3)

第3章

3.1

3,1.

オ リ ジ ナ ル ・デ ー タの 問 題 点

集計的経済統計の利用に関する問題

経済統計の精度の考え方について(そ の1)

経済統計の精度の考え方について(そ の2)

数値データの裏づけ としての非数値情報について

プ ログ ラム開発 に ついて

3.1.

業 界 に おけ る デ ータ ニーズ

業 界 に おけ る業務 情報 の 創生
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(4)ま と め

3.2デ ー タ と プ ログ ラ ム との リン ケ ー ジの 問題

第4章 ネ ・ ト ワー ク シ ス テ ム に 関 す る 諸 問題

4.1ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 事 例

(1)コ ン ピ ュ ー タ の リ ソ ー ス ・ア ロ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー ク の 事 例

(2)情 報 シ ス テ ム の リ ソ ー ス ・ア ロ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー ク の 事 例

4.2ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 諸 問 題
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第5章 デ ー タ利 用 の 事 例

5.1鉄 鋼 業 景 気 指 標 作 成 に お け る デ ー タ利 用

〔1>作 成 経 過

(2)指 標 に 対 す る ア フ ター ケ ア とそ の 問 題 点

{3)景 気 指 標 再 検 討 と改 訂 指 標 の 作 成

5,2国 際 政 治 に お け る デ ー タ利 用

(1)ア 一 夕 プ ロ グ ラ ム

(2}デ ー タ の 種 類

(3)デ ー タ の 範 囲 と収 集

(4)デ ー タ の 処 理
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序 言

1.ま え が き

この報 告 は(財)日 本経 営情 報 開発協 会 に設 け られた データ開発委 員会 の昭和47年

度 の研 究 調査 の総括 的 な研 究報 告 で ある。

研 究 会 の委 員構成 は別記 の通 りで ある。 ま た昭和47年4月 よb、 昭和48年3月 末

ま での委 員会 の活 動状 態 につ い ては 、 この報 告 のあ とが きに おい て、馬越 善 通 氏 に よD.

て述 べ て い る通 りであ る。

委 員会 は、 この間 、 しば しば 中間 報告 を行 な ってきた こ とは、 あ とが きに ある通 りで

ある。 この報 告 は、数 多 くの討 議 を経 て、全 委 員 の協 力に より、 昭和47年 度 と して の

総括 を行 な うもの で あるが、 当 然 の ことなが ら、 次 の二 点 を注 意 してお きた い。

第1に デ ータ開発 研究 の委 員 会 作業 は、 昭 和48年 度 も引続 き行 なわれ る こ とに な っ

てい る。従 って、委 員 会 と しては 、 この報 告 は まだ中間報告 であ る。い うま で もな く、

この1年 間 の討 議 の結果 をふ ま え、 さ らに前 進 を意図 してい る。 また、 この機 会 に 、関

係 各 方面 の ご意 見 を伺 い 、御批 判 を仰 ぎ、 これか らの研 究調 査 に役立 たせ てい た だ きた

い と念願 してい る。

第2に 、 デ ータ開発 に対 す るわ れわ れ の研 究 は、 過去3カ 年 にわた る デ ー タ ・パ ンク

研 究 に接 続 し、事 実 この委員 会 の 多数 の メンバ ーが引続 き参加 してい る。従 って、 この

研 究 報告 も、す で に協会刊 行 のデ ータ ・パ ン クに関す る諸 報告 とあ わせ 、 ご検 討 され る

こ とを、読者 にお願 い してお きた い。 ま た この1ケ 年間 随時発 表 して きた中間 報 告 も、

ご参 照 され る ことを希望 す る。 そ れは 、 いか な る変 遷 を経 つつ 、 この報 告 にま とめた よ

うな見解 に到達 したか 、或 は この報 告 に簡 単 に述 べ られて い る ことの背 後 に具体 的 な 何

が あるか を知 って いた だ くの に好 都合 か と考 え るか らで ある。

2.報 告 の 内 容

この報告 の 内容 を、 極 めて 大 ず がみ に紹介 し、読者 の便 に供 す るのが 、 この項 の 目的

で ある。

本報 告 は第1、ngll、 第 皿の3部 構 成 にな っている。

2,1第1部 の視 座設 定

第1部 は デ ー タ開発 と題 してい る。 デ ータ ・パ ンクの研究 開発 を意 図 し、具 体 的 な

一1一



調 査研 究 を過去数 年 にわ た って行 な って きた私 ど もが 、到達 した結 論の1つ は 、デ ー

タ ・バ ンクの研究 開発 に先 立 ってデ ー タ開 発そ の もの か ら検 討 を行 なわなけ れば な ら

ない とい うこ とで あ った 。

す なわ ち、 デ ー タ ・パ ンク を論 ず るの には デ 一 夕そ の もの を究 明 しなけ れば な らな

い。 デ ー タに おい て 利用 者 が求 める ものは 何 で あ ったか を問 わ なけ れば な らない。 か

くして情 報 、情 報処 理 機能 、情 報 システ ム等 の問題 にま で到達 す る。 デ ー タとは、既

成 概 念 では ま さに所 与 とみ る もので あろ うけ れ ど も、 しか し、 デ ー タ開 発 の問題 こそ

根 底 にあ る。 ここを 出発 点 に しなけれ ば な らない。 これが 本研究 の基本 課題 と して設

定 され て い る。

第1部 は、 この よ うな立 場 に立 って、 デ ー タ開発 の問 題 を、 対象 領域 と段 階 との2

次元 構成 にお い て捉 えて い る。

亡 こに対 象領 域 とは

(1)デ ータ ・ア セス メン ト(detaassessment)

(2)デ ータ ・マネ ジメ ン ト(detamanagement)

(3)デ ー タ ・ネ ッ トワーク(detanetwork)

の3領 域 で ある。

ま た段階 とは

(a)ブ レン ウェァ(brainware)

(b)ソ フ トウェア(software)

(c)ハ ー ドウエア(hardware)

の3段 階 を意味 す る 。

従 って、本報 告 の 第1部 で は3×3=9のbrekdownに おい て、全 体が解 設 され

てい る。 その詳 細 につ い ては、 本文 に譲 り、 こ こでは次 の ことを注意 してお きたい と

思 う。

われ わ れは 、予 め この よ うな枠 組 を設定 してデ ータ開 発 の方 向 を規定 しよ うと した

ので は ない。 そ うでは な くて 、第 五部 お よび 第 皿部 に展 開 され てい る よ うな視 点 か ら

出発 し、 それ か ら、 問題 を追 跡 してい って、結果 と して、 ここに到 達 した。私 ど もの

いま まで の研究 に よれ ば、 この到達 点 に立 って、 得 られ る ところ の展 望 は、 一 方に お

いて過 去1ケ 年 の多 方面 多岐 にわ た る研究 を整理 して見透 しよ くす るのみ な らず 、他

方 に おい て、 今後 に究 明す べ き デ ータ開発 の諸 問題 の構 造 を明 らか にす る もので ない
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か と思 われ る。

デ ー タ開 発 に関 す る もろ もろの基礎 概 念 を規定 し、理 論 的 な枠 組 を構 成 し、重 点 課

題 群 の分布 を解説 してい るの が第1部 で ある。

この第1部 は 、幹 事 と して最終 原稿 の整理 に あたって藤崎 重 隆 、向井保 、金成 洋 治

の3氏 に負 うもの で あるが 、第 ■部、第 皿部の研 究 をふ まえ て の もの で あ り、委 員 会

報告 とす る所 以 で あ る。

2.2第]部 の基調

第 ■部 は、 この研 究報告 の基 調 を述 べ て ある。 ここに基調 とい うのは 、過 去10ケ

月余 に わた って、 委 員 会の作 業 を整 理 す るため の視 点 と して、委 員 がみ な同 じ く依拠

したreferenceframeで あ って、 それ を意識 しつつ第1皿部 の 多 くの 部分 が、 各 委

員 に よって検 討 され報 告 さ れ た こ とをい うので ある。 それ は、利 用、理 論 、 技術 とい

う視点 で ある。

デ ー タ開発 の問題 が、 デ ータ需 要 か ら出発 す る もの で ある限 り、 デ ー タの利用 者 の

要 請 を分析 して か か らなけ れば な らな い。 これ をふま えた うえ での デ ー タ作 成(獲 得)

受 入収集 、評価 等 の方法論 を提供 する理論 が なけ れば な らない。 既成 の統 計 学的 方法

もこ うい う理論 の ある局面 に対 して寄 与 す る もの であ るが、 広 くデ ー タ処 理 な い しデ

ータ解 析 といわ れ る ものは
、記述 統計 お よび推 測統計 のわ くを越 え る問 題 を包蔵 す る。

また技 術 とい う領域 に は、 コ ン ピュー タ利用 の現状 におい ては 、 ソフ トウェア な ら

び に ハ ー ドウェア両方 面 に わた る問題 が あ る。

この よ うに して、利 用、 理 論、 技術 の三 分野 の各 々に視 点 をか え て、 総括 的 に デー

タ解析 の諸 問題 を分析 、究 明 したのが 、第 皿部 で ある。草稿 は各委 員 が分 担 した 部分

も多 か ったが 、全委 員 参加 しての問題 整 理 で ある この第II部 は、特定 の委員 名 を あげ

る ことは 当然 差控 ねば な らぬ程 、意見 の調整 をは か った結果 で ある。

2,3第 皿部 の具体 的接近

第 田部 は 、 デ ー タ開発 の理 論 と実 際 と題 している。 ここに とりあげ られ て いる項 目

は、第1章 は理論 、第2章 は利用 で あ り、 これ らの視点 は第 皿部 に述 べ た と ころ に 由

来 してい る。 これ に対 して第3章 は デ ータ ・マネ ジメ ン ト、第4章 は ネ ッ トワーク ・

システ ム を取 扱 い、何 れ も第1部 で用 いた ところの対象 領域 であ る。

この よ うに、視 点 の構成 は、第1部 、第 五部の両 部 に わた って 、 それ ぞれ 部分 的 に

採 用 した形 に な ってい る。
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強 い ていえ ぱ、 第1章 お よび第2章 は デ ー タ ・ア セス メ ン トに 関連 す る こ とが多 い。

第3章 お よび第4章 は技術 に 関連 す る こ とが 多い。 従 って第H部 の理 論 一 利 用 一

技 術 とい う見 方 も、 また第1部 の アセ ス メ ン トー マ ネ ジメ ン トー ネ ッ トワーク と

い う領域 分類 も、 共 に 或 る程度 ま では並用 され てい る と見 られな い こ ともない。

第5章 は本 文 に み られ る よ うに鉄鋼 業 と国 際政治 とにつ い ての事例 説明 が ある。

第1章 理 論 面 では 、1.1で 林 知 己夫 委員 が デ ー タ解析 につ い ての根 本 的 な問題 を、 デ

ータの実 情 に即 して解 明 して い る。1,2で 工 藤 昭夫委 員 が デ ータ開発 と統 計学 の理論

との対 比 を究 明 してい る。1.3で は堀比 呂志 委員 が従来 あ ま り とりあげ られ てい ない

デ ータ開 発 の新 しい方 向 を提起 し、 ダ イナ ミック ・パ ラメー タ、 シ ャ ドウデ ー タ、意

識 構 造 デ ー タな どの問題 を与 え てい る。以 上 の3編 は 、 デ ータ開 発 の理論 面 にか か わ

る根 本的 課題 を明示 した もの といえ よ う。

第2章 は デ ータ利 用 問題 の なか か ら、経 済 時系 列 デ ータ、集 計的 経済 統 計 、官 庁経

済統 計 、業界 における統計利 用課 題 について 、 とりあげ た。藤 崎 重隆 委 員、 矢島 昭委員、

深 田正夫 委 員 、水 野 武夫 委員 の執 筆 に よる もので あ る。 もと よ りこれ らは 経済 統計 デ

ータ とい う一局 面 に関 す る もの であ るけ れ ども、多年 の経験 を もとに した これ らの報

告 の指摘 す る統計 上 の諸 問題 は他 分野 の官 庁統 計全 般 に多少 の変 容 を もって適用 され

る ことが 多 い と思 われ る。 たYし この よ うな検討 を統 計 の全 分野 に 拡 大 して ゆ くこ と

は 、残 され た問題 で は ある。

第3章 は デ ー タ ・マネ ー ジ メ/ト にfO・け る技術 課題 で ある。 これ は ほ とん ど水野幸

男 委員 に よる部分 で ある。

第4章 ネ ッ ト ・ワーク ・シス テ ムでは、 本研究 報 告 と して は、 当然 取扱 うべ きデ ー

タ、 ネ ッ ト ・ワーク ・シス テ ムそ の もの につ い ては 、後 日を期 した。 本章 は ネ ッ ト ・

ワー ク ・シ ステ ム自体 に つい て の最近 の情 勢 と問題 とを論 じた渡 辺 龍雄 委員 の報告 で

ある。

第5章 では基幹 産 業 であ る鉄 鋼 業vateけ る デ ータ利 用 の実 際 が、 鉄鋼 景 気指標 な ど

の例 に即 して、水野 武 夫委 員 に よ って報 告 され てい る。 次 い で デ ータ利 用 と しては 、

特 色 を もつ ところの 国際政 治 の分野 におけ る実 例 が、高 瀬保 委 員 に よって報告 され て

い る。

以 上、 第三 部 は理 論 お よび実 例 に つい て、具 体 的考 察 を行 な った もの であ る。そ こ

で取 扱 った 問題 は部 分 的 な ごが 多 く全 分野 を蔽 いつ くしては い ないが、 典型 的 な課題
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をそ れぞ れ の分 野 か ら、的格 に選 出 し、 鋭 い分析 を あたえ た もの と して評価 され るな らば幸

い で あ る。

3.情 報 化 ビ ジ ョ ン と デ ー タ 開 発

デ ータ開発 を促進 し、 かつ そ れの進 行 を方 向 づけるものとして、社 会 的需 要が ある。 この報告

ではsoriofieldの 仮称 の も とに、 これ につ い て論 じてい る。社 会 的需 要は 当然technofield

お よびeconofieldと の関 連 に おい て も述 べ られ て い る。重 複 をさけ ここでは、 もっ と大局

的 に 、この社 会 的需要 を、情 報化 ビジ ョンへ の視 座 との 関連 に おい て分析 す べ き もの で ある こ

とを指摘 したい。

情 報化 ビジ ョンにつ い ては、 本協 会が 次 の報 告 に おい て、調査 検討 の成 果 を公 表 してい る。

〔1〕80年 社 会 の情 報 化 ビ ジ ョン、 コン ピュ ータ リゼ ー シ ョン委員 会 中間報 告 、経 情協46-15

側)日 本経 営 情報 開発協 会、 昭和46年9月

3.1情 報化 ビジ ョンへの基 本的視 座 この報告 が設 定 した もの は 、2つ あ る。

(1。)70年 代 に お いて わが国 が直面 すべ き社会 経済 的 困難 を情 報化 を通 じて緩和 な い し未

然 に防止 す る こ と。

(2。)わ が 国 の工業 化社 会 か ら情 報化 社 会 へ の移 行 を混乱 な く効率 的 に達 成 す る ため の総 合

的方策 をつ くる こと。

さ て(1。)に い う困難 と して特 に3つ が指摘 され てい る。

1-(a)知 的労働 力の 大量 不足

1-(b)社 会 開発 的 な情 報 処理 技術 の未 発 達

1-(c)公 害 、物価 高 、交 通難 な ど社会 開 発的 な諸 問題 の深 刻 化 とそ の対策 の立 遅 れ

また(2。)に 関 しては70年 代 諸問題 に対応 す る情 報 化諸政 策 の骨 子 と して、

2-(a)究 極的 ビ ジョン と して 、想定 は 「人 間 の知 的 創 造力 の一般 的 開花 」に お く。

2-(b)発 展 の段階 と して 、 コン ピュー タの封 鎖 的利 用 か ら情 報 ネ ッ トワークの 形成 へ の移

行 。

3.2具 体的 ターゲ ッ トの設 定 とデ ー タ開発

報告 〔1〕には 、次 の(a)10個 の具 体 的 ター ゲ ッ トを設 定 し、(b)10年 間 の タイ ム ・テ ー

ブル、(c)情報 化政 策 の基本 大綱 、(d)ボ トル ネ ックへ の対策 、(e)ター ゲ ・ ト達 成 の場 合 の社 会

的 効果 が論 ぜ られ てい る。
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(i)10個 の具 体的 ターゲ ッ ト

① ホ ーム ・タ ー ミナル の普及

② 全 国情 報 ネ ッ トワー クの 形成

③ 行 政 の合 理化

④ コ ン ピュ ータ志 向教 育

⑤ 医療 の近 代 化

⑥ 公 害 の防止 と制 御

⑦AVI(自 動 自動車 識 別)に よる交通 管制

⑧MISの 高度 利用

⑨ 流 通 機構 の システ ム化

⑩ コン ピュー タ'マ ン ドの定着

㈹ 具体 的 タ ーゲ ・ ト実 現 の時 間 的 な優 先 度 か ら、② 、③ 先 行;次 い で④ 、⑤ 、⑥ の推進;

それ を も とに して 、① 、⑦ 、⑧ 、⑨ の実 現 、以上 の成 果 を もと と して⑩ の実現 とい うタ イ

ム ・テ ーブルが提 唱 され てい る。

② 、③ を先 行 さ せ るた め には 、 さ らにそ の基礎 と してデ ータ開発 が な され な けれ ば な ら

な い。

3,3デ ー タ開発 の研究 調査 は、以 上 の よ うな情 報 化 ビジ ョンとの関連 に おい て 、位 置 づけ ら

れ るべ き もの であ る。本 委員 会 が、第1部 にお い て提 示 す る理 論 的枠 組 に して も、第 ■部 に

おい て詳 説 す る利 用 、技術 、理論 の3面 に して も、情 報化 ビ ジ ョンに よって提 起 され てい る

ところの 、問題 意識 の もとにおい て、論 究 され てい る こ とに注意 され たい。情 報 化 ビジ ョン

に は本 文 の第1部 以 下で は あたか も自明 の ように必 ず しも詳 し くはふ れ てい ない だけ に、 と

くに ここに この点 を強調 してお く。

4

4.広 域 大 量 情 報 の 高 次 処 理 と デ ー タ 開 発

4.1デ ー タ開発 のか か わ る と ころは 、 「般 的 にい えば、 広義 の情 報 処理 で あb、 しか もそ の

情 報 は 、発生 源 お よび利 用範 囲 におい て、 広域 にわた り、情 報 の量 的特 徴 は一 般 に大量 で あ

る。 この うえ さ らに注意 すべ きこ とは 、情 報利 用 の 内容 か ら して、高次 処 理 が要請 され てい

る と とで ある。

す な わ ち、 広域 大量 情報 の高 次処理 とい うこ とが 、 デ ータ開 発の 当面 し'てい る基 本 性格 で

あ る。 この意 味 に おい て、研 究 すべ き事 項 の カテ ゴ リーは当 然 次 の諸範 囲 にわ た るべ き もの

■

■
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と な る 。

〔R〕 情 報 源(InformationResources)(R)

R-O観 測 情 報 、

R-1実 験 情 報

R-2文 献 情 報

〔P〕 情 報 処 理(InfornlationProcessing)(P)

P-0情 報 受 入(acquisition)

P-1情 報 評 価(evaluation)

P-2情 報 圧 縮(reduction)

〔S〕 情 報 構 造CI・f・rm・ti・n .St・u・ture)(S)

S-Oパ タ ー ン認 識(図 形 、 音 声)

S-1構 造 認 識(数 理 解 析)

S-2言 語 認 識(言 語 論 的 接 近)

〔1〕 情 報 検 索(Information'Retrieva1)(1)

1-0フ ∵ク ト検 索(factretrieval)

1-1ド キ ュ メ ン ト検 索(documentretrieva1)

1-2デ ー タ検 索(dataretrieval)

(C〕 情 報 流 通(InformationCirculation)(C)

C-O計 算 機 ネ ッ ト ワー ク ・シ ス テ ム

C-1知 能 端 末

C-2情 報 資 源 共 有 ネ ッ ト ワ ー ク ・シス テ ム

〔U〕 情 報 利 用 てInformationUtility)(U)

U-0オ ン ライ ン実 時 間 利 用

U-1人 工 知 能 の 利 用

U-2サ イ バ ネ テ イ カル な 利 用

4.2デ ー タ開 発 に お け る3対 象 領 域

第1部 に お い て

(a)デ ー タ ・ア セ ス メ ン ト(DA)

(b)デ ー タ ・マ ネ ジ ー メ ン ト(DM)

(c)デ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク(DN)
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とい う3対 象領 域 とい う視 座 を提示 す る。

4.1で 述 べ た(R)、(P)、(S)、(1)、(C)、(U)の 各 々が 、 これ ら何 れ に

属 す るか を見 て お くこと、 お よび これ に関 連 する観 察 は、 デー タ開発 にお い て有効 で ある。

(1。)次 の よ うな 関係 が成b立 つ と見 られ る。

(DA)=(P)u(S)u(R)U(X)(1)

すな わ ち、(P)、(S)、(R)は 何 れ も(DA)に 属 す る。 しか し(DA)は(P)、(S)、

(R)の 和集 合 でつ くされず 、 これ以 外 の もの(X)が あ って、 以上4つ を もって構 成

され てい る。

同様 な意 味 で

(DM)=(1)U(U)U(Y)(2)

(DN)=(C)U(Z)(3}

(2。)こ の報告 にお い て、(DA)、(DM)、(DN)の 関連 にお い て論 究 され 、検討 さ

れ てい る ことは 、(D、(2)、(3}、(4)の 等式 関係 の右 辺 の何 れ に あ た って い るか を検討 して

お くこ とは有 意義 で ある。

(3。)こ の報告 につ い て 、い ま まで何 が 検討 されて いないかを、(1)、(2＼(3)の 等 式 の右辺 の項

'目 につ いて みて お くこ とは
、 デ ータ開発 の将 来 の課題 で あ る。

■

4

5.情 報 シ ス テ ム と デ ー タ 開 発

以 上諸 節 に わた って、 デ ー タ開発 の研 究 、調 査 が取扱 うべ き範 囲 を 、本 研究 との関 連 にお い

て解 説 して きた。 これ が この序 言 の任務 で ある か らで ある。具 体 的 な 内容 につ い ては、 第1、

第 ■、第 皿部 に詳説 され てい る ことは、 す でに述 べ た通 りであ る。 こXで は 、そ れ らには立入

らな い、 た だ、 本研 究 は その取 扱 う対象 領 域 と段階 とが3×3=9通 りに わ たb、 多数 の委 員

の協 力 分担 に よって い る。 従 って、極 め て基本 的 な ことが、或 は 解 説 され る ことな く、 各 自の

分担 事項 の細部 に立 入 っ てい る切 面 もい くらか あ るか と思 われ る。 それ に対 す る辮 解 では ない

が、 本報 告 は大 綱 に おい ては 、以 上 の よ うな構 成 で あるが、研 究 、 調査 は第1部 、 第 五部、 第

田部 とい う順 序 を 時 間 的 に 辿 った もの で なか っ た こ とも附 言 してお く必要 が ある。 それ ゆ え

反覆 行 きつ戻bつ して、 この報告 は読 まれ、 検討 され る こ とを希 望 す る。 これが第1点 、 次 に

本研 究 は 中間報 告 で あ るか ら、 この段 階 では 各委 員 が充分 に意 見 を まず 開陳 する こ とを本会 は

主 眼 と した。 従 っ て、 より系 統 的 な論理構 成 の緊 密化 は 、次 回 に期 待 してい ただ きた い。 これ

が第2点 。 最 後 に、 当然 起 るべ き問題 につ い て、 意見を開陳 して、 そ の序言 を結ぶ こ とにす る。

●

●
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それ は デ ー タ開発 と情 報 シス テ ム形成 の問題 で ある。 簡 潔の た めに、 こ こに 提示 し よ うとす

る立 言 を次 の数 項 に整 理 して述 べ よう。

(1。)デ ー タ開発 の問題 は 、情 報 開 発 の問題 に ま でさか のぼ らざる を得 ない。

デ ー タ ・ア セス メン ト(DA)と 本報 告 に おい て称え た もの は、情 報 開発 に関連 した問

題 がふ くまれ てい る。

(2。)デ ー タと情報(Information)と を区別 す る ものは ない のであ る。 デ ー タの 内容 は情

報 であ るが、情 報 が特定 の条 件 を満 足 した とき、 これを デ ー タ化 してい る とい う。

(3。)情 報 は もと、主 体 が現 実界 か ら獲得 す る と ころ の、認知 、 指令 、評 価 の諸 作 用 の構 成 要

素 で あ るが、そ れ だけ では 、 一般 には対 象化 され ない。対 象化 され るのは・ 情 報 の生 成 ・

流通 が 一定 の 方式 を具備 してか らであ る。 対 象化 され た情 報 をデ ーダ とい う。

(4。)対 象 化 され た情報 即 ちデ ータにつ い ての生 成は 、生産 とい い うる段階 に達 す る。 か くし

て 、デ ー タの生産 お よび 流通 が問題 にな る デ ー タ ・マネ ジ メ ン ト(DM)お よび デ ー タ ・

ネ ッ トワーク(DN)は データの生産 お よび流通 の ある局 面 に焦 点 を あわせ た見 方 といえ

よ う。

(5。)DA、DM、DNと い う対 象領 域 は情 報 を対 象化 して デー タと し、 これ を生 産 、流 通 の

場 に割いて 、とらえる見 方 へ とつ なが る。 これ は方 向 と して はま さに情報 シス テ ムへ とつ な

が らざるを得 ない。

以 上 の よ うな基 本的 な分 析 か ら、情報 化 ビジ ョンvak・け る10個 の具 体 的 ター ゲ ッ トの うち

9個 ま でが 、それ ぞれ の情 報 シ ステムの形 成 に 関連 す るこ と、デ ー タ開 発が これ らの情 報 シス

テム形成 の基 礎 で ある とい うこ との意 義 が 明確 に なる。

最 後 に、情 報 システ ム形 成 におい て当面 すべ き主 体 の問題 にふれ て お く。

この場 合 、主体 とは 、一般 に政 府 、官庁 、企 業体 、民間 組織 体、 学会 、研 究 会 、研 究 個 人等

ま ちま ちで あb得 る 。 こXで 注意 す べ き こ とは、 情報 は客観 的被 調査 対 象 に関 す る もの であ

るが、 しか し、 この よ うな被調 査 対象 は、 人間 以 外 のみの 自然界 の存 在 の よ うに、 ど こま で も

対 象 と して取扱 い うる もので もない し、 ま た取 扱 い うる もの で もない ことは 改 め て注意 しなけ

れ ば な らな い。

つ ま り、 多数 の主体 の存在 す る場面 で あるか ら、従 来 の シス テム論 では す でに 論 じつ くされ

得 ない こ とに注意 しなけ れ ば な らない。

では 、 ど うす るか 、それ は残 された問題 であ るが、簡単 にいえ ば エ コ ロ ジカル な視 点が 必要

にな る。 か くして、情 報 エコ ロ ジー(InformationEcology)の 概念 が 有効 に なる で あ ろ
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う し、 デ ー タに つい ては デ ータ ・エ コロ ジ ー(DE)(DataEcologiy)と い う問題 に立入

らなけ れ ば な らない。

(DE)に つ い ては 、 この研究 報告 では、 ふ れ られ てい ない が 、 この見慣 れ ぬ新 造語 が役 を

果 す と きは 、 予 想外 に早 い こ とと思 わ れ る。 事実 、 デー タ ・エ コ ロジー の概 念 が導 入 され たの

は 、 この委 員会に おい て であ った。
台

昭和48年3月
◎

データ開発研究委員会

委員長 北 川 敏 男

b

■
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第1章 デ タ 開 発 の 背 景

流 動 す る社 会 を と らえ る もの は情報 で あ り、 これ をおい てほ かに ない。情 報 か ら現状 を知 り、

動 向 を理 解 し、 変化 に対 しては その将 来 を予 知 で きる。 これ ら一連 の プ ・セ スは、企 業 にせ よ、

政府 省庁 にせ よ、 そ の組 織 個有 の体 系 のなか で処理 され る。 そ の バ ・クボ ー ンは、 これ ら組織 の

持 つ特 有 の ニ ーズ に基 ず く。

マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォー メ'一シ ョ ン ・システ ム(経 営情 報 システム、MIS)、 ア ドミニ

ス トレー シ ョン ・イ ンフ ォー メー シ ョン ・シス テ ム(行 政 情 報 シス テム、AIS)、 あるい は 、

デ ータバ ンク な どの情 報 システ ムの構想 が打 ち出 されてか ら久 しい 。 しか し こ の 間 ・ マ ネ ジメ

ン ト ・イン フ ォーメー シ ョン ・シス テ ムを例 に とる と、本格 的 な マ ネ ジ メ ン ト ・イ ン フ ォー メ

ーシ ョ ン ・シ ステ ムの形 成に着 手 した と ころ も少 な くな いが、 そ の多 くは 、 い まだ計画 段 階 の域

を出 ない ところ や、 開発途 上 の段階 に と どま って い る 、 とい うのが 実情 で あ る 。 ま た 、 マネ ジ

メン ト ・イ ン フ ォー メー シ ョン ・システ ム とい って も、そ の実態 面 か らみる と、 そ の形成 が 比較

的容 易 で ある と考 え られ るオペ レ ーシ ョナ ルな サ ブ ・イ ンフ ォー メー シ ョン ・システ ム(例 え ば

販 売 、在 庫、 会計 な どの管 理 のた め の システ ム)で あ り、 マ ネ ジ メ ン ト ・イ ンフ ォ ーメー シ ョ

ン ・シス テムの最終 段 階 で ある。 プ ランニ ン グの機 能 ま で織 り込ん だ トー タル な イ ンフ ォー メ ー

シ ョン ・シス テ ムまでお よん でい る といえ る もの は極 め て少 ない。

一 方
、 企業 や政 府省 庁 にお い ては、各 種 の意 思決 定 や政策 決定 に あた って 、多面 的 な情 報 処理

への需 要(主 として プ ランニ ングの ための情 報 シ ステ ムに対 す る期待 や要 求)が ま す ます高 ま っ

て いる。 これ は 、社 会 の動 きが 流動 的 で あれば あるほ ど当然 な要 求 であ り、今 後 も こ う した傾 向

が ます ます増 大 しよう。 しか しなが らこの よ うな需 要 に対 して、少 な くとも現 在 の情 報 シス テ ム

では 、 じゅ うぶん に応 え る こ とが で きない の が実情 であ る。 こ う した現状 の な かで情 報 シス テ ム

をと りま く基本 的 な諸 問題 が現 実 に より高度 な情 報 シス テ ムを形成 す る段 階 に な って、改 め て表

面 化 して きてい る。

われ われは 、 こ うした認 識 の もとに真 に ニ ーズ ・オ リエ ンテ シ ドない わゆ る"利 用 され る情 報

システムの開発"の 方途 を究 明 す る ことを ね らい と し、 これ ま で経営情 報 シス テムや デ ータバ ンク

につ い ての研 究 を理論 面 、技術 面 か ら、 あ るいは各 種 の調査 をふ まえ在 が ら実 態 面 か ら検 討 を加

え て きた。

これ らの研 究 成果 は 、 これ ま で数 回 に わた って当協 会か ら公 表 され初期 の 目的 を達成 した と考

え られ る。 しか し、 この間 、 じ ゅうぶん な論 議 を しくせ なか った課題 が残 され た こ と も事実 で あ
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る。 そ れは デ ータ開発 に 関す る問題 で ある。 デ ー タ開発 の問題 は、 ひ と くちに言 うと必 要 な情 報

な リデ 一夕 を利 用 者が 必要 な と きに どの よ うな情 報処理 機 能 を通 じ、 どの よ うに入 手処 理 し、 目

的 を達成 す るか とい う ことで あ り、デ ー タそ の もの は むろん の こと理論 、技術 は もと よ り、 これ

ら情 報 シス テ ムを とりま く外 部要 因 を もふ くめ た問題 を総合 的 に究 明す る もので 、そ の意味 では

拡 大 され た概 念 に な ってい る。

これは よ り高度 な情 報 処 理 シス テムを構築 して い くに あた って の基 本 的 な課題 であ る。 しか し

なが らこの デ ー タ開発 は半 面 で、 デー タ需 要 に極 め て強 く依存 す る もの で あ り、 この点 を じゅ う

ぶ ん認識 した うえ で 、今 回大 きな テ ーマ と して とりあげ 、 デ ータ開発 の基本 要素 につ い て研 究 し、

その実 現 を図 る努 力 を推 し進 め る こ とに よって情 報 システ ムの形 成 に必要 不可 欠 の要件 にま で検

討 を行 な った。

われ われは 、 このデ ー タ開発 の成果 をみ た うえ で今後 、 これ ま で概 念 的 な構想 の域 内に とどま

ってい た情 報 システム構 想 を、デ ー タ開発 の問 題 を考 慮 し、 具体化 を図 るための努 力を お しまな い

所 存 で ある。 この よ うに しては じめ てわ れわ れが 当初 期待 した真 に ニ ーズ ・・オ リエ ン ・テ ッ ドか

つ有効 な情 報 シス テ ムの実 現 に結 び つけ てい くことが で き よ う。

お

全

b

白
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第2章 デ ー タ 開 発 の 再 認 識

デ ー タ開発 は す で に述 べ た ように、い か なる デ ータな り情報 を どの よ うな情 報 処理 機 能 を通 じ

て、 どの ように処理 す る か とい う ことで あ り、 これ までは主 と して処理技 術 面 か ら コン ピ ュー タ

メー カー な どを中心 に して研究 され て きた分野 で あ る。 しか しなが ら、 この デ ータ開発 の問題 に

つ いて、 われ われが 、 こ こに と りあげ て きた ような多面 的、総 合 的 な角度 か らの研 究 は これ ま で

じゅ うぶ ん に なされ て きた とは いい難 い 。

従来 の研 究 は 、主 と してデ ー タマ ネジ メ ン ト ・システ ム(特 に汎 用 フ ァイル ・システ ム)の 開

発 にそ の力点 が おか れ て お り、対 象 とす べ き情 報 の内容 お よび その処理形 態 に つい て の認 識 が 欠

け てい た こ とは否 め ない。 デ ー タバ ンクや経 営情 報 シス テムな どの形成 の過 程 で もっ と も必要 な

こ とは特 に、 プ ラン ニ ングのた めの情 報 シス テ ムの場 合 、技術 的 な デー タマ ネ ジ メン ト ・シ ステ

ムの 確立 もさ る こ となが ら需 要 に対応 した デ ー タの認識 、収集 な どで ある こ とは言 をま た ない。

デ ータに対 す る ニーズ の パ ター ンを明確 に し、 そ の うえ で必要 なデ ータそ の ものが 現実 に存 在 す

る場 合 で もどの よ うに して入 手 す るの か、如 何 に処 理 してい くのか、 な どを詰 め た形 で検 討 して

い く必 要 が あ る。

デ ー タ開発 は 「古 くて新 しい 」問題 で ある。 われ われ は デ ータ開発 を情 報需 要 との 関連 を じゅ

うぶ ん意 識 しつ つ研 究 した。 とりわけ本報 告書 では デ ータア セス メン ト(デ ータの認 識 ・収集 ・

評 価)や デ ー タ'リ ソ ース ・ア ロケ ー シ ョン(デ ー タネ ッ トワー ク、 デ ー タ リンケ ージ)に 多 く

の部分 を割い てい る。

また われ われ の研 究 は、 デ ー タ開発 に必 要 な再 本 的 な要 素 の検討 に ある ことは む ろん の こ とで

あ るが、 同時 に その焦 点 を主 と して各要 素 と要 素 の イン ター フェ イス(例 え ば情 報 需要 と情報 認

識 、情 報 認識 と情 報収 集 、情報 収 集 と情 報 処理 な どの接 点)に おいてい る。 これは 、 デ ー タ開 発

を実現 す るため には 、そ れぞ れ の要 素 の イ ンター フ ェイスが確 立され る こと こそ キ イポ イン トで

あろ うとい う認識 に も とずい た もの で ある。

特 に先 に述 べ た プ ラ ンニ ングのた めの情 渡 シス テ ムの形 成 に あた って は、 まさ に、 この よ うな

イン ター フェ イスに 左右 され る ところが 大 き く、 この点 に関 す る検討 が じゅ うぶ ん に行 な われ て

いなけ れ ば、 この程 の システ ムはほ とん ど効 力 を発揮 しえな い であろ う。
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図1デ ー タ開 発 研 究 の ね らい
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第3章 デ ー タ 開 発 の 手 順

、

5.1デ ー タ 開 発 の 姿 勢

デ ー タ開発 の問題 は、情 報 シ ステ ムの形 成 に あた って、そ の中 核 とな る部分 を どの よ うに考

え るか とい う点 に左右 され る もの であ る。 そ の場合 、情 報 シス テ ムの機 能 面 を分析 し、情 報 シ

ステ ムそ の ものが 、 どの よ うな要 件 を満 たす 必要 が あるか を考 え て おか ねば な らない 。

情報 シス テ ムには 、 ソシオ ・フ ィール ド、テ ク ノ フィール ドお よび エ コノ フ ィル ドとい う3

つ の側 面 が あ り、 これ ら3つ の側 面 が相互 に有機的 な連 関 を持 ちつ つ、全 体 の システ ム と して

の機能 を有効 に発揮 す る もの で なけ れば な らな い。

ある特定 の問題 を与 え られ た場 合 、そ の意思 決定 に あた って、 どの よ うな手 順 ない しは プ ロ

セスを経 て分析 し、解 を出 して い くとい う意 思決定 の ため の分析 、 お よび そ の ため の情 報 シス

テムは いかに あ るべ きか とい うニーズの デ ザ イ ンない しは具体 化 、 われ われ は これ らを ソ シオ

フ ィ ール ドと規 定 す る。

テ クノ フ ィール ドは 、一語 で言 うな らば"ソ シオ フ ィール ドの実 現"で あ る。 す な わ ち、意

思決定 ない しは問題 の解決 の た めに必 要 な 、情 報 の認識 お よびそ の収集 、蓄 積 か ら加 工分 析 等

の処理 、結 果 の提供 ま での一連 の プ ロセス を言 う。 これは情報 システ ムそ の もの 本体 であ り、

中核 となる機能 で ある。

また エコノ フ ィール ドは 、 テク ノ フ ィール ドで実 現 され た もの を ソシオ フ ィー ル ドと して想

定 ない しは期待 した もの と比較 し評価 を くだす。 エパ リュエ ー シ ョンの側 面 で あ る。

図2情 報 シス テ ム の3つ の 側 面

一15一



'

デ ー タ開発 は 従来 、 ある情報 を加工 作成 し別 の情 報 を つ くりあげ る とい う意味 に使 われ て き

た。 これは狭 義 の概 念 で ある。情報 な リデ ー タか ら激 動 す る現 代 を正 しくと らえ、 そ の動 向 を

把握 し、将 来 の展 開 を適切 に予知 してい くため には 、 この よ うな狭 義 の概 念 を満 たす だけ で解

決 で きる もの では な い。 それ は意 思決 定 プ ・セスでの情 報 シス テ ムの基本 的 な要素 として体 系

的 に とらえ る必 要 が あ る。 た とえば企 業 経営 に あた って は 、そ の発 展 へ の思考 プロセスの な か

で理 解 す る必要 が ある。

こ の よ う な 前 提 の も とに、 われ われ は 、「デ ータ開 発 」 を情 報 シス テ ムの中核 を しめ る 「テ

クノ フ ィール ド」 と規 定 し、拡張 した概 念 の もとに 、そ の実現 への 過程 を論 じてい くこ とが必

要 であ る と考 え る。別 の表現 を用 いれ ば、 デ ー タの収 集 か らそ の処理 を動態 的 に行 な うこ とに

よって所期 の ニ ーズ を達 成 す る までの プ ロセス を大局 的 、総 合 的 に検討 し、 そ の実現 の た めの

要因 を検討 していか ない な らば この問題 に 対 して実 りあ る結 果 を期待 で きな い で あろ う。

もう一つ重 要 な こ とは意 思決 定 の プ ロセ スす なわ ち、 ソシオ フ ィ ール ド面 の態様 が い ろい ろ

変化 する こ とに よ って、従 来 の デ ー タ開発 との ギ ャ ップが 大 き くな り、 よ り新 しいデ ータ開発

の技 術 ない しは理 論 が必 要 とな って くる とい う点 で あ り、 ま た、 それ と同時 平行的 に デ ー タ開

発 に おけ る技 術 は 、理 論 の発展 に よ って情 報 システ ムの新 しい利用 、換 言 す れば 、新 しい ソ シ

オ フ ィール ドを喚起 し、 それ に基 ず い て新 しい デ ー タ開発 の技 術 、理 論 を調整 す る とい う面 が

あ る ことをふ まえ て お く必 要 が あ る。

'

ふ

▲

図3デ ー タ 開 発 の 問 題
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、

デ ー タ開発 は この よ うに 、 ソ シオ フ ィール ドと、 フ ィー ドバ ックの過程 の なか での ダ イナ ミ

ックス と して と らえ なけれ ばな る まい。(図4参 照)こ れ まで な されて きた 多 くの議 論 の なか

には、 デー タ開 発 の発 展 とい う面 か らの問題 指摘 はい くつ かみ られ るが ソ シオ フ ィール ドない

しは、 これ ら2つ の フ ィール ドの相互 連関 の なか では 、 あま り正 しい指摘 が なさ れて い ない よ

うに思 え る。

`

リニノオ㍗ 一ルド

ア の

(スタラ㌔ツグ'斑 プ)

子ワノ=品一ルド

コ=コノコィール ド

図4デ ー タ開 発 の 実 現 の タ イ プ

●

'

ろ.2デ ー タ 開 発 の 対 象 領 域

デ ー タ開発 は、情 報 シス テ ムにお け るテ クノ フ ィー ル ドす なわ ち、情 報 の認 識 、収 集 、選 択 、'

蓄積 、 検 索、 加工 、処 理 、提 供 という一連 の プ ロセス を実 現 す る もの であ り、 ソシオ フィ ール

ドー‥ ・醗 一・・ノフ・一・レド・あるいはソシオ㍗ 一 でフ

ィ ール ドとい うフ ィール ドバ ックプ ロセ スを保証 する ことに よ って 、形成 され 、か つ ダ イナ ミ

ックに発 展 してい くとい うこ とは 、先 にの べ た通 りで あ る。

デ ー タ 開 発 は以 上 の よ うに 広 大 な プ ・セス を扱 うもの であ り、 かつ そ の具 体 的 な問題 点

の指 摘 とそ の解 決策 を保 証 しなけ れば な らない。 その た めに デ ー タ開発 を次 の3つ 、す な わ ち
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① データ ・アセスメン ト、 ② デー タ ・・yネジメ ン ト、 ③ データ ・ネットワーク とい う対 象領 域

に区分 し、 同時 に ④ ブ レン ウェア 、 ◎ ソフ トウェア、 ◎ ハ ー ドウェア とい う3つ の段階

を設定 し、 その 有機 的 な組 み合 わせ の なか で、検 討 を進 め る こ とに す る。

デ ー タ ・アセス メン トとは 、 ニ ーズ に対応 す る情報 を認識 し、 そ の収集 、選択 を行 な うこ と

をい う。 これ には い わば 、 ソ シオ フ ィール ドとデ ータ開発(テ クノ フ ィール ド)と の接 点 に あ

たる部 分 もふ くまれ る。認 識 とは 、 ソシオ フ ィー ル ドの実現 、具 体 的 には、 いか なる デ ー タな

り情 報 を収 集 す るか とい うことを指す もの であ り、収集 とは、 そ の実 際的 な行為 をい うが 、既

存 のデ ータが十分 では な く、ま った く新 し くデ ータを作成 した り、新 たに情 報源 を開拓 す る こ

と も重 視 される。 デ ー タの選択 に あた っては、 ニーズ に合 うものを選 ぶ ことで あるが 、新 た な

角度 か ら、従 来定 量化 しな.かbた よ うな デ ー タを定 量的 に扱 うよ うにす る場合 もふ くま れ る。

デー タ ・マネジメントどは、 データ ・アセスメン トを通 じて利 用 す るデ ータを 、 コン ピュー タな

どの情報 処 理機 器 に よって、蓄積 、検 索、 処理 、提 供 す る こ とを言 う。従 来 この分野 は、技 術

的 に も幅広 く研 究 され てい る ところ で あるが 、 データ ・アセスメン トとの関係 にお いて新 た な研

究 が必 要 とされ る。

デー タ ・ネ ットワーク とは 、情 報 の収 集、 提供 機 能 の一部 であ るが、単 一 の情報 シス テムの機

能 とい う よりは 、む しろ ひ とつ の情報 シ ステ ム と他 の情報 シス テ ム との リンク ともい うべ き機

能 で ある。

従 って 、本来 は 、デー タ ・アセス メン ト、お よび データ ・マ ネ ジ メン トの要 素 の一部 と して把

えるべ き ものでは あ るが 、情報 流通 機能 の重要 性 に かんが み、 こ こでは デ ータ開発 の ひ とつの

要素 と して強調 す る こ とに した。

一方 デ ータ開発 の3つ の段階 につ いて で あるが 、 まず プ レイン ウ ェア とは、情 報 の収 集 方法

処理 方 法 な どデ ータ開発 に あた ってその設 計 思想 や 方法論 を提 供 す る部分 であ る。データ・マネ

ジ メ ン トに お い ては 、 この領域 は 、か な り確立 され てい るが 、データ ・アセスメン トに お いて

は、 い まの と ころ十分 に検討 され てい る とはい いが たい 。

ソフ トウェアは、 ブ レ イン ウェア を具 体 的 に実行 す る領域 をいい、 実 際 には、 コン ピュー タ

プ ログ ラム、 汎 用 フ ァイル マネ ジ メン トシス テ ム 、デ ータ コンバ ージ ョン プ ログ ラムな どが含

まれ る。

この 領域 は 、従来 か ら次 に述 べ るハ ー ドウェア とほ ぼ一 体 に な って行 なわれ て きたた め、問

'

題(ニ ーズ)Q解 決 に あ た って、 ハ ー ドウ ェァオ リエンデ ッ ドな誤 った考 え方 を一 般 に深 くか

えつけ て しま った。
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`

この 点は 、今 後十 分 に反省 、検 討 され 、 む しろ プ ログ ラムオ リエンテ ッ ドに重 点 を おい てい

くべ きであ ろ う。 つ ぎに、 ハー ドウェ アで あるが、 これは デー タ開発の実 行 を行 な う機 器(コ

ン ピュー タな ど)で あ る。

デ ータ開発 は、 デ ー タアセス メ ン ト、 デ ー タ〔ネ ジ メン ト、 デ ー タネ ッ トワーク とい う3つ

の領域 を、 ブ レ イン ウェア、 ソフ トウェア、 ハ ー ドウェア とい う3つ の段階 を経 て実行 して こ

そは じめて実 現 す る もの である。 もちろん、 デ ー タ開発 は、 ソ シオ フ ォー ル ド、 す なわ ち、意

思決定 の内容 に よ り変化 す る もので あ り、3つ の領 域 が3つ の段 階 を順 次 通 る ことに よって実

現 され なけ れば な らない とい うもの で はな い。問題 は ニーズの性 格 に よ って左右 され る とい う

ことで ある。 したが って特定 の ニ ーズ に対 して 、 どの領域 とどの よ うなス テ ップを重 点 的 に考

慮 すれ ば よい か とい う点は、 分 析者 の視 点 の広 さ と深 さに依存 す る。 これ は 特定 の ニ ーズに対

す るデ ー タ開発 の フ レー ム ワーク と して形成 され る。

●

3.5デ ー タ 開 発 の フ レ ー ム ワ ー ク

デ ー タ開発 の フ レー ム ワーク を よ り具体 的 に設明 す るた めに、 利用面 あるい は、 分 析者 の視

点 に立 って述 べ てみ よう。

第1は 、 デ ー タア セス メ ン トの問題 で あ る。k・き くわけ て この分野 を ブ レーク ・ダ ウンす る

と、次 の3点 に なろ う。

① デ ー タの収 集 と評価

② 統 計理 論 と統 計処理 手 法

③ デ ータ収 集機 器

① は ニ ーズ に合 った デ ータを収集 す る こ とで ある。 この場合 、 ニーズに よっては 、 外部 か ら

デ ータを収 集 す る こ とや 、外部 か ら得 た オ リジナルな デ ータを加工 す る こ とに よって 目的 に応

じた第2次 あ るいは 第3次 の デ ータな り情 報 をつ くる ことであ る。 そ の場 合、 デ ー タの発 生 源

や入手 ル ー ト、 あ るいは収 集 方法 な ども詰 め た形 で検討 して齢 かなけ れば な らな□。

特 に デ ー タを扱 う場合 には、 デ ー タの許 容限 界 や精 度 な ど信 頼性 面 か らの保 証 が あ る こ とを

重視 しなけれ ば な らない。 そ れ は、 子の デ ータの もつ個 有 の性 格 と分析 者 の ニ ーズ との比較 と

い う形 で なされ る必 要 もある。

時 系列 に経 済.社 会 データを使用 す る場合には 、産業 等 の分類概 念 、階 層 区 分 の方 法 な どの連

続性 が保 たれ てい る ことが、 分 析 に あた っての必 要 不可欠 の条 件 であ る。 ま た分 析 は各 種 の デ

ータ との組 み合 わ せ に よって行 な うの で、 デ ータ相互 間 の斉 合性 が じゅ うぶ ん に検 討 されね ば
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な らない。

この分野 は もっ と も基礎 的 な分野 で あ り、 分析 者 は必ず 目的 を達 成 す るた めに 、 こ こを通 り

ぬけ なけ れば な らない ところで あ るが 、相対 的 にみ る と、 これ まで かな り軽 視 され て きた とい

って よい。 これ は 、 む しろ ニーズ に合 ったデ ータを見 つけ 出す こ とが で きない 、 あるい は制度

的 な遅 れか らデ ー タの利 用者 が デ ー タを利 用 す る際 に必 要 なデ ー タを入手 で きない とい う実 情

に起因 してい る ところ もあ る。 また統 計 の保守 性 とい う一面 が、流動 的 な現代 社会の実 態 をタイ

ム リーに追 い切 れ ない とい う面 も じゅ うぶん考 慮 され ね ば な らない。

一 方MISな どを想定 した場合 には 、 デ ータの利用 は、反 復的 か つ永続 的 で あ り、 そ れに 見

合 う、 デー タ収集 方法 の確立 と評 価 ない しチェ ・クの機 能 も保証 され てい なけ れば な らない こ

とは む ろん の ことで あ る。

以.上は、 われ われ の区 分 では 、 ブ レ ー ンウェ アに属 す る もので ある。 た だ、 この問題 を オ ン'

ラインを想定 した デ ー タ収 集 機器 の面 まで考 慮 す る必 要 が ある場 合 もある。 これ は、 デー タの

収集 とい う機 能 の みか らみ る と、 デ ー タア セス メン トの ハ ー ドウェア上 の問題 に なろ う。 しか

しな が ら評 価 の面 では デ ータマ ネ ジ メン ト、 あ るいは デ ータネ ッ トワークの面 か ら総 合 的 に解

決 す べ き問題 で もある。

次 に② に つい ては 、主 として、 デ ータ処理 の統 計理 論的 、一 部 技術 的 な問題 で ある。 この問

題 は主 と して"汚 れ た デ ー タ"(た とえばTukeyのWrldshotsの 問題)な どの扱 い をは

じめ として、 ニ ーズ を達成 す るた め に、 どの よ うな理 論 に あては まる か 、 あるいは応 用 してい

くか が重要 な ポ イ ン トで あるが 、 この点は 第3部 第1章 の林 知 己夫委 員 の論 文 に くわ しい の で 、

これ以 上立 ち入 らない 。

も う一 点 は、 この よ うに して応 用 す る理 論 な い しは 統計 的手 法 をた とえ ば コン ピュー タで処

理 す る場 合 、そ の ア ブ ソケ ー シ ョン ・プ ログ ラムへ の具 体化 の問題 で あ る。 こ こでは プ ログ ラ

ムの精度 やパ フ ォーマ ンス も重 要 な要点 とな るが 、 もっ とも重要 な点 は、 人間系 の処理 とマ シ

ン系 の処 理 が どの よ うに 円滑 に なされ得 るか、 あるい は エ ラーの発 生 に対 してそ の フ ィー ドバ

ック機 能 の保証 とい う ところに あ ろ う。 しか しこの点 は 、次 の デ ー タマ ネジ メ ン ト上 の問題 や

デ ータネ ッ トワーク、 あ るいは 、 八 一 ドウゴァ との有機 的連 関 の なか で考慮 され る必要 が あ る。

以.上は、 デ ータア セ ス メン トの ソフ トウェア上 の範 ち ゅ うに はい るべ き問 題 点 で ある。

第2は デ ータ ・マネ ジ メ ン ト上 の問題 で ある。 これ は た とえば コ ン ピュー タに よるデ ータ処

理 上 の純 然 た る技術 的問題 が 大 きな位 置 を しめ てい る。 そ の場 合 た とえ ば パ ッチ処理(・ 一 カ

ル、 リモ ー ト)と オ ン ライ ン処理 あ るい は タ イム シェア,リング方 式 、 あ るいはそ れ らの拡 張概
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念 ない しは方式 で ある ロー ドシ ェア リング方式 あるい は リソ ース シ ェア リング方式 等 の違 い に

よるデ ータ処理 、形 態 の相違 、特徴 を考慮 しなければ な らない が 、共 通 の問題 としては

(1)デ ータ ベ ースの技術 士 の あ り方

aメ ー カ提供 のデ ー タ ベー ス作 成 方式

bユ ー ザ開 発 のデ ー タベ ース作成 方式

② い わゆ る汎 用 デ ー タ ・マネ ジ メン トシス テム

aメ ー カ提 供 のデ ー タ ・マ ネ ジ メン トシス テムの利 用

bユ ー ザ独 自デ ー タ ・マ ネ ジメ ン トシス テ ムの開発 と利用

(3)デ ー タ構 造 とフ ァイル構 造 の あ り方(主 と して大容 量 の デ ー タ処 理 の場合 で 、上記(1)、

(2)の設 計思 想 の技術 的 バ ックボー ン となる)

ω 秘 密保 護

が あ る。

これ らの 問題 は単 な る個 別 の パ ッチ方式 の域 か らデ ータ処 理 の総 合的 かつ有機 的 関連 を もつ

シス テム を想定 した場 合 、 フ ァイルの あ り方 と、 ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラム との有機 的 な

結合 あるい は 、一 つ の 目的 を実 現 す るた めに集 合 システ ム化 され た、 ソフ トウェア ・パ ッケ ー

ジ'シ ステ ム(専 用 で ある と汎用 で ある とに かか わ らず)の 設 計思 想 、技術 上 の問題 点 の解 決

が検 討課題 とな る。

わ れわれ の分 類 で は、プ レ ー ン ウェアの分野 には 、以 上 の各項 の うちデ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト

の理 論 上の 問題 お よび シス テ ム設 計思 想 が重要 な点 であ り、 ソフ トウェアの範 ち ゅ うには 、そ

れ ら理論 あ るいは設 計 思想 の 具体 的 な実 現 過程 であ る各 種 プ ログ ラム、あ るいは システ ムで あ

る。 ハ ー ドウェアは 、 た とえ ば コ ンピ ュータそ の もので ある。

第3は 、 デ ータ ネ ッ トワークに関 して で ある。分 析者 が しば しば 困惑 す る問題 と して、 ニ ー

ズが明確 に され必要 な デ ー タを認 識 して いた と して も、そ の デ ータを 「いつ 」 「どの よ うな形

で」 「ど こか ら」 「どの よ うに」入手 し、 処理 するか とい う問 題 であ る。 したが って、す で に

のべ たデ ータ アセ ス メ ン トお よび デ ータ マネ ジメン トが 、 シス テ ム と して、 有機的 な連 続性 が

保証 され てい なけ れ ば な らない 。換 言す れば 、 デ ー タ流 通 の問 題 に帰 着 す る。 具体 的 には 、 そ

れ ぞれ の デ ー タマ ネ ジ メン ト ・システ ムに格納 され てい る デ ー タな リ プ ログ ラム、 ある いは 、

その コン ピ ュータ シ ステ ムそ の ものを 自由 に使用 しうる体 系 が保 証 され て いる こ とが重 要 で あ

るo

特 にそ の場合 、 ソフ トウェア と関連 して、 デ ー タ ・コンバ ー ジ ョン ・プ ログ ラムや、 デ ー タ

ー21一



リン ケ ージの問題 が解 決 され てい る こ とが重要 な要 件 となるが、 ハ ー ドウェア との関連 に つい

てみ る と、 コン ピュ ータ な どの ソ ースの シ ェア リングな どのほ か、 コ ミュニケ ー シ ョン装 置 の

多重活 用 が必要 で ある。

以 上 分析 者 の視 点あ るい は 、利 用 面 の現状 か らみ たデ ー タ開 発 は どの よ うな フ レー ム ワー ク

に な ってい るか を示 した ものが 図5で あ る。
o

4

図5デ ー タ 開 発 の 領 域

ま た 、 図6は デ ー タ ア セ ス メ ン ト、 デ ー タ マ ネ ジ メ ン ト、 デ ー タ ネ ッ トワ ー ク とい う デ ー タ

開発 の3'要 素 におい て、 もっ とも痛感 され て いる問題 点 を表示 した もの で ある。

なk-2つ の要素 に ま た が って表 示 され て い る問題 点は 、 両者共 通の 問題 で あることを示 して

い る。
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図6デ ー タ開 発 の 問 題 点
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」

し

つ ぎに、 この よ うな フ レー ム ワークに基 づい て、 デ ータ開発の 現在 と将 来 を比較 した ものが

図7で ある。 現状 では 、 デ ー タア セス メ ン トは、横 に細 長 くな ってい るが、 これ は デ ー タに対

す る相対 的 な軽視 傾 向 を反映 してい る。 デ ー タマ ネ ジメ ン トは、 比較 的新 しい概 念 では ある が

ソ.フトウェア と交 差 す る点 だけが 極度 に太 く描 かれ てい る。 これは 、 コン ピ ュー タの普 及 か ら、

特 に技術 面 か らの追求 が なされ る場合 が多 く、 この点 は 、 きわだ った特 色 を示 してい る。 しか

し、 デ ータ ネ ッ トワー クとなると、わが国では獺 まとん ど手がつけられていない段階(特 に ナ シ ョ

ナZレワイ ドな、 デー タ ネ ッ トワークは 、ほ とん ど見 当 た らない。)で あ り特 にデ ータ ネ ッ トワ

ークの設 計思 想 す ら じゅ うぶ ん に討議 され てい る とはい え ない。 この点 は、 本報 告 書 で も紹 介

してあ るア メ リカのARPANET計 画やGE・MARC皿 計 画 の よ うな、 デ ー タネ ・ トの方

向 を参 考 に早急 な検討 が必要 で ある。

●

■
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図7デ ー タ開 発 の 現 在 と展 望

次に 図7を 段 階別に タテにみ る と 、ブ レン ウェアは相対 的 に細 く描 かれ てい る。 これは 、 コン

ピュー タが、各 対 象領 域面 での思 想 を確 立 しな いま まに、 あるい は、 じゅ うぶん に検 討 しない

ま まに普及 して しま った結果 に よる ところが大 きい。 た とえば企 業 の例 を とる と、 コ ン ピュー

タを じゅ うぶん な企 業 サ イ ドの ニーズ に対応 す る もの と して受 け とめず、 む しろ ハ ー ドウェア

を最初 に導入 し、 その後 ニ ーズ をなん とか してみ つけ 出 し、 これ に対応 させ る とい うハ ー ド ・

オ リエ ンテ ・ ドな マ イ ン ドに帰 着 する。 した が って、 ハー ドウェ アの段 階 では、 タテ長 の ヒシ

形 の ような形 態 に必 然的 に な って しま ってい る。 特 に デ ータ ・ア セス メ ン トとハ ー ドウ ェアの

交差 する と ころは、 ほぼ三 角 形 の頂 点 に あた る部分 で あ り、 もっ と も小 さ く描 か れ て いる が、

これは 、 八 一 ドォ リエ ンテ ッ ドな実態 を如実 に あ らわ した もの である。 デ ー タマ ネ ジス トン と

ハー ドウェ ア との交差 す る部 分 が比較 的 大 きな 部分 を 占めて いる の も
、そ うした 結果 を反 映 し
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てい るが、 た だ、最 初 に ハ ー ドが決 定 されて お り、 ニ ーズをそ れ に合 わせ て い くとい う一 連 の

技術 的 プ ・セスの なか で、か な り、 つめ られ た検討 が なされ て い る こ とも事実 で あるの で、 こ

こでは割 合 太 く描 か れ てい る。 た だ、 ハ ー ドウェア と交 わる部分 が か な り、 細 く描 かれ てい る

のは デ ー タネ ッ トワークが 、 ハ ー ド面 か らみ て もい ま だ じゅ うぶん では ない か らであ る。 これ

は 今後 、高性 能 な端 末 機 の 出現 な ど強 く要 請 して い る。

図7の 右部 分 は、 こ うした 点 を検討 し、改 良 してい く結果 、将来 フ レーム ワークが どの よ う

に な って い くか を概 念 的 に ま とめた もので ある 。

まず 、 ブ レ ー ンウ ェアの段階 は デ ー タ ・アセスメント、デ ータ ・マネジメン ト、デ ー タネ ッ トワ

ークの各領 域 に わた って、相 当重 視 され なけ れ ば な らない し、 ま た、 そ うな ってい くで あろ う

ことを示 してい る。 もっと も大 きな理 由は 、す でに2.1に 記 した よ うに じゅ うぶん な理 論 面、

技術 面 か らの検討 をしていない と、外 部要 因 の変化 に よっ て情 報 シス テ ムの 生命 が保 て な い とい

う想 定 であ る。少 な くと も情 報 シ ステ ムは 現在 と将 来 の ニ ーズ を十 分 に検 討 し、 関発 を続 け、

数 年 間 を よ う して完成 す る。そ の時 にな って外 部要 因 の変化 に よって情 報 システ ムの機 能 が は

た され ない場 合 、そ の努 力は全 て水 泡 に帰 して しま う。 いわ ば オ ー ガニゼ ー ションに と っては

莫 大 な損 失 と混乱 を招 くことに なる。 この点 は、情 報 シ ステ ムの設 計 面 で キ イ ・ポ イ ン トにな

る ところで あ ろ うが 、む しろ ハー ドウ ェアの比 重 は い ち ぢる しくせ ば め られ よう。典型 的 な例

は 、 デ ー タ ・アセスメン トとハ ー ドウ ェアの部分 は他 に比 べ て小 さ くな る。 これ は、 デ ー タを ど

の よ うに利 用 す るか 、そ れ を意思 決定 の プ ロセス に どの よ うに つ なげ てい くか とい う こ とが相 .

対 的 に重 要 に な るか らで ある。

'
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第4章 デ ー タ 開 発 の 実 現 の た め に

発展 のた めに新 しい機能 が要 求 され、 新 しい機 能 が発展 を約束 す る。現 在社 会 の ように複雑 、

高度化 した社 会 に おい ては 、 この現 実 を鋭 く分 析 し、現状 を正 しく把 握 す る と と もに、新 しい発

展 の方 向 を深 く洞察 す る こ とが 要求 され る。.

そ の ため に、 現在 もっ と も重 要 な もの の1つ は、情 報機 能 ない しは情 報 シス テムの確立 で ある。

情 報機 能 の 確立 の ため に重要 な位置 を占 め るのが デ ー タであ る。 「デ ー タか ら学ぶ 」 こ とな しに、

現実 を分析 し将 来 を予知 す る ことは で きない。 しか しなが ら、 われ われ が 、 い ま入 手 で きるデ ー

タは、 過去 の制 度 ない しは 方法 に よ って生 み 出 され た もの で あ り、 これ まで の デ ー タ開発 では 、

変化 の 現実 に あ た っては 、対応 しきれず 、 また新 しく発 生 す る変化 に対 して 、 これ を分析 す る有

力な武 器 とな り得 な くな ってい る。

われ われは 、新 た な認識 と強 い決意 の もとに、新 しい デ ー タ開発 と情報 機能 の確立 とい う作 業

に と りかか る必要 が あ る。 す でに述 べ た よ うに、 デ ータ開発 に あ た っては、 そ の基 本的 な考 え方

と して デ ー タ開発 の フ レー ム ワークす な わ ち、 デー タ ・アセスメン ト、 データ ・マネジメン ト、 デー

タ ・ネ ットワークとい うデ ー タ開発 の3つ の領 域 を、 ブレ イ ンウェ ア、 ソフ トウェア、 ハ ー ドウェ

ア とい う3つ の段 階 につ い て考慮 す る必 要 が ある。

デ ー タ開発 の実 現 に あ た って、問題 を整 理 す る ため に も、新 たな 問題 点 を提 起 す る上 で も こ う

したデ ィメンションの上 で考 察 す る ことが 重要 なの ではな いだ ろ うか。 デ ータ開 発 につ い ては、 こ

れ まで問題 点 の指摘 が なされ る こ とは少 な くなか った。 しか しなが ら、 こ う した実情 を どの よ う

に打 開 し、対 応 してい く、 か とい う点 に つい ては、 総合的 か つ体 系 的に検 討 され る場 合 が少 な か

った。 す なわ ち、従来 の デ ータ開発 は 、 デ ー タを作 るない しは 、実 務上 の デ ー タ処 理 とい う領 域

に とどま ってい た といえ る現状 が以 上 の よ うで あ り、 したが って、将 来 に対 す る展 望 な ど、明 確

に な るはず が な く、 ま た総 合 的 、体 系的 な デ ータ開発 に あた っては 、長 い年 月 と膨 大 な人員 お よ

び経費 の必要 な こと もあ ってそ の発 展 を妨 げ てい た。

しか しなが ら、近年 、 この よ うな遅 々 と したデ ータ開 発 の現状 に対す る反 省 と、 複雑 かつ変 化

に富 む現 代社 会 に対 す る究 明 の必要 性 とか ら、経済 関係 デ ー タは む ろん の こ と、社 会全 般 に わた

るデ ー タない しは インデ ィケー タに対 す る需要 の 高 ま りを反映 し、一部 の官 庁 や民 間 の 一部 で も

デ ー タ開発 に対 す る真 剣 な検 討 と実 際 の試 み が な され つつ あ る。 こ うした と ころで は、 これ ま で

に生 み 出 され た膨 大 なデ ー タ群 を一定 の概 念 な り考 え方 に基 ず い て再整 備 し、 そ の うえ に立 って

現実 を分 析 説 明 してい くとい う全 くペ ー シ ・クな方 向 を とりつつ ある と ころ もあ る。 また、 一方
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では現 実 の ニーズ な り、要 求 の変 化 に対 す る新 しい デ ー タ な リインデ ィ ケー タを開発 してい こ う

とい う壮 大 な計画 もみ られ る。

しか し、重 要 な こ とは 、 これ らデ ー タの供 給側 の考 え方 と需 要側 の要 求 とを同時 に満 足 させ る

た めの最適 条 件 を究 明 す る ことな しには 、 デ ー タ 開 発 の 実 現 をな しとげ る ことは で きない。 た

しかに、 デ ータの供給側 に は、制 度的 に も、理論 的 に も、 あるい は、 経済 コス トの面 か ら も越 え

なけ れば な らない障壁 が幾 重 に も連 な って い る。 他方 デ ー タの需 要面 は多 方面 に分化 してい る と

と もに、 あ る局 面 では 、 デ ータの"深 さ"と"広 さ"が 要 求 され る し、同 時 に変化 の激 しい現 代

に あ っては速 報性 を要 求 される度 合 い も強 い。問題 は 「動 く標的 」 を射 る ために どれ だけ動 態的

に対処 し得 るか 、 とい う点 に大 きな比重 が かか ってい る とい って も過 言 では ある まい。

以上 の よ うな問題 点 に対 し、官 庁 に あ っては既 存 の統計 調 査 の方法 を再 検 討 す る とと もに 、改

善 策 の一 つ の方法 と して、 レジス トレー シ ョン を多角 的 に利 用 してい こ うとい う提 案 、 ま たは民

間 に あ って は、 日常 の事 務 や業務 の なかか ら生 み 出 される各 種 の デ ー タを システ ム化 して、 ニ ー

ズを明 らか に して い くと と もに、情 報処 理機 能 を有効 に活用 して い くなか で これ らの問題 点 をす

み やか に解 決 してい こ う、 とい う呼 び かけ が 出 てい る。 この よ うな シス テ ム化 はす で に述 べ たデ

ータ開発 の フ レーム ワーク を多 角 的 に検 討 しつつ 、そ の領域 とステ ップの くみ合 わせ のな かか ら

進 め られ るべ きであ ろ う。

具体的 に実 施 す るに あ た っては 、 ニ ーズ に対 して、 一定 の局 面、 た とえば、 ある問題 に対 して

は、 ソフ トウ ェア とネ ッ トワークの組 み合 わ せ のな か で解 決 で きるか も知 れ ない し、 あ るいは 、

デ ー タマネ ジメ ン トとデ ー タネ ッ トワーク とい う2つ の領 域 を必要 とす る ハー ドウェアの構 築 に

よって、は じめ て達 成 され る もので あ るか も知 れ な い。問題 は 、その プ ライオ リテ ィーを如何 に

設定 し、 どの よ うに解決 してい くか 一 とい うと ころ に デ ータ開発 の実 現 の カギが あ る。 同 時 に、

国際的 な広 が りのなか で実 現 してい くのか 、一国 内 だけ で考 えれ ば よい のか 、 ある いは、 一 国 内

に問題 を限 定 して も、経 済 面 だけ を考 慮 す れば よい のか 、社会 面 ま で広げ るのか 、そ れ らの な か

で も、教育 とか福祉 とか 、 とい った レベル の面 で追究 する のか 、 こ う した点 をつ きつめ て い くこ

とが"実 現"に 通 じる近道 で あろ う。

一方
、 この よ うに して"実 現"さ れ た デ ー タ開発 の具体 化 された実 例 が真 に有 効 で あるか ど う

か、 この点 の検 証 が重 要 で あ る。 デ ー タ開発 は 、究 極 の と ころ、特定 の ニ ーズ を満 たす た め に、

必要 な デ ー タを必 要 な と きに入手 で きる システ ムが保 証 され てい るか ど うか に左右 され る。 む ろ

ん この よ うに して得 られ る デ ー タの質(む ろん精 度 もふ くめ て)が 保 証 され てい なけれ ば な らな

い し、そ の応 用 の範 囲 と限 界 も明示 され る必要 が あ ろ う。
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問題 は 、 われ われが す でに述 べ て きた広 い意 味 で での"デ ー タ開 発"の 一 部 ない し、一端 を満

たす こ とに よっ て解 決 され る とい う性 格 だけ の もの では な く、 その全 体 か らの評 価 の基 準 が設定

さ れ る必 要 が あ る とい うこ とで ある。

われ わ れは い ま、過去 か ら集積 され て きた途 方 もない デ ータの なか に生 きて い る。 これ らの デ

ー タは
、 われ われ の特 定 の ニーズ を満 たす ため に駆 使 され て きた もの もある半面 、 ある デ ータに

つ い ては、正 しい イン フ ォーメ ー シ ョンが ない ため に、集積 され たデ ータの 山 の なか に埋 れ たま

まに放置 され たもの もある。 ま たそ の説 明 力 の不足 か ら利用 に結 び つけ る こ と もな く投 げ棄 て られ

た もの もあ る。 コン ピ ュータの発展 に よ って、 こ う した傾 向が一 面 では一層 深 こ くに なって きた

こと も否 め ない で あろ う。

これ らは基本 的 には 、 デ ー タアセ スメ ン トに対 す る認識 の浅 さ、 デ ータマ ネ ジ メ ン トでの理 論・

技術 の制 約 ない しは限 界 、 あるい は経 験 の不 足、 そ して、 デ ータネ ッ トワ ークの断 絶 とい う解 決

す べ き難問題 を回避 して来 た結果 に起 因 す る と ころ も少 な くない。

われ われの指 摘 しなけれ ば な らない点 は、 これ ら3つ の概 念 に つい て、 じゅ うぶん な検 討 な く

して は デ ー タ開発 の実 現 をは か る こ とは 不可 能 で あ り、 また有効 性 の検証 の尺度 も普 遍化 し得 な

い とい う現実 に差 し迫 った課題 に 起因 してい る、 とい うことで ある。

われ われが生 きてい る現 代社 会 が一 層 の複 雑化 と高密度 化 に遭 遇 してい る なか に あって、現 状

を正 しく とらえ 、同時 に幾 多 の難 関 に対 処 す るため に、 これ らデ ー タ開発 の3つ の領 域 に加 え て、

プ レン ウェア、 ソフ トウェア、 あ るいは ハ ー ドウェア とい うデ ー タ開発の3つ の 段階 を設 定 す る

ことに よって、 これ らを組 み合 わせ 、そ れ らの 有機 的結合 を考 え た マ ト リ.ック スを想 定 し、 その

うえ で 、デ ータ開発 の評価 に取 り組 む必要 が あろ う。 これ まで も実 務上 の必 要性 や、 理論 的 な行

き結 ま りな どに よって、 こ う した問題 に対 す る指摘 が なされ た ことは 少 な くない 。 しか しなが ら、

それ らの一 つ一 つ を検 討 す る と、 問題 点 の 一端 を述 べ るに終 ってい る もの や 、枝 葉 末 節 の不満 に

終 始 す る ものが ほ とん どで あろ う。

デ ー タ開発 の問 題 は、 む ろん 、 これ らの 不満 に耳 をかさ ない で解決 しうる もので は ない。 しか

しなが ら、 その域 に と どまる こ とな く して、 ネィ シ ョンワ イ ド、 ない し問題 に よって は、 ワーノレ

ドワイ ドに取 り組 まなけ れ ば な らない とい う基 本的 な方 向 で対 処 す べ きで ある。

デ ー タ開 発の実 現 に あ っては 、抽 象 的 な議論 は空 論 と しての価 値 しか持 たず 、 ま た よ り具 体的

に問題 点 を指適 す る と、 か え って特 殊 ケー ス とみ な される場 合が 多 い。 こ こに デ ー タ開発 の実 現

に あ た っての大 きな問 題 点 が ある。

この た め、そ した問題 点 を解決 す るた め に も当面 は先 に述 べ た フ レー ム ワーク に もとつい て完
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全 に非 商 業 ベ ースか らそ の実 現 の ために 、 プロ ッ ト ・タイ プの システ ムを想定 し、実 際 の成果 と

問題 点 の指摘 、そ して、 現実 との 対比 に よって もた らされ る効 果 を も とに して総合 的 な角度 か ら

そ の実 現 をは かる方 途 をさ ぐるべ きで あ り、 そ う した現実 をふ まえ た上 で デ ータ開発 の実 現 を推

し進 め る必要 で ある。

'
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第2部 デ ータ開発 におけ る問題点 とその検討

も

⑱

第2部 は デ ータ開発 に おけ る問題 点 の整 理 とそ め検討 で あ る。 こ こに述 べ られ てい る問題 点 の

多 くは 、各委 員 に よって提起 され た もの で ある(詳 細は 第3部 を参 照)。

問題 点 の撮 記 を行 な う前 に、 まず 、 デ ー タ開発 の主体 とい うもの を考 え る。第1部(' .はデ ー タ

開発の領 域 と して、 データ ・アセスメント、 データ ・マネ ジ メ ン ト、 データ ・1・ットワークの3つ の

領 域 を、 ま たその 開発 の段 階 と して、 ブ レイン ウェア、 ソフ トウェア、 ハ ー ドウェアの3つ の段

階 につい て考 察 を行 な2た 。 そ して、3つ の領域 が3つ の段階 を経 て開発 され る こ とに よ リデ ー

タ開発 が実 現 され る こ とを述 べ た。

しか し、現 実 に デ ー タ開発 を行 な う場 合 には、3つ の領 域 の3つ の段階 をそ れぞ れ担 う主 体 と

い う ものは考 え られず 、 む しろ デ ー タ利用 者、 デ ータ作 成者 、デ ー タ技 術者 お よび デ ー タ理論 家

等 の主体 が これ を行 な うのが通 常 であ ろ う。 これ らの主 体者 とデ ータ開発 の3つ の領 域、3つ の

段階 との関係 は図1の とお りに な ろ う。

デ ー タ 利 用 者

6

身

デ ー タ ・ア馳セ ス メ ン ト

デ一 夕 ・マネ ジ メン ト

デ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

デ ー タ作 成 者

ブ レイ ン ウェア ソフ トウェア ハ ー ドウェア

〆 ラ==ヲ 、
■// /、 、 ハ

ー ノ 〆 ノ へ1
/// / ')ぜ

// / レ

L/-//
/ へ

/ 1

、 ノ ー ,
・' シ

/// / '

〃

＼

＼

/

ノ

/

デ ー タ技術 者

デ ー タ理論 家

図1デ ータ開発 の領 域 ・段階 とデ ー タ開発 の主 体 との関 係



す なわ ち、 デ ータ利用 者 は デ ー タ開発 の ユ ーザ ーであ る。 もっ と も、 デ ー タ利 用 者が3つ の領

域 の ブ レイ ンウェアの段 階 の 一部 を担 うこ と もあ る。 デ ー タ作成 者 は、 データ ・アセスメン トのフ

レ イン ウェア、 ソフ トウ ェアの大 部分 、 ハ ー ドウ ェアの一部 を担 う。 デ ー タ技 術者 は、各領 域 の

ソ フ トウ ェア、 ハ ー ドウ ェアの大 部 分 を担 う。 デ ー タ理論 者 は、各 領域 の ブ レイ ン ウェアの 多 く

を、 ソフ トウェアの 一部 を担 う。

この ような デ ー タ開発 の主 体 とい う もの を考 えた うえで、 デ ータ開発 の問題 点 の整 理 と検 討 を

行 な う。

'
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第1章 デ ータ開発 の問題 の 所在

デ ー タ開発 の 問題 が起 って くる一 つの背 景 と しては、 デ ー タ利用 の態様 が い ろい ろ変 って くる こ

とに よって、従 来の デ ー タ開発 との ギ ャ ップが 大 き くな り、新 しい デ ータ開発 の技術 あ るいは理 論

が必 要 とな って くるとい う面 が あ る。 も う一 つ は、 デ ー タ開発 にお け る技術 あるい は理 論 の発展 が

デ ー タの新 しい利 用 を換 起 して、そ れ に したが って この新 しい デ ー タ開発 の技術 、 理論 を調整 す る

とい う面 が ある。

デ ータ開発 の問題 は、 この よ うな デ ー タ利用 とデ ー タ開発 の 技術 お よび理 論 との相互 的 な作用 の

中 でい ま起 りつ つ ある もの と して と らえ なけ れば な らない。

今 ま で のい ろい ろな研 究 におい ては、技 術 の発展 の面 か らの問題 指摘 は なされ て きたが 、社 会 的

な ニーズ 面 か らの問題 指 摘 が なされ る こ とは 少 くなか った。

デ ー タ開発 につ いて現 在提 起 され て い る問 題 点は 次の とお りに なろ う。

(Dデ ータ利 用 の問題

① デ ータニ ーズの把 握 、具 体 化 の問題

② デ ータの利用 上 の問題:デ ー タ利 用 にお け る許 容限 界等

(ii)デ ー タ作成 の問題

③ 経済 時 系列 デ ータの問題:デ ー タの連 続性 、斉 合性 、 正確 性 、迅 速性 、 デ ー タの背 景等

④ デ ータ作 成 上 の問題 の理 論的 検討:標 本 調査 等

⑩ 統計 処理 方 法の 問題

⑤ デ ー タ処 理の 統計 的技術:多 変 量解 析 、汚 れ たデ ータの処理 、少量 デ ー タの 処理 等

⑩1デ ー タ処 理 技術 の問題

⑥ デ ータベ ース シス テ ムの 問題:デ ータ構 造 とフ ァイル構 造

⑦ フ ァイル処理 、物 理 的、 論理 的 に冗 長 の ない デ ー タ構 造 、秘密保護

⑧ リア ノレタイ ムデ 一 夕処理

(V)デ ータ フ ローシス テ ム(ネ ジ トワーク)の 問題

⑨ デ ータ流通 シ ステ ム

これ らの問題 をデ ー タ利 用 、デ ータ作成 、 デ ータ技 術 、 デ ー タ理論 の4つ の立 場 か ら検 討 をす す

め る と次 の よ うにな る。

図2に お い て大 き く丸 で書 い てあ るのが4つ あるが 、 これが 、 デ ータ開 発 と して と りあげ るべ き

問題 意 識 を表 わ してい る。
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図2デ ータ開発 に おけ る問題 点 の位置 づけ

一 つが 利用 の 問題 で あ る
。 この問題 は デ ー タ開発 の 中心 となる問題 で あ り、 デ ー タ作成 、 デー

タ技 術 、 デ ー タ理 論 の ユーザ ー であ る と ともに、 それぞ れ の主 体 に対 しての問題 の提 起 者 で ある。

次 に デー タ作 成 の問題 が あ る。 デ ータ作 成 は デ ー タ利用 者 が行 な う場 合 も多い が、利 用 で きるデ

ー タ と して は 官 庁統計 等 、利用 とは離 れ て作 成 され る場 合 が 多 く、作成 の立場 か らの問題提起が

必要 な事 は い うまで もない。

そ の 次は 、デ ー タ理 論 の問題 で あ る。 デ ー タを扱 うため に は、 統計 理 論は 確か に大 きな武器で

は あ るが 、統計 以 外 の理 論 一 こ こでは 一応 ソフ トサ イ エ ンスで 表 わ して いるが 一 を含めて広

い 視野 か ら検討 す る必要 が ある。 と りあ えず 統計 理 論 に 主眼 を おい た問 題点 の検討 を行 な った。

技 術 問題 では 、現在 は ハー ドとは どの よ うな もの で ある か、 ソフ トとは どの よ うな もの で ある

か、 そ して今後 ど うい う形 で発 展 す る で あろ うかが 検討 され てい るが これ は 、単 に エ ンジニア リ

ング な問 題 で あ る と思 わ れ る。 デ ー タを扱 うため の種 々の技 術 に は、 理論 的 に未 形成 の問題 を現

実 の場 で解 明 しなが ら、改 めて 理論 を形 成 した り、ま た形成 され た理 論 に よって 、そ の適応 との

.̀

■
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亀

令

聞が 、 す きまの ない サ ー キ ッ トで フ ィー ド ・パ ック しなが ら試行 錯 誤 に よ り進 ん で い くような、

即 ち理論 の背 景 を もって これ か ら開発 され な けれ ばな らない技術(テ クノ ロ ジー)問 題が大 きく

欠 け てい る。

それ が また、 理論 面 の ソフ トサ イ エ ンスに当 る ところ で あるが、 この両 者 のす り合 わせ に多 く

の問 題 が生 じてい る よ うに思 われ る。

また、理論 の未形 成 な部分 におい て、 技術 的 問題 を ど うと り扱 うか とい う問 題提 起 も考 え られ

る。

以上 の形態 か ら、問題 を整 理す る と、図20印 で 示 した よ うに 位置 づ け られ よ う。

例 えば 、利 用者 の どころが ① で あ り、 デ ータ作成 者 と統計理 論 のす り合 わ せの 問題 と して ④

が あ り、利 用 者 と統 計処 理 のす り合 わせ と して⑤ が ある。 また、利 用者 とエ ン ジニ ア リング との

す り合 わせが 、⑥ であ る。

こ こでは 、理 論 面 と技 術面 との す り合 わせ が 明示 され てい ないぺ これについ ては 第3部3.2節

で展 開 され る問題 な どが はい って くる と思 われ る。 技術 面 で も、い わ ゆる エ ン ジニ ア リング的 に

扱 ってい る もの と ソフ トサ イエ ンス との つ なが り、 あるいは テ クノ ロジカルな展 開 とのす り合 わ

せ ば 今後 の問題 と して残 され てい る。

●

o
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第2章 デ ー タ 利 用 の 問 題

この問題 は デ ー タニ ーズの把 握 とデ ータ利 用 上の問題 とい う形 で ま とめ られ る。

まず 、 デ ー タ利用 上 の問題 では 、 た とえ ば デ ー タ利用 に おけ る許容 限 界が あるが 、現実 に使 う

デ ー タは公 式 に あては め て その まま す ぐ使 え る デ ータでは な く、データとしてはいろいろ な ゆが み

を持 ってい る。 しか し利 用 目的 に よ っては ある桁 ま でで おさ えれ ば十分 に使 える もの もある。簡

単 な ことだが 、 こ うい う単 純 な こ とが 、 デー タ利 用側 に おい て未整 理 の まま おか れ てい る と ころ

に問題 が あるの では なか ろ うか(第3部2.2節 参 照)。

したが っ て、作 成 され た デー タのゆが み、 ひずみ 、 また デ ー タの利 用 上の 難易等 につ い て利 用

者側 の 方 か らデ ー タ作成 側 あるい は理論 側 へ注文 をつけ た りす る だけ に と どま らず 、利 用 する側

つま リユ ーザ ー側 で利用 目的 を整理 し、 その た めには現 実 に あ るデ ー タの整 理、 デ ー タ理論 の開

発 等 を研 究 す れば 、現 デ ー タで も充分 使 い こ なせ るの では ないか とい う問題 提起 で ある(第3部

2.3節 参 照)。

つま り、利用 者 側の利 用 法を、も う少 し整 理 す る必要 が あ る とい うことが デ ー タ開発 におけ る一

つ の大 きな課 題 で あろ う。

つ ぎに ニ ーズの問題 で あ るが、 これ はそ の把握 とい うだ け では、 不充 分 で ある。現 在 の ところ

時 系列 デ ータ とい う よ うな限 られ た もの につ い てはい くつ か具体 的 に把 握 され てい る と して も、

ソー シ ャル デ ー タと して の ニ ーズの把握 を ど うい うふ うに行 な うか とい うこ とが問題 で あ る。 そ

の ため には例 えば い ろん な形 で行 なわれ てい る既 存 の ニ ーズ 調 査 を整理 す る よ うな ことや実 さい

の デ ー タ利用 者 との意 見交換 等 も考 え るべ きでは なか ろ うか。 そ して これ を起 点 と してニ ーズの

問題 に と り くん でい くとい うことが 必要 で あろ う。

♪
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第3章 デ ー タ 作 成 の 問 題

●

■

デ ー タ利 用側 で提 起 さ れて いる問題 の 多 くは、実 はデ ータ作 成側 とウ ラハ ラの関 係 に あ り、両

者 の接点 に存在 す る問題 がか な りあ る。

この点 に関 しては 特 に経 済時 系列 デ ータに おい てい ろい ろな問題 が提起 され てい る(第3部

2.1節 、2.4節 参照)。

た とえ ば、 デ ータの連続 性 、斉合 性 の問題 が それ であ る。

デー タの連続 性 におけ る問題 とは 、た とえば デ ータを カテ ゴ ライズす る と、 その仕 事 が変 わ る

こ とに よって カテ ゴ リーが不 連続 を起 こす、 あ るいは、 デ ー タの 内容 が変化 す る こ とに よ って、

デー タの連続 性 が保 て な くな った りす る こ とで ある。 そのほ か デ ー タ間の斉 合性 の保持 も問題 と

な る。 ま た正 確性 を追求 しよ うとす れば迅 速性 が欠 如 す るな どい ろい ろな問題 が 指摘 され る。

さ らに はデ ジタル な デー タを数 値 と してみ るので は な くて背 景 をみ なけ れば な らない とい う問

題 もあ る。た とえ ば経済 諸 指標 に つい て、 スエズ動乱 とい う背 景 に よ ってのみ そ の数 値 の異 常 性

が 解 明 され る とい う実 例 もある。

この ような問題 は デ ー タ開 発以前 の問題 で あるが 、 また利 用 サ イ ドでの問題 が 作成 側 への フ ィ

ー ドバ ック とい う形 で要 望 され る こ ともあ り、それ を受 け る作成 側 に おい ては統 計 そ の もの につ

い ての いわ ゆ る柔 軟性 の欠如 、理論 的 な バ ックァ ・ブの不充 分等 、い ろい ろ な問題 が指摘 され て

い る。 デ ー タの作 成 か らの問題 提 起は ④ と して ま とめ られ てい る。

デ ー タ作成 と デ ータ理 論 との問題 とは 、 た とえ ば 、正 確 な デ ータを とろ うとす れば厳 密 な調査

が必要 で ある。 しか しそれ では デ ータ公 表が 非常 に遅 くな って しま う。早 くや ろ うとすれ ば標本

調査 で行 ない たい 。す る と正 確性 の保 持 の問題 が お きる、 とい う よ うな問題 を理 論 的 に解 明 し、

リポー トす る ことで あ る。

す な わ ち標本 調査 に、迅 速性 と正 確性 を保 持 で きる よ うな理論 的 な方策 が な い もの だろ うか。

も しそ うい うものが理 論的 に解 明 され 、 さ らに、そ れ を実 際 に使 え る ように す る には どうす れば

よい か とい うよ うな問 題 が提 起 され る。

■



第4章 統 計 処理 方 法 の 問題

統 計処理 方法 につい て の問題 は 、 デ ー タ利用 との関係 におい て検討 す る必 要 が あ る。 統 計処 理

方 法 とデ ータ利 用 との問 題 と して一 つ は テ ユーキ ーの論 文 の紹 介 に み られるよ うに、いろいろ なデ

ータの扱 い方 に対 す るテ ク ニ ック の問題 、理論 家 が現実 の デ ータを扱 った経 験上 の 問題 が あ る。

これ には二 つの問 題 が あ る と思 われ る。 まず、理 論側 の意 見 と して理論 そ の ものは相 当 出来 て

い るが、 それ をいか に利 用 す るか とい う点 で ある。 つま り、統計 理論 の利 用 段階 におい て、そ の

理 論 を いかに理 解 してそ の使 い方 をいか に供 給す るか とい うこと、 い わば普 及 活動 の よ うな事 が

問題 に な って くる。(第3部1,1節 、1.2節)

ところが デ ー タ利用 者側 の問題 意 識 と しては、現 実 の問題 解 決 にあたって 、理論 面のいろいろな

と ころ に ネ ・クが ある。 この ことは理 論 的 な制約 あるい は実際 問題 を解 くた めの新 しい理論 形 成

の 必要等 の問 題提 起 で もあろ う。 この二つの 問題 のとりあげ方につい て 、 前 者 では理 論 の供 給 の問

題 で あ り、後 者 では 、新 しい理 論 ある いは現 在 の理論 を も う少 し整 理 して使 いや す くす る とい う

問題 で あ る。 これは、 どの場面 で何 か ら、 ど うい うふ うに手 をつけ て い くか とい う問題 に なる と

思 われ 、 この あた りが まだ理論 的 に討 論 の 中 で進 め られ て い ない と思 わ れる 。

皐
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第5章 デ ータ処理技術 の問題

デ ー タ処理 技術 の問題 につ いて も、 まず デ ー タ利用 との 関連 か ら検 討 を行 な う必 要 が ある。

デ ー タ処理 技術 とデ ータ利 用は 実 は社会 面 と技術 面 の接点 におけ る問題 で あ り、 た とえば 、 デ

ータベ ー スシ ステ ムの問題 が
、 これ に該 当 す る。

この問題提 起 の背 景 に は、 デ ー タベ ース作成 者 か らみた利 用者 の 「要 請 の不 明確 さ」 に よる困

難 とい うことが ある。 つ ま り利 用者 か らは っ きリデ 一 夕ベ ー ス作成 者 に要 請 の あ った ものは作 れ

るが、要 請 が は っ き り しない もの につ い ては、 それ を横 目でに らみ なが らつ くらざ るを えな い。

デ ータベ ー スの作成 は現 在 こ うい う形 で進 行 して お り、利 用者 か らみ る とデ ー タベ ース作 成者 か

らの サ プ ライが不十 分 で、 自分 自身 で問題 を解 くために 、い ろい ろ な もの を あ らたに作 って お り、

それ が ぱ らぱ らに作 られ 、 その ため に標準 化 が うま くで きない とい う結果 にな って い る。

この2つ の問題 の解 決 が ひ とつの 大 きな問題 に な ってい る。

この解 決 に あた っては 、 デ ー タ構 造 と フ ァイル構 造 との 関係 を明確 に してい くこ とが重 要 であ

る。『

た とえ ば 、一般 に作成 側 で デ ー タ構 造 とい う形 で表現 される もの は、実 は利 用者 側 に おけ る デ

ー タの ・ジカル な構 造 とい うもの で
、 フ ァイル構 造 とい うのは、作 成側 の ・ ジカルに 近 い よ うな

構 造 の こ とを表 現 してい る。

そ うす る と、 フ ァ イル構 造 は技 術 面 でい ろい ろ討 論 す べ き もの で、 デ ー タ構 造 、 つ ま り、利 用

側 の ・ジ カル な構 造 につ い ては 、社会 面 か らの い ろいろ な問題 提 起 が な くては な らない。 そ こで

技 術面 か らは い ろい ろな ケ ース を で きるだけ集 めて提起 す る こ とを要 望 し、 ま た社会 面 で もデ ー

タベ ース シス テ ムを ど う利 用 す るか 、 ある いは大量 デ ータを扱 うに は ど う考 えれ ば い いか の具体

化 の必 要 が ある。

次は デ ータそ の ものを扱 う技術 上 の問 題 であ る。 デー タベ ー ス ・マ ネ ジメン トに おけ る複数 の

フ ァ イル につ い て情 報 の抽 出利 用 に際 して、読 め とか書 け とか、 あるいは 、 あ るア イテ ムを指定

して プ ロ シーデ ィア を指 定 して、 と り出す とい うい ろい ろの指示 の集 ま りが ある。 そ れ を使 い こ

な してい くた めには未 解 決 の問題 が 多 く、 この技 術 的開発 もまた 一つ の問題 で ある。 デー タをい

ろい ろ扱 ってい くための統 計理 論 、 あ るいは それ を ソフ ト化 す る技術 開発 の 問題 もある。

また数値 を計算 す る ため の ソ フ トウェ アは ある程度進 ん で いる が、側 えぱ ス エズ動 乱 に 象徴 さ

せ る よ うな 、非 数 値的 な情 報 を処 理 す るた めの技術 開発は遅 れ てい る と思 わ れ る。実 際 の ところ、

非数 値 的情 報 の処 理技術 は、理 論 その ものが まだ完 全 に形成 され てい ない。 理 論 を形 成 してい く
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ため には 、実際 問題 とと り組ん でその甲か らいろい ろな問 題 を抽 出 し、そ れ を理論 的 に整理 し、 こ

の整 理 され た ものが、 ま た実際 の問 題 に ど う適用 さ れてい る か とい うよ うに、試 行錯 誤 的過 程 を

経 て発 展 してい かなけ れば な らない。

一 方 では従来 の よ うに基 礎 的 な研 究 もま た必要 で ある。 その研 究 の成 果 を利 用 の側 で利 用す る

とい うような、一方か らの流れだけではなく、理論 と利用 とで相互にフ ィー ドバ ックす る よ うな動 きが 必

要 で あ り、 この へん に もデ ータ開発 を ど うす るか とい う問 題 が ある。 これは ミク ロなデ ータ処 理

技術 の問題 で あ るが、 これ に対 して マク ロ的 には まず各種 の フ ァイル をい ろい ろ な ハー ドウ ェア、

ソフ トウ ェアで相互 に利 用 す る とい う事 、す なわ ち、 ア ルパ ネ ッ トワー クで象徴 され る よ うな ネ

ッ トワークの問題 が ある。

そ れ を社 会 的 に見 た と きに 、 ど うい うデ ー タを ど こに配置 す るか 、 その シ ェアを ど うす るか 、

その 間 を ど う結 ん で い くか、 そ の間 の トラフ ィク問題 を ど うす るか とい う ような点 が ハ ー ド的 な.

問題 と してあげ られ る。

これ は 、組 織 問題 と して展 開 しなけ れば な らな い テ ーマで あるが、 これ に対 す る技 術 的 な解 決

には やは り理 論 面 と現実 問題 との か らみ合 い の うえ で解 決 しなけれ ば な らない と思 われ る。 要 約

す れば ミク ロな とい うこ とは、 フ ァイルの中 の構造 とソ フ トウェア とのつ な が りの場面 、 あ るい

は一 つの ハー ドウェア群 が現実 に あ って、そ の中 で働 い てい る ある フ ァイル構 造 と ソフ トウェア

群 とのつ な が りの場 面 、 この 各 々に 直結 す る仕事 との関係 を指 し、 これ に対 して マク ロとい うこ

とは 、 これ等 の間 をいか に つ な ぐか とい う問 題領 域 を指 す ことにな ろ う。

この よ うな技術 面 に対 す る問題 提 起 に対 して、技 術面 と してそ れ らの 問題 が技 術 的 に解 決 可能

で あるか ど うか 次 に検討 して お く必要 があ る。 そ こで これ らの問題 点 を整理 す る糸 口 と して 「デ

ータ'ペ ー ス ・マネ ジメ ン ト ・システ ムの現状 と問 題 」 につ いて考 え た い(第3部3.1節 参 照)。

(D部 門 別 に フ ァイル を使 う場合 と、 デ ー タ ・ベ ース と して各部 門 で共通 フ ァイルを使 う場 合 と

では 、処理 上 で の パ フ ォーマ ンス に問題 が あ る。

つ ま り、 デ ー タ ・ペ ース と して共 用 す る ことは便利 では あるが 、 ア クセ スに時 間 がか か りす

ぎる とい う問題 が あ る。

② フ ァイ ルが こわ れた時 、 ど う再現 す るかが重 要 な問題 であ る。 つ ま り・ リカバ リ'シ ステ ム

にお いて は、途 中で の フ ァイル構 造 の再 現 をダ イナ ミックに や らない と実 際 の メデ ィア の使 用

効率 が下 が る とい う問題 が あ る。

その意 味 で、検 索 の問題 と リカバ リの問題 との相 関関係 が現 実 の問題 と して重 要視 され、 と

くに'大量 デ ー タの検 索 と リカバ リとの関係 が問題 となろ う。
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〔3)今 後 の デ ー タ ・パ ンク的 な もの は、 ネ ッ トワーク上 で、 フ ァイル部分でありハ ー バ ー ド大学 で

開発 され てい るGPLの よ うな ネ ッ トワー ク ・オ リエンテ ッ ドで、 か つ フ ァイル処 理 が扱 え る

言 語 の開発 が必 要 で あ る。 さ らに拡 張 可能 な言語 機能 を加 えて 、 ユ ーザの好 み の言語 を使 え る

必要 が ある。 この点 ホ ス ト言語 ・スペ シ ャル言語 は利 用 上不便 で あ る。要 する に パ ーソナ ル言

語 に 近い もの を開 発 す る となる と、言 語体 系 と しては、

① 拡 張 可能性

② ネ ッ トワーク ・オ リエンテ ッ ドで、 か つ フ ァイル処理 が で きる

③ ネ ・ トワーク構 成 が 可能 で ある

が 必要 で あ る 。

(4)1つ の フ ァイルを官庁 、企 業 、個人 が共 同 して使 うよ うに な る と、社会 的 セ キ ュ リテ ィを含

めて、個 々の情報 に 自由 に アク セス で きな い よ うな プ ロテ ク シ ョンの問題 が あ る。

(5)現 在 の コン ピ ュータで はハ ー ド上 の問題 と して デ ータ とプ ロセ デ ュァ とを切離 す こ とには限

界 が ある。

フ ァイルを 中心 と した システ ムの コン ピュー タになる と、 プ ロ セデュア とデ ー タの明確 な論

理 を 中心 と して 、そ の上 で イ ンス トラク シ ョン ステ ップが組合 わ され る ことを 今後 真剣 に考 え

るべ き問題 であ る。

㈲ デー タ ・ベ ースを進 め る場合 、パ ッチ で も リア ルで も非 定型 で も使え る多 目的言 語 の 開発 が プ

必要 となる。 そ の場 合NL/iの よ うな ノ ンプ ログ ラ ミング言 語 を中心 にす る と使 用 の限 界が あ

り、 またCOBOLの よ うな手 続言 語 は使 い に くい と言 った問題 が起 こる。

そ こで 、2つ の言 語 の領 域 を どう設定 す るか が問題 とな る。

ノ ン ・プ ログ ラ ミング言語 は使 い易 い ので、 一度使 うと、そ れ へ の要 求 が高 ま って くる が、

それ が多 く使 われ る よ うに な る と、手続 が 要求 され る よ うに な り、そ うなる と言語 が複雑 に な

って使 い に く くな る。 使 い易 さ と言 語 の もってい る機 能 とのバ ランスが言 語 デ ザ イ ン上 の問題

で ある。

(7)CODASYLワ ーキ ング ・グ ル ープで考え てい る案 は も り沢 山 の内容 を もってい るが、 こ

の中 にCOBOL言 語 を含 め る ことは、先 の問題 となろ う。 今 後 の デ ータ ・ペ ースはCODA

SYLの 要請 して いるDMLの サ ブ セ ッ トと して進 む こ とが予 想 される。IBMの.GISは 機

能 面 で非常 に レベ ルの高 い もの が、OSの 中 に組込 む時200K以 上の容量が必要 となb、 実際には

.数社 位 に しか使 われ て い ない。

IDSMARKNは ダ イ レク トが入 ってい ない と機能 的 に は や や劣 ってい るが、40～50
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社 で使 われ てい る。IDSは 、 ロ ッキ ー ドエア ク ラフ トが 自社技 術 を中心 に開発 した もの を手

直 した もので ある。 デ ータ ・ベ ース には 沢 山 の ア イデ ィアを盛 込 み た くな る もの で あるが、現

実 の泡 くさい デ ータ ・ベ ースの 方が 余計 使 わ れて いる とい うこ とであ る。

⑧ 数 値情 報 と非数 値情 報 に関 しては現実 に与 え られる デ ー タの形 を考 慮 に入 れ る と、両 者 を切

り離 して考 え る時代 では な く、両者 を統 一的 に研究 してい くこ とが 必 要で あ る。'

何 故 な らば数 値情 報 と非 数値 情報 とでは フ ァイル構造 、情 報特 性 は異 な るが 、検 索要 領 につ

い ては差 が な く、ま た デ ータの マ ニ ピュ レー シ ョンを考 えた場 合 には 、処 理 す る言 語体 系 が大

に な るか 小 に なるかの 問題 で、 それ をサ ポ ー トす る トラ ンス レー タ ・コ ンパ イ ラジ ェネ レー タ

等が 複雑 にな るか な らぬ かの 問題 で あるか らであ る。

(g)数 値系 列 デ ー タを読 む ときに は 、それ と合 わぜ て非数 値 体系 列 デ ー タを読 む必 要 が ある。

そ こで ある シス テ ムで数 値 情報 を 出 した ら、 他 の システ ムで非数 値 情 報 を出 す よ うな シス テ

ム を考 え る必要 が あ る。

これは 、い わば人 間 と機械 との協 力系 を どこで切 るか の問題 で、機 械 の も って い ない情報 を

入 間 が補 う とい った、人 間 一 機械 両 方 を考 え た システ ム を開発 す る必 要 が あ る。

¶
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第6章 デ ー タ フ ロ ー シ ス テ ム の 問 題

》

●

デ ータ フ ロー システ ムの 問題 は今 ま で系統 的 な形 では 出て きてい ない問題 で あるが、 実 は個 々

に 問題 は提 起 さ れ てい る。併 し将 来 は デ ー タの流通 シス テム とい うよ うな形 でIntegratedし

な ければ な らな い。 このIntegratedす るた めの議論 が まだ あ ま りされ てい ない の で・ これ を

Integratedす る方 向づけ が一 つの問題 で ある。

い ままで の議論 は ニー ズは ど うで ある とか、 デ ー タの発生 は ど うで あ る とか 、 デ ー タ発生 と技

術 との関係 、統 計理 論 とデ ータ利用 との関 係が ど うで ある とか とい う形 でい わば シ ングル あるい

は バ イナ リな見 方 で しか考 察 され て こなか った。 しか し、 ただそ れ だけ を追 求 して いた だけ では

あま り生産 的 では な い。

そ こで ニーズ は こ うで あ り、 デ ー タ発生 は こ うで あ り、処 理技術 は こうで あ り、理 論 づけ は こ

うで ある とい うこ とをつ らね てい くと、 デ ータ開 発 とい うものの全体 の イ メー ジが どうで あ らね

ばな らない か とい うこ とについ ての考 察が必 要 とな って くる(第3部4.1節 、42節 参 照)。

●

●
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第3部 デ ー タ開 発 の理 論 と実 際

第3部 は、当研 究 会 の委 員 に よるデ ータ 開発 につ い ての利 用面 、理 論 面 、あ るいは技 術 面 か ら

の問題点 の指摘 であ る。

わ れわ れ は、デ ータ開発研 究 を、 これ らの問題 点 につい て のデ ータ利用 者 とい う主 体 か らの検

討 か ら始 め た。 つ ま り、 ここで述 べ られて い る問 題 は 、わ れ われ のデ ータ開 発研究 の原 点 に位 置

す る問題 であ る とい え る。 これ らの問題点 の検討 結果 は 、第2節 に 「デー タ開 発 にお ける問題点

とその検 討 」 と して まとめ られ てあ る。

第1章 は 、 デ ー タ開 発 の理 論上 の問題 点 の指摘 であ る。勿 論 、理 論 上 の問題 とい って も、先 に

述 べ た よ うに、 われ われ の焦点 は 、デ ー タ利 用者 とい う主体 にあ り、 したが って 、内容 も純 粋 に

理論 上 の問題 点 とい うよ り1ま、む しろデ ータ利用 に際 して の理 論 的問題 点 の指 摘 であ る。1.1節

は この点 で と くに興 味 あ る指摘 で あ る。

1.2節 は統 計理 論 を司 どる立 場 か ら、デ ー タ利 用 に おけ る統 計 理論 の あ り方 につい て述 べ た も

の で あ る。 また、1.3節 は最近 とみに高 ま りつつ あ る"新 しい タ イプ のデ ータ"へ の欲 求 につい

て述 べ られ て あ り、含蓄 が あ る。

第2章 は 、 デ ータ利用 に関 して、利 用 者 か らの問題点 の指 摘 であ る。2.1節 は デ ータ利用 者 と

い う立 場 か ら、デ ー タ作 成 のあ り方 につ い て述 べ た もの であ る。

2.2節 は 、 デ ータ の利 用 に際 しての問題 点 の指摘 であ る。1.1節 とは ちが った意味 で興味 深 い。

ま た、2.3節 は 、 デ ータ利用 者 が最 も多 く利用 して い る と思 わ れ る官庁統 計 につ いて 、 その問 題

点 を述 べ た もので あ る。2.4節 は、業 界 につ い ての統計 利用 の現 状 お よび そ の問 題 点 に つい て述

べ られ てい る。

第3章 は 、 デ ータマ ネ ージメ ン トにお け る技術 上 の 問題点 の指 摘 であ る。 デー タ開発 にお け る

技 術 問 題 と しては 、デ ー タマネ ー ジメ ン ト技 術 の 問題 が 焦点 とな るが 、3.1節 は 、デ ー タ利 用 を

考 えた上 で 、技 術 者 の立場 か らデー タ マネ ー ジメ ン ト技 術 を位置 づ け、有効 な るデー タ マネ ー ジ

メ ン ト技 術 は如 何 にあ るべ きか につ い て述 べ た もの であ る。

3.2節 は 、デ ー タ間 の リンク とい う概 念 を 、デ ータ とプ ログ ラム との リンク とい う範 囲 まで広

げた もの で あ り、 実際 に フ ァイル と して蓄積 され たデ ー タを プ ログ ラム に よって効 率 的 に処理 す

るため の1つ の興味 あ る指 摘・で あ る。

第4章 は 、ネ ッ トワークシス テ ムの問 題 であ る。 ネ ッ トワーク システ ム につい ては、従 来 か ら

多 くの議 論 が な され て いるが 、4.1節 で述 べ られ てい る よ うに、 その事例 と しては米 国 の もの を

あ げ ざ るを得 な い。

4.1節 はネ ッ トワ〒ク システ ムの単 な る事例 の紹 介 とい うよ りは 、む しろ ネ ッ トワーク システ
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テ ム の形 成 に際 して の考 え方 の紹 介 と して考 え るべ きで あろ う。

4.2節 は 、4.1節 の事例 を踏 まえた上 で の、 ネ ットワーク シス テ ムの問 題点 お よび ネ ッ トワ ー

ク シス テ ムのパ ー フ ォー マ ンス につい て述 べた もの で あ る。

第5章 は 、デ ータ利 用 の事 例 であ る。5.1節 は 、新 しい タ イプの デ ータの分析 の一 例 と して興

味 深 い 。

5.2節 は 、政 治 と い う場 で の デ ータ の利 用 の態様 につ い て述 べ た もの であ り・現 実 には まだ

まだ実 現 されて はい ない が 、今 後 のデ ータ利 用 を考 え る上 での一 つの素 材 とな ろ う。

●

●

鯵
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第1章 デ ータ開発 の理論上 の諸問題

1.1デ ー タ 解 析 に お け る 諸 問 題

1.1.1デ ータの評価 に関連 して

デ ータは、 「そ こにあ る もの」 と 「我 々が これ か ら計 画 と して とる もの」 との二 つ が あ る。'

「そ こにあ る もの」 が、妥当 な信頼 性 あ るもの であれ ば問題 は ない が、 そ うで ない場 合 もま

た あ る。 しか し、再 びデ ー タが とれ ない 。 こ こか ら何 とか情 報 を くみ出 さね ば な らな い場 合

が あ る。我 々が計 画 してデ ータを とれ る よ うな場合 は 、 これ に応 じた望 ま しいサ ン プ リング

・デザ インデ ータ を とる よ うにす れ ば よいわ け であ る。 この よ うに 「デ ー タ」 を操 作 して情

報 を くみ 出す に当 って、考 慮 すべ きい くつか の問題 点 を あげ てお こ う。

(1}い か な るデ ータか。

この デ ータは いか な る背景 の 下 に とられ たデ ー タか が、 まず考慮 されね ば な らない 。

調査 主体 は何 か、調査 対象 範 囲 は何 か、調 査 時期 は 、質 問(測 定)項 目は妥 当 か 、な ど

が第 一 に注 意 されね ばな らな い。

つ ぎに、調査 の方法 自体 が信頼 性 あ る ものか ど うか が、科学 的 に検 討 され ねば な らない 。

標 本抽 出の問 題 、デ ータ測定 の問題 な どが少 な くと も考 え られね ば な らな い。 こ こで、精

度 評価 不能 の ものが入 りこめば 、そ の ま までは情報処 理 につか うべ き では ない 。

② 歪 ん だデ ー タの取扱 い。

歪 ん だデ ー タ であ って も、 あ る点が しっか りして いれ ば、 なにが しかの情報 を も ってい

る ものであ るか ら、すべ て捨 て去 って しま うの は望 ましい ことでは な い。 この ため 「歪 み

を補正 す るモ デル」 を考 えた り 「補助 調査 」を実 施 した り して、歪 ん だデ ー タ を補 いつ つ

可能 な るか ぎ り科 学的 な情 報 を くみ 出す よ うに しな ければ な らな い。

(3)デ ータの接続 の問題

各種 のデ ー タ接続 の ため には 、補充 調査 をす る必要 が お こ る。我 々 が各種 デ ー久 を計画

して と り うる場合 は 「科学 的調査 法」 の技 法 を活 用 して遺 漏 な く、 デ ー タ を とれ ば よい の

であ るが 、既 存 の デ ータを つな ご うと した ときはそれ ぞれ の デー タ獲 得 の 目的 の差 異 か ら

か な らず しもすな お に行 くとは か ぎ らない 。この ような場 合には、 「つ な ぎ」 の ため の補完

調 査 を企 画実 施 しなけれ ば な らない 。 また 、 「つな ぎ のた め のモ デル 」 を も工 夫 す る必要

が お こ ってい る。
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(4)個 票 の重要 性

既 存 の デ ータ を用 い る場合 、集 計 され た デ ータだ け で結論 をみちび こうとする と、いわ ゆる、

集 団 と個 々 の パ ラ ド ックス に おち い る可能 性 が あ る。 この ため には 、個票 をの こ し、 この

分析 が 可能 にな る よ うに してお く必要 があ る。個 票 の利 用 が容易 に出来 る ことに なれ ば、

集 団分割 を行 い 、そ れ ぞれ の分 割 され た集 団 での調査 項 目の関連 性 の差 異 一 集 団構 造

(モ デル)の 差異 一 を見 出す ため の分析 を行 うこ とが 出来 る し、 また この時 間的 変化 を

も追求 す る こ とが 出来 、情報 が豊 か に な る。

⑤ 時 系列 デ ー タの必要 性

同 じ調 査 が 、継 続 的 に行 わ れ、 これ が適 切 に分析 され るな らば、 そ れか ら くみ 出 され る

情報 は きわめ て大 きい。 このた めには 、計画 的 な調査 を実施 す る とと もに個票 の整理 、検

索 が 自由 に行 わ れ る よ うに してお くことが大事 な こ とであ る。 将来 におけ る 「過去 のデ ー

タの再 分析 」 が 一 将 来 の眼 か らみ た過去 のデ ータ の様 相 一 有用 な情 報 を もた らす こ と

も多 い 。過 去 のデ ー タの分析 で は、 そ の時 点 での分析 で気 のつ かな か った こと も多 い の で、

進 んだ眼 か ら 一 また今 日的 な 眼か ら 一 みた分析 にたえ るよ うに してお くこ とは忘 れて

は な らな い と ころで あ る。

(6}誤 差 あ るデー タの処理

デ ータは 必 ず誤 差 を と もな う。 これ は、形 式的 に言 え ば、 バ イアス と確率 的 な意 味 を

もつ分 散 に よって表現 され る ことにな る。 バ イアス は可能 な るか ぎ り数量 的 に評価 すべ き

であ り一 評 価 で きな けれ ぱ オ ーダ ーだけ で もお さえ、 分析 にお い ては、 このオ ーダ ー を

考 慮 に入 れ るべ きで あ る 一 分 散 に関 しては 、基 礎的 研 究 に よって それ を と らえて おか な

くて はな らな い 。

こ うした誤差 が あ る場 合 、 分析 に よって この よ うな歪 み を検 討 し、 そ の歪 み をつ きぬ け

て妥当 な結 果 をみ ちび き出 す よ うにつ とめね ば な らな い。 この方法 論 は 、 一部 出来 上 って

い る。 この 項 に関 しては1.1.2を 参 照 され た い。 なお、誤 差 でな くても変 動 あ るデ ータ

(そ うした もの しか測定 で きない)の 処 理 につい て も同 様 の考 え で処理 す べ き であ る。

(7)多 次元 的 デ ータの処理

デ ー タ解析 の上 で多 元的 デ ータの処理 の要 望 が高 ま って きた。複 雑 な現象 を取 り扱 わ ね

ば な らな い ソ フ トサ イエ ンス、 ライ フサ イエ ンス と言 われ る領 域 に特 に この こ とが著 しい 。

こ うした分野 では 、現象 が複 雑 な ので多 次元 的 な デ ータが とられ、 これ を操 作 しなけ れば

な らな くな る。多次 元的 デ ータ処 理 は 、 これ まで の科学 にお い て弱 い問 題 の 一つ で あ る。
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実験 条件 な どを コ ン トロー ル し、変 数 の数 を少 くして分析 す るのが常道 で あ った 。 ところ

が 、 ソ フ トサ イエ ンス 、 ラ イフサ イエ ンス にお いては 、環 境 や 条件 の複雑 さ、 それ らの 相

互 関連 性 に加 え て、 そ の下 で行 動 す る主 体 の主体 性 、適応 性 、環 境 へ の働 きか けの問題 も

絡 んで きて 、 これ まで の 自然 科学的 取扱 い方 では 、不 可能 にな って しま う。 そ こで 、多 次

元 的 な デ ータ の分析 法 が 望 まれ て くるわ け であ る。多 次元的 な データ の分析 法 で統計 的 な

もの となれ ば当然 、い わゆ る多変量 分析 法(multivariateanalisis)が 浮 か

び上 って くるわけ であ る。

また 、質的 なデ ー タ、測定 が あ る分類 に属 す るか否 か とい う形 であ らわ され る多 次元 的

デ ータ があ る場合 が あ る。 こ うした ものは、 いわゆ る 「数 量化 の方法 」 に よ って処理 で き

る場合 も多 い。

こ うした 多次 元的 デ ータ の取扱 い に関 しては 、重要 な問 題 で あ るに も拘 らず、何 か誤 解

が あ る と思 われ るの で、1.1.3に おい てやS詳 し く述 べ て お く。

な お、集 団 の比 較検 討 な どは 、各 項 日毎 の単純 集計 や諸属 性 別 の集計 の 比較 に よって論

じて い る ものが殆 ん ど であ るが 、多 次元的 デ ータ のあ る場 合 には、疑 問が 残 る。重 要 な情

報 がぬ け る こ とにな る。 これ は、多 次元 的 デ ータの関連 性 につ いて であ る。集 団別 に は、

多 次元的 デ ータの 関連性 は 必ず し も同一 ではな く、マ ー ジナル集計 の比較 か らは 、関 連性

を云 々 す る こ とは 出来 な い。 この ため には、 集団 ご との多 次 元分析 に よる関連 分析 を行 う

必要 が あ る 。 これ に よって集 団 に おけ る構 造 の差 異 を明確 にす るこ とが で き る。 マー ジナ

ル 分布 が た とえ同 一 であ って もい ち じる しい構造 の断 絶 を 見 出す こ とが 出来 る。 これ には 、

個要 と多次 元分析 の方法 が 不可 欠 な もの とな る。

(8)シ ミ ュレー シ ョンの使 い方

シ ミュ レー シ ョンは思考 実験 に代 る コン ピ ュー タ実 験 であ る。 シ ミュレー シ ョン に よ り

種 々 の仮 説 の下 での現 象 の 出現 の様 相 を描 き出 してみ るこ とが でき る。 これ に よ りむ だな

実験 を排 除 した り、むだ な調査 の実施 を さけ る ことが 出来 る。 しか し、 シ ミュ レー シ ョン

はあ る架 空 の下 での実験 な のであ ま りに過 重 な意 味 を もた せ てはい け ない 。 また 、あ ま.り

に現 実 に近 づ け よ うと して 一 い くら複雑 に して も近 づけ る ことは不 可能 一 条 件 を 多 く

とって も コン ピ ュータ使用 の時 間 がか か るばか りで、 しか も出た もの も現 実 とは言 い難 い。

そ こで適 宜簡 易 化 し、 は や くシ ミュ レー シ ョンを や り、思考 をた くみ には た らか せ、有用

な調 査 、実験 に もち こむ の が よい。最 後 は 、シ ミュ レー シ ∋ンだけ で片 づ くもの では な い

ので 、巧 に シ ミュ レー シ ョンを さしは さん でか ら実際 の行 動 をお こすべ きであ る。
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また、 シ ミ ュレーシ ョンをデ ータ とデ ー タ とのつな ぎ に用 いて有効 な こと もあ る。 これ

は、 モデ ル構 成 と言 いか えて よい。 モデ ル構成 と これ に もとず くデ ータの実現 を シ ミュ レ

ー シ ョンに よ って完 成 させ
、 あ る函 数関 係(勿 論 確率 的 関係 を含 む)を 見 出 して お くの で

あ る。 この結果 を、データとデー タとのつ な ぎに用 いて、 有効 な分析 を行 うこ と もで き る。

この モデル の妥当 性 は既 知 の もの に よって検 証 してお く必要 あみ るのは い うまで もな い。

1。1.2誤 差(測 定 値 変動)あ るデ ータ の処理 につ いて

(1)誤 差 とは 一 そ の基 本 的考 察

非 常 に形 式的 に考 え るな らば 、測 定 にお け る誤 差 は 、真 に知 ろ うとす る ものか らの変 動

と して表 現 で き る。 い ま、簡 単 のた め、 エを数量 的 な測定 値 、 ⑳。 を真 に知 ろ うとす る数

値 とす ると き、 エー 勒=ε とす れば 、 εが誤差 とな る。 こ うした誤 差 は ど うしてお こ る

か?当 然 測定 方法 に よ ってお こる もの と考 え られ る。 また 、測定 され る ものの変 動 とい う

こ とに よ って お こ るこ と もあ る。測定 者 と被測定 者 との関連 にお い てお こる こと もあ る。

また、測定 す る側 に よ ってお こる もの もあ る。 この よ うに、 その よ って きた る要 因 は さ ま

ざ まであ るが 、 この誤差 を統 計的 性格 に よって次 の よ うに分類 す る こ とが で き よ う、つ ま

り(D確 率 的 な変 動 をす る もの 、(ii)しか らざ る もの、 の2つ にわ け る。

ε=ε1十 ε2十 ε3十 ε4

e,、 ε2は 、確率 的 な変動 で(j)vc相 当 す る部 分 、 ε3、 ε4は しか ら ざる もの で(ii)tlc

該当 す るもの であ る。測 定 誤差 はい うまで もな く、一 つの ものの まった く同 じ条件 下 での

測定 の繰 り返 しに よって あ らわれ る もの であ る。Eと い う記 号 を、 この繰 り返 しにお け る

確 率 的平 均 を とる 一 確 率 的 に表 現 され る こ とに対 す る待 望 値(あ る標識Xそ の標識 の 出

現 す る確 率)の す べ ての和 を求 め る 一 ことをあ らわ す もの とす る と き

E(ε1)-OE(・,)≒OE,T(,、)一?E(、 、)←O

とな る。 ε1は 測 定 の繰 り返 しにお いて10に も1に もな るが 、 この値 に出現確 率 を乗 じ

て加 えた ものが0と な るの であ る。 ε2は 確率論 的 な変 動 をす るが、E(ε2)≒0と な

る よ うな もの であ る。 ε3は 確 率論 的 な変 動 を示 さな いが 、 あ るn個 の測定 を した よ うな

アし アじ

場 合 そ の 総 和 Σ εSt=oと な る よ うな もの 、 ε.は Σeパ ≒0と な る よ うな も

i=1i=1

の で あ る(i番 目 の ε3、 ε.の 値 を ε3i,ε 、iと し て お く)
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確率 論 的 な変 動 の とき、 誤差 は 、平 均 と して分 散 、あ るいは平均 二乗 誤 差 と して表 現 さ

れ るのが普 通 であ る。

・ 、、2=E(・ ・2)-E(ε1)2-E(ε12)

・,,2-E(・ ・2)≒E(ε22)-E(・ ・)3、E(・ 、)キ0

こ こVCε2の 分 散E(ε22)-E(ε,)2は 考 え ら れ る が 、 目的 とす る も の か ら の ず

れ とい う と き に は 、 分 散 は 意 味 が な く、 τ ε
22が 意 味 を も つ の で あ る 。 こ れ を 平 均 二 乗 誤

差 とい うの で あ る。 い ま ε3=ε4='Oと す る と

ca=xo+ε 、+ε2

とな ってい る。 エー 勒 が誤 差 で あ る。 こ の誤差 の二 乗 の平 均 を とる と、 ε、 と、ε,と が

確率 論的 意味 で独 立 の ときは σ ε,2+τ ε,2と な るの で目的 とす るものか らの誤差 を考 え

る とき、平均 二乗 誤差 τε22が 意 味 を もつ の であ る。 ε1と ε,と が独立 とい ったが 独立

でな い とき には上 の もの にE(ε1ε,)が 加 わ る ことに注意 す る必 要 が あ る。誤 差 の総

括 的表 現 の とき、(戊7-XO)2を 考 え て誤 差 の生 ず る確率 の場 を考慮 しつ つ平 均 を と る

のが統 計 では普通 行 なわ れ てい るが 、1x-x。1、 ない しは(x-x。)2m(mは 正

整 数)で も よい、 しか し、最小 二乗 法 に根 拠 をお く統 計 では 、一般 に二乗 を と るの で ある。

さて、 ε3、 ε"で あ るが 、我 々の と りあ げた繰 り返 しの確 率的変 動 とい う観 点 か らは常

数 であ るこ とに 目をむ け る必要 が あ る。 な お、 εs、 ε4は ε,を 含 め て偏 り(バ イア ス 、

bias)と よぱ れ る もの で あ る。バ イ アス はn個 の観 測 を して算術平 均 を つ くる とき、n

が大 とな る とき0に 近 づ くもの もあ るが(nが 大 にな ると き0に 近 づ く確 率が1と なる。あ

あ るい は確率1でoに 近 づ くこ と もあ る)、 そ うで ない もの もあ るの であ る。x。 を知 る

た め に 、n個 の観 測 を した 値 をx,、x2、x3、

X、=X。 十 ε11十 ε21十 ε3,十 ε41

×2=ac。 十 ε12+ε22+ε32十 ε42

エ π=疏+鋤 π+ε,π+ε ・π+・.π

弓 …、年 ・・+已 、ε・i+:三1

、 劣 π と す る 。

.Z4

.

ε

1

.
Σ

=.Z

1

「
π

十
.Z3ε

-

π

Σ

=.
Z

上

π
十,

Z
2ε
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前 に い った よ うに ⊥ Σ εsi=Oで あ るか ら

i=1

;一 。。 ユs,、i+エs、,i+。 ■ 、
n7Li =1i=1

.

ただ し 上 ㌃ ・・㌍ ・・

i=1

へ

とな る。 εiiがiに つ恥 て確率 論 的 に独 立eCmiも また同 機 さ らにe"iとe2i

も また独 立 とす る(こ の こ どは 、通 常 の測定 ではみ た され る条件 で あろ う)な らば 、 三 の

誤差 の二乗 の平 均値;の 誤差 の総 括 的実 現 を τ ノ とす れば 、

,∫ 一 ・(;-X。)・ 一 上,芸 。 、・+も2。i・
ゆじ77'i

=1i=1

+9,+2e`1E(εz,乞 …)
ni=1

十 上,eT
π

と な る の で あ る。 最 後 の 跡 つ い て く る こ と に注 意 され た い の で あ る 。 確 率 論 的 偏 り と し

か ら ざ る偏 り の積 の 和 が 入 り こん で く る こ と に よ って 誤 差 は 大 と な っ て くる の で あ る。 一

般VCεiiの 分 散 σi2は す べ て等 し く 、

・i2=σ2i=L2・ … …'・n

と言 え る の が 普 通 で あ り 、 また τi2==τ2(i=1、2… … 、n)と す る こ と も普 通 で

あ る 。 こ うす る と 、

エ 　 　

・・2÷ ÷ ・+竺 …
、・(…)

己 。(。,、)・(。,、)

n2

■

となるのである.ば 大口 ると測定誤差のうち分散に基因するものは%の オプ で小
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とな るの であ る。E(ε2i)、e4はnと 共 に ど うな るか は わか らな いが 、 一般 には減

少 しな い もの と考 え られ る 。 これ は、 よ くい われ てい る とこ ろで あるが 、確率 論的 には っ

き りされ る誤 差 にな らな い ものが あれ ば、 一般 的 に πを ふや しても誤 差はへ らないのである 。

以 上 の よ うな基本 的 な考 察 をす るな らば 、 バ イアスは 測定 方法 を工 夫 す るこ とに よ って

数 量 的 に表現 す る こ と一 可能 な る限 りバ イアス を小 さ くす る こ と一 は な に よ りも肝 要

で あ るが 、 い くら努 力 して も完 全 にoと す る ことはで きな い のが普通 であ る。バ イ アスの

で き るよ うな推定 方法 は つ とめ て避 け る こと、確率変 数 としてあ らわ した誤差 の分 布 の型

を決 定 す る こ と、少 くと も分散 を計 量的 には っき りさせ る こ と、 その分 散 を可能 な る限 り

小 さ くす るこ とな どが大 事 な こ とが わか る。 この よ うに基本 的 な考 察 が で きたな らば 、 あ

とは、 デ ータ処 理 におい て こ うした誤 差 が どんな いた ず らを す るかを解析 してか か らねば

な らない 。

単 純 に考 え て、 ε,だ け に してみ よ う。 こ うす れば 伽 にた い してプ ラス 、 マ イナス に

あ る幅 を つけ て お けば、 た い して問題 は な い と考 え られ そ うで あ る。 しか し、 これ とて も

思 わ し くな い結 果 が で て くる。

x=Xo十 ε1

と して、 も し、xの2乗 に比例 す る量 が あ った と しよ う一 た とえ ばxを 速度 と し、抵抗

が速 度 の2乗 に比例 す る場合 な どであ る。 しか もxが 一定 で な く、 ε、 とい う変 動 が つ い.

て い る場 合 で あ る一 、 また ε、 は常 に独立 であ る と してお く。

x2=x20十2ε1¢ 〇 十e,2

この平 均E(x2)を と ってみ る と

E(X2)=・X。2+E(ε 、2)-ur。2+e、2

とな る。x。2だ け が の こ るの ではな く、 σ、2が つ い て くるの であ る。平 均 の抵抗 は増 加

して くる こ とが わ か る。単 に ⑳につ いて は偏 りの な い誤 差 しか な く、測定 値 に プ ラス 、 マ

イ ナスが つ くだ け でた い した こ との なか った ものが 、 ¢2に 関 しては 、2ε 、x。 十 ε12

とな り、 しか も この平均 が誤差 の な い時 の値ec。2よ り誤差 の分 散 だけ大 き くな る とい っ

た ことに十 分注 意 す る必要 があ る。 ε、だ け であ って も∬が な まの測定 値 とす ると き
、一

般的 にい って ∫(鋤)を 知 ろ うとす る と、 ∫(⑳)を 作 った場合 の誤 差 には 、上 述 の よ
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うな考察 が必要 とな って くるの であ る。十分警 戒 す べ き ところ であ る。 劣が数 値 で な く、

質的 な表 現が とられ る場 合 の誤 差 で も同様 な考察 に よって処理 で き る。 しか し、 この と き

は 、デ ータの単純 な処理 では 、必 ず偏 りが生 じて くるこ とには注 意 しな くては な らな い。

これ らの誤 差 が あ る と き、分 析上 どん な歪 みが でて くるか を次 にの べて みた い。

② 測定 が数量 であ る場合 の誤 差 のい たず ら

ここで もか んた ん のた め誤差 は ε1だ け であ る と してお こ う。 この とき、相 関分析 を し

た とき どんな ことが お こ るか、実例 を示 しなが ら話 を進 め よ う。近 頃健康 診 断 が さかん に

な り、血 圧 の測定 な どおお い に行 なわ れ てい る。最 大血 圧 、最小 血 圧 な どめ ん ど うな こと

が あ るが 、 こ こでは血 圧 測定 でい われ て い る大 きい方 の値 につ いて だけ のべ て お こ う。表

1は 国鉄職 員 の8万 人 を上 まわ るデ ータ であ る(東 鉄保健 管 理 所福 田安平 氏 の デ ータ)。

これは 同一人 をT年 とT+1年 に計 測 した ものであ る。 これ を も とに相関表 を つ くった の

が表1で あ る。T年 、T十1年 の周 辺分 布 は ほ とん ど一致 してお り、平 均 値 は お のおの

131.21、131.63と ほ とん ど一致 し、分散 もおの お の441.9442、440.9591

とほ とん ど一致 して い るので あ る。 しか も表1を み てす ぐわか る よ うに対 角線 に の る もの

が少 いば か りでな く、T年 で小 さい値 の もの はT+1年 の測定 で高 い値 を示 す ものが多 く、

逆 に 丁年 で高 い値 を示 した ものはT+1年 では低 い値 を示 して いる ものが多 い こ とが わか

る。対 象線 に対 して デ ータは対称 にで てい ることがわ か るが 、T年(あ るい はT+1年)

を 一定 としてみ た とき上述 の傾向 が わ か る。 これ はお も しろい傾 向 であ る。 も っとは っき

りさせ るため 図1を み よ う。 これはT年(T十1年)一 定 した とき のT十1年(T年)の

平 均値 を 目盛 った もの で、平 均 の ところでT年 、T+1年 の値 は 一致 す るが それ以 下 で は

高 く、 それ以上 では低 くな り、周 辺分 布 は両年 一定 で も回帰 線 は45。 の線 上 にな く、ね て

くるの であ る。

こ うした関 係 を示 す デ ータ をみ て い るとな にか実態的 な原 因 を さ ぐりだ した くな るが、

T年 一定 で もT十1年 一定 で も 一 後 者 で は時間 の前 後 が逆 にな る ま った く同 じ傾 向 なの

であ る。時 の流れ が逆 行 した の では、原 因 を さ ぐるこ とには な るまい。 そ こで血 圧 測定 の

誤 差 とい うか、変 動 とい うか それ を さ ぐっ てみた 。 これが ず いぶ ん大 きい ことが わか った 。

通 常考 えられ る測 定 条件 を一定 に して もな おかつ大 きいの で あ る。生 体 変動 ともい うべ き

で あ る。 一応 変動 の分布 は ガ ウス分 布 で標 準偏 差 が10ぐ らいあ るこ とが わ か った。 そ こ

で、T年 、T十1年 とも各 人 のx。 は同 一 で変化 は ない とみ な して話 を進 めてみ る、測定

値 が平 均x。 標 準偏 差10の ガ ウス 分布 、T年 、T+1年 の値 は この分 布 か らの ラ ンダ ム
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表1最 大 血 圧 推 移 表(40-50歳)

T十1年

T年

0

|

79

80

|

89

90

1

99

100

1

109

110

I

l19

120

5

129

130

「

139

140

|

149

150

1

159

160

1

169

170

1

179

180

1

189

190

1

199

200

以

上

計 %

0-79 1 2 3 3 3 2 14 0.02.

80-89 1 8 33 41 22 5 3 1 114 0ユ3

90-99 38 367 567 385 142 38 7 2 1546 1.82

100-109 2 41 707 2565 2478 1118 363 86 18 15 5 2 7400 8.70

110-119 30 486 2950 6004 4196 1590 475 106 22 10 4 1 15874 18.66

120-129 1 5 128 1453 4722 6569 3820 1554 384 124 47 9 6 4 18826 22.13

130-139 31 397 1837 4183 4841 2819 95工 359 128 27 ll 6 15590 1833

140-14g 2 5 92 518 1499 2886 3215 1552 774 309 96 27 11 10986 12.92

150-159 2 8 104 370 940 1460 1404 871 402 146 67 34 5808 6.83

160-169 11 3層2 122 337 738 923 845 487 208 92 53 3848 4.52

170-179 6 13 33 127 277 456 486 459 243 llO 83 2293 2.70

180-189 2 7 16 55 101 188 244 244 207 128 97 1289 1.52

190-199 7 17 37 61 109

一

132 120 103 119 705 0.83

200以 上 4 2 18 23 53 78 90 96 118 279 761 0.89

計 4 124 1760 8094 16129 18265 15038 10795 6096 3929 2313 1158 663 686 85054

% 0.00 0.15 2.07 9.40 18.85 21.47 17.68 12.57 7.17 4.62 2.72 L36 0.78 0.81 100.00
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図1

サ ンプル と してあ らわれ る。 さらvax。 の分布(こ れはT年 、T十1年 につ い て同 じもの)

を この条件 の もとで推定 した もの これ は可能 で あ る を用 い、T年 一定 の ときのT

+1年 の平均 値 を計 算 してみ た。 こ うして 〔T年r定 の時 の計 算 直 －T年 の値 〕とい うズ

レを計 算 しこの計 算 値 とデ ータ とあ わせ てみ ると図2の よ うに十 分 よい一致 が得 られた。

デー タ

一

一

10_

一

一

・ ・

1H Hlll ll 一`lllI

－20 一10 一 10
一

一

一

一10一 一

.

一

一

一

一20一 一

図2

理 論計 算、

これ は 、実態的 な仮定 を ま った くおか ず に、誤差 計算 だけ の結果 なの で あ る。 こ うみ て く

る と、誤 差計算 だ け でゆが ん だ関係 が ほ とん ど説 明 できた ことに な る。測定 誤差 を無 視 し

た と した ら とん で もな い結 論 を引 き出 して しま うこと にな る。 な ん で もない ε1だ け の誤

差 で あ って もこん な いた ず らが で きて くるのであ る。

いまx。 の分布 を平均M、 分 散S2の ガ ウス分布 、誤 差 ε、を平 均0、 分散02の ガ ウ

ス分 布 とす る と丁年 、T十1年 の相関 図 で の45。 直線 か らのず れ αは 、T年(T十1年)
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の測定 値 μ に対 し

α 。一 一(ザM)/(1+s2/σ2)

とな るu-M(x。 の平均 値)の ところで はαu・ ・oと な りズ レがな く、平 均 よ りは な

れ るほ どαu>o、 平 均 よ り大 の とき αu<oと な る。上 述 の ときズ レはuの 値 に対 して

直 線的 な関係 にな る ところが お もしろ い。

こ うした関 係 は 、T+1年 の誤 差 が な い と きも、T年 測定 に誤差 が あ れば 、T年 一定 で

T+1年 の値 をみ ると き、 い ままで のべ た よ うなズ レが で て くる(た だ しこの ときT十

1年 一定 では でて こな い)。

こ うした ことは予 測 モデ ル に よる予 測 一 モデル には誤 差 が と もな う一 理論 式 の追 試

一 理 論 式 は デ ータ との関係 をみ る と き必 ず誤差 が存在 す る 一 な どの と きの注意 を与 え

てい る。T年 の値 とい うの が予測 値 、理 論式 に よる推定 、T+1年 が実 際値 、追 試 の値 、

に相応 す ると考 えれ ば い ま までの こ とが す っか り当 ては ま る。 この誤 差 の あ るこ とを無 視

す る と歪 み に振 り まわ され る ことにな って しま う。

(3}xが 質 の場合 の誤差 のい たず ら

この と きは 、あ る質 問 に対 す る回答 とい った よ うな場 合 を考 えれ ば よい。 か んた んのた

めyes、noの 場合 と してお く、本来yesの 人 が いつ もyesと 回 答 す る とはか ぎらな い

回 答誤 差 が あ る 一 、本来noの 人 が いつ もnoと 回答 す る と限 らな い一 回答誤 差

が あ る一 これが調 査 にお け る実 情 で あ る。 医学 の、 た とえば血 液 や尿 の検 査 の+、 一 と

を考 え て も同 様 で あ る。表2の よ うな回答 誤差 が確率 の形 で与 え られ た と しよ う。'本来

yesの ものが500、noの ものが500で あ って もデ ー タでは 、平 均 的 にyesは

500×0.7十500×0.2=450

noは

500×0.3十500×0.8=550

表2

現実
本来. yes no 計

yeS 0.7 0.3 LO

no 0.2 0.8 1.0
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と で て くる の で あ る。 本 当 は 同 じで あ っ て も デ ー タ で はlo%も 差 が で て く る 。 本 来

yesの も の が550、noの もの が450、 つ ま りyesが55%、noが45%で あ

っ て も、 デ ー タ で は 平 均 的 にyes475、no525、yesは47.5%、noは52.5

%と 逆 にnoが 多 くで て く るの で あ る 。本 来 はyesが 多 い が 、 デ ー タ で はnoが 多 くな

っ て い る 。 誤 差 が あ る に も か か わ ら ず こ れ を無 視 し た ら 、 結 果 が こ の よ うに さ か さ ま に な

る こ と もあ り得 る の で あ る。 デ ー タ でyesの もの をm+、noの もの をnt-.Lし よ う。

表2の よ うな 回 答 誤 差 を 与 え る マ ト リ ック ス を(P)と し よ う。 こ の(P)が わ か っ て い

れ ば 本 来 のyes、noは 詮+、 令_と し て 推定 され 、 これ は(Pの 逆 行 列 が 存 在 す る

も の とす る 。

(わ 一(P'一 ・)(li)

た だ し(P')は 、(P)の 転置 行列 、(P')-1は 、そ の逆 行列 に よって推定 され る。 こ

う しな ければ 、正 しい回答 は でて こな いの であ る。 この(P)は 、調査 方法 を工 夫 し、あ

る仮 定 を設 け な けれ ば デ ー タか ら算 出す る こと も可能 であ る。回答 誤差 、測定 誤 差 が あ る

とき に、 これ を無 視 した と した ら歪 んだ結 果 が で てい るの に見当 はず れ な結 論 をだ して し

ま うこ とにな る。

そ れでは 、誤 差 が あ る場 合 に相 関表 を つ くった らど うな るか 、回答 が 十 、±、 一 と して

例 示 してみ よ う。表3が 回答 誤差 をあ らわす確率 であ る。本 来+の ものn+=100、 ±

の ものn±=200、 一の ものn=1,000と しよ う。誤 差 が な ければ2回 調 査 して も相

関表 をあ らわ す マ トリ ック ス は

ひ

(∵
0

200

0 、1。)
白

とな るは ず で あ る。 と ころが 、表3の よ うな回答(測 定)誤 差 があ る とき 、2回 の相 関表

は平 均的 にみ ると表4の よ うに な る。 これ を よ くみれ ば驚 くべ き ことが お こって い るこ と

が わか る。
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表3

●

現実
本来

十 ± 一 計

+

±

一

0.7

02

0.1

0.2

0.6

0.1

0.1

02

0.8

1.O

LO

1.0

表4

2回 目

1回 目
十 ± 一 計

十

±

一

64

45

71

45

83

82

71

82

457

180

210

610

計 180 210 610

■

◎

周辺 の計 は全体 の結果 で1回 目、2回 目 と もま った く一致 して い るこ とが お も しろいが 、

まず これ が100、200、700、 と大 き く違 ってい るの に気 がつ く。 次 に第1回 目+

の180の もの をみ よ う。2回 目十の もの64、 ± の もの45、 一の もの71と な り、1

回 目 に+の もの は ・朋 に －vat・るものカr多 くな る・1回 目+の ものの2/、 は+

でな い もの(± あ るい は 一)に 流 れ て しま って い るの であ る。誤差 の あ る にも かか わ らず

これ を知 らず に結 論 を だせ ば 「1回 目+で2回 目で は+で な くな る もの が多 くな るこ と

は有 意 で あ る、何 かあ った のだ」 、な どと い って しま う。本 来な らば 、対角線 が100、

200、700(あ とは0)と な って い るべ き もので あ る。1回 目、2回 目の間 に何 か操

作 を加 え た と した ら、 まった くそれが 無効 の もの であ った と して も、相 関表 か ら何 か実 態

的 な意味 づけ を して し ま うことに な る。 これ は恐 るべ き こ とであ る。 まった く何 もな い の

に、測定 誤差 の とんだ いたず ら なの であ る。 これ も測定 誤差 マ トリ ック スが わ か って いれ

ば表4の よ うな デ ータ マ トリ ック スか ら本 来 の相 関表 を逆 マ トリックス方 式 で き るの であ

る。 この狽岐 誤差 を基 礎 研究 にお い て、 しっか りつか ん でお く必要 が あ る。

ど の く らい こ うした回答 誤差 、測定 誤 差 が お こる もの であ ろ うか 、社 会 調査 の例 で示 し

てみ よ う。 まず第1回 の調査 を行 な い、2回 目 と して1週 間 たった後 に同 一人 を調査 して
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み た。 この同一 人 の た しかめは 、な か なか めん ど うで あ るが工夫 をすれ ば 可能 であ る。東

京 都23区25～29歳 のデ ータを例 に と ってその政 党支 持 に つい てみ よ う。1回 目 に回

答 した政 党支 持別 に2回 目同 じ政 党名 をあ げた比 率 を み る と、 自民73%、 社 会87%、

民 社60%、 公 明 ・共産 ともに100%と かた く、支 持 な し、 わか らぬは50%と ひ くい。

また売春 合法 化 へ の賛 否 では回答 の一致 した もの67%(お の おの の1回 目の回答 の2回

目で の歩 留 りは 、賛 成50%い ずれ で もな い25%、 反対96%)、 「すべ て の入 が平等

であ るこ とは あ り得 な い」 とい う意 見 へ の賛否 では回答 の→致率 は67%一 一ー一1回 目賛 成

の もの の歩 留 り80%、 反 対 の もの の歩留 り42%一 、 す きな言 葉 、 さらい な言 葉 で1

回 目で 「戦 争 放棄 が す き」 とい った ものの2回 目で も歩 留 りは73%、1回 目に 「国 成宣

揚 が す き」 とい った もの の歩 留 り53%、 「中立 政策 が す き」 の歩 留 り50%と 高 い もの

で はな い、 一 週 間以 内に これ だけ 変動 して い る。 しか し、 周辺 分 布は ピタ ッ と一致 して い

る ので ある。 これ らは確 率的 回 答モデ ルの構 造 を暗示 して い るの で ある。 こ う して、 み か

け の 回 答か ら本 当 を さ ぐるの に は、や は り回 答誤 差 モデ ル も必 要に な って くる。 こ う した

誤 差の で る のは 意 見調 査 だけ では ない 。 い ろい ろな検 査 で は測定 誤差 が で るの で あ るか ら、

この よ うな測 定誤 差 を お さえて お かな くては、 歪 ん だ結論 を引 き出 して しま うこ とに な る。

1.L3多 変量 解析 ・多 次元 分析

(1}多 変 量解 析 法 一 統計 学 に おけ る一

多変 量 解析 法 の歴 史は そ う古 い もの では な い。 この方法 は 、 もとはデ ータ解 析 の要 望 か

ら生 れ た もので あ る。回帰 分析 、判別 分析 法 な どが これ であ る。多 くの変 量 の間 の関係 を

相 関 の立 場 か ら取 り扱 お うとす る もので あ る。 こ うした方 法 は変 量 の数 が 多 くな ると計算

が 大変 な もの とな る。卓 上手動 、電 動計 算機 しか なか った 時代 には、計算 は名 人芸 の極 み

で あ り、 ど う誤 りな く、計 算量 少 く計算 を実行 す るか に腐 心 した もの で、大 変 な努 力 で あ、

った 。 よほ どの デ ータ で ない とや る気 が しな か った もの で あ る。電 子計算 機 の 初 期 は 、

30元 の行 列 の逆行 列 を求 め るな ど大変 な仕事 であ り、昭 和29年 頃 だ と リレー計 算機 で

も って これ を行 った事 が誇 りであ った位 で あ る。 日本 にあ る電 子計 算機 で は容 易 にで き る

仕 事 ではな か った の であ る。 全 くの昔語 りであ る。

計算 が 出来 ない とな る と多変量解 析 の興味 は専 ら理 論 に走 る とい うこ とにな り、 デ ー タ

解 析 の立場 か ら離 れ て発達 して くる こと にな った。 多次 元 ガ ウス分布 に もとず いた標 本分

布 論 が その 中心 で あ った。標 本分布 が母集 団 パ ラメ ータ に依 存 しない統 計 量 に関 す る諸 問

題 、漸進 分布 に関す る諸 問題 、その他 相定 に関 す る理 論 的諸 問題 な どその中心 であ った と
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思 う。統 計 の多変 量解析 の本 をみ て も、 こ うした こ とが 多 く書 かれ てお り、 デ ータ解析 に

つ なが るのは、初 歩 の回帰 分析 、判別 分析 、実験 計画法 に関 す る ところ だけ で あ った。 し

か も、デ ータ の分 析 の立場 か らは、肝 心 の ところが抜 け て い るよ うな もの であ った。 この

ごろ にな り、 や っ と成分 分析 や因 子分 析 に触 れ た ものが 出て きてい るが 、や は り、 ピン ト

が外 れて い る様 に思 う。 あ とで や 玉詳 し く述 べ るが 、因 子 分析法 で最 も大 切 なモ デル構 成

とその運 用 、 コム ミュナ リテ ィの問 題 であ るが 、 こう した こ とには全 く触 れな い で因子数

決定 のた め の相関 行列 の特 性根 の分布 一 しか も多 次元 ガ ウス分布 に も とず くもの 一 に

関係 した議 論 が 多 く、全 く末梢 的 な もの が取扱 われ てい るので あ る。 つ ま り、発達 方向 が

異 った方 にい って い るので あ る。10年 位 前 、Tukeyが そ の要望 に も拘 らず 多変量 解析

で使 え る もの は僅 か しかな い と喝 渡 し、新 しい方 向 を示 して いたが 、 よい所 をつ い てい る

こ とが多 くあ った の を覚 え てい る。彼 は 、少 くともデ ータ解 析 を志向 し、統 計数 理 を考 え

て い る我 々 と同 じ方 向 を感 じと って いた と思 う。 しか し、彼 の指摘 した い くつか の ものは 、

そ の時点 にお いて さえ、数 量化 、ス ケ ー リング の方法 に よって一部解 決 され て いたの であ

るが、 方 面違 いのせ いか 、彼 は気 が つ いてい な か ったの であ る。伝統 的統 計学 の枠外 にお

い て研究 して いたか らであ る。 また 、今 日にお いて は、彼 の要望 した い くつか も、解 決 の

方 向 に向 って いる と考 え て よ い。

さて、電 子計 算機 が発達 し、 ど しど し計 算 が 出来 る よ うにな ると、多変 量 解析 への期待

が高 まった。統 計学 では 、多変 量解 析 とい う多次 デ ータ を解 析 する方法 が あ るか ら とい う

の で飛 び つ くこ とにな った。 さて、蓋 をあ けて みれ ば、回帰 分析 、判 別 分析 ぐらい しか な

い とい う次第 であ る。 しか し、 多次元的 デ ータ を処理 す る方法 と して 、 そ こは か とない期

待 が寄 せ られて い るの であ る。 それ では 、伝統 的統 計学 以外 で、多次 元的 デ ータ処理 と し

て どんな ものが あ ろ うか 。多次 元 デ ータ を取扱 う方法 として所 謂サ イ コメ トリ ックス 、 ソ

シオ メ トリ ック ス、 パ イオ メ リ トリ ック ス の方 面 で別様 の発達 を して い るの であ る。 しか

し、統計 的 方面 のア イデ ィア が乏 しいた め に十 分 な方法 と して開花 して いな い の であ る。

② デ ータ解 析 と して の多次 元分析

まず 因子 分析 をあ げて お こ う。 これは、 モ デル構 成 とその デ ータ処 理 が中 心 とな るべ き

もの であ る。所 謂 多因子 法 の計算 方法 のみ が表 面 に出 て い る様 であ るが 、本質 は こ う した

とこ ろ にあ るの では な い。 デ ータの性格 に応 じて、適 切 な 方法 が と られ るべ き もの で あ る。

Spearmanの 二 因子 法 一 共 通 因子 と特 殊因子の二つ の因子 か らモ デル を作 成す る一

には す ぐれた ア イデ ィアが あ るが 、 これ で解析 で き るデ ータは限 られ てい よ う。 この一 つ
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の拡 張 として、bi-factoranalysisが あ る。 測定 項 目の部 分集 団 を構 成 した

上 での二因 子法 と考 え れば よい。 この部 分集 団 の構成 の 方法 にその核 心が あ る。 この方法

で も、す べ てが うま く行 くわ け では ない。Thurstoneは 、多因 子法 へ考 え 、多 くの

共 通因 子 と特 殊 因 子 との和 を モデ ル構 成の基幹 と して分析 法 をあみ だ した。 しか し多 因子

法 では あ ま りに も任 意性 が 多 す ぎ るわけで あ る。結果 の解 釈 には いろ いろ の諸 因 子 に特 殊

型 を想 定 した ので あ るが 、分析 的 と しては この考 え方が 十分 活用 され た とは思 え ない。 ま

た 、 コム ミ ュナ リテ ィの問 題 な ど本 質 的 に も考慮 すべ きと ころが あ る。 この多因 子法 は、

極 め て一般 的 と思 えた の で統 計 方 面 の人 々 の注 目を引 い て、取扱 われ たの であ るが、本 質

的 には 前述 の様 に意 味 の薄 い展 開 が 多か っ た と思 う。 これ だ け条 件 を ゆ る くしてお いて、

デー タ分析 の結果 と して、意義 のあ る構造 が 出 て くる様 に考 えた ので は うます ぎ る話 で あ

る。救 い難 き コム ミュナ リテ ィの問題 な どが あ り、解 の一義 性 な ど出 て くる筈 は な いの で、

最 初 か ら も う少 し条件 を締 めて か らな くて はな らな い。 そ こでGutimanが シ ンプ レ ッ

クス 、サ カ ームフ レックスな どと名付 け て因 子 構造 の特殊 化 をはか ったradex法 が あ る。

この構 造化 は 、 どの調 査 項 目の場 合 に も当 て は まる様 な もので はな く、 デ ー タの様 子 一

この場 合 は相 関行 列 の 中 に現 わ れ るあ る種 のパ タ ー ン ー か ら構造 の見当 をつ け て解析 す

る とい うこ とにな る。 またTuckerのthreemodefactoranalysis

い うの もあ る。 これは 測定数 量Xi1'b(例 えばiな る人 が ブ とい う調 査 をkと い う時点

で うけた と きの数 量 的標 識)が 得 られ てい る とき

x、 ノド ξ 認 ・i・ ・bim'Clen'9dmn

とい うモ デル を考 え －gdmnは 因 子 、a、b、cは 負 荷 とな る一 、a、b、c、g

の間 にあ る種 の 仮定 を おい て分析 しよ うとす る もの で あ る。 いまの分析 モ デル は適 宜 ク ロ

ネ ッカ ー記号 に類 した仮定 をお き、2次 元行列 の分析 に帰 着 しよ うと して い る。非線 型因

子 分析 法 な ども考 え られて い るが 十分 な もの では ない 。 この系列 と して、測定 した ものが

あ る種 のカテ ゴ リー に属 す るか 否か とい う質 的反 応 で あれ ば、潜 在構 造分 析 が 用 い られ て

い る。 こ うした系 列 の分析 法 は 、モ デ ルが基 幹 とな るの で、デ ータの性格 → モデル 化 の結

び付 きが、理論 的 に明確 に明確 に され ねば な らな いの であ るが、 ここに関 す る方法 論 は乏

しいの であ る。形 骸化 され た計算 法 の みが 、流行 してい る に過 ぎない の であ る。 また層 厚

化(sealing)の 問題 も重要 な方 法 であ る。 多次 元的 質的反 応 デ ータ の量 化 の問 題 で

あ る。 これ まで に 、 リ ッカー ド ・ス ケ ール 、サ ース トン ・スケ ール、 ガ ッ トマ ン ・ス ケ一

一60一

も



●

■

●'

ル が 主 な も の で あ った 。 こ れ で 不 十 分 と言 うの でGuttmanは 、 これ ま で の1次 元 性

を ね ら うSA(scalogramanalysis)を 拡 張 し、MSA(multidimen-

sionalscalogramanalysis)を 考 え 、 この 特 殊 化 と し てPOSA(pa--

rtialorderscalogramanalysis)を 作 り、 こ れ を シ ス テ ィマ テ ィ ック

に計 算 す る ア ル ゴ リズ ム を 発 表 して い る(こ れ らは や っ て み る と パ タ ン分 類 の 数 量 化 で う

ま く行 く)。 これ な ど も 新 し い方 向 で 、 デ ー タ分 析 に お け る質 的 標 識 の 数 量 化 に お け る重

要 な 示 唆 を 含 ん で い る も の で あ る。 こ の層 厚 化 は 、 デ ー タ分 析 の 基 本 で 、 こ れ に は 、 デ ー

タ 分 析 の 極 め て重 要 な フ ィ ロ ソ フ ィー に通 ず る も の を含 ん で い る 。 こ の フ ィロ ソ フ ィー な

しには科学的分析は、妥当性を持 ち得ないのである(結 果の利用 し方を指示するものであ

るか ら)。 この ほか、 質問 作 成 にお け るGuttmanのfact理 論 な ど も、 さ らに別観

点 か ら発展 さすべ き重要 な問 題 であ る。

層厚 化 の一 つ としてMDS(multidimensionalsealing)と い うもの

が あ る。 これ は二者 の関 係RiJ－ の情報 を用 い て、i,ノ=1,2,… …Nと い うN個 の要

素 の空 間 配置 を考 え る問題 であ る。Rり の情報 を過 不足 な く用 い て、数量 化 を考 え空 間

配置 をつ くりあ げ るのが 中心問 題 で あ る。 これ には第5表 の よ うな ものが あ げ られ る。 い

ず れ も、空 間配 置 を考 え るとき1次 元空 間 をモデ ル と して想定 す るの では な く、 多次元 に

配置 す る ことを考 えRり の情 報 を満足 す る程度 に表 現 す る最 小 次 元空 間 を考 え るの

であ る一 、結 果 と して1次 元空 間 が 出 て くるこ ともあ り得 るわけ であ る。 な お 、一般 に

空 間 と しては、 図形的 に理解 しやす いユ ーク ッド空 間 が とられ る こ とが 多 い。Rり の情

報 を満 足 す る程度 と言 ったが 、 これ は再 現 性 の確率 的物 差 しで考 えな くては な らな い問題

であ る。第5表 の一番最 後 に書 いた のはRり が数量 的にしか も相 関係類 で あ らわ され て

い るよ うな場合 であ って 、非 常 に特殊 な場 合 で、 これが よ く知 られ て い る
。 この表 にあ る

方法 はRε ノ の情報 に応 じて最 も適 切 な方法 が とられ るべ き事 を示 して い るの で あ る。

Rり の 情報 は これ に尽 きる もの では な く、 また こ こに書 いて ある方法 が 最善 の もので も

な い 。開 発 さ るべ き多 くの もの があ る。

φ
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表5

Ri]一 漠 然 と した 親 近 性

Cτ ノ ー型 数 量 化Rり で な くRり た と何 個 の 間 の 関 係 に

拡 張 容 易

Rつ が 大 ・」・関 係(P・ired・ ・mp・ ・i…)

guttmanのpairedcomparlson

{林 のpairedcomparisonに 基 く空 間 配 置

(non-metricな 方法 で 、 次 のcoombsと 関 係 深

い)

R巧 が ラ ン ク オ ー ダ ー(N個 の も の の す べ て の 順 序 が き ま る)

nonrmetrricな 方 法 －coombsの 方 法

Rり が ラ ンク オ ー ダ ー(2個 の も の 同 志 の関 係 の ラ ンク オ ー ダ ー)

Shepardの 方 法

{
Rruska1の 方 法

GuttmanのSSA(smallestspaceanalysis)

Ri]'が ラ ンク オ ー ダ ー の つ い た群 分 け

林 のMDA(minimumdimensionanalysis)

Rijが 親 近 性 及 び 非 親 迎 性(metricalな 場 合)

1・ ・rgers・ ・ に ・ る 方 法(或 は ・T・rgers・ ・一・・werの 方 法)τ

K－ 理 数 量 化

Riブ が頻 度 で与 え られ て い る場合(Rり た……の関係 で も よい)

{
潜在 構造分析

パタン分類の数量化

Rりfが 相関係数の場合

{
成分分析法

因子分析法

ま た 、 デ ー タ 解 析 の 要 望 で は 、 ク ラス タ ー ・ア ナ リ シ ス 、mathematical

taxonomy、numericaltaxonomyと 言 わ れ る もの が あ る。 こ れ は 、 多 次 元 的

に 計 測 さ れ た デ ー タ を も と に 、 分 類 一 似 た も の 集 め 一 を す る こ と で あ る。 こ れ に は 、
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似 る と い う こ との 定 義 、分 類 の 仕 方 な ど フ ォ ー ミ ュ レ ー シ ョン す べ き こ と が 多 い 。 ま た 階

層 的 分 類(hienarchicalclustering)、 一般 的 分 類 で も や り方 が 異 っ て く

る。多次元的分類 と言えば、統計学では全分散に対する内分散一 分散として一般化分散

を考 え る 一 の比 を小 さ くす る分類 を考 えが ち であ るが 、 これ には不都 合 な ことが お こる。

例 えば 、2次 元 で考 え ると(第3図(a))直 線 上 に乗 る点 を拾 うことに な って 一 この場 合

内分散 はoと な る 一 工 合 がわ るい。2次 元 の場 合一般 化 分 散 を考 え るこ とは平 均 の まわ

りの3角 形 の面 積 を要 素 とす る ことに な るので直線 上 の もの の分散 はoと な るので あ る。

そ れで は、2次 元 の中で も1次 元 の直線 を もとに考 えれ ば ど うな るか と言 え ば、第3図 の

(b)、(c)が同 じ にな り、や は り具合 が わ るい 。

仕 方 が ない か らP・-elrlWI/1Tl+Ct2・DW/TWを 考 え る とい うこ と

にな るが 、 ど うもす っき り しない 。 このあ た りの測度 は基 本 的 に考 え直 さね ば な らな い と

ころ であ る。 こ こに、Rは 分 類 され る群 の個 数 で分類 の効 率 の程度 は個 数 に よ って変 わ る。

ま た ・1、 ・ ・ は ウ エ イ トでCt1-ct…1/2な ど が と ら れ る・1wl・1Tlは 一般

化 分 散 にも とず く内分散 、全 分散 、DWは 、各群 の平 均 か らその群 に属 す る各 点 まで の距

離 の二乗 和 の総 和 、TWは 全 体 の平 均 か ら各点 までの距離 の二乗和 をあ ら わす もので あ る。

これ だけ で な く分類 の境 界 を ど うきめ るか も大 き な問 題 で あ り、非常 に知 りた い ところ で

あ るが 十分 に手 が つけ られ ていな い。話 を こ こまで もち こむ 前 のなま のデ ータ(量 的 、質

的 を問 わず)を ど う取 扱 うか の問題 も出 て くる(例 え ば数量 化 による方法 を用 い るな ど、

第5表 参照)。 パ ター ン認識 の問題 も これ に関係 が深 い。

このほ か多 次元 的 デ ータ を取扱 う問題 と してmultichannelデ ー タの 自動計 測 、

自動 判読 の こと も無視 でき ない。 これ は当然 上述 の多次 元 デ ータの ソフ ト的 な処理 につな

が る問題 で あるが、その入 口 として のハ ー ドの味 も震 い と ころであ る。 ここには 、 ソ フ トと

ハ ー ドとの緊 密 な連繋 が必要 なの であ って、 こ こもパ タ ー ン認識 の問題 と関連 が 深 くな る。

また新 しい ア イデ ィアが必要 とな ろ う。

デ ー タ解 析 の方 からみ て、現在 行 わ れて い る方 法 を述 べ てみた。 これ で十 分尽 してい る

わけ では な く、今 後 開発 すべ き こ とが 多 いの であ る。 い ずれ に して も、統計 学 の多量 解析

と異 った も のが現 れ て い ることが了解 され よ う。 デ ータ解析 の要請 す る よ うな ものは 、統

計 学 の内部 か らだ けで理 論的 に築 き上 げ られ る もので は な く、現象 面 の人 と統 計学 の人 と

の共 同研 究 に よ って始 め て妥 当 な有用 な方法 が開 発 され て くるもので あ り、 これ に コ ン ピ

ュー タの専 門家 が 加 わ り、実 際的 な活 動 を通 さなけ れ ば役立 つ ものが 目に見 えて こないわ
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けで あ る。 こ こで要 請 され る よ うな方法 には コン ピュータが 不可欠 の もの で あ る。単 な る

解析 的 方法 でかたのつ くものばか りで は な く、試行 錯誤 的 な アル ゴ リズ ム に よる もの、 シ ミ

ュ レー シ ョンに よる もの、計 測 か ら分析 までの一連 の連続 操 作 な ど コン ピ ュータ の新 しい

活用 を期 待 さ れ る ものが 多 い。

これ まで述 べ た方法 を第6表 にま とめて み よ う。この両者 の中間 に立 つ ものが 、所謂

「数量 化 」 の方法 であ って 、 ここでは 、統 計的 方法 、統計 数 理 の考 え方 な どが 、 デ ータ

を分析 して、 いか に肝要 ・妥 当 な情報 をみ ちび くか、 とい う方法論 的 フ ィロ ソフ ィーの

下 に活用 され 、形 式的 な 方法 が 出来上 って き てい るので あ る。 こ うした、 デ ータ を分析

す るデ ーモ ン抜 きに しては 「数量化 」 の方法 は考 え られ な いので あ る。 こ うした 「数量

化 」 も一 つ の方法 であ って 、中間 を行 く一 つの タ イプの分析 方法 に過 ぎない の で、多 く

の方法 が 、適 切 な ア イデ ィア の下 に開発 さ るべ きで あ る。

⑳

●

データ解析の方法

因子分析法

潜在構造分析

尺度化の方法

数値分類法(ク ラスタ分析)

多チ ャンネルデータ自動処理

＼

表6

統 計 学

多変量解析

(実験計画法)

　(詳 し くは 「多 次元的

デ ータ の分析 方法 」)

③ 現 実 の多次 元的 分析 へ の要 請 の まとめ

これ は、多 岐 にわた り、一言 に して尽 し難 いが 、一通 りま とめて み よ うと思 う。質問 項

目の シス テ ィマテ ィック な作 り方 、多 チ ャ ンネル デ ータ の 自動 計測 と処 理 に関す る方法 、
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多 次 元的 デ ータ の関係 ず けの方 法 、質 的多 次元 デ ータ の標 識 ず け の方法 、 多次 元 デ ータの

望 ま しい空間 へ の写 像 の問 題 、多 次元 デ ータの特 色ず け 、特 徴 表現(パ タ ン認 識 の問題)、

分類 の仕 方 の問題 、判 別 の仕 方 の問題(パ タ ン認識 ・予測 の問 題 な ど)等 にな ろ うか。 こ

うした ことを 、単 な る形式 論理 で な い 「科学 的 」 ア イデ ィアを もっ て、処 理 す る方法 論が 、

今 日数 理科 学 と言 わ れて い る ものの最 も要求 され てい る柱 の一 つ であ る し、 また 、情報科

学 の ソフ ト的部 面 の中核 をな す もの で あろ う。勿論 、 これ らは コ ンピ ュータ との関 係 な し

には考 え られ な い し、 新 しい コ ンピ ュータ のハ ー ド面 、 ソフ ト面 へ の要 望 ともな ってい る

もの であ る。

■

の
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1.2デ ー タ 開 発 の 理 論 的 諸 問 題

(1)数 学 的理 論 とは

情報 化時 代 には い りと くに社 会 デ ータ を大量 に蓄 積 す るデ ータバ ンク の実 現 が課題 とな っ

て い る ことを踏 まえた上 で、 理 論 とは何 か との問 題 を検 討 す る必 要が ある。

科学 は 自然 科学 、社会科 学 を問 わ ず混 沌 とは してい るが 、 あ る確定 出来 る対 象が あ り、そ

れ に対 す る謙虚 な観察 を出発 点 とす る。 数学的 理論 は観 察 の結 果 、確実 で疑 いを さ しは さむ

余地 のな い ものを前 提 と し、 一応 可能 な もの と して採用 され る ものを作 業仮 説 と して、 その

前提 と作 業仮 説 だ けか らどれだ け の こ とが云 え るか を追 求 す る立 場 に あ り、極 端 に云 え ば 、

理論 的 に導 か れた結 論 と現実 との くい違 いは 、数 学的 理 論 な い し理論 家 は関 知 しない ところ

であ る。

この よ うな意味 で最 も純粋 な理 論 は 数学的 であ り、デ ータ開発 との関 連 の深 い もの を具 体

的 に述 べれ ば統 計 数学 及 び数 学 的言 論理 論 で あ ろ う。JohnW・Tukeyの1962年

の論 文 、Thefutureofdataanalysisを 上 述 の よ うな理論 及 び理論 家 の存

在 を念 頭 にお い て検 討 す れ ば、数学 理論 と科 学研 究 を対 比 させ て展 開 した、彼 の論文 の意 図

す る ところ を明確 に把 握 出来 る。

② 理論 の基 本 的評 価

Tukeyの 論 文 自身 は既 に古 典 と言 え る ぐらい昔 の もの であ り、 そ の意 図す る ところは

後 で検 討 す るこ と と して 、(1)で述 べた意味 での理 論 は どの よ うに評価 され るぺ き であ ろ うか。

デ ータ開発 との関連 は しば ら くお くと して基 本的 には充分 に尊重 され るべ き もの であ る。 こ

こで言 う基本的とは非常に長い見透 しの上に立ってとの意味で、逆に言えば、理論に対して

近視眼的な見地に立 って性急に、何等かの貢献を期待 してはならないし、又、貢献が出来な

いことを失望 してもいけないとの意味 である。

(3)デ ータの関発との関係

この問題を考えるためには次の3点 が考慮されなけれぱならない。(i)歴 史的背景、旬

社会的要求、OiD理 論自身からの問題提起

(i)歴 史的背景

わが国の初等及び中等教育における数学教育のレベルの高さは世界に冠たるものであ り、

工学者、経済学者や経営の実務担当者が数学的手法をよく理解消化 して来たことは、第二

次世界大戦後の推測統計学及び品質管理の急速な普及、電子計算機の導入 とその利用技術
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の 発達 な ど にこの証拠 が見 られ る。 日本 人 の数式 的取 扱 い の器 用 さが よい意味 で も悪 い意

味 で も深 刻 な影響 を持 って い る。

(li)社 会的 要求

データ開 発 が重要 な課 題 と して取上 げ られ る に至 った のは それ な りの社 会的 な要 求 が裏

付 け され て い る。 いわ ゆ る情報 爆 発 と呼 ばれ るよ うな 、学術 誌 や専 門雑 誌 の急激 な増 加現

象 が見 られ るが 、 それ に対 す る対 症療 法 を求 め る よ うな、 いわば底 の浅 い もので はな く、

もっ と根源 的 な問題 が提起 され て い る。

(4)推 測統計 学

上 述 の根源 的 問題 に触 れ る前 に、 「デ ータ」 とい う用 語 が主 と して如何 な る意味 で使 われ

て来 たか を考 え直 す必要 が あ る。第 二 次大戦 後 の 日本 で統 計 が果 した役 割 の うち最 大 な もの

の 一つは品 質管 理 であ ろ う。 その基 盤 とな った推測 統計 学 の用語 の一 つ に充 分統計 量 或 いは

充 足統計 量(SuffieientStatistie)と 呼 ば れ るものが あ る。 この用語 が採用

された根 拠 は、 「デ ータ に数学 的 加工 を施 して 出て来 た もの(例 えば算 術平 均 や分散 共 分散

行 列 な ど)だ け で この デ ータ に含 まれ て いる情 報 を全部 尽 くしてい る」 と言 うこ と(数 学理

論 と しての証 明)が 出来 る との こ とであ り、 さら に言 え ば、 デ ー タを この よ うに加 工 した後

では原資料 は捨 て て しま って よい こ ととな り、た とえ残 してお い ても全 部 の 情報 は数学 的加

工 を施 した こ とに よ り、 出力 され て い るので単 な る偶 然変 動 を残 してい るに過 ぎな い。

この よ うな理論 が 有効 であ るのは 、綿 密 な実験 や標 本 調査 の計画 の もとに得 られ たデ ータ

や周 到 な品質 管理 を意 図 しつ つ収集 され たデ ータ な どを扱 う場 合 な どに限 られ る。 デ ータ の

持 つ多面 的 な意義 の一 つ の側 面 の み に限 れば 、それ に対応 す る最 も適 切 な数学 的処 理 あ るい

は 加工 方法 が あ ろ うが、他 の側 面 を問題 にす るとき には 、他 の適 当 な数学 的処 理 あ るいは加

工 方法 が必 要 とな る筈 であ る。'

(5)Tukeyの 思想 の 限界

再 びTukeyの 論文 に も どる と、Tukeyは デ ータの持 つ多面 的 な意 義 や 目的 は想 定

せ ず 、た だ数 学的 加 工 や処理 の前 提 とな る定 式化 は、近 似的 な もの、作業 仮 説 の よ うな もの

に過 ぎ ないの で 、そ の点 を考 え直 し、 前提 を大 巾 に広 げ る こ とを主 張 して お り、 それ 自身革

新的 な もの であ った とは言 え、現代 の多領域 にわ た る社 会 問題(multidisciPlinary

socialproblem)な どには適合 しない。

(6)デ ータ の変 換 と交 換

O.E.C.D.の1nformationforachangingsocietyと 題 す る レ
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ポ ー トを読 む とそ の結 論5及 び7で は伝統 的 な情報 組織 で は 、不充 分 で あ る と言 い、 その勧

告5及 び13で は各情 報組 織 間 の情報 の変 換(interchange)と 変換 組織(tran-

sfersystem)の 必要 性 を述 べ て い る。

(7)デ ー タの アセス メ ン ト

如何 に情報 化 時代 に ともな う技 術革 新 が あ る と して も、 将来 有用 であ るか も知 れ な い との

理 由 です べ ての可能 な情報 を全部 貯 蔵 す る ことは不可能 であ る。汎用 を 目的 と した機械 は、'

単 一 の 目的 の ため には非能 率 であ る と同様 の ことが デ ータ につ い ても言 え 、す べ ての 目的 の

ため に利用 出来 るよ うな可能 なデ ー タバ ンク は考 え られ な い。 一 つの 目的 のた め に集 め られ

た デー タは その ため には有用 で あ るが 、他 の 目的 のため にそれ を変 換 し複 数 の デ ータ を結 合

した場 合 に はそ の有用性 は どの程 度 に下 が るか、 あ るいは 、或 る 目標群 を想定 して、 その 目

標 群 のた め に汎用 性 を持 たせ た デ ータバ ンク を構 成 す るに は、 どの よ うな デ ー タベ ースが適

切 であ るか との問 題 を究 明す るこ と、即 ち 、 「データベ ース とデ ータア ナ リシス」 の理論 を

構 築 す る ことが 情報 化社 会 に即応 した理 論的 課題 であ り、長 期 的視 野 の も とで 、 その発展 が

促 進 されな けれ ば な らない 。

この デ ータベ ース とデー タア ナ リシス の理 論的課 題 は将 来 の発展 に ま っ と して 、 ソー シア

ルな問 題 に つい ての デ ータ ・ア セス メ ン トの事例研究 が当 面 の課題 と して緊急 に必要 とな る。

そ もそ も数学 的 定式 化 す る困難 な この種 の問題 では 、事 例研 究 に よ って、 理 論的 研究 が触 発

推 進 され るのが常 であ る。

(8)0.E.C・D.の 報 告

上述 の0・E・C・D・ の報告 と同 一題 目でのそ の解 説 記事 がSienee誌1972年

3月2日 号P961～975にEdwardL.BradyandLewisM.Bran-

scombに よ り書 か れ てお り興味 深 い読 物 であ る。政府 に対 す る勧 告 であ るた め時間 がか か

るであ ろ うが 、今後 の政府 の活動 が これ に応 じて変化 す る のを楽 しみ に して い る。 と もあ れ 、

結 論 と勧 告 を見 る と、周 到 に書 か れ た内容 には感服 せ ざ るを得 ない。 この論文 の 一部 を要 約

す る とつ ぎの とお りであ る。政府 の施 策 の 目標 と して、(j)知 識 の効 果 的 利用(ii)科 学 技

術 の振興OiD決 定 への利用 可能 性 の確保eNb公 的 、私的 な注意 を喚 起 す る ことを あげ て

い る 。8大 目的 としては 、(1)適 切 な科学 、技術 、経 済 、社 会情報 の確保 、(ii)他 の国 家

的或 いは国 際的情 報 源 の確 保 、OiD科 学技 術 情報 と社会 的現 象 に関 す る情報 との関係 の測定 、

㈱ 教 育 、産 業 、政 治等公 共 目的 のた め情報 を選択 、消化 、解析 す る こ と。(切 利用 者 の性

向 と必要 を検 討 し新 しい情 報 処理 方法 を研 究 す る こ と。⑩ 情報 源 を確 保 し適 切 な情報 組織
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を建 設 し、運 用 す る こ と。 ㈹ 適 切 な訓練 を受 け た有能 な情報 組織 の管理 者 と協 力 者 を確

保 す るこ と。(v川 情 報組織 の内容 と技 術 につ い ての専 門家 の養 成、が あ げ られ てい る。

また、0・E・C・D・ の結 論9、10、11で は今 後 の社 会 の動的 性格 に対応 して、未

来 の情 報組織 は動学 的(dynamic)な もの でなけ れば な らず 、現存 の情報組 織 は単 に実

験 的 な発展 段階 にあ る もの に過 ぎない と述 べ て い る。

デー タ開発 の理 論的 問 題 を追求 す る場合 も、 この よ うな長 期 的視 野 に立 つべ きで、直 ちに

過 ぎ去 って行 く現 在 の情 況 の一 側 面の みを とらえた だけ の もの であ ってはな らな い 。

⑨ デ ータ のア ロケ ー シ ョン

最後 に、仮 にデ ータ のア ロケ ー シ ・ンと呼 ん で置 く問題 を指摘 した い。図書館 に、市 民 図

書館 、学 習 図書 館 、研 究 図書 館 、保 存 図書館 な どの分類 が あ り、 それ ぞれ の機能 を持 ち、 こ

の他 に、博物 館 、標 本室 、資料 館 な どが、 図書 館 の機 能 を補 ってお り、ひ ろい意味 での学術

情報 組織 を形 成 して来 た。

デ ータバ ンク やネ ットウ ワークが議論 され る とき、個 々の デ ータが 、 どの よ うな場 所 に収

め られ るべ きか 。す べ ての デ ータが 、 コアー ・メモ リーの中心 に記 憶 され る ことは不可 能 で あ

り、従 って、 どれが デ ィス ク に、 どれが テ ープ に 、どれは活 字 の形 で 、どれは原 資料 と して

保 存す るか、 な どの区別 が必 要 で あ る。 ハ ー ドウェア 、 ソ フ トウ ェア 、 プ レイ ン ウ ェアの よ

うな適 切 な用 語 は ない だ ろ うか 。官庁統 計 、企業 統計 な どの統計 の作 成主体 につ い ての問題

は 、 しば しば 討議 され たが 、デ ータア ロケ ーシ ョンの問題 は 、デ ー タの貯蔵 検 索技術 とか ら

み あ うため か 、見過 され ては い ないだ ろ うか。

'

レ
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1.5新 し い デ ー タ 開 発 と そ の 問 題 点

(1)デ ータ開 発 の意義

従 来 の デ ータ開 発 におい ては 、 デ ータ はす で に存在 す る もの とし、そ のデ ー タを いか に整

理 し、チ ェック し、 かつ利 用 しや す い形 に貯 蔵 す るか につ い て多 く論 じ られ て いた 。 しか し、

ここでは 、

(i)役 に立 つ デー タ とは何 なの か。

(ii)必 要 なデ ータ は果 して存在 す るの か。

とい う原点 に立 ち戻 って考 察 してみ る。

各 企 業 で コン ピ ュー ターが導入 され た とき、そ の担当 者 は 、従来 の デ ータ ・システ ムか ら、

新 しい シス テム に組込 む デ ータの取捨 選択 に どれ程 苦 しんだ か わから ない。 そ してい くつ か

のデ ー タは磁気 テ ープ、 デ ィスク等 々 に記憶 され 、デ ー タ ・マネ ージメ ン ト ・シス テ ムの発

達 に ともな って、 どの よ うな要求 に も適 応 で き る、 いわば選 ば れた兵士 と して の地 位 を獲 得

た。 しか しそ の反 面 、実 に多 くの デ ー タは 、 この世 か ら姿 を消 す こ とにな った。 その 消え去

った デ ータ は、 日本 全体 でX大 な もの に な るが、果 して その なか に、真 に必要 な デ ータは含

まれ て いな か ったか ど うか 。 コ ン ピ ュータ ーシス テ ムの導 入 が 、新 しいデ ー タ保 存 コス トを

生 み だ し、 その コス トに対 す るデ ー タ価 値 の見 直 しが、一 種 のスク リーニ ング効 果 を もた ら

した もので あ るが 、 この コス トや デ ー タ価 値 は決 して不変 の ものでな い。 む しろ技術 進 歩 や

社 会価 値感 の変 化 に よって 、これ らの コス トと価 値 は想 像以 上 に大 き く変 化 して お り、 それ

に伴 ってス ク リーニ ング基 準 も当然 大 幅 に変化 してい る。 しか し現実 には 、 一度 消え去 った

デ ータ を復 活 させ る ことは ほ とん ど不 可 能 に近 い。これ は企業 内デ ータ だけ に と どまらず 、

官 庁統 計 で も程 度 の差 はあれ 同 じよ うな性 格 を もつ 。

デ ータが必要 なの は 、そ こか ら、何 らか の情 報 を取 り出 し、加工 し、 デ シ ジ ョン に活用 す

るた め であ る。 そ して デ ータの価値 は その デ シジ ョンの重 要 さ と、必要 が発生 す る確率 の大

小 に よって評価 され るべ き であ ろ う。 しか し、 デ ータ ・シス テ ムが整 備 され 、強 固 になれ ば

な るほ ど 、古 い価値 基 準 に も とず くデ ータが蓄 積 され、 そ の蓄 積量 の増大 は、 そ れ 自身 で価

値 を主 張 す るよ うにな る。 つ ま り時代 の新 しい要請 に応 え るべ きデ ータ、現 在 の価値 基 準 に

よ って評 価 さるべ きデ ータ のかわ りに、既 存 デ ータ ・シス テ ム は、自 らの デ ータ価 値基 準 を

主張 し、 この両 者 の ギ ャップは時 と ともに拡 大 して い く。 言葉 をかえれ ば、既 存 デ ータ構造

は 、時 と ともに陳腐 化 してい くが 、 その陳 腐 化 も防 止 し克服 す るメカ ニズ ムは 、 まだ整備 さ
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れ て いな い。 そ こ で提起 され る対 策 の第1は 、 この陳腐 化 をいか に防止 し、 フ レキ シ ビ リテ

ィを持 たす べ き か とい うこ とであ る。 こ こでは 、 これ に関 して は くわ し く述 べ ない 。

第2の 対 策 は既 存 デ ータ に限 ら ない で 、時代 の要 請 に答 え るデ ータを積極 的 に発見 し、創

造 して い くこ とで あ る。

この第2の 対 策 はダ イナ ミ ック な問 題 で あ る。動 く標的 に 、弾 を命 中 させ るため に は、動

く標 的 の動 態 性 を よ く分析 し、理 解 し、 そ の将来 値 を予 測 す るこ とと、狙 いを そ の目標 に向

って迅速 に調 整 す る手腕 が必 要 に な る。

一例 と して
、46年8月 の ニク ソ ン新政 策 に端 を発 した 国際通 貨 、 なか んず く ドル と円 と

をめ ぐる再 調 整劇 を と り上 げてみ る。現 在展 開 され てい るは げ しい通 貨戦 争 の結果 、 円は ど

の よ うな切 り上 げ 幅 で落 つ くのか とい う問題 は、動 く標 的 であ る。 これ に対 して、ア メ リカ

を始 め とす る各国 の態 度 、国際 投機 ドル の資金 量 や そ の戦 略 、各 国 の イ ンフ レ進行 状 態や 、

国 際競 争 力 の評価 等 さま ざ まな情報 が標 的 を狙 うた め に必要 な デ ータ とな る。 しか しこの必

要 な デ ータ を既 存 のデ ータ ・シス テ ム か ら取 り出す ことは容 易 でな い。効率 的 で もな い。 そ

して、 な に よ り重 大 な のは 、 いかに努 力 してみ て も、既存 のデ ータ ・システ ム には、 必要 な

デ ー タが も と もと存在 して いな いか も しれ な い ことで あ る 。

ど うも残 念 な が ら 、日本 政 府 の対策 が、何 時 も後 手 に な りが ちな背景 に は 、 この よ うな情

報 システ ム の不備 、デ ータ の不足 を認 めな い わけ に いか な い。 もちろ ん必 要 な情 報 の なか に

は 、 デー タ ・シス テ ムに乗 りに くい、 いわゆ る コ ン フ ィデ ンシ ャルな情報 も少 くな い。 しか

し、デ ータ ・シス テ ム 自身 につ いて も、国際 通貨 問題 とい う動 く標 的 に対 して、 い かに適 応

す るか とい うフ レキ シビ リテ ィの問題 と、 そ れ だけ では解決 で きな い新 しい デ ータ の開発 と

い う点 で なお多 くの問題 が 残 され て い る。

この よ うに、 デ ータ開発 とは 、既 存 の デ ータ ・シス テ ム では カバ ーで きな い分野 を、新 し

い標 的 に的 を絞 って効 率的 に、 かつ重 点的 に開発 す るこ とを意 味 す るが 、 これ には 、大別 し

てつ ぎの よ うな分類 が考 え られ る。

(i)新 しい標的 に応 じた、既 存 デ ータ ・システ ムの カバ レー ジの拡 張

㈹ 新 しい分析 手法 に もとず く、従 来 のデ ー タ ・システ ム とは性格 の異 ったデ ータ分 野(ダ

イナ ミ ックデ ータ)の 開発

(iiil.従来 の デ ータ ・システ ム の裏側 にあ るい わゆ る シ ャ ドウデ ータ分 野 の開 発

勒 意識 構 造 デ ータ の開 発
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(2)ソ ー シャル イ ンデ ィケ ータ

既 存 デ ータ分 野 の拡張 と しては 、 い ろんな ケ ースが考 え られ るが 、 そ の うち代 表 的 な もの

は ソー シャル インデ ィケ ー タ の 開 発 で あ る 。 これは国家 レベ ル では、GNPに 国 民福 祉 の

要 素 を織 り込 ん だNNW(純 国民福 祉)や 、国民 の福 祉 をあ らわす各種 の指標 の開 発 とい う

角度 か ら、現 在 、経 済企 画庁 を中心 と して精 力的 に分析 が 進 め られ てい る。 また 、個 別 企業

の立場 か ら注 目を浴 び て い るのは、社 会監査 制 度(ソ ーシャル オ ーデ ィ ッ ト)の 採 用 であ る。

これ は、伝 統的 な バ ランス シ ー トや損害 計 算書 の形 式 を 「応踏襲 す るが 、そ の中 に書 き こま

れ る項 目や数値 は財務諸 表 に類 す る もの で な く、そ の企業 が社 会 に対 して、 どの よ うな関 わ

り合 い を も ってい るかを あ らわす もの であ る。 た とえば 、企 業 の生産 活 動 に よって生 ず る環

境 破 壊 や公 害物 質 の放 出は負 の数 値 と して表 わ され るが 、一 方 、公害 防 除対 策 、未 熟練 労働

者 の雇用 、訓練 、福 祉事業 へ の出 資 、税 負担 等 は正 の数値 と して表 わ され る。 そ して この よ

うな正 、負 の比較 対 照 に よって企 業 が社 会 に どの程度負 担 をか け、同 時 に どの程度 社会 に貢

献 してい るか を一 目瞭然 に示 そ うとい うわ け であ る。 これは 、企業 の社 会 的 責任 と して古 く

か ら理 念 として訴 え られ て きた ことを具体的 な デ ータ と して表現 し よ うとい う試 み といえ よ

う。 この よ うな デ ータが 必要 と され 、 また 、企 業 が 自発的 に開 発 しよ うとい う背景 には、社

会経 済 環境 の変 化 があ る。30年 代 の貧困 か ら豊 か さへ、必死 で坂 を か け上 って いた時代 に

は、生 産 の拡 大 、生 産性 の向上 、国 際競 争 力 の強化 が最重 点 目標 であ り、政 府 も企 業 も国民

もそれ を認 めて いた 。利 潤 こそ企業経 営 の基 本理 念 であ る とい う点 に経 営 者 はだ れ も疑 念 を

もた なか った。 しか し社 会 は次第 に豊 か にな る反 面 、生産 第 一主義 の弊 害 が環境 破 壊 とい う

形 で表面 化 し、大都 市 の地 価 は暴 騰 し、大 企 業 に対 す る反感 が強 ま るとい う企業 を と り巻 く

環 境 の変化 が 、企 業 の社会 的 な責 任 を単 な る理 念 でな く具体 的 な活 動 と して求 め て きたわ け

で あ る。

この種 の新 しい デ ータの開 発は 、 ア メ リカで はす で にソー シヤル ジ ャメ ン ト(社 会 的計 測)

とい う名 で精 力的 に研究 が 進 め られ て い るが 、非 常 に困難 な問題 が少 くな い。 しか し、多 く

の試行 錯誤 の くり返 しのなか で、 次第 にデ ータが蓄 積 され 、新 しいデ ータ分 野 と して確立 し

てい くこ とは疑 い得 ない と思 われ る 。

⑧ シ ミュ レーシ ョン分析手 法 の発 達 とダ イナ ミ ックパ ラメ ータ ー

最近10年 間 に おけ る分 析手 法 の発 達 を特 徴 ずけ る ものは 、 シ ミ=レ ー シ ョン手法 の普 及

で あ る。従 来 主 と して科学 、工 学 の分 野 で多 くの数学 モ デルが 作成 され、 その数 字的 解 が 、

問題 解決 の鍵 を握 って きた。 しか し、現実 の問題 が数 学 的 な解 を もっ こ とは極 め て稀 であ り、
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従来 解 と思 わ れ て きた もの で も、実 は、現 実 の問題 を抽象化 し、簡略 化 し、 変形 して、む し

ろ解 が得 られ る よ うな条件 に現 実 を無 理矢 理 に修正 して得 た もので あ る ことが 少 くない。 ま

た、 この よ うな現実 逃 避 的解 決 を さけ る一 つ の手 段 と して確 率 が導 入 され、 これ に よ ってた

しか に理論 的 には精緻 にな ったが 、必 ず しも現 実 に接近 した とは い えな い もの が多 か った 。

シ ミ ュレーシ ・ン分析 手法 は 、 この よ うな従 来 の精緻 な数学 モ デルや 確率 モ デル のか わ り

に、 で き るだけ現実 の条件 を その まま数式 に表 現 し、 コ ンピ ュー タに よって実 験 し試行 錯 誤

の くり返 しのな か で、問 題解 決 の鍵 を探 ろ うとい う方法 で あ る。最適値 とか 、最 大値 とか い

うい わゆ る数学 的解 を求 め るの でな く、現 実的 に採用 可 能 な手段 のな かか ら、 で き るだけ ベ

タ ー な手 段 の組合 せ を探 し出 そ うとい う方法 で あ る。 そ して この よ うな泥 くさ く一 見非 能率

的 な ア プ ローチ を可能 に したの は 、コ ンピ ュー タ ーの発達 で あ った 。

具 体 的 な シ ミュ レーシ ョン手法 としては 、PERTやGPSSと い う工程 管 理 的 な もの 、

有 限要 素法 の よ うに構造 設計 用 の もの 、 あ るいは システ ムダ イナ ミクス の よ うに社会経 済 分

析 用 の もの等 、対 象 とす る問 題 に よって 、 さ まざ まな手 法 が開 発 され てい る。 この よ うな シ

ミュ レーシ ョン分析 が 多 くの分 野 で実行 され 、 その成果 が蓄 積 されて くるに つれ て 、従 来 の

デ ータ分野 とは異 った 新 しいデ ータ群 が 発生 す る可能性 が強 い 。 これ は シ ミ ュレーシ ョン と

い うア クシ ョンを通 じて始 め て検 出 され認 識 され るデ ータ であ る。例 と して シス テ ム ダ イナ

ミク ス(以 下SD手 法 と呼 ぶ)に よっ て発生 す るデ ータを考 えてみ る。

SD手 法 はMITの フオ レス タ ー教 授 が開 発 した もの で 、 ローマク ラブの ワー ル ドモデ ル

で有名 であ るが、 そ の基 礎理 論 は 、 インフ ォメ ー シ ョン ・フ ィー ドバ ック ・シス テ ム論 で 、

自動制 御 理論 を社 会 、経 済現 象 の分析 用 に よ り一般化 した もの で あ る。 これ は、 常 に時間 と

ともに変化 す る現 象 を取 り扱 うとい う意味 で ダ イナ ミ ック であ り、 モ デルを構 成 す る各要 素

は 、相 互 に情 報 を交 換(こ のた め には必 ず時 間的 な遅 れ が伴 う)し なが らデ ンジ ョンを行 う

とい う意味 で情 報 シス テ ム的 で あ る。

問題 は、SD手 法 に よ って社 会 、経済 現 象 を分析 す る ときに、従 来 の経 済 理論 には なか っ

た 「連 の新 しいパ ラメ ータ ー群 が 発生 す るこ と であ る。SD手 法 では 、 これ をtimede-

1ayと 呼 ん で いる が 、具 体 的 にい え ば、輸 入 品が発 注 され て か ら日本 の港 に着 くまでの輸

送 時 間 、設備 投 資 の着 工 か ら完 成 まで の工 事期 間、在 庫調 整 を す る ときの 目標 時 点(何 ケ月

後 に適 正在庫 にす るか)、 生 産調 整 の所要 時 間 、円切 り上 げ に よる価 格効 果 の汎 及時 間等 々

であ る。

これ らの パ ラ メ ータ ーは、具体 的 にだれ で も認識 し、実感 と して知 ってい る もの であ るが 、
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これ まで実績 デ ータ と しては殆 ど登 場 して こな か った 。

実 は、 この種 の パ ラ メータ は 、 自 動 制 御 理 論 や電 気 回路 理 論 で用 いた時定 数 と よ く似 た

性 格 を もって い る。 もっ と具 体的 にい えば 、す べ ての物 質 は 、人間 であれ 自動車 で あれ ゴル

フの ボ ールで あれ 、 それ固有 の質量 を もって い る。 そ して この質 量 の大 き さは運 動 の しや す

さ、 あ るいは急停 止 の しに くさを左右 す る。 つ ま り質量 は物 体 の運動 を支配 す る重量 なパ ラ

メー タであ り、光速 に近 い状 態 を除 け ば、 ニ ュー トンの力学 に よって、 この物 体 の運 動 は近

似的 に記 述 可能 であ る。

経 済社 会 の変 動 を記述 す る ときに も、 ど うして も、 この物体 の質量 に相当 す るパ ラメ ータ

が 必 要 な 筈 で あ る。SD手 法 に よって モデ ルを作 成 してみ る と、前 にあげ た各 種 の タ イム

デ ィレーが 、 ま さに この物 体 の質 量 に相当 す る もの であ るこ とが判 明す る。

経 済 、社 会変 数 が 、情勢 の変化 を認識 し、決 定 し、 行動 す る ときに伴 うタ イム デ ィレーが

短 いか 、長 いか 、機敏 であ るか鈍 重 であ るか 、お尻 が軽 いか 重 いか、質量 が 小 さいか 大 きい

かは 、経 済 、 社会 の変 化 を記述 し、分析 す る ときの基本 的 パ ラ メータ な の で あ る 。 従 来 の

デ ー タ ・システ ム に この種 のデ ータが 含 まれ てい な い のは 、社会 、経 済 を ダ イナ ミック に観

察 していな か った か、観察 す る能 力が著 し く不足 して いた わ けであ る。 逆 に い えば 、SD手

法 に よる シ ミュレ ーシ ョン分析 を行 ない 、社会 、経 済現 象 を ダ イナ ミ ック に観 察 す るとい う

*行 動 を通 じて
、従 来認 識 され ていな か った一連 のデ ータが浮 び上 って きた と考 え られ る。

別 にシ ミ ュレーシ ョン手 法 を通 じて 、 このSD手 法 の例 と同 じように新 しい デ ータ群 が発

生 す る可 能性 が 少 くない。 そ して 、 この よ うな デ ータ群 は 、社 会、経 済 を観 測 し、分析 し、

調整 す る うえ で 、大 きな役 割 を果 す もの と思 わ れ る。

で
エ コ ノメ トリ ック で用 い られ る分布 ラグ係数 が 、 この タイム ラグ と同 じ

性 格 を もつ と考 え られ るが 、 発想 は必 ず しも同 じでな い。

(4)シ ャ ドウデ ータ

荒野 にお け る野生 動物 の種 類 、頭数 、行 動 を調査 す るた め に、空中撮 影 、 トレ ー サ に ょ

る観 察 、捕 獲 等 、 直接 そ の動 物 を追求 してい く方法 と同時 に、 その動物 の糞 を丹 念 に調 べ上

げ る手法 が あ る。

正 倉院 の御物 に含 まれ る糞 に よって昔 の昆 虫 の生 態 を調 べ 、 びわ湖 の底 の泥 に含 まれ る花

粉 の種類 に よって、 日本 の気候 の変化 を数 百万年 の昔 まで さか のぼる こ ともで きる。 これ ら

のデ ー タは 、い ずれ も動植 物 の活 動 を直接 あ らわ す もの では な く、そ の活 動 に伴 って蔭 の よ

うに寄 りそ って発 生 す るいわば シ ャ ドウデー タ と考 え られ る。
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とこ ろが 、従 来 の デー タ ・シス テ ム に このシ ャ ドウデ ータが登 場 す るこ とは稀 であ る。経

済 デ ータ は 、生 産 、 出荷 、販 売 のあ ら ゆ る面 を精 密 に表 現 してい るが 、 この裏側 に あ るデ ー

タ つ ま り生産 に よ って放 出 され る公 害物 質 、汚染 された排 水 、廃棄 物 等 につ いては最 近 にい

た るまで ほ とん ど注 目され な か った 。 しか し野生 動物 の糞 が 、 ダ イ ナ ミ ック に動 き廻 る動 物

の生 態 を正確 に記 録 して い く動 か ぬ デ ータ として貴 重 で あ るよ うに、 シ ャ ドウデ ータ の価 値

は 、 その表側 のデ ータ に決 して劣 るもの では ない。

このシ ャ ドウデ ー タを追 求 し、素 晴 しい成果 を あ げた最近 の例 と しては 、野村総 研 の友 永

氏 をチ ーフ とす るグ ループ に よって実施 され たい わ ゆ るカ ンコ ロジ ーを あげ る ことが で き る。

これ は ジ ュース や ビール等 の空 か んが破棄 され る状 態 を長 野県 の美 ケ原 で丹念 に観 察 し、分

析 した結 果 を ま とめ たもの で 、 この場 合 は 、空 か んが 、人 間 の ビヘ イ ビヤー のシ ャ ドウデ ー

タ とな ってい る。 カ ン コロ ジーの直 接 の 目的 は、観 光地 におけ る空 か ん をいか に能率 よ く回

収 し、美観 を維 持 す るシス テ ムを作 るか であ った が、 その副産 物 と して、観光 地 にお け る人

＼間 の ピヘ イビヤ ーが 実 に面白 くか つ正 確 に把 握 され てい る
。 そ して このデ ータ は 、美 ケ原 だ

け で な く、 日本各地 の観 光 地 にも活用 で き る し、観 光 地 だ けで な く、駅 、公 園 、街 等 の ゴ ミ

の回 収 システ ム設 計 に貴重 な材料 を提供 して い る。 さ らにこの考 え方 は 、都 市 の廃 棄物 を回

収 し、活 用 す るいわ ゆ るク ローズ ドシステ ム の設 計 にまで拡張 す る ことが可 能 で あろ う。一

般家 庭 が 、 どの よ うな ゴ ミを、 どれ位 の量 、何時廃 棄 す るか 、 あ るいは した い と願 って いる

か を示 す デ ータ は まだ存在 して いな い 。表 側 のデ ーータ 、た とえば各 家庭 の購入 品 の デ ータか

らそ の廃 棄物 を推定 し、 シス テ ムを設 計 す るや り方 は、丁 度観 光地 にお いて ジ ュー ス や ビー

ルの販売 統 計 か ら空 かん回 収 システ ムを設 計 す るよ うな もので 、決 して成功 しな い。 そ こに

は、人間 の行動 をあ らわ す デ ータが欠 けて い るか らであ る。

シ ャ ドウデ ータ につい ての別 の面 白 い例 と して、風邪 と鼻 紙 をあ げ る ことが で き る。或 る

医者 の研 究 に よれ ば 、風邪 を ひ いた人 の数 は 、実際 に病 院 に来 た患 者数 や 、風邪 薬 の販 売高

よ りも、 実 は 畠紙 の消 費量 に もっ と もよ く相 関 して い る ら しい。風邪 は症 状 も千差 万別 で非

常 に とらえ に くい病 院 であ るが 、 この場合 、鼻 紙 が風邪 の シ ャ ドウデ ータ とな るわ けで あ る。

昔 か ら大都 市 の栄 枯盛 衰 を あ らわ す表 側 の デ ータ は、主 と して支配 者 をめ ぐる政 争 の歴 史

であ る。 しか し、そ の シ ャ ドウデ ータ として、飲料 水 の供給 能 力や糞 尿 処理 能 力 を示 す デ ー

タあ るい は、 その不足 の結 果 生 ず る流行 病 の発 生等 が 、 よ り真実 を伝 え るか も しれ な い。

シ ャ ドウデー タ と しては 、単 に この よ うな物 質的 な面 だけ でな く、 セ ック スや犯 罪等 人間

の ビヘ ィビヤ や精 神 構 造 と 関連 す る もの も少 くな い。問題 は 、な にが シ ャ ドウデ ータ と し
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て有効 であ るか を見 出す こ とと、 その シ ャ ドデ 一夕 を根 気 よ り追求 し整理 してい くこ とであ

る。 日本 は、 明治100年 に して、 いわゆ る表 側 の デ ータ を 、実 に よ く完 備 す る ことが で き

たが 、 シ ャ ドウデ ータ とい う観 点 か ら眺 め た と き、 なお開 発す ぺ き広 い分野 が残 され て い る

よ うに思 われ る。

㈲ 意識 構造 デ ータ の開 発

最近10年 間 に 、大阪 の 千里 二=一 タ ウ ンをは じめ、数 多 くのニ ュー タ ウンが建 設 され、

あ るいは建 設 中 であ る。 この ニ ュー タ ウン設 計 で もっ とも苦 心 す るのは 、道 路 、商 店 、学 校 、

医療 設備 等 の フ ィジ ィカル な面 よ りも、 コ ミュニ ィテ ィを いか に設計 す るか であ る といわれ

て い る。

家 の大 き さ、形状 、所 得階 層等 の多様 化 を意識 的 に導 入 した り、ク ラブや共 同 の レジ ャー

セ ンタ ー、飲 み 屋街 の建 設等 、さ まざ まな試 みが行 か れて い るが 、 なか なか 成功 しな い。 そ

して これ は、 おそ ら くコ ミ ュニテ ィに関 す る、あ る いはそれ を構 成 す る人 々の意識 構 造 に関

す るデ ータ の不足 に原 因 して い る。た しか に敗 戦 とその復 興 、地 方 よ り都 市 へ の大移 動 、所

得 の急上 昇 とイ ンフ レ等 短期 間 に 日本 人 が経 験 した環境 の変化 は、 きわ め て大 きか った。 そ

して この環境 の激変 が 人 々 の意識 に さま ざまな インパ ク トを与 え、意識 構 造 の把 握 をい っそ

う困難 に してい る。

また最 近 にお い ては、 成長 か ら福 祉 へ とい う意識 転換 が 、 マス コ ミの精 力 的 な キ ャンペ ー

ンもあ って急速 に一般 化 して い る。 この よ うな市民 意識 の内容 、な にが 不変 な もの と して残

り、な にが変化 しつ つ あ るか を探 るた め には 、その意識 構造 の深層 にまで立 ち入 って調 査 す

る必 要が あ る。 これ は 、恐 ら く都 会 と田舎 、過密地 と過 疎地 、伝統 社 会 と新 興社 会 、老 人 と

若 人 に よって大 きな変 化 を示 す筈 で あ り、 これに関 して従来 のデ ータ ・システ ム か ら得 られ

る情報 は それ ほ ど多 くな い。

この よ うな市 民 の深 層 意識 デー タ の調査 、採取 例 と して、SAS(シ ステ ムア ナ リス トソ

サ イアテ イ)の メ ンバ ー に よ る大井町 を中心 とした インタ ビ ュー調査 が あ る。

これは地 方 分散 へ の先 駆 者的 な例 と して、 あ る生 命保 険 会社 の大井 町 移転 を と り上 げ 、そ

こに生 じた さ まざ まな問題 を主 と して深 層意 識 の解 明 に焦点 を絞 って イ ンタ ー ビ ュー調査 し

た もの であ る。

別 の例 と しては 、、関 西 電 力 のSPA-SAK(シ ステ ムオ ブプ ログ ラムア ナ リシス)が あ

る。

これは複 雑 な市 民意 識 を で き るだけ客観 的 に、 能率 よ く計 測 す るこ とをめ ざ した もの で、

一77一



その 中心 は、NHKが ス タ ジオ の意識 調査 で用 い る方 法 を機動 化 し、バ ス に装 置 して地域 の

デ ータ採取 を行 うもの で あ る。 或 る テ ー マ に 関 す る「 連 のス ライ ドを用 意 し、 そ のス ラ イ

ドの映 像 の みを 見た と きの反 応 、 それ に企 業側 の論 理 を音声 で加 え た と きの反 応 、逆 に市民

側 の論 理 を音声 で加 え た ときの反応 を 、調 査対 象者 が で き るだけ直観 的 に(好 き、 きらい)、

あ るいは(賛 成 、反対)で 判 断 で き るよ うにス イ ッチ しバ ー のON、OFFで 把握 し、集 計

し、 グ ラフ化 す る。映像 と音声 、 相反 す る意 見 によ る説得 とい う外部 刺激 に よ って、市民 の

深層 意識 を掘 り起 し、 そ れを計 数化 した デ ータ を、 さ ま ざまな地 域 で、 さ まざ まな階 層 の人

々 につ いて収録 す る こと に よって、 マ ス コ ミの影響 力 、地域 のオ ピニオ ン リー ダ の 存 在 、

知識 型 と体験 型 の反 応 お よびそ れが庶民 層 、 イ ンテ リ層 、所得 レベ ルの差 に よって ど う変化

す るか、等 々 に関 す るデ ータ マ ップが形 成 され てい く。

以上 は まだ ま った く実験 的 試 み に過 ぎ ない が 、 この よ うな 意識 構造 デ ータ の開発 はつ ぎの

よ うな発展 の可能 性 を秘 めて い る。

(i)新 聞 、テ レビ等 の情 報 イ ンプ ッ トの効 果 測定

(ji)意 識 構造 か らみ た地域 特 性 と、 そ の変化 の予 測

㈹ 市民 の意 見 を フ ィー ドバ ックす る新 しいル ー トの開 発

1ψ 選挙 とは別 の ル ー トに よ る行 政 と市 民 の対話 あ るいは市 民 の政 治参 加

(V)CATV都 市 にお け る選 挙 の 自動化 や よ り合 理的 政 治参 加 シス テム

と くに今 後 重要 と思 わ れ るのは 、異 った利 益 グ ル ープ、異 った意識 グル ー プ同志 が 、相互

に対 話 し、意 見 を交換 し、 妥協 点 を見 出す合理 的 シ ステ ムを建 設 す る こ とで 、 これは太 古 の

昔 か ら存在 す る問題 では あるが、高 度 な情報 シス テ ム とデ ータバ ンクの発展 を背景 と した、

もっ とも現代 的 な課 題 とい え よ う。

●
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第2章 デ ータ利用に関す る諸問題

　

2.1デ ー タ 開 発 の 過 去 と 現 在

"精 緻 な分析 や了 測 には
、信 頼 の おけ るデ ータが不 可欠 の 条件 で あ る"。 経 済諸 分 析 を例 に

とって も、最 近 の複雑 化 し、か つ高 度化 してい る経 済社 会 の分 析 を試 み るよ う上 で も、 また 、

遠 い将来 のみな らず 、比較的 近 時点 の経 済 諸指 標 の予 測 とい う観点 か らも、正 確 か つ、 信頼性

の高 い デ ータの利 用が 必須 の要 件 であ り、 また各 方面 か ら その供給 を要 請 され て い る ところで

もあ る。

信頼性 の高 い、 したが って正 確 な デ ー タ とは、現 実 を正 し く反 映 した もので あ り、 片寄 りの

ないデ ータ とい うことで あ る。 これ まで経 済統 計 デ ータ の供 給 源 は 、主 と して官 庁 で あ った し、

現 在 にお いて も、 この位置 は変 わ って いな い。 しか しな が ら、これ ら官庁 作製 の経済 統計 デ ー

タ は、 そ れぞれ の官 庁 の主 管業 務 に資 す る、 とい う点 や政 策 の 目的 のため につ くられ る もので

あ って 、 その範 囲 も、 したが って、 その統 計 を作 成す る にあた って の基準 な り、調 査 対 象 の定

義 な ど も、そ れぞ れの 目的 に合 うよ うに、前 も って定 め られ てい るのが実 情 で あ る。

問 題 は 、 この点 か ら発 生す る。 分析 を し よ うに もデ ータが な い、 とか、正確 な分析 が でき な

い、 とい う経 済分 析 者 のなげ きは 、 ず い所 に見 られ る。特 に 日本 の場合 、資本 、 国 富 に関 す る

デ ータ 、流通 段階 での デ ータ、 消費 に関 す るデ ータ な どは、 もっ とも弱 い とされ て い るが 、 こ

の例 な どは、上 の 鵯な げ き"を 代表 す る もの とい って よい。

一方
、近年 は 、経 済 統計 デ ータ の使 用 は、単 に経 済分 析 者 のみ な らず 、企業 実務 面 でか な り

普 及 して お り、 これ を デ ータの需要 面 か らみて も、 そ の要 求 は、 日増 しに強 まる傾向 に あ る。

す なわ ち 、 これ ら経済 統計 デ ータは 、企業 の経 営戦 略 の上 か ら も、必要 不可欠 の"リ ソ ース"

(Resources)に な りつつ あ る。 つ ま り、経 済統 計 デ ータは、企業 のttPlanning

function"に 組 み入 れ つつ あ り、 そ の多 角的利 用 に対 す る必要 性が叫 け ば れ るよ うにな っ

て きて い る とい うことであ る。

端 的 に言 え ば、従 来 は、分析 のた め にt`データを作る"と い うこ とが、至極 あ た り前 の ことで

さ った 。 しか し、 これ は、 自己 の単 一・目的 の分 析 のため に 「デ ータを作 る"と い うこ とであ り、

正 確 な デ ータ、信 頼 の おけ る デー タ とい う見地 か らみ れ ば、保 証 の限 りでは な い。

*こ こでは 、本報告 書第1部 の広義 の概 念 では な く、 狭義 の概念 と して与 え られ て い る。
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で は正 睡 な デ ー タ、信頼 の おけ るデ ータ とは ど うい うデ ー タな のか。 この問 題意 識 は重 要 で

あ る。衆 知 の よ うに 、経 済 は 時 の流れ と共 に有 機的 に変化 す る もの であ り、物 理学 や生 理学 の

よ うに実 験 は きかな い し、諸 事 象 を分析 者が 、 目でた しか め る ことは で きな い 。 とな る と、"信

頼 のお け るデ ータ"と は、一定 の体 系的(Systematic)な チ ェ ック を経 て、 それ が現実

に妥当 であ るこ とを 証 明 で き るもの でなけれ ば な る まい。経 済統 計 デー タの場 合 には、 それが 、

国民 経 済計 算体 系 のな か で、"斉合 性 のあ る"も の でな けれ ば な る まい。 しか しなが う、 そ うし

た チ ェック機 能 を通 りぬ けた と して も、 デ ータ には誤差 が か な らず つ き まと うもの であ り、避

け るこ とので きない問題 であ る。 したが って、 デ ータの誤 差 率 の把 握 は、 デ ータ の提供 とい う

立 ち場 か ら言 えば 当然 義務 とな ろ うし、 デ ー タの利 用 者 か らは 、強 く望 まれ る ところ であ る。

正 確 な デ ータ としての十 分 条件 は 、以 上 の2点 が保 証 され て 、は じめ て与 え られ る もの では な

か ろ うか 。

デ ータ開発 とい うこ とばは 、比較 的最近 に な って各方 面で使 わ れ る よ うにな った し、現在 は 、

そ の重要 性 を否定 す るものは あ る まい。"開 発"と い うことば が使 用 され る よ うにな った の も、

従 来 の よ うに単 一 目的 のため に、単 一 の指標 を加 工 、作 成す る とい うこ とで はな く、以上 の よ

うな体 系 的 に、総 合 性 とい う観 点 か ら、多角 的 な 目的 を想定 し、 そ のニ ーズ(Needs)に 合

うよ うに、デ ー タを作 成 す るとい う意味 が こめ られ てい る。

以 上 の よ うな問題 意 識 を強 く認識 した うえ で、 デ ー タに対 す る要 望 に こた え よ うとい う動 き

は、単 に官 庁 のみ な らず、民 間 にも深 々根 をお ろ しは じめ て い るの も事 実 であ る。 特 に、発展

す る コン ピ ュータ技 術 の威力 を十 二分 に駆 使 し、 そ の開 発手 段 とす る こと も考慮 され てい る。

た だ、経済 統 計 デ ータ の開 発 とい った場 合 には 、あ くまで既存 の原 統計(Original

data)を 活用 す るこ とに よっ て、新 しいデ ータ をつ くり出 す こ とにあ り、 そのた め には 、膨

大 なオ リジナル ・デ ー タ ・ベ ース の整 備(コ ンピ ュー タ ・ベ ース で行 な うにせ よ、ハ ー ドコ ピ

ー の段階 で とどめ るにせ よ)が 必要 で あ り、 また 、開 発過程 、 お よび、 そ のメ ンテナ ス(更 新)

とい う見地 か らみ る と、 ま さに、 ビ ッグ ・プ ロジ ェク トの性格 をそ な えて い る。

(1}従 来 の開発 方 法 と現在 の開 発方法

デ ータ開 発 とい うこ とば ない し概念 は、 比較 的、 新 しい概 念 であ る。従来 は、分析 目的 を

達 成す るにあ た って、利用 し うる統計 が ない場 合 、既存 の利用 で き る資料 か ら、 「デ ータ」

な り、 「数 字 を作 る」 とい う方法 な り、概 念 が 一般 に、 デ ー タ開発 にあた る もので あ った。

デ ータ開 発 とは、 大 き くわ けて 、次 の2つ の概念 をふ くむ もの であ る。

第1は 、 上 に述 べ た よ うな 、デ ー タの作 成 ない し加 工 、 とい う比 較的狭 義 の概 念 で あ る。
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ここでは、 す で に利 用可 能 な資料 な り、 デー タ を動 員 す る こ とによっ て、所期 の 目的 を達 成

す る手 段 が とられ て い る。

第2の 概念 は 、現在 利 用 可能 な デ ータ な り、情報 が全 く、 あ るいは、 ほ と ん どな い場 合 に 、

何 らか の方法 に よ って分析 目的 を達 成す るた め に、 デー タを開 発 してい く場合 であ る。

いず れ の場 合 で も、や り方 に よ って は、膨 大 な作 業 を伴 な うが、第1の 狭義 の概 念 の場 合

に は、利 用 し うる資 料(い わ ゆ るoriginaldata)が 、官庁 統計 な い し、民 間 の資

料 か ら入 手 し得 る とい う点 では、救 いが あ る。 しか しな が ら、第2の 、広 義 の概 念 での デ ー

タ開発 を遂行 す るこ とは 、相当 な努 力が必 要 であ る。た とえ ば 、近 時問 題 に な って い る、公

害 や福 祉 に関 す る指標 を開 発 す る とい うこ とは 、社 会 的 な要請 とい う面 か らみ て も、早 急 に

必要 のあ る もの であ る。 しか しなが ら、現 時 点 で利 用 し うるoriginaldataは 、 じ

ゅ うぶん では な い し、あ るいは 、そ の概 念 に合 うものは あ っ ても、少 な い。 公 害 な ら公害 を、

体系 的 に説 明 す る資料 が な いため に、 これ ら指標 を開 発 す るのは、 ま ことに困 難 といわね ば

な らない。 そ の場 合 には 、広搬 な、 あ るいは 、体系 的 な調査 が 必要 であ る し、 理論 的 に も、

つ め た考 え方が 、事 前 に要求 され る。

特 に、第2の 広義 の場 合 の、 デ ータ開発 の場 合 は 、概 念 が 多方面 にわた る もので あ り、従

来 の よ うな官庁別 、 あ るいは、業 界 別 の よ うに縦 で割 りでは考 えられ ない要 素 が、極 め て強

い。 したが って 、 も っと高 次 の次元 か ら、 現状 をふ まえ る一 方、従来 に対 す る展望 をふ くめ 、

検 討 を要 す るで あ ろ う。

以 下、 ここで は 、第1の 狭義 の概 念 を念 頭 にお きつつ 、述 べ る こと に しよ う。

従 来 のデ ー タ開 発 で、 もっ とも体 系的 、 か つ 、総 合的 に行 なわれ てい る もの は、産業 連 関

表 と、国 民所 得統 計 をあ げ こ とが で き よ う。特 に、前者 の場合 は 、1年 度 の表 を作 成 す る

の に、官 庁 の統計 作 成機 能 と、既 存 の統 計 書 を総 動 員 し、 約5年 の 歳月 と数 億 円 の経 費 をか

け て作 成 して い るわ けで あ る。

しか しなが ら、上 の よ うな 、総 合 的 か つ、体 系列 的 な デ ータの開発 は、 どち らか とい うと、

む しろ例外 的 な もの であ ろ う。

従来 、 デ ータ の開 発 といわ れ る ものは 、個別 系列 な り、変 数 な りのデ ータ推計 な い しは、

加 工 、作 成 とい える もの であ る。 この場 合 、多 くは、 モデ ル分析 にあた って 、必要 なデ ータ

が既 存 の公 表 デ ータか ら求 め られ ない とい うことで あ った り、 あ るいは 、計 画 の立 案作 成 に

あた って 、説得 し うるに足 るデ ー・タが 、公 表 統計 に見 い出 せ なか った り、 あ るい は定義 な り、

概 念 の範 囲 か ら適 当 で な い場 合 に、 いわゆ る 「デ ータ をつ くる」 こ とが 、 そ の ま ま 「デ ータ
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開 発 」 とい うことで あ った。

デ ー タをつ くる 目的 が 、以 上 の よ うに規定 され れ ば、 で き るだ け簡 便 な作 業 が 、第 一 の前

提 条件 にな る もので あ り、体 系 的 な経済 計算 体 系 を意識 しつつ、 デ ータ を開 発 す るとい うよ

りも、該 当す る経済 概念 に合 うよ うに 、個別 に積 み上 げ計算 や、補 完 な い しは推定 とい うよ

うな手 段 によ って 、開発 され てい る。

したが って、 この よ うに して開発 された デ ータ は、従 来 か らのデ ー タ、あ るいは既存 の統

計 の補 完 とい う意味 合 いが強 い もの であ り、所期 の単 一 目的 に合 うよ うに 「つ くられ た」 デ

ー タ であ る とい うことが で き よ う。

この種 のデ ータは 、メ ンテ ナス され る とい う保 証 は な く、所期 の分 析 目的 をはた せ ば、 そ

の ままに放棄 され る場 合 が、少 な くな い。

た だ、 こ う したな か にあ っ て、一橋 大学経 済 研究 所 が 中心 にな って、開発 作業 が 進 め られ

て い る長期 経済 統計 の作 成 は、膨 大 な年 月 と資料 の収集 、利用 に よる もの と して 、特筆 され

よ う。 明 治 以 降 年 次 ペ ー ス で開 発 された デ ータ は、す で に、 「資本 ス トック」 「資本 形 成」

「個人 消費支 出」 「財 政 支 出」 「物価 」 「農 林業 」 「鉄道 と電 力 」 の7巻 が 、東洋 経済 新報

社 か ら公刊 され てお り、今 後 、 「国民 所得 」 「人 口 と労働 力 」 「貯 蓄 と通 貨 」 「鉱工 業 」

「繊維 工 業 」 「府県経 済 統計 」 と題 して 、発表 され る こと にな ってい る。

以 上 、従来 のデ ータ開 発 につい て ま とめ る と、 次 の よ うな図式 に ま とめ る ことがで き よ う。

⑱

6

ユ デ 一 夕 収 集 デ ー タ 作 成

(大 雑把 にい って

単 一 目的)

(必要統計あるい

は統計項目を収

集する)

図4従 来のデータ開発

(簡 便 性)

(単 一 性)

」

現 在 、各 方 面 で強 い要 望 が あ るのは 、ほ ん と うに信頼 のおけ るデ ータ を入手 した い、 とい

う点 であ る。 デ ータ を作 成す るプ ロセス か らい えば 、 このた め には、何 らか の調 査 を行 な い、

これ を集計 して ゆ き、 デ ー タ を作成 す る ので あ る。 この 際 に、調 査 方法 や 調 査の 手法 、お よ

び調 査 の企 画立 案 の 時点 か ら、 実際 の調査 が行 な われ る時 点 との 間 の ズ レに よるデ ータのゆ

がみ な ど、 い ちい ち列 挙 で きない ほ どの問 題 が 持 ち上 が って くる。'これ にデ ー タの 誤差 の介

入す る余 地が 生 まれ て くるの は 当然 で ある し、 ま た、usualbaseか 、actualbase

●
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●

■

か、 あるい は調 査 対象 を事 務 所 ベー ス にす るの か、 世帯 ベー ス にす るの かな どの違 いに よっ

て も、 統計 の性 格 も規定 され て くる。

特 定 の分 析 目的 をみた すた め に、デ ー タが必要 な場合 には 、 上 のよ うな統計 作 成上 の 前提 、

あ るいは性 格 を 、 じゅ うぶ ん知 る必要 が あ るが 、統 計 の利 用 の面 か ら言 うと、1つ の統計 の

特徴 を知 るこ とは、極 め て困難 が伴 な うことは、事 実 で あ る。

こ うした既存 の統計 上 の問題 を把 握 した上 で、信頼 のお け るデ ータを開 発 して い くにあ た

って、そ れ な らば、 ど うした点 をふ まえ てお くか が問題 に なろ う。

重 要 な こ とは 、複雑 かつ有機 的 な関連 を もつ経 済 の動 向 を 、数 字 で とらえ るの であ るか ら、

これ ら数 字 は 、他 の経適 を表 わす諸 量 と密 接 な関連 を持 って いなけ れば な らない。 す なわ ち、

具体 的 には 、経 済 計 算体 系 のな か で、斉 合性 のあ るデ ータ を開 発 す るとい う基本 的 方針 こそ

が重要 なの で あ る。

別 な表 現 を使 え ば、 た とえば 、生 産 に 見合 った 消費 、 あ る いは投資 、 あ るいは賃 金 とい う

よ うに、斉 合性 を保 って い ることが重要 なの であ る。 また、Sector間 だ け で な く、産

業 間 にも、バ ラ ンス の とれ たデ ー タであ る必要 が あ る。

具 体的 には、産 業連 関 ペ ース な り、国民経 済 計算体 系 、 あ るい は、社 会 会計 体系 のなか で 、

バ ランス の とれ る よ うに、デ ータ を開 発 して い くとい うこ とも、一 つの考 え であ ろ う。

以 上 を総 合 的 に考 えてみ る と、開発 方法 は壮 大 な プ ラ ンの もとに、実 行さ れな けれ ば な ら

な い であ ろ う。単 に 、開 発 す るとい うだけ でな く、 デ ータ開 発 には、基 本 的 にデ ータ のメ ン

テ ナス(更 新)と い うこ とが 、必然的 に要 求 され る もの であ り、 それが保 証 され な ければ 、

デ ー タ と しての 有効 性 は 、発 揮 され な い こ とにな る。 こ の よ うに、開 発 とメ ンテ ナ ンス が あ

って こそ、開 発 デ ータは 、単 一 目的 のみ に利用 され るの では な く、多 目的 な利 用 に供 す るこ

とが で きるは ず であ る。現在 のデ ータ開 発 とい う立 ち場 か らめ る と、 この よ うな多 目的 な開

発 が要 請 され るわ け であ る。

こ の よ うな開 発 方法 を とった場 合 、 そ の開 発 に あた っては 、膨 大 な準備 作業 が必 要 であ る。

第1に 、 開発 に用 い るoriginaldataをdatabaseと して整 備 してお く必

要 があ る。 デ ー タ開 発 とい う作 業 は、 その性格 上 、 な かな か コン ピュータ に乗 せ に くい業 務

で あ るが、基 本 方 向 と しては 、 この近 代文 明 の利 器 を じ ゅ うぶ んに利用 す る よ うに すべ きで

あ る。 したが って 、プ リンテ ッド ・フォ ーム(出 版 物)と して の統計 ない しデ ータ は 、確保

されね ば な らな い。

第2に 、 デ ー タ ・ペ ース と して利用 可能 な もの に してお く必 要が あ る。経 済 統計 デ ータ の
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場 合 、特 に重 視 され るの は、 その 時系 列的 接続 の保 証 がな けれ ば な ら ない。 こ うした点 で の

問 題 は、次 で くわ し く述 べ る・こと にす るが 、 いずれ に して も、 デ ータ ・ベ ース と して の取 り

扱 い易 さが 、保 証 され な け れば な る まい。

第3は 、 こ うした デ ー タ ・ベ ース の デ ータ は、常 に正確 性 を保 持 してい るこ とが、必須 条

件 で あ る。 このため には 、膨 大 なoriginaldataの チ ェ ック のあ り方、 あ るいは修

正 方法 の確立 、 とい うこ とが重視 され るのは 、勿論 であ る。

正 確性 の保 持 とい うこ とは 、一 面、 デ ー タ ・ペ ース の取 り扱 い易 さ、 とい う問題 と表 裏 一

体 の関係 にあ る。 一方 を軽視 して、 一方 を確立 す る ことは、不 可能 であ る。 そ のた めに は、

ソ フ トウ ェ ア の 効 率 性 と信頼性 は 、む ろん 要 求 され る し、単純 な ことであ るが 、見 易 さ と

い う機能 も重視 されね ば な らな い 。

第4に は 、開 発途 上 に使 用 したoriginaldataに 関 す る ドキ ュメ ンテ ー シ ョン、

お よび記録 が、 不可欠 であ る。 これは 、デ ー タ開発 の ヒス トリカル ・レコー ドと して 、あ る

いは チ ェ ック材料 として、 む ろん必要 で あ るば か りで な く、デ ータの性格 を知 る上 で、欠 か

せ な い資料 で あ る。

今後 のデ ー タ開発 のあ り方 を 図式化 す る と、次 の よ うにな ろ う。

特
定
分
析

2

特
定
分
析

-

図5今 後 の デ ータ開発

特
定
分
析

4

特
定
分
析

3

これ まで、 デ ータ を開発 して い くプ ロセス で生 まれて くる、中間 ア ウ トプ ッ トとして の 加

工 デ ー タ につ い ては 、ふ れな か った が、 これ らのデ ー タ も、特 定 目的 の分析 を想定 した場合 、

じ ゅ うぶ ん利用 に耐 え る ものが あ る こ ともな い とは い えな い わけ で、 それ ら を整理 し、定 型

化 して おけば 、 それ 自体 、開 発 デ ータ として の利 用 が考 え られ る。

こ うした開発 デ ータ 自体 は、 む ろで デ ータ ・ベ ース に組 み 込 む一 方、 その シス テム化 も、

重 要 な要件 とな る。
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② オ リジ ナル ・デ ータ(公 表 統計)の 性格

オ リジナル ・デ ー タ(公 表 統計

で き る。

a)デ ータの種 類(公 表頻 度)

イ デ イ リー ・データ(株 価)

ロ ウイー ク リー ・デ 一 夕

ハ 旬 デ 一夕

ニ 月 次 デ 一夕

ホ 四半 期 デー タ

へ 半 年 次 デ 一 夕

ト

b)

イ

ロ

c)

イ

ロ

ノ、

d)

イ

ロ

ノ 、

ホ

e)

イ

ロ

!、

は 、公 表頻 度 ペ ース ・加 工 優等 に よって 次の よ うに分類

年次データ

データの種類(ベ ース)

歴年ペース(特 に四半期 ・半年次 ・年次)

会計年度ベース(同 上)

データの種類(加 工度)

原系列(名 目数字等)

実質化系列

季節調整済系列

四半期以降のデータの表示方法

3ケ 月合計

〃 平均

〃 期末

〃 期中

〃 その他

公表形態別

速報系列

確報系列

(年 間)補 生系列

一 口 に統 計 デ ー タ とい って も、以 上 の よ うに分 け て考 え る と極 め て複雑 であ る。 デ ー タ開

発 の 目的 に応 じたデ ータ を こ うい った 中 か ら求 め、併 もその デ ータ の調 査 内容 を吟味 してオ
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リジナ ル ・デ ータ ・ベ ース を作 って、 それ を分 析 の目的 に応 じて正 しく位置 づ け る吟味作 業

が 重要 であ る。

(3)オ リジナル ・デ ー タ の問題 点

前述 の よ うに分類 したオ リジナル ・デ ータ の問題 点 を まとめ る と次 の よ うに な る。

a)公 表 統計 書 につ い ては、統 計 書名 の変 更が頻 繁 に行 わ れ る こと も、統 計 書 を利 用 す る

うえか ら きわめ て繁雑 で あ る。

また、製 表形 式 の変 更 が 多 くあ る。 オ リジナ ル ・デ ータ ・ペ ース を作 るに当 っては 、

公 表 され てい るデ ータ を比較 的長 期 にわ た って、入 れ ざ るを得 ない。 そ の場合 、製 表形

式 の変更 が しば しば あ る と、 カー ド、デ ザ イン上 の障 害 と もな る。

b)次 の よ うな項 目、 系列 名簿 定義 の変更 に も留意 す べ き であ る。

イ 系列 名 の変 更

ロ 系列 名定義 の変更(品 目、項 目の変更)

八 単 位 の変更

ニ カバ ー率

c)同 一統計 間 の デ ータ の違 い

年 報 や月 報 な どい ろい ろな統計 書 があ るが、 どれ を とって こ うい う数字 にな った のか

を吟味 しなけれ ば な らな い。 と くに年報 や集覧 の場 合 には よ く補正 が行 われ て い る とい

うよ うな ベー シ ック な知 識 が必 要 で あ る。

d)統 計書 ご との定義 が異 るた め、 同一 項 目で あ って も数 値 に相違 が あ る。

e)そ の他 次 の よ うな問題 点が あ るの で、特 に い くつ か の統 計 を併用 して使 用 す る場 合 に

考 慮 す る必要 が あ ろ う。

イ 分類 基 準 の変 更 が行 われ る。

ロ 調査 開 始時点 が まち まち であ る。

ハ 調査 方 法、 推計 方 法 が変更 され る。

二 公表 頻度 が 変更 され る。(四 半 期 一月 次)

ホ 印 刷上 の ミス が あ る。

へ 秘 匿数 字 「X」 の扱 いが問 題 であ る、 「X」 だ け もれ てい るの な らま だ よいが、 それ

が別 の分類 の所 に格 づ け され て入 ってい る場 合 には それ を他 の資料 か ら推計 す るので可

成 りの量 の作 業 が必 要 とな る。又 あ る時 期 を経 過 した な らば それ を発表 す るとい うこと

も利用 側 か らみ て考 え るべ きであ ろ う。
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命

ト 調査 基 準 ・場 所 の設 定 と調査 時 点 とズ レが あ る こ とが あ る。

チ 調査 の公 表 が お そい こ とに も問 題 が あ る。 そ のため 現状 分析 ・予 測 の精度 を高 め る ζ

とが で きな い。

(4)デ ータ開発 に対 す る対策

a)オ リジナ ル ・デ ー タに関 して

イ 統 計 の連続 性 と保 守性 の問題

新 しい商 品 が 出た場合 出荷 生 産額 が少 い ときに は、 ど こが関連 の項 目 の所 に吸 収 さ

れ て新 し く出 てこな い場 合 も少 な くない。 そ のた め新 産業 が ど うい うものか既 存 の統

計 か らな か なかつ かめ な いの が実 情 で あ る。 と くに戦略 上 の問題 として この種 の統計

が必 要 であ る に もか ふわ らず なか な か得 られ ない の で、此 の点 の改 善 が必要 で あ る。

ロ 統 計制 度 の 問題

統 計 デ ータの多角 活用 とい う面 か ら言 えば 、今後 統計 のク リア リング ・セ ンタ ー と

い った ものが必 要 であ る。(こ れ を ど こでや るか につ い て具体的 に検 討 す る必要 が あ

る)

ハ 公 表 形式 の 問題

連 続性 をもた せ た表 の作 り方が 必要 で あ る。

b)デ ータ処 理 に関 して

イ 大 量 デ ータの時 系列化

・ 同一統 計 間 の接続性

・ 異種 統 計間 の接続性

ロ デ ー タ ・チ ェ ック のあ り方

デ ー タ の誤 差 が どの位 に入 って い るか の機 械 的処 理 方 法 の確 立 が必要 であ ろ う。

ハ デ 一 夕 ・フ ァイル の あ り方

更 新 、修正 の問題 につい て、入 出力関係 の プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジは いか にあ る べ

きかS'問 題 で あ る。

以 上、 項 目.別に列記 したわ けだが 、実 際 にた とえ ば多 くの デ ータを時系 列的 に使 用 す る場

合 、 これ らの点 に注 意 す ぺ きであ る。 これ は利用 者 の立 ち場 か らいえば実 は 多大 の時 間 を さ

か な ければ な らな い ところで もあ る。
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2.2集 計 的 経 済 統 計 の 利 用 に 関 す る 諸 問 題

コ ン ピ ュー タの容量 とス ピー ドが増 加 し、各種 統計 計 算 のた め のア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ

ラム が一応整 備 され て きた結 果 、複雑 な経済 モ デル を推定 す る作 業 は一 昔前 に比 べ る と非 常 に

容 易 にな って き てい る。 しか し、そ の反 面、大 量 の統 計 デ ータを 、そ れ らの性質 を十 分 に吟味

しない ま ま、 コ ンピ ュータ に投入 し、最終 的 にア ウ トプ ッ トされ る推定 式 の統計 的適 合度 だけ

を云 々しがちな ユーザーが少 くない とい う、好 ま し くな い傾 向 も無 視 で きな い。一見 も っ ともら

しい もの に思 われ る この推定 式 は 、使 用 された デ ータ の中 のあ る系 列 の汚水 や他 の系列 の誤 差

が うみ だす見 せ か けの 相関 、演算 過程 で の計 算誤 差 な ど、経済 学 的 に全 く無意味 な諸 要 因 の お

か げで得 られた ものか も知 れ な いか らであ る。

デ ータ を利用 す る分 析者 の立 場 か ら して も、 またそ の分析 者 の利用 す るプ ログ ラム のアル ゴ

リズ ムを提 供 す る者 の立場 か ら して も、推定 計 算以 前 の段階 にお い て イ ンプ ッ トされ るデ ータ

その もの を注意 深 く検 討 で きる よ う、 あ らか じめ ジ ョブ のス ケ ジ ュール を立 て てお くことが 必

要 で あ る。

統 計解 析 にた ず さわ る者 に とって 、この よ うな こ とは寧 ろ 自明 の理 であ って、今更 と りた て

て指 摘す る まで もな い、 とい うもっ ともな反論 あ ろ う。

しか し、社 会 的 デ ータ、 なか んつ く集計的経 済 時 系列 を と りあつ か う場 合 に、 わ れ われ は と

か くコン ピ ュー タの便 利 さ に まけ て しまい、 ほ とん どの経済 デ ータが実 はただ1個 の観 測 値 し

か もた な い こ と、 したが って経 済統 計 は管 理 された統計 では な い とい う、 わ か りき った事 実 を

見落 しが ち なの であ る。

この点 を念頭 にお きなが ら、経 済 デ ータ を各 種 の統計 的 モ デ ルに利用 す る実 際 の作 業 にお い

てわ れわ れが 直面 す る問題 を い くつ か(あ ま り理論 的 に整 理 され ていな いが)例 示 してみ よ う。

ω 経 済統 計 の精度 の考 え方 につ い て(そ の1)

巨視的 モ デル にお い て最 もひ んぱ ん に使 われ る国 民所 得統 計 、生 産指 数 、物 価 指数 の間 の

関係 が わ か りや すい例 であ る。公 表統 計 と して は、国民 所 得 が1億 円単 位、 生産 、物 価 指数

が 小数 以 下1桁 まで掲 載 され てい る。設備 投 資額 と資本 財 の生産 な い し出荷 指数 、国民総 生

産 と産 業総 合 生産 指数 とが 、 それ ぞれ概念 的 に対応 す る考 えれ ば 、両 者 をモ デル の中 で 同時

に使 用 す る場 合 、 国民 所得 項 目は10億 円 な い し100億 円 のオ ーダ ーで ラ ウン ドして よい

で あろ うし、 さら に物 価 指 数 でデ フレー トした実 質所 得 系列 の精 度 は もっ と落 ち るはず で あ

る。
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どち らの統計 が よい精度 が高 いか とい う問題 は しば ら くお くとして も、経 済 時 系列 の よ う

な 一般 に重共 線性 の非常 に強 い諸 系 列 を用 い て回帰 分析 が行 なわれ ると きには 、本 来 、誤差

と して ラウ ン ドさ るべき下 の桁 の存在 に よ って積率 行 列 の性 質 が変化 し、 それが 原因 とな っ

て パ ラ メ ータの値 や符 号の変 化 が起 って 、一 見 もっ と もら しい、 しか し実 は剣 の刃渡 りに似

た不安定 な推定 結 果 がえ られ る とい う事態 も まれ で はない 。デ ータ の誤 差 の基 準化 とい う問

題 は 、 コ ン ピ ュー タ、 プ ログ ラムの アル ゴ リズ ムお よび演算 の精度 と関連 して、計 算 論的 に

もっ と厳 密 に検 討 されな け れば な らな い であ ろ う。

一 方
、国 を 中心 とす る経 済 統計 作 成者 の立 場 か ら見 る と、従来 、個別 統計 は それ 自体 の 目

的 と精 度 とを ひ って作 られ て お り、経 済 全体 の分 析 とい う観 点 か らす る他 統計 との精 度 上 の

斉合性 い か んに関 しては 、 あ ま り意識 されて い な か った きらい があ る。考 え よ うに よ って は、

この種 の非 斉 合性 は 、各 統 計 が あ る包括 的 な モ デル に統合 的 に使用 され る とき には じめ て明

らか に な る もの であ って 、国 が諸統 計 を作 る に当 って も、 それ らを どんな総 合 シス テ ム と し

て利用 す るか につ いて、一 貫 した ヴ ィジ ョン を持 た な くては ならな い とい う意味 に も解 釈 で

きる。 複式 簿記 形式 に よ る現在 の国民 所得 勘定 か ら、生産 ・ス トック 、金融 を含 め た マ トリ

クス表 示 の新SNA方 式 に移 行 す るとすれ ば 、 こ う した非斉 合 性は形式 的 には 一部 解 決 す る

であ ろ う。 しか しこれ は問題 の本質 的解 決 とは な らな い。

② 経 済統 計 の精 度 の考 え方 につ い て(そ の2)

再 び国民 所得 統計 を代 表 例 と して と りあ げ る。支 出面 の諸 系列 の 中 で、最 も精度 の低 いの

は 在庫投 資系列 で あ り、 分 配面 では個 人業種 所得 系 列 であ ることは、専 門家 の間 で は半 ば常

識 にな ってい る。 この こ とは 、速報 値 と確 報 値 との狂 いが この両 系列 に つい て相対 的 に最 も

大 き く出 る ことが 多い こ とか ら もわか る し、 また所 得 税 につ いての おな じみ の論議 か らも類

推 され よ う。 しか し実 際 に これ らの系列 の誤 差 が どの程 度 あ るのか は明 らか では ない 。経験

を積 ん だ ユ ー ザ の 中 に は 、例 え ば設備 投 資統計 の誤 差率 は5%く らい であ ろ うとい った直

感 的 な規 準 を もつ人 もあ る。

。 ユー ザ と して の 経 験 か ら、 こ うした判断 をな し うる人 が いる とい うこ とは、原 統計 の作

成 者 な らば、 自分 の と り扱 う標 本 につ いて、 も っ と統 計 的 に具体的 な判 断材 料 を もち 、 それ

か らそ の系 列 の相対 誤差 に関 してあ る程 度 明確 な基 準 を設定 しうるは ず だ と考 え て もおか し

くない 。国民 所得勘 定 が会 計 的 な恒 等 式 の体 系 と して提 示 され ざ るをえ な い と して も、そ れ

がス トカス テ イク ・モデ ル デ ータ と して利用 され る場合 には、各系 列 の 相対 誤 差 ない し誤差

分散 比 に関 す る情報 を分析 者 が手 に して い るか いな いか に よって、 モデ ル作 成 の哲学 は全 く
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ちが った もの にな る。

端 的 な例 と して 、加工 統計 として の国 民所得 統計 の支 出面 を分配 面 の間 に会計 的 な恒等 関

係 を成立 させ るた め に、 「統計 上 の不突 合」 と名 づけ られ る誤 差項 目が計上 され てい る。標

本 誤 差 とい う観点 か らすれ ば 、 この項 目は本 来 ラ ンダ ムな ものであ るべ きな のだ が 、実 際 に

掲 載 され てい る数 値 は 、支 出 、分 配各 面 の原統 計 間 の偏 りを反 映 して、平均 的 には正(分 配

統 計 は平均 的 に支 出統 計 よ り小 さい)で あ り、 しか も景気 変動 に対 応 して動 い て いる(不 況

期 には この誤 差 が縮 少 す る)。 動学 的 モ デル に よる予 測 や シ ミュ レー シ ョンに とって、単 に

会 計 的 な恒 等 関係 を成立 させ るため に存 在 す る この 「独立 変 数」 は、決定 的 なデ ィス タ ーバ

ンス と なる。 モ デル 分析 の立場 か らす れ ば、 この誤差 を明示 的 に と り扱 わず 、国民所 得 の各

系列 の誤差 分 散 比 に よ って これ を割 りふ り、 その結果 と して作 られ る 「精度 の落 ち た」統計

に基 づ い てモ デル を構 成 す る方 が、 全体 と して誤 差 の小 さい、動学 的 に頑健 な体 系が 出来上

るの では な いか と考 え られ る。

別 の言 い方 をす れば 、経済 理論 的 に重 要度 の高 い変 数 ほ ど、精度 の高 い統 計 に もとつ いた

適合 度 の高 い関数 関 係 を推定 し、かつ モ デル の中 でそれ に大 きな ウエ イ トを与 え な けれ ぱな

らな いに も拘 わ らず 、現 在利 用 で き る複 式簿 記形 式 に よる国 民所得 統計 の も』とでは 、す べて

の変 数 が同 じウエ イ トを もってモ デル に入 ら ざるをえ な い とい う点 が問 題 な の であ る。 モデ

ル作 成 者 は、 モデ ル のパ フ ォ ーマ ンスを測定 す るに当 っ て、 自分 な りの判断 基 準 を設 定 して

は い るけ れ ど も、 そ れは各変 数 の経 済理 論 か らす る重要 度 と、推定 され た個 々のパ ラメ ータ

の誤 差 に関 す る事後 的 な統計 量(た とえ ばt－ 統 計 量 な ど)に も とつ いた基準 であ って、 そ

こに使 わ れ て いる系列 の精 度 に よって それ らの統計 量 が重 み づけ され てい る とい うわ け では

な い。

企 業 会計 とちが って 、国民経 済全 体 に関 す る社会 会計 の場 合 な ど、各 項 目 に関 して相対 誤

差 を明 示 す る こ とには何 も抵抗 は な い よ うに思 え る。国 民 所得統 計 を1億 円単 位 まで掲載 す

る こ とが 、統計 作 成者 に対 す る一般 の信頼度 を高 め る こと にな るだろ うとい う錯 覚 を捨 て、

各 系列 その ものの信 頼 度 を明 示す る こ とが 、か え ってそ の統 計 の信頼 度 を高 め る結果 に通 ず

る こ とを認 識 すぺ きで あ る。(デ ータ ・バ ンク につ いて も同様 の ことが いえ る。)

(3)数 値 デ ー タの裏 づ け と して の非 数値 情報 につ いて

経 済 モ デル に よって明 らか に し うるのは 、せ いぜ いあ る観 測期間 について の経 済諸 変 数間

の基 本的 諸 関係 にす ぎな い。計測 され る基 本的 諸 関係 が あ る時点 にお い て乱 され た と き、 そ

の乱 れが 一時的 な異 常 値 にも とつ くものか 、あ るいは仮 定 された基 本的 構造 が何 等 か の要 因
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に よって変化 した のか を識別 す る必要 が 生 ず る。 それが異 常値 であ るな らば(あ る種 の統計

量 に よ って 、あ るいは制度的 変 化 に関 す る知識 に よっ て異 常値 であ るこ とが識 別 で き る場 合

には)、 適 当 な統計 的 操作 を通 じてそ の観 測値 を標 本 か ら除 外 した方 が よい し、 それが 構造

そ の もの の変化 で あ る と考 え られ る場 合 には、 そ もそ も仮定 され た基本 的 関係 そ の ものを棄

却 してかか らなけれ ば な らな くな る。

』
この点 を判 断 す るの に有用 な のが、 使 われ た デ ータ と統計 手法 の性質 につ い て の十分 な理

解 に加 えて、過去 お よび現 在 の経 済 的 ・社 会的 制度 に関 す る、数 量的 に表現 され ない情報

(こ れ をか な りあ ら っぽい形 での経 済 日誌 と呼 ん で もよかろ う)の 正 しい理 解 で あ る。 た と

えぽ最近 の輸 入物 価 ・卸 売物 価 の動 き 、 これ には異 常値 と構 造変化 が ま さに典 型的 な形 で混

在 して い る。

あ る経 済 デ ータ を読 む場合 に、 そ の数 字 の背 景 にあ る自然 条件 の変化 、政 策 的 ・社 会的環

境 の変化 を全 く切 りはな す こ とが で きな い のは当 然 と して も、限 られ た容量 の経 済 モデ ルの

中 に これ らの複雑 な事象 をすべ て数量 的 デ ータ の形 でお り込 む ことぽ到 底 不可 能 であ る。モ

デル作 成者 の な し うる ことは 、せ いぜ い適当 な代 理 変数 を発 見 してそ れ をモ デル に明示的 に

導入 す るか 、あ るいは モ デル に よる計算 結果 を解 釈 す るに際 して、叙述 的 にそ の影響 を考慮

す るか のいずれ か であ る。 どち らを選 ぶ にせ よ、 あ る経 済 デ ータの検 索 と表 裏 の要 求 と して、

そ のデ ータ と関連 が強 い と思 われ る非数 値情 報 を同 時 に入手 でき るよ うな検 索 システ ムが 不

可 欠 とな ろ う。

極 言 す るな ら、現在 のモ デル作 成 者 は 、 こ うした非 数値 情報 に関 す る知 識 を=豊富 に もっ て

い る こと、 そ して それ を経 済 につい て の数 値 情報 と結 合 す る方法 を知 っ てい る こ ととを もっ

て 、生 だ るメ リ ッ トと して い る訳 であ る。経 済 モデ ル に よる分 析 が、将 来ひ とに ぎ りの専門

家 はか な りで な く、経 済分析 を志 す 者一般 に門戸 を開 くべ きだ とすれば 、 また経 済 デ ー タバ

ンクの意義 が、経済 分析 を志 す者 す べ て に正 しい情報 を提供 す る ことにあ るとすれ ば 、単 に

数 値化 され た経 済 情報 ば か りで な く、 その数値 を読 むた め に必要 な社 会 ・制度 に関 す る非 数

値 情報 を、何等 か の統計 的手 法 を媒 介 と して選 択 し、同時 に提供 で きる よ うな シス テ ムを確

立 しな ければ な らな い であ ろ う。

もち ろん 、 この よ うな非数 値 情報 は、 その性 質上 、特定 の数値 情報 との関連 が か な りあ い

まい な もの となろ う。 システ ム設計が まずければ、どの 数 値情報 を とって もそ れ にあ らゆ る社

会 ・制度 的非 数値 情 報が付 属 してア ウ トプ ッ トされ るこ とに な りかね な い。 この難 点 を解決

す る には、全 デ ータ のあい まいな重合 に関 す る メンバ ー シ ップ ・ファンク シ ョンを うま く特
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定 化 しな けれ ば な らな い。 このメ ンバ ーシ ップ ・フ ァンク シ ョンの初期 入 力 は 、2事 象 の同

時 性 とい った機 械 的 関係 の み ならず 、専門家 の経験 に もとつ く判断 とい った、 極 め て人間的

な要 素 を 多 く含 ん だ もの にな ろ う。

(4)ア プ リケー シ ョン ・プログ ラム開発 につ い て

ひ る がえ って 、デ ータ解析 に利用 され るア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムのパ フォ ーマ ンス

とい う観 点 か ら、 同 じ問題 を考 えて み よ う。 われ われ が しば しば利 用 す る多元 回帰 プ ログ ラ

ム を例 に と る と、ほ とん どの プ ログ ラ ムが、読 み込 みか ら書 き出 しまでの全 処理 プ ロセス が

一種類 の論理 で統 一 された ひ とつ のパ ッケ ー ジに なる よ う組 み た て られ て い る。複 数個 のデ

ータ ・ファ イル を同時 にあ るいは連続 的 に とり扱 う場 合 で も、 この論 理 は一定 の ま まであ る。

言 い かえ る と、プ ログ ラムは デ ータを識別 しない。与 え られ たデ ータがあ たか も管理 され た

統計 量 であ り、最小2乗 法 の諸仮 定 をす べ て みた して い るか の如 く計 算 を実行 す る。 デ ータ

に異 常値 が含 まれ て い るか ど うか(あ るい は利用 者 が そ の事実 に気 づ いてい るか ど うか)、

重 共線 性 の存 在 や経 済 理論 の要 請 か ら くる変 数 の相対的 重 要性 に関 す る利用 者 の判断 が適当

か ど うか 、更 に結果 的 に無 意味 な多 くの情 報 を ア ウ トフ'ットしよ うと して いない か ど うか、

等 々につ い ては 、 プ ログ ラム は一切関知 しない 。途 中 であ る種 の困難 に遭 遇 した とき、次 に

どん な方法 を選 ぶ か の意 思決 定 は すべ て利 用 者 に委 ね られ て い る。

この方式 によ っ て も、結 局、 利用者 が いか に愚 か であ った か を、機械 が事 後的 に明示 す る

こ とにな る ので あ るが、 しか しや は りこれ では 非能 率 的 であ る し不親 切 で もあ る。 利用者 は

自分 の愚 か さを もっ と早 い段階 で知 らされ る権 利 を もって い る。た とえば、彼 が あ る年 次 デ

ータ フ ァイル 中 の異常 値 につい て全 く考 慮 を払 わな か った場合 には、機械 は 自らの判定 規 準

に も とつ い てそ れ を発 見 し、 利用 者 の再 考 を うなが す メ ッセ ー ジを出 して計算 を中断 すべ き

であ ろ う。第2番 目 のデ ー タ ・ファ イルが 四半 期 系列 の もの であ れば 、機 械 は当 然第1第 目

の年 次 デ ータ とは ちが った 意 思決定(た とえぱ 、期 に よっ て弾 力性 が異 な るか ど うか のチ ェ

ック を す るな ど)を すべ き であ る。

こ うした融 通 性 を もち うるた めに は、 プ ログ ラム は前 にのべ た よ うな 固定 論理 のパ ッケ 一 介

ジ と して では な く、それ ぞれち が った論理 を もっ複 数 のモ ジ ュ ール に よって構 成 され る有機

体 と して作 らな ければ な らな い。 そ れは、 あ るデ ータ ・フ ァイル を処 理 す るの に最 も適 した

モ ジ ュール を選 び だ し、一定 の規 準 の も とで可能 な計 算 を実 行 し、必要最 少 限 の情報 だ け を

ア ウ トプ ッ トす る。 利用 者側 には、 自分 が処理 しよ うと して い るデ ータ と計算 の内容 をモ ジ

ュール の集 合 と して とらえ、各 モ ジ ュール の中 であ らか じめ考 えてお くぺ き主 要 素 は何 か を
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直

明 確 に してお くとい う態度 が要 求 され よ う。

(5)ま とめ と提案

以 上 、極 め て非体 系的 な形 で、実 際 に集計 的経 済統計 を利用 す る者 の眼 か ら見 た2、3の

問題 を あげ たあ とで1950年 に初版 の 出 され たオ ス カー ・モ ルゲ ンシ ュテ ル ン の 「経 済観

測 値の 正確 性 につ い て」(1968年 邦 訳)を 読 みか え してみ る と、 改 めて わ が国vak・け る

「経済 観 測 の科 学」 の 発達 の破行 性 を感 ぜ さる をえ ない。 同 書 中に も引 用 され て い るア メ リ

カの 国 民所 得統計 の 誤差 に関 す るク ズネ ッツの先 駆 的業 績1950年 代vateけ る 英国 につ

いて 同種 の 試算 、 また 、貿 易、 物 価、 鉱業 、 農業 雇用 な どの 統計 に つい て、 モル ゲン シ ュテ

ル ン 自身が 整理 した統計 の 信 頼度 に 関す る研 究 に類 す る もの が 、 戦後 日本 の 経済 統計 に つい

て実 証的 にな され た事 実 が どれ だけ ある だ ろ うか。 老大 な量 の 統計 が毎 月公 表 され 、 精 密大

規 模 な計 量 モ デルが 消 耗 品の よ うに作 られ、 捨 て られ て行 く反 面、 経済 デー タそ の も.のにつ

い て はほ とん ど体 系的 な検 討 は 発表 され て い ない よ うに見え る。私 が この小 節 で今 更の よ う

に のべ た こ と も、20年 以 上 前 に 「ゲー ムの 理論 」の 共 著 の一 人が 既 に 指摘 して い る点 のほ

ん の一 部 にす ぎない。

国統 計 の精度 を高 め るの は、 もち ろん望 ま しい ことであ るが 、 それは結 局 かね とひ ま との

かね あい であ る。

現在 、 公表 され 、あ るい は作 られつ つ あ る主要 統計 の性 質 と精 度 とを実 証的 に検討 し、 そ

れ らを利 用 す るに当 って の統 計 的 な ガ イ ドラ インを設 定 す るこ とで さえお そ ら く個人 のキ ャ

パ シテ ィを超 え る知 識 と作 業量 とを要 求 す るであ ろ う。 当研究 会の よ うな中立 的組 識 では統

計 家 の専 門家 と実際 の統計 作成 者 の授 け をか りて、 と りあ えず主要 な公 式 統計 をサ ー ヴ ェイ

し、利 用者 のた めの諸規 準 を設 定 す るた めの方法 論 を確立 す る ことが 必要 では なか ろ うか。

最 終 的 に どの機 関 が この規 準 に関 す る情報 を供給 す るこ とに な るにせ よ、 それ を欠 いた まま、

単 に大 容量 の ソーシ アル ・デ ータの フ ァ イル を作 成 した と ころで、結果 はむ しろ 、あ てに な

らな い情報 の洪 水 を助長 す る ことにな りは しないだ ろ うか。

非 数 値情 報 の分析 手法 お よび新 ら しいア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムの開 発 とい う問題 と

は 別 に、上 にのべ た地道 な課 題 に対 す るアプ ローチ を、当 研究 会 の 一つ のテ ーマ と して提案

した い と思 う。
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2.5'官 庁 経 済 統 計 に つ い て

(1)官 庁 統計 の利 用

一 口 に官 庁統計 経 済 とい って も、調 査対 象 に よって人 口、労働 、農 業、 鉱 工業 、 商 業、 貿

易等 各 種 の統計 が あ る。 これ らはい ず れ も官 庁 で作成 され てい る とい う共 通性 は 持 ってい る

が 、対 象 が異 な るに従 って問題 点 の所 在 も当 然異 な ってい るか ら、官 庁統 計 のす べ て を一 括

して議 論 す るのは 適 当では ない と思 われ る。 こ こでは、対 象 を鉱 工業 に限 定す る。

官 庁統 計 に対 す る要 請は ⑳

(D比 較的kク ロな経 済 ・産業 動 向の把 握 に役 立 つ

(ii)個 別 産業 の誘 導等 の行 政 目的 に役 立 つ

(の 産 業 界 お よび 企業 の需給見 通 し等 に必 要 な ミク ロ的情 報 の提 供

.の3つ に分け られ よ う。

統計 調 査 を実施 す る際 に避 け る こ とので きない社 会的摩 擦 の存 在 、統計 調 査 に必 要 な経 費

な どを考 え る と、 これ らの3つ の要 請 を同時 に満 足 させ るのは なか な か困難 であ る。 例 え ば、

(Dは 鉱工 業の全 体 の動 向 を把 握す る のに必 要 かつ十 分な基 本 的情報 を迅 速 に集 め、 な るべ

く使 い やす い形 に加 工 して提供 され る ことを要 請 している の に対 し、(ii)k－ よび(iiDは 随

時、 発 生す る問 題 の解決 に 必 要 とさ れ る なるべ く詳 細 な個 別 産 業 に係 わ る情報 の提 供 を要請

す る。 この2つ の要請 は共 通 な部 分 も あるが 、大部 分は相反 す る もの で あ る。

統 計 に対 する要請 は、 内部 か らの要 請 と外 部 か らの要請 とに 分け られ る。統 計 作 成 当事 者

を内部 、そ の他 を外部 と呼 ん で いる わけ で あるが 、一 般 に内部 か らの要請 は 比較 的 、容 易 に

受け 入 れ られ るが 、外部 か らの要請 は 伝達 さえ難 しい。 ま た 統 計 の メ ー カ とそ の 他 の ユ

ー ザ(こ の中 には官 庁の統 計作 成当事 者以外 の部 局 も入 る)と では立場 が違 うか ら統計 調 査

に対す る考 え方 、 と くに統 計調 査 の実 施 に と もな った問題 点 の理 解 、受 け とめ 方 に も大 きな

違 いが ある。

官 庁統計 は体 系的 に整備 され てい ない 、混 乱 してい る、 保 守 的 で機 動 性 に欠け てい る。 わ

れ われ が欲 しい よ うな情 報は さ っぱ り集 め られ てい ない等 の批 判が あ る 。ユ ーザ ー の立 場 と

して は 当然 な批 判 で あろ う。 しか し、批判 を たん なる批判 で終 らせ る こ と な く、統 計 の改 善

に役 立 たせ るた めに は、統 計 の作成 と利用 に関連 して上 記 の よ うな各種 の 事情 が 複雑 に影 響

し合 っ て統 計 の現 状 が どの よ うにな ってい るか を理 解す る こ とが必要 で ある。

② 官 庁統計 の実情

官 庁統 計 の実情 を知 る た め 、いま 鉱工業 動 態 統計 、 工業 統計 鉛 よび生 産 指数 を例 に と って
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み よ う。 鉱工業 生 産動態 統 計 は、 昭和23年 に発足 した新 しい 統計 で ある。 戦 争終 了直後 の

統 制 、配 給 に必要 な資料 を提供 す る 目的 を兼 ね て い たか ら、 発足当 初 は調 査項 目も きわめ て

多 岐 に わた り、調 査 品 目数 も多 か った。統 制 時 代 が終 った昭和28年 頃 い わゆ る統 計 の簡 素

化が行 なわれ 、調 査項 目は整 理 され 、調査 品 目数 もかな り削 られ た。 しか し、そ の後 、製 造

工業 の発 展 に ともな い新 製品 が 出現 し、 石 油 化学 工業 の よ うな新 しい産 業 が興 って くる に し

たが って調 査品 目数 は増 加 の傾 向をた どって きた。 これは あ る程 度 まで 止 むを得 ない ことで

は あ るが 、問題 は、 この 増 加が それ ぞれ の 産業 に関連 の ある と ころか らの働 きか けの強 弱 に

よ って主 と して決定 され る とい うこ とで ある 。 しか も既存 の調 査品 目を削 る こ と も困難 で あ

る こ とに部 分 的 に調 査品 目数 は増大 す る。 他 方 、調 査 に必 要 な経 費 の増加 は調 査 品 目数 の増

加 に と もな う各種 の事務 長 の 増加 に追 い村 か ない の で、い わ ゆる 「す そ 切 り 」(あ る規 模以

下 の事 業所 を調 査対 象 か ら除外 す る)に よっ て この ギ ャ。プが 埋 め られ る場 合 が 多 く、 これ

が 統計 数 字 に歪 み を与 え る結果 にな る。

工 業統 計は も っと も古 い 統計 の一 つ で あ り何 回 か の改変 をへ て現在 にい た って い る。その

目的 は産 業別 付 加価値の 把 握 を通 じて製 造 工 業 の 基本構造 を明 らかにす る こ とに あるが 、各

種 の 追 加要請 に応 じ 、結 果 表 は 、産 業 編 、品 目編 お よび企 業 編の3つ に ま とめ られ る。 目的

が多角 化すれ ば 、調 査表 は複 雑 にな る し、調 査 員 の 負担 も重 くな り、 さ らに審 査 、集 計 、編

集 等 の業務 も複雑 に なる。 しか も調 査対 象数 は年 々、確実 に 増加 の一途 をた どって い る か ら

調 査 事務 は量 的 に、拡大 せ ざ るを得 ない。 これ ま では調査 内 容 の比 歓 的簡 単 な乙 票 の 適用 範

囲 を広 げ る こ とに よ って、 量 的 、質 的 な事務 の負担 増 を緩 和 して きた が 、 この処 置 に は問題

が あ る。 一つ には統計 の連 続性 を損 うし、 ま た一 つ には、 産 業 の規模別 分 布 が異 な るに もか

かわ らず 、すべ て の産 業 に 一率 の基 準 で乙票 を適 用 したので は、産 業別 基本構 造 を明 らかに

す る のに 支障 を生 ず るの で は ないか 、 とい う疑 問 であ る。 も っと も、 この2点(他 に もあ る

と思 うが)は 、工業統計 の利 用 に際 して致 命 的 で ある とい うほ ど重大 な 欠 陥 では な か ろ う。

しか し、 この よ うな処置 が 、工 業統 計 の本来 の 目的 と追加的 な要請 とをい か に調 整 す るか、

また与 え られ た事務 費の 中 で追 加的 な要請 を 受け 入 れ るの には 何 を削 らなけ れ ば な ら ないか

な どを慎 重 に比較考慮 した結 論 であ る と思 え ない ところに 問題 が ある。 先 に述 べ た生 産 動 態

統計 の 「すそ切 り」につ い て も同様 な疑問 を 投 げ かけ ざるを得 ない 。

生産 指 数 を中心 とす る一 連 の数量 指 数は 、 鉱工 業 に関す る統計 の なか で もっ と も広 く利用

され て い る統計 の一 つ で あ り、それ だけ に批 判 や要 求 も多い 。産 業 活動 の指 標 なの か数 量指

数 な の か 、性 格が あい まい で ある。 とい うよ うな基 本的 な批 判 もあるが 、 もっ と 早 く公 表 で
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きない か、速報 と確 報が 違 いす ぎる、 もっと も細 い分 類は で きな いか 、新 製 品が 取入 れ られ

て い ない 、5年 もウエ イ トを固定 して いて よいの か 、等 々の実 際的 な要求 も多 く、い まはそ

の一 つ 一 つ を検 討 してい る余裕 は ないが 、 これ か らの議論 のた め に、 これ らの要 求 を2つ の

種 類 に分げ て お こ う。 一 つは 指 数作 成 の も とにな る統 計資 料 に対 す る要求 、 あ るいは 、統 計

資 料 が 整備 され なけれ ば答 え られ ない 要求 で あ り、一 つは指 数 の作成 ない し公 表 の仕 方 の技

術 に 関 す る要求 に関 す る もの も ある。 また二 者択 一 的 な要 求 、一 方 を満 足 させれ ば他 方 は受

け 入 れ られ ない 要求 も併 存 してい る。'

③ 官 庁統 計 へ の要請

以 上 に例 示 した よ うな統計 の 実態 の観 察 を通 じて官 庁統 計 に次 の よ うな ことが 望 まれ る。

(j)統 計 調 査 の 目的 をな るべ ぐ限定 し、体系 化 す る こ と。

この こ とを遂行 す る ため には次 の ような手 順が 必 要で あ ろ う。

a)統 計 作 成部局 に 「統計 の 目的 」に関 す る原 案 を作 成す るた めの 審議 会(第 一審 議 会 と

仮 称)を 設 け る。

以下 の議 論 を簡 単 にす る ため に 、審議 の結 果 、統計 の 目的 は 「比較 的 マク ロな経 済 ・

産 業動 向 の把 握 に役 立 つ統 計の 提供 」に あ る こと決 ま った とす る(勿 論 、か な り詳 細 な

内 容 の説明 が 必要)。

b)統 計 を利 用 す る頻 度 の 高い人 々(官 庁、 業 界 の代表 者 、 学識者 等)で 構成 す る第 二審

議 会 は原 案 を検 討 し、 意 見 を付 して第一 審議 会 に戻す 。

c)第 二審議 会 の意 見 を考慮 して、第 一審 議 会 は原 案 を修 正す る。(こ の フ ィー ドバ ック

は 何 回 か繰 返され る。)

(iD(1)の 内 容につ い て 若干 のコ メ ン トを付 け てお く。

a)統 計調 査の利 用 、例 えば指数 、産業 連 関表 等 の 作成 な らび にそれ らを用 いた経 済 分析

に割 当 るべ き人 員 お よび経 費 の決 定 を含 む。

b)主 と して行政 目的 のた めの調 査 を どの よ うに取扱 うか、 につ い て定 め てteく 。

c)官 庁統計 を補 完 す る ミク ロ的 な統 計 を ど うす るか、 に つい て定 めて お ぐ。

b)とc)は 、 そ の調 査 を必 要 とす る当事 者 が 実 施すべ きで ある と思 う。 た だ、そ の結 果

の概 略 は適 当 な機 関 に集 中 、保存 し、外 部 の利 用 者 が情報 の所 在 を知 り易 い よ うに す る。

また 、調 査実 施者 が一般 に公 開 して もよい と思 う情報 は 、必 要 な経 費に 見合 う料 金 を徴 収

して 提 供すれ ば よい.実 施者 が官 庁 であ る場 合 に も必要 な料 金 は取 るべ きだ と 思 う。

(⑯ 審 議会 は、 「統 計 の 目的 」お よび 統計調 査 の 体系 を常 に検討 し、必 要 な改正 をす る。
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連 続性 は統 計 の 一つ の重 要 な性 質 で ある だけ に、 とか く保守 的 にな り易 い。 一 度、 実施

され た統計調 査 の内容 は変 更 しに くい。 い わん や廃止 す るのは 至難 で あ る。 しか し、 情勢

が変 化すれ ば統 計 の需 要 も変 わっ て くる。 先 走 って はいけ ない が 、英 断 を もって改変 す る

こ と も必 要 で ある。

これに 関連 して、新 しい統 計調 査 を始め るか 、 あるいは 既 存 の調査 を大 幅に変 更す る場

合 に は、必 らず事前調 査 を実施す る ことが 必要 で ある。 ま た、 補 間調 査 に よって大 が か り

な統計 の 実施 の頻 度 を低 め る可能 性 の検討 も必 要 で あり、 これ らの処置 に よって予 算 の硬

直化 を防止 す べ きで ある。

(iv)統 計 の 内容 は、調 査 の実 施者が 誰 よbも よ ぐ知 ってい る.し か し、 統 計 を自か ら使 用 し、

他 の統計 との関 連 を なるべ く広い 視野 の下 で眺 める努 力 を しない と狭 い職人 根 性 にた て こ

もり、せ っか くの専門 的 な知識が 活 かせ な く心配 が ある。

以上 の よ うな要 請 の基本 に ある考 え 方 を最 後 に述 べ てお く。 国家がす べ ての要請 に答 え て

統計 調 査 を実 施 し、 その結 果 を無償 で提 供す る とい う考 え方 は間 違い で あ ろ う。 適 当 な範囲

を決 め る必要 は あ るが、 利用者 も自身 で必要 な調 査 を行 な うべ きで ある。 また統計 の利用 に

は費用 を要す る とい う通念 を確 立す べ きであ ろ う。 日本 ほ ど統計 が豊 富で 、 しか もあ ま り よ

く利 用 され てい ない 国は ない と聞 く。統計 の 利用 が無償 な ら要求 はい くらで も出 て くるのが

当然 で ある。 そ れ に答 えてい た らあ ま り使 われ な い統 計 が多 くな るの もあた りまえ で あろ う。

利 用 者 は統計 の 海 に溺 れ 、統計 をた くみに 利用 す る工夫 を忘 れ て しま うの では ない か。

●

■
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2.4業 界 に お け る 統 計 利 用

(1)業 界 に おけ るデ ー タ ・ニ ーズ

業 界に おけ るデ ー タ利 用 に つい ては 、官庁 サ イ ドの行政 目的 に 資す る こと もさ る こ となが

ら、 企 業 ・業 界 の発 展に 直 結 した、 い わば 企業 利 潤 に直接 つ なが る と ころにそ の価 値 を認 め

る とい うことにな ろ う。 した が って、 その 種類 も、 技術 ・資金 ・需 給 ・流 通 をは じめ海外 情

報 に い た るまで広範 囲 に及ん でい る。

も ちろん、 この要請は2.3節 のな か で述 べ られ てい るよ うに官 庁統計 に負 うと ころ も多い

が、 た だ単 に官 庁 まかせ で な く、 自か らの手 で 自か らの必 要 とす る情報 の創 生 とい う と ころ

に業 界 と しての 情報 開発 の特 異性 が ある と思 われ る。

また 、高 度の産 業 成長 に よ り情報 そ の もの も、 た だ単 に一 業種 に とど ま らず 、各 産業 間 の

連け い 、即 ちネ 。 トワーク構 想 も今 後 当然 の帰 結 と して論 じ られ なけ れば な らな い。 例 えば 、

鉄鋼 業 に おい て も直接 の鉄 の ユ ーザ は 建 設 業 で あ り機 械産 業 で ある。 そ してそれ らユ ーザ

の 動 向 は 鉄 鋼 需要 に直接 関 係 す る もの で、 そ れ に関 す る諸 情 報は 鉄鋼 業 界 と して 欠 くべ か

らざる もの で ある ことは 言 を また な い。 しか しなが ら、ユー ザ で あ る各 産 業 界に潤 沢 に鋼

材 を供 給 する となる と当然供 給 源の 問題 が生 じる。 それは一 部 輸 入 に よ ってお ぎなえ るか も

しれ な いが 、世 界の 鉄鋼 需 要 をみ て現 状 では 期待 薄 であろ う。 そ こで製 鉄所 の建 設 とな るわ

け で あるが 、 この設備 投資計 画の情 報 が必要 なの は また工場 建設 を うけ もつ プ ラン ト及び建

設業 で あ り、製 鉄機 械発注 先 の機 械産 業 で あ る とい うことが で きる。

これ は単 なる一例 にす ぎない が 、 これか らの業 界 におけ る情報 開発 に つい ては 、短 期 的 ま

たは長 期 的視 野に た って 、各産 業界 の 有機的 関 連 、す なわ ちネ ッ トワ ーク構 想が 欠 くべ か ら

ざる もので ある と痛 感 され る。

次 に業 界 の手 に よる必 要 な情 報関 発 につ い て各 国 の例 をひ きなが ら展望 す る こと とす る。

(2)業 界 におけ る業務 情報 の創 生

企業 と して経営 上望 まれ る情 報 はい ろい ろ あろ うが、 各社 の製 品が どの部 門に、 どれだ け

供 給 され てい るか とい う、い わば 需要 分析 の 基礎 となる情報 、 しか もそ れ が定期 的 に統 計 化

され てい ると い う ことがそ の最 た る もので あ ろ う。

鉄 鋼 業 界で は この ニーズ に こ たえ るため 、 鉄鋼 の 最終使途 を追 求 する統 計 と して 、昭和

33年 に鉄 鋼用 途 別受 注統計 を開発 し、昭和39年 には これ を都道 府 県別 にブ レ ーク ・ダ ウ

ン した用 迩別 地域 別受注 統 計 を作 成 した。 この統 計 はその 源 流は ア メ リカ鉄 鋼協 会

(AmericanIron&StpelIn8titude-AISI-)の 需要 部 門別 出荷
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統 計 で あ ったが 、 これ を実 行 す るた めには参 加 メー カーの 信頼 と情熱 が 必要 とされ た。

これ は精 度 の 高い情報 を得 る ため には機密 保 持 に万全 の 注 意 をは らわ ね ばな らぬ とい うこ

と、そ して個 々の情 報作成者 がinputデ ーータva対 して あ くま で も責 任 を もつ とい うこ

とで ある。 そ のた め には また収 集 ・集計機 関 と して 中立 公平 で ある第 三者 の存在 が 必要 で あ

った。

こ う して鉄鋼 受 注統計 は 各社 か ら提 出され るデ ー タにつ い ては 、月別 にある係 数(こ れ は

集 計 担 当看 のみ しか知 って い な い)を 社別 に連 絡 し、 デー タ は これ を集 じた もの で報告 す る

とい う方法 に よ り、機密 の保 持 に留 意す る こ と と し、 また各 社 か ら送 付 され たデ ー タは 集 計

後 焼 却 す る とい うこ とで統 計 化 され た ので ある 。,

今 後 、企 業経 営 に資 す るデ ー タ開発 につい て は 、 この機 密 保 持 一 と くに個 々の企 業 に

つい て の 一 を如 何 にす べ きか とい うことはデ ー タ作成 側 、集計 側 に課 せ られ た大 きな課

題 で ある。

これ に関 して 学ぶ べ きは西 欧 諸国 におけ る業 界統 計の作 成 で あろ う。

西欧 各 国 と も鉄鋼 統計 の歴 史 は古 く、そ の発 生 は 地域 的 あ るいは業種 別 の 同業組 合 の作 成

す る もの にある とい える。 す なわ ち、 自分 達 の仲 間 がお互 い に数 字 を出 し合 い、 それ が 信用

につ なが って商売 を して い くとい ういわ ゆ る 自分 達 業界が 必 要で あるか ら統計 を とる とい う

思想 に もとつい て いる。そ して これが 発展 して鉄 鋼連 盟の よ うな全国 的業 界団体が 設 け られ、

あるいは政 府の 行政機 構が 拡 充 され て、 団体 も し くは政 府 の作 成す る全 国的統計 に発 展 して

きた もの といえ る。 した が って、そ の 内容 もそ の 国 の政治 経 済 や鉄 鋼業 のそ の と き どきの 必

要 に応 じて必要 な統 計が追 加 され各 国 ごとに独 自の発 展 を とげ、 いつ の 間 にか今 日の よ うな

姿 に な った とい うのが実情 で あ る。

統計 内容面 で は、 その 時代 の ニーズ を反映 し当初 は生産 中 心であ ったが 、最近 では 流通 統

計 、需 要産 業 の鋼 材 消費在 庫統 計 にそ の重点 が 移 され てい る傾向が み られ る。

統 計 の 作成 ・収集 ・集 計 ・発 表 は業 界内部 の相 互信頼 とい う一貫 した態度 でつ らぬ か れ 、

したが って統計 部局 の役割 は きわめ て高 く、 ア メ リカ等で は 企業 内に統 計専任 重 役 をお き、

そ の充 実 をは か ってい る。

また集 計 側 の団 体事務 局 に対 す る報告提 出側 、す なわ ち メ ーカーの信 頼度 は非 常 に 高 く、

法的 な強 制 力の ない 自主 的 民間 団体 へ の統計 提 出 は100%に 近 く、 また個 々の メ ー カー か

ら一 般 に公表 しない 企業 の 秘密 に属 す る よ うな情 報 まで報告 され てい る。 と くに フ ラン ス、

西 ドイ ツ におい ては 、 メ ー カ の 個 々 の 出荷 伝 票 ・受 注伝 票 がその まま 事務局 に提 出 され 、
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これ を情報 源 と して各 種 の 出荷 統計 、 受注統 計 が作 成 され て いる。

そ して 、さ らに これを 二歩 す すめ 、事務局 に 拾い ては各 社 の 伝票か ら全 国的 な統 計 を作 成

す る と同時 に、個 々の会社 別 に希 望 す る形式 に組 替 え て、そ の会 社の集 計 結 果 をサ ー ビス し

て いる 。す なわ ち社 内の集 計 業務 を団体 事務 局 で代 行 し、 しか もそ の豊 富 な情 報 源 を も とに

して、 そ の時 々のニ ーズ に合 った業 界情報 を提供 し うる体 制 が と られ て い る。

わが 国 に おいては 、業 界発 展 過程 の相 違か ら上記 の ような徹底 した情 報開発 は ま だ な され

てい ない が、そ の第1段 階 のデ ータ事 前処理 と して、業務 に マ ッチ した 多面 的 コ ー ド化 の統

一 が必 要 とされ、 コ ン ピ ュー タに よ る デ ー タ 処 理 を前提 と して、流通 部 門(商 社関 係)を

中心 に帳票 コー ド化 が進 め られ てお り、 この面 か ら逐 次体系 化 され てい くこ と と思われ る。

以 上一 例 を示 した ように業 界情 報 は 業界叉 は 企業 が 自己 のた め必要 とい うニ ーズ に立 脚 し

て創造 され てお り、そ れ だけ業 界 と して情報 価 値 の高 い もの が 要求 され てい るわけ で 、それ

に と もない情報 コス トも叉 高 い もの と なる。

そ して と くに業 界情報 な どは業 界外 の第 三者 へ の提 供 を 一 海 外へ の提 供 を含 め 一 個如

な る形 で行 な うか につ い て も併 せて検 討 され る べ き課 題 であ ろ う。

㈲ 鉄 鋼業 界 に おけ る情 報 シス テ ムの構 想

業 界 におけ るデ ータバ ンクに つい ては 、会員 を 中心 とした企業 及び鉄 鋼 諸 団体 への 情報 サ

ー ビス と同 時 に
、通産 省 をは じめ と しての関係 官庁 、鉄鋼 業 に関 連 を持 つ諸 団体 、金 融機 関 、

研究 所 等 との情 報ネ ッ トワー ク とい う二 面性 を も ってい る。

これ をふ ま えて昭和46年1月 の 日本鉄鋼 連盟 運 営委員 会k・よび略 事 会(会 員 会社 各 社長

を中心 とした集 り)に おい て 「鉄鋼 業 界の情報 化 の将 来 目標 」と してSIS(Steel

InformationSystem)の マス ター ・プ ランが 承 認 され た。 目下そ の具 体 化 につ いて準

備 をす すめ て いるが、 次 にそ の 大略 を紹介 す る。

SIS構 想 の 目的 は鉄 鋼 業 界 におけ るプ ラン ニ ングに用 い られ る情報 を的確 か つ迅 速 に処

理 し、 又それ を蓄積 し利用 の 高度 化 をはか ろ うとい うもの で、 それは また 業界 全体 の 情報 処

理 の 省力 化 、コス トの 削減 に もむす びつ くもの で ある。

目下 の ところは そ の手 は じめ として塩鋼 業 に関 連す る諸統 計 お よび これ 等 に関 す る海 外統

計 を収集 、整 備、 蓄積 して 「SIS(SteelInformationSystem)時 系 列統計

デ ー タ ・ベース 」を開 発 し、 統一 的 な フ ォーマ ッ トに よるデ ー タ ・フ ァイル と して 多面 的利

用 を図 る作 業が進 め られ てい る 。

その ほか 、順 次設備 情報 、 技術情 報 等の ドキ ュメ ンテー シ 。ン お よび検 索 利用 のシ ステ ム
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化 をは か り、 最終 段階 では 、 これ等 数 字情報 をバ ックア ップす る ドキ ュ メンテ ー シ 。ンお よ

び ラ イブ ラ リー機 能 に よ り、 「鉄鋼 業 界 におけ る総 合的 な情 報 セ ンター 」を 目途 と して いる。

一 方外 部 デ ータ(統 計 では 官庁統 計 、関連 業 界 統 計、 海外 統計 等、一般 情報 と して は

JETROの 海外 情 報 ・特許 情 報等)に つ い ては 各 情報 源 と協議 の うえ 、 可能 な限 り磁 気 テ

ー プに よるデ ータ入 手の ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの 実現 をは か り
、その業 界 サ イ ドで の利 用

とと もに 、業 界側 か らのデ ー タ供給 体制 も合せ て検 討 す る こ とと してい る。

また これ と併行 して、業 界 プ ラン ニ ングに必 要 なデ ータ開発 につ いて は 、随 時そ の ニ ーズ

に従 って システ ム化 をはか る こと も、 業 界に おけ る 情報 処理 機 能 として 欠 くべ か らざる もの

で、 これ は業 界 内め各委 員 会、 各団 体 事務局 の業 務 分析 を行 な うと同時 に、情 報 源 の 開発 、

そ れ に ともな う機 密 保持 等、 政策 的、 技 術的 な面 か らのつ め も必要 で あ ろ う。

●

θ
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第3章 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン トvak・け る技 術上 の諸 問 題

5.1デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト技 術 を め ぐ っ て

3.1.1序 文

(1)背 景

従来 の フ ァイル構 成 は、 ある タイプ の入 出力装 置 の物理 的特 性 に合 わせ て あるア プ リケ

ー シ ョン に必要 な デ ー タを処理 す る もの、 または その結果 生 ず る もの で あ る。

デー タの独 立 性 を論 ず る とき、 ア プ リケ ー シ 。ン側 か らみた デー タの論 理 構成(10-

gicalorga6ization)と デ ー タ ・ベ ース におけ る物理 構成(physicai

organization)を 区別 す る必要 が あ る。ここではア プ リケー シ 。ンプ ロ グ ラマから

構 造 を考 察 す る場 合 には、`フ ァイル構 成'と いい 格納 され たデ ー タの実 際 の配 列 を意 味

した い ときには'デ ータ構 成 ・とい う。

我 々の基本 的 概念 と用 語 の意 味 を図7に 示す 。 ファイル と格納 され た デー タ の正 確 な 関

係 を述 べ る こ とは 、 どの デ ー タ ・マ ネー ジ メ ン ト・シス テ ム で も基 本 的 な こ とで あ り、 こ

の関係 を図8で 示 す。

"過 去"に お いて は
、 デ ー タ ・マ ネー ジメ ン トとい う考 え はな か った。 ソフ トウエア で

行 な うこ とは装 置 操作 に限定 され、 フ ァイル構成 とデー タ構成 の区 別 はな され てな く、 デ

ー タ とフ ァイル の唯 一 の相 違 は多数 のデ ー一夕が 同一 ファイル に存在 す る とい うこ とで あ っ

た。特 定 の タ イ プの装置 とア プ リケーシ ・ン・プ ログ ラムに対 して最 も適 した デ ー タ構成 を

設計 して いた。 す な わ ちデ ー タ構成 に対 してプ ログ ラマが詳 細 な知識 を もち これ をア プ リ

ケ ー シ 。ン ・プ ロ グ ラムの設計 と作 成 に反 映 さ せていた 。

従 って、 プ ログ ラム ・デ ータ お よび記 憶装置 は完全 に密着 した もの で ある。 このた め デ

ータ を他 の プ ログ ラムで そ の まま使用 す る場 合 には非常 な困難 を ともな い 、 また デ ー タ構

成 のわ ず かの 変更 は、 この デー タ を利用 してい る プログ ラムを再 コーデ ィング 、再 コンパ

イル 、再 テス トす る必要 を招 い た。

デ ー タ を効率 よ くアク セス す るため に は、特定 の サー チ'ア ル ゴ リズ ム、 す な わ ち、 シ

ーク ェン シ ャル ・ア ク セス か又 は1つ の キー に よるダ イ レク ト ・ア ク セス に限 られ て いた。

多 くの デ ー タ につ いて次 の こ とが言 え た。

必 要 と しな い フ ィ「ル ドを含 ん で いた・り(他 の ア フ'リケ ー シ 。ン に よって必要 とされ る

こ と もある とい った 理 由で)、 必要 な フ ィー ル ドがなか った り、 必要 とす る順 序 で構 成 さ
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れ てい ない ことな どが ある。各 ア プ リケー シ 。ン毎 に適 正化 を考 える立場 を とる と、 必然

的 に、 これ らの問 題 の解決 策 と して、"多 くのア プ リケ ー シ 。ンが同 じデ ー タを使用 しな

い,,

"現 在"に おい て デ ータ ・マネ ー ジ メン トは
、通 常 の10CS(1/0コ ン トロール

シス テ ム)と 限定 さ れた デー タベ ー ス を援 助 す る ソフ トウ ェア より成 ってい る。10CS

レベ ル では 、フ ァイル構成 とデ ー タ構 成 の 区別 が ある。た とえ ばア プ リケー シ ョン ・ プロ

グ ラマは フ ァイル を 固定形 式 カー ドイ メー ジの連 続集 合 と して眺 め、 デ ー タ構 成 か らデ ー

一 夕を眺 め る と、 複 数個 の ボ リュー ム上 に格納 され るブ ロ ッキング ・レ コー ドか ら構 成 さ

れ てい る とい う具 合 に区別 してい る。 ブ ロ ッキ ング/デ ブ ロ ッキ ング お よび エ ン ド ・オ ブ

・ボ リュー ム(EOV)処 理 を行 方 うソフ トウエアが ア プ リケー シ 。ン ・プ ログ ラム と区

別 で きる ことは僅 で は あるが デ ータの 独立 の一 種 で ある。

"

情 報
フ ァイル

構 成
デ ー タ

タ

成

一デ

構
ス トーレッジ

情 報

デ 一 夕

ス トー レ ッジ

デ 一 夕 構 成

フ ァイル構 成

図7構 成 の基本 概 念

定められた規則により、データに付与された意味

意味が付与される表現

データを格納、保存、検索することのできる装置

デー'タ構造 とス トーレッジ構造間の対応関係

情報構造とデータ構造間の対応関係

■

、
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フ7イ ル

フ ァイル

ー

デ 一 夕

口
≡ ヨ

ファイル

ー

デ 一 夕

デ ー 多 毛 ット フ ァイル デ ー タ セ ッ ト

ロ
Eヨ ≡ ヨll

フ7イ ル デ ー タ ベ ース

過 去

現 在

図8フ ァイル とデ ータの関係

将 来

ブ ロ ッキ ング ・フ ァク タ、 また は ボ リュー ム数 を変 え る こ とは アプ リケ ー シ ョン ・プ ログ

ラム に影 響 を与 え な い。

現 在 のオ ペ レー テ ィング ・シス テム とコンパ イ ラはデ ー タの独立性 とい う点 で、 いろ い

ろな レベ ル の もの が ある。 これは総 て種 々の制 限 が あ る。

機 能 の点 か ら眺 める と、次 の3つ の レベル にな る。

①DOSに より例証 され てい る よう刀1/0コ ン トロール の レベ ル。

ソフ トウエ ア はチ ャネル と装 置の使 用 を制 御 し、 エ ラー修正処 理 、 レベル 処理 、シ ン

ボ リ ック装 置 のア ドレ ッシング、 エ ン ド ・オ ブ ・ボ リュー ム処理 お・よび種 々の アク セス

方法 を用 意 してい る。
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②OS/360に より例証 され てい る'ような デ ー タ ・セ ヅ ト ・コン トロール のtZベ ル 。

ソフ トウエア は ダイ レク ト ・アク セス 装置 に対 す る処 理能 力 とデ ー タ ・セ ッ トの カタ

ログ処 理 を持 って い る。 この レベ ル では デー タ ・セ ッ ト保護 と装 置 か らの独立 性 とい う

点 で、DOSよ り進ん で い る。

③CISSk・ よびIMS/360に よ り例証 され てい る ようなデ ー タ ・セ ッF・ コン ト

ロー ルの レベ ル 。

ソフ トウエア は冗長 性 を除 くこ とお よびア プ リケー シ 。ン間 に おい て、デ ー タを共有

す る機能 を持 ってい る。 この レベ ルで は 、 フ ァイルが デ ー タ ・ベ ース のサ ブ セ ッ トで あ

る と して、 よ り明確 に フ ァイル構 成 とデ ー タ構 成 を区別 してい る。

(2)傾 向

デ ー タ ・ベ ー ス を援助 す るた めに は"フ ァイル 構成 とデー タ構成 を分離"す る こ とが 必

要 で ある。将 来 、デ ータ ・ペ ースの構 成 に関係 な くア プ リケ ーシ 。ンか ら要求 され る情 報

に対 して 、フ ァイル とい うもの を定 義 で き る よ うに すべ きで あ る。

'要 求 された情 報 に よ リフ
ァイル を定義 す る こ とは 、ス トー レ ッジ上 のデ ー タ配列 に関 し

て でな く、実 世界 での対象(object)と 関係 か ら成 る1つ の"わ く"を 作 る こ とで あ

る。 デ ー タ ・ベ ー スで利 用 で きる情報 に限定 す れ ば 靴対 象 の集 合"お よび、"こ の対 象 に

必要 な事 実(fact)"よ リフ ァイル を定 義 で き るで あろ う。 これ らの事実 は、他 の対 象

と、要求 され る事 実 との 関係 な どを含 む。例 え ば、部 品B、Cで 、組立 部 品Aが 作 られ る

とす る と

⑬ ⑧ ・… 係… 加一 ・がそれぞれ何個必… か・敵 する艶

また、 そ うい った 対象 を特 徴 づけ る事実 を表現 す る こ とに よって対 象 のサ ブ セ ッ トを選

ぶ こと も可 能 にす べ きで あ る。 さ らに 、情 報が 必要 とされ る順番 と形式 を指定 す る必要 が

あ る。

これ らの要求 は、 サ ーチ とデ ー タ ・ベ ー ス構成 に対 し特 に意 味 が あ る。 第1に 、デ ー タ
　

構成 か らデ ー タ ・ア ク セス を区別 す る ことが必 要 で ある。従 来 、特 定 のア クセス 方 法 に対

して特 別 にデ ー タ構 成 を設計 す るのが な らわ しで あった。 例 えば、 現存 のOSの 種 々の ア

ク セス 方法 は該 当 す るデ ー タ構 成 で のみ使 用 す る こ とが で き る。

この こ とに関 してMealyが 次の よ うに言 ってい る。ttデ ー タの構造 と記憶 の構造 間 の
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対 応 、我 々は これ をデ ー タ構 成 と呼 ぶ。 これ に よ リデー タ ・アクセス ぎ可 能 に な るが 、 こ

れ 自体 はア ク セス で はない 。 アク セス とは デ ー タに対 す る処 理で あ リデ 一 夕 自体 で は な い。

一 般 に、異 な った プ ロシ ージ ャは異 なった 方法 お よび順序 で同一 デ ー タを アク セス しよ う

す る。

デ ータ ・ア イテ ム の取 り出 し(fetch)と 格納 の順 序 は、デー タ構成 とは独立 で ある

(独 立 で なけ れば 左 らな い)。"

ダ イ レク ト・アク セス に対 して は、 キ ー と して 特定 の フ ィール ドを示 し、 そ の フ ィー ル

ドの値 に基 づ い てサ ーチ を容易 にす るた め にデ ー タを配列 す るのが 一般的 で ある。例 え ば

ダ イ レク ト ・ア クセ ス方法 で は、 デ ー タの配 列 は、 キー 変換 アル ゴ リズ ムに より決 め られ

る。 イ ンデ ックス ・シー ク ェ ンシ ャル ア ク セス方 法 で は、 データ は キー ・フ ィール ドの コ

レー テ ィング値 に従 って配 列 され る 。いず れ もデ ータへ の有 効な アク セス は 、1つ の キ ー

・フ ィール ドを通 じての み可能 で ある。 将来 、 どん な フ ィール ドで もサ ーチ ・キ ー とな る

可能 性 が ある。

デ ー タ ・ペ ース が 実世 界 に おい て役立 つ情 報 を表 現す るな ら、そ の時 、 デ ータ ・ベ ー ス

は、 その世 界 の い くつか の繁雑 性 を反映 しなけ れ ばな らない。

我 々が デー タ ・ベ ース を部 品、 製品、 倉庫 、組 織 、人 、 発注オ ーダ、 購入 オーダ 、製 造

オ ーダ な どの ような対象 の集 合 につ いて の情報 の表 現 とみ るなら、 これ らの対 象 の集合 間

に多 くの複 雑 な 関係 が ある とい うこ とは 明 らか で ある。

デ ー タ ・ベ ース は 対象 の表現 、 対象 につ いて の単 純 な事 実 と構造 的事 実(つ ま り、 対 象

間 の 関係 の表現)を 含ん で い なけ れ ばな らない。

構 造 は 明 らか に複 雑な グ ラフ で ある。実 際 、 部品 の よ うな対象 の単 一 集合 間 の 関係 も複

雑 な グ ラ フで ある。

バ ッチ処 理 方法 では、 デー タは 、各 ア プ リケー シ 。ン ・プ ログ ラム の実行 前 に準 備 され

る のが普 通 で ある。 ラン中 に、デ ー タの 選択 、 マ ー ジ及び ソー ト'を行 な って やる の で、 デ

ー タ の任 意 の 集合 に対 して
、複 雑 な構造 を持 つ 必要 はない 。実際 に総 合 関係 の複雑 な構 造

は 、単純 な個 々の 構 造 にお と して表 現 で きる。

各 ア プ リケ ーシ 。ン ・プ ログ ラ ムは、互 い に分離 ・区別 された い くつか のデ ー タ集 合 と

い う形 で 、そ れ 自身 の フTイ ル を有 す る。 もちろん そ の とき、デ ー タは重 複 した形 で存 在

す るの で 、デ ー タの統合 性(dataintegrity)ま たは フ ァイル ・メ ンテ ナ ンス 上

の欠 陥 が 生ず る。 これは大 きな問 題 で あ る。 しか し、 バ ッチ処 理 に おい て は、 この問 題 は

一107一



連 続 的 な実行 ス ケジ ュール を うま く行 な うこ とで解決 で き るσ異 方 った種 類 の入 力が ラン

ダ ム に入 って来 る ような場 合 で は、 バ ッチ処 理 の よ うな方法 は適用 で きない 。問 い 合 わせ

(inquiry)と トランザ ク シ 。ンが 発生 す るつ どに処理 す るの で あれば 、フ ァイル を

各 実 行以 前 に用 意す る こ とは で きない し、 デ ー タの重複 に よって生 ず る問題 は 、連 続 的 な

ス ケ ジ ュール に よって解 決 で きな い。 よって 最小 の冗長 性 で最大 の 関係 を表 現す るデー タ

Cベ ース を設計 す る ことが必 要 にな る。 設 計 は、全 ての ア プ リケー シ 。ン の フ ァイル を統

合 す る こ と、及 び共 通 な情報 を くく り出す ことと して考 え られ る。 この 結果 、統 合 デ ー タ

・ペ ース(integrateddatabase)と 呼 ばれ る もの を得 る こ とに な る。

デ ー タの独立 性 、サー チ及 び統 合 デ ー タ ・ベ ースの イシ ュは、非 常 に高 い相 関 関係 を持

って い る。

デ ー タの独立 性 の 目的 の1つ は 、 プ ログ ラム ・メンテ ナ ンス効率 をあげ て統 合デ ータ ・

ベ ースを 発展 させ る ことで ある。 デ ー タの独 立性 は、 ア プ リケー シ 。ン ・プ ログ ラムが

byname式 にデ ー タを参照 す る とい う意 味 で あ り、サ ー チは、 シス テム機 能 に よって

行 な われ る。 この機 能 を実行 す る こ と又 は、 デ ー タの統 合性 とデ ー タの 機 密保 護 を提 供す

るた めに 、 シス テ ムにお いて フ ァイル 構成 とデ ータ構 成 のマ ッ ピングが 、 フ ォーマ ラィズ

(形 式 化)さ れ なけ れば な らない 。現 存 す る プ ログ ラムの プ ロシー ジ ャの ス テ ップの中 に

入 れ られ てい るデー タにつ い て の知識 をシス テム ・レベ ル にお いて もイ クス プ リシ ッ トな

もの に しなけ れ ばな らな い。更 に、 デ ータ ・エ レメン ト間 の関係 を形 式的 に記 述 しなけ れ

ば な らな い。

有効 なデ ー タ ・ベ ース を設計 す る には、 オペ レー シ 。ナル ・デ ー タ(operational

data)に つい て矛 盾が な く首尾 一 貫 した適 切 な概念 に基 づ い て行 なわ なけ れ ば な らな い。

今 日、我 々は 、"オ ペ レー シ 。ナル ・デ ー タの理論"を 持 ってい ない ように 思 う。 しか

し、 その ような理 論が 発展 しつ つ あ る と信 ず る。

理論 を より明 確 にす る には システ ム構 造 を示 す ことが 必要 で ある。 これ は設計 でな くて

単 に我 々が デ ー タにつ いて 話す と きの前 提概 念 で ある。 こ こでは↓バ ッチ処 理 、 トランザ

ク シ 。ンむ よび 対 話処 理 を一 諾 に集 めた マル チ タスク ・シス テ ムを想 定 す る。

もち ろん 、 この シス テ ムは共 通 の デー タ ・ベ ース とオ ン ライン を主体 として使 う。 どん

な コン ピ ュー タ を中心 と した シス テム で も、 シス テ ムの主 な要 素 はハ ー ドウエア 、人 、規

則 、 プ ログ ラベ お よび デー タ で ある。

一108一

●

●

a

ウ



●

■

●

◆

デ ー タの主 な ク ラス お よび プ ログ ラム とデ ータの 関係 を図9に 示 す。

ター ミナル ・マ ネ ジメ ン ト機 能 は 次の如 くで ある。

(1)ラ インの コン トロール

(ii)メ ッセ ージ のキ=一 ーイ ング(queuing)と ル「 チ ング(routing)

(iii)ロ ー カル/リ モ ー ト ・ター ミナル装 置 の コン トロール

処理 プ ログ ラムは次 の こ とに対 して責任 を持 つ:

(i)入 力デ ータ の解釈

(ii)フ ァイル更 新 また は検 索要 求

(iii)出 力 デ ータ の構成

デ ー タ ・ベ ニス ・マネ ー ジ メン ト機 能 は 次の事 を行 な う:

(i)デ ー タ と独 立 な ファイル の要 求 に対す る解 釈/サ ーチ

(の デ ー タ ・ベ ース の ¶作成/メ ンテナ ンス/利 用"の 制 御

デ ー タ ・ベー スは 、 あ る企業 のア プ リケ ーシ 。ン ・シス テ ムに使 用 され る格納 され たオ

ペ レー シ 。ナル ・デ ー タ をす べ て集 めた もの と定義 す る。

他 の

デ ー タ

入 力 デ ー タ

現 存 の デ 一 夕
マ ネ シ メ ン』ト

タ ー ミ ナ ル
マ ネ ジ メ ン ト

デ ー タ ・ベ ー ス

マ 不 シ メ ン ト

デ ー タ ・ペ ー ス

図9シ ス テ ム 構 成
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オ ペ レーーシ 。ナル ・デ ー タは企業 の実体 につ いて 、 あ る情 報 を表 わす 。 つ ま り、 いつ で も

この デ ータは入 力 デ ー タ、 出力デ ー タ、 プ ログ ラム、 お よび他 の タ イプの デ ータ とは区別

され て いる。

デ ー タ ・ベ ース の 情報 の 内容 は、 二次 ス トーレ ッジの ボ リュー ムに格 納 され て いるデ ー

タ で、か つ プ ログ ラムの機 能 に より引 き出せ るデ ータ で ある。

出力デ ー タはデ ー タ ・ベ ー スの情 報 の内 容 を知 らせ る答 と報告 で ある。入 力デ ー タは 質

問、 プ ロシー ジ ャ、 トランザ ク シ ョンを表現 す る もので あ る。 トランザ ク シ 。ン ・レコ ー

ドはデ ー タ ・ベー ス の部 分 にな る こ ともで きる し、 又 、デ ー タ ・ペ ース のデ ータ を変化 さ

せ る こ ともで き る。 ¶他 のデ ー ダ としては入 力デ ー タ の キ ュー、一 時 フ ァ イル、 専用 フ

ァイル 、 ログ フ ァ イルな どが ある。

3.1,2オ ペ レー シ ョナ ル ・デ ー タ

(1)実 体(entity)と 属 性(attribute)

オペ レー シ 。ナル ・デ ー タは企 業 に おけ る実体 につい て の デ ィスク リー ト ・アサ ー シ 。

ン(discreteassertion)を 表 現 した もので ある。

我 々は これ らの デ ィス ク リー ト ・ア サー シ 。'ンを"事 実(fact)"と 呼ぶ 。事 実 の

例 としてはtt社 員 コー ド528671で あ る従 業 員は ジ 。ブ ・タ イ トル がア ドバ イザ ・プ ロ

グ ラマ で ある"が ある。そ の よ うな事実 は こ こにみ られ る ような文 章形 式 で な くて、 コー

ド形 式 で表現 され る オペ レー シ 。ナル ・デ ー タの典 型的 な もの で ある。

また 、同 じタ イプ の事実 が 同 じタイ プのす べ ての実体 に対 して記 録 され 得 る典型 的 なオ

ペ レー シ 。ナ ル ・デ ー タで もある。例 え ば、各 従業 員 は 自分 自身 の ジ 。ブ ・タ イ トル を持

ってい る。

一 般 に
、 我 々は オ ペ レー シ 。ナル ・デ ー タにつ い て論ず る と き、'実 体"と い う語 を使

用 す る。実 体 とは人 、場所 、 ま たは物 で ある。物 は有 形無 形 どち らで あっ て もよい し、 こ

れ は事 実(event)、 ク ラス(cIass)、 お よび 関係(relationship)の よ う

な物 を含 む。実 際 、実体 は事 実 を記録 す る もの にす ぎない の で、 いか な る もので も実 体 に

な り得 る。 いか な る対象(object)が 実 体 と して定 義 され るか は 与 え られ た デー タ ・

ペ ース の 目的 に依 存 す る。

実体 集 合(entityset)は 同種 の 実体 の集 ま りで あ る。 す な わ ち 、同 種 の特 性

(property)を 持 つ物 の集 合 で ある。 例 と して 、部 品の集 合 、k・客 の集合 、製造 オ ー

ダ ーの集 合 左 どが あ る。実 体集 合 の考 え方 は統 合 デ ー タ ・ベース に関係 してい る。例 え ば
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給与 実体 集 合 とは いわ ない で 、む しろ、給 与 計算 に関 しての事 実 を記録 す る従 業員 の

集 合 とい う。 これ らの事実 のい くつ か に、従 業員 につ い て他 の事 実 を加え た もの は教 育 ・

人 事 ア プ リケー シ 。ンに利用 で きる可 能性 が ある。給 与実 体 集合 とい うな ら、給与 と呼 ば

れ る対 象 の集 合 につ い ての み事 実 を記録 した とい う意 味 で あ る。

デ ー一夕 をみ る場 合 、少 な くとも3つ の領 域 か らみ る ことが で き る。 次 にそ の3つ の領域

を示・す。

(i)現 実 の世 界

① 現 実 の世 界 に つい ての 思考 ・ア イデ ア に関す る もの で 、人 の心 に存在 して い る もの

⑩ 紙 面 ま たは い くつ かの他 の ス トー レ ッジ上 の記号

こ こで上 に掲 げた3つ の領 域 の呼 び方 を以 下 の左 の よ うに し、 そ れ を参 照 す る と きに使

用 する言葉 を右 に示 す 。

(1)現 実(reality):"実 体"と"特 性"

(ii)情 報(information):"属 性"ど 値"

aii)デ ー タ(data):"デ ー タ ・エtZメ ン ト"と 「tデー タ ・ア イ テ ム"

定義 に よ り、"特 性"は 現実 の世 界 の あ る もの、 つ ま り、実体 の特 性 で あ る。'属 性"

は現 実 の世 界 につ い て思考 した もの で ある。つ ま り、特性(property)の ク ラス で あ

る。 実体 が ある特 性 を持 つ とい うことは、実 体 の ある属性 が ある値 を持 つ とい う意 味 で あ

る。例 えば、 部 品 の色 が赤 であ る とい う ことは、 そ の属 性 で ある色 の値 が赤 で ある とい う

こ とで ある。デ ータの領 域 で、 この情報 を示 す た めに、 そ の デー タの1つ の 解 釈 が 、値

"赤"を 生 じる ような色 の属 性 に 対応 す るデー タ ・エ レメ ン トが なけれ ば な らな い
。 端的

にい うと、 デー タ ・ア イテ ムは値 を現 わ し、値 は特性 を現 わす。 しか し、一 般 的 な説 明 を

これ らの表 現 に あて はめ る と、 デ ー タ ・アイテ ム はデ ー タ ・エ レメ ン トと、 値 は属 性 と、

k・よび特性 は実 体 と各 々結 び つけ られ 方け れば な らkい 。 これ を図10に 示 す。

実際 、 我 々が持 つ もの は属性 値(attributevalue)で ある と考 え て、情報 の領

域 におけ る実 体 を考 え る。 す なわ ち、各 々の実体 集合 には1つ の属性 が 関係 づ き、 この属

性値が この実 体集 合 の各 々の実 体 と1対1の 関係 が ある と考 え る。

この よ うな属性 を"恒 等的 属性(identityattribute)"と 呼 び、 そ の値 を

tt実体 表示(entityidentifier)"ま た は"一 意 表示(uniqueidenti-

fier)"と 呼 ぶ。
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図10デ ー タに つい ての3つ の領域

(2)デ ー タ ・マ ツ ブ(DetaMap)

集 合 の 要 素 間 の 関 係(reIationship)と 対 象 の 集 合 とい う観 点 で オ ペtZ・ 一シ 。ナ

リ　

ル ・デ ー タを考 え てみ るn2つ の集 合 の要 素 間 の対 応 一"関 係(relation)一 を

中心 に話 を進 め よ う。

情 報 の領域(2.1に 既述)に おい ては 、属 性 につい て の集 合 を考 え るの で あ り、集 合 の

要 素は 属性 値 で あ る。1組 の集 合 を取 る と、 そ の一 方 の集 合 は恒等 的 属性 で ある。

た とえ ば、部 品 コー ド3265の 在 庫量 が800と す る と:

・ 部 品 コー ドとか在 庫 量 とい うのは属性 で あ り、3265と か800と い うのは 属 性 値 で

ある。

・ 一方 の集 合 は 、恒 等的 属性 で ある(こ の例 では部 品 コー ド)。

・ 明 らか に他 の 関係 も存 在 す る。 この例 では、他 のすべ ての部 品の在 庫 量 がそ れ で ある。

2つ の集 合 の要 素 間 の関係 を一 般 的 に述 べ るた め"マ ツブ(map)"と い う用 語 を使 う。

レ
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そ うす る と次の よ うな言い まわ しが で き る。 部 品 コー ドの集 合か ら在 庫量 の集 合 へ の マ ッ

プ言 々。

こ こでtt集 合Aか ら集 合Bへ の マ ップ"と い うこ とを"A→B"と 書 く。A→Bの 意味

は、Bに お け る値 をAに お け るア ーギ ュメ ン トに関連 づけ る。

集 合AとBは 同一 の集 合 で あって もよ く、 ま たそ れぞれ 男1掴の集合 で あ って もよい 。集

合 の1つ は恒 等的 属性 であ り、そ の他 の集 合 は 、そ の同一集 合 に関連 した属性 で あ る。

この よ うなマ ップ を特 に"デ ー タ ・マ ップ"と 呼 ぶ。簡 単 なデ ータ ・マ ップを 図11に

示す 。

⑨

性属

値

'THING#

●

◆

1549

1648

1985

2003

2116

2237

2345

2563

2677

●

性属

値

CLASS

図11単 体 か つ非 構 造 デ ータ ・マ ップ

AIpha

Beta

Gamma

Delta

●
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(3)チ ー タ構 造

デ ー タ ・ベ ー ス構 成 の問題 はデ ー タ ・マ ップ の定 義 、表 現 、格納 、 お よび メ ンテナ ンス

の処 理 と してみ る こ とが でき る。

デ ー タ ・ベ ー ス構 成 の第一 段階 では、"い か な るデ ー タ ・マ ヅプが必要 とされ るか"と

言 うこ とを決 め る こ とで ある。 しか し、 デ ー タ ・ベ ース の任 意 の開 発時 点 に お いて、"そ

れか ら後 の全 段 階 に対 して、 いか な るデ ー タ ・マ ップが要 求 されて くるで あろ うか"を 予

測す る こ とは不 可 能 で あ る。

した が って デ ー タ ・マ ップは、追 加 、 削除 、 お よび再定 義 され る と考 え るべ きで あろ う。

さ らに要 求 と リソース を変え る ことはデ ータ ・マ ップ を変 え る ことにな る。"デ ー タの独

立性"は 現 存 の ア プ リケ ーシ 。ン を最少 限 の修 正 に と どめる。我 々 はデー タ ・ベ ース構 成

にお け るデ ー タの独 立性 問題 につい て最 後 で ふれ る。

{'デ ー タ ・マ ップ"は 関 係 につ いて議 論 す る方 法 で ある。"関 数"と い う用 語 を使 っ て

も関 係 に つい て議 論 で きる。 古典 応用 数 学 では 、興 味 あ る多 くの 関数 は実用 目的 に対 し

て 関数 を定 義 す る あ るア ル ゴ リズ ム に よっ て近似 す る こ とが 出来 た。

しか し、 他 の分 野 におい て、実用 的 な多 くの 関数 は(従 業 員 と給 料 の対応 の よ うな一 般

的 に興 味 の ない もの な ら)各 ア ー ギ ュメン ト値 とそれ に対応 す る関数値 の完 全 な リス トに

よって のみ示 す ことが で きる。 この よ うな 関数 は"偶 然 的 関数(fortuitousful1-

ction)"と 呼 ば れ る。

偶然 的 関数 の解 析 に適用 可能 な基 本 的 なア ル ゴ リズ ムは ア ーギ ュメ ン ト ・リス トのサ ー

チ で あ る。 つ ま り、 選択 され るア ー ギ ュメ ン ト値 を決 めるた めの ア ーギ ュメ ン ト ・リス ト

と、与 え られ る ア ー ギ ュメン トとの比較 で ある 〔4〕 。

デ ー タ ・ベー ス構 成 にお いて は、"興 味 ある多 くの関数 は偶 然 的関数"で あ る。 この よ

うにみ て くる と、他 の可 能性 を無 視 して、 デー タ ・マ ップ をア ーギ ュメ ン ト値(argu-

mentvalue)と 関数値 の リス トと してみ る ことが でき る。

目的 は2つ の 属性 の値(す なわ ち、 アー ギ ュ メン ト値 と関数値)間 の関 係 を表 現す る こ

とであ る。

tt関 係 とい うの は2つ の属性 値 を与 え る ことに ょ り完全 に指定 され る"の で
、我 々 は次

一一 の一 連 の4つ の デ ー タ ・ア イテ ムか ら事実 を表 現 す る こ とがで きる。

・ 恒 等的 属性 名(identity-attributemame)

・ 実 体表 示(entity-identifier)
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・ 他 の属性 名

・ 属 性 値

これ は処 理 プ ログ ラムに情報 を提 供 す るた めには悪 い形 では ないが 、 明 らか に、 つ れ は

デ ータ ・ベ ース を構成 するた め には効果 的 で ない。 よって、 第1に 、我 々 は次 の よ うに し

て話 を進 め て行 く。

・ 実 体 集合 ご とに事実 を組 み分 けす る

・ 恒 等 的 属性名 を取 り除 く

そ うす る と1つ の属性 名 が2つ の属性 値 間 の関係 を分 類 す る一連 の3つ の デ ー タ ・ア イ

テム を持 つ ことにな る。

・ 実 体表 示

・ 属 性名

・ 属 性値

この形 で表 現 さ れ る情報 はq関 連 あ るデ ー タ ・フ ァイル"〔1〕 と呼 ばれ て来 た。 そ れ

は多 くの別 々の事実 が ほ とん どの実体 に対 して記 録 され る オペ レー シ 。ナル ・デ ータの 典

型的 な もの とな る。

それ ゆえ、我 々は次 の よ うにす る:

・ 事実 の タ イプに よ り上 述 の3つ を組分 け して 、

・ 属 性名 を取 り除 く。

そ うす る と次 の2つ の値 が 残 る:

・ 実 体 表示

・ 属性 値

実 体表 示 と同 じ順序 で組 と宏 って いる集 合 を置 く ことに よ り、 我 々 は実 体表 示 の全 関係

を くく り出す こ とが で きる。

この 構成 の 結果 が図12に 示 され てい る。

我 々の直 接 の 目的 は、 デ ータ構 成 の主 な タイ プ を識 別す る ことで ある。 図12の マ ト リ

ックス は 、 デー タ構 成の 図 で ある。 この マ トリックス に示 されて い るデ ー タ構 成 の タイ プ

は 「tレギ ュ ラ ・デ ー タ構成"と 呼ば れ る。 その構成 を さ らに具 体的 に した もの が図12に

示 され て いる。

しか し、 図12の マ トリ ックス は どの よ うに して この構 造 をス トー レ ッジ に写 像 す るか

とい う方 法 を示 して いな い点 で論理 的 な図 で あ る。
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我 々 は この よ う左構造 を'実 体 レ コー ド集 合(entityrecordset)"と して

み る。 この マ トリックス か ら、特 別 なデ ータ構成 を指定 す る こ とが で きる。 つ ま り、1つ

以 上 の デ ー タ ・セ ッ トの内容 と構 造 を指 定 す る こ とが で きる。

∀

例 え ば 、値 が次 の よ うなデ ー タ ・ア イテム に よ り表現 され る と考 え よ。

・ マ トリックス の1行 の全 ての デー タ ・ア イテ ムが 格納tZコ ーードを構成 し、

・ 決 め られ た個数 の レコ ー ドが1ブ ロ ック を構成 し、

・ 全 ての ブ ロ ック が1つ の デ ーータ ・セ ッ トに含 まれ る。

我 々 はデ ー タ ・エ レメン トが 同種 で ある と仮定 しカ いで、 プログ ラ ミング言 語 に おい て

通 常 定義 され てい るマ トリック ス の意味 では ない。 しか し、各 列 が同種 で あ る と仮 定 し よ

う。 い いか え る と、我 々は1つ の属 性 につ き、1つ の 固定長 デ ー タ ・エ レメ ン トを仮 定 す

る。1つ の実体 に対 して一定 数 の属 性 を結 び つけ る と した な ら、 これ は固定 長 レコ ー.ドを

与 え る ことにな る。 この こ とはス トー レ ッジ とデ ー タの両方 の管 理 を容易 に す る とい うこ

とで大 きな簡 素化 で ある。 後 で この仮 定 が適 当 で あるか ど うか を調べ る。

図13の マ トリ ックス は別 の方 法 で ス トー レ ッジへ写像 す る ことが で きる。我 々は横 に

マ トリックス を分 割 す る。 そ して い くつか の レコー ドをま とめ てデ ー タ ・セ ッ トにお き、

残 りの レコ ー ドを他 のデ ー タ ・セ ッ トに お く。

我 々が この よ うに した い理 由は 、最 も良 く使 用 さ れ るレ コー ドを組 に した いた め で ある。

マ ト リックス をス トー レッジに写像 す る他 の方 法 は、 縦 にマ トリック ス を分割 す る ことで

ある。 そ してい くつ か の属 性 の値 を1つ の デー タ ・セ ッ トに置 き、残 りの属性 の値 を他 の

デ ー タ ・セ ッ トに置 き、残 りの 属性 の値 を他 のデ ー タ ・セ ッ トに置 く。 この よ うにす る理

由 と して は、属性 値 の うちの い くつ か だけ を必 要 とす る特別 なバ ッチ ・ア プ リケ ー シ 。ン

に最 適 に な る よ うに す るため で あ る。

我 々の デ ー タはセ ル フ ・デ ィス ク ライ ビング(seIf-describing)で な いの で

(つ ま り、属性 名 とデ ー タ ・タ イプ の記述 を含 んで な い)、 相違 な る属性 の値 は、 デー タ

・セ ッ トの各 レ コー ドの中 に同一 順 序 で配列 す る こ とが必要 で あ る。 この考 え 方 は実体 と

レコー ド間 の結 合が 実体 表示 に より各 々格 納 され て い るレコ ー ド中に表 わさ れ てい るの で、

これ らの レ コー ドの配列 の順序 に対 して適 用 す る必要 は ない。 マ トリック ス を2つ 以上 の

デ ータ ・セ ッ トに縦 方向 に分割 す るな ら、実 体表 示 が全 デー タ ・セ ッ ト中に現 われ る よ う

に しなけ れ ばな らない。
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も

●

属 性

A・A・,・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ■'・Am

EIV1
,1V1,2V1,m

E2V2
,1V2,2V2,m

●

●

●

●

■

●

実体 ・

■

:

:

:
E・V・

,・Vn・V。,m

図12レ ギ ュ ラ ・デ ー タ構成 の基本 形

THINGと い う実体 の 属性

THING#NAMECI、ASSSTATUSCOLORDATA

11549

11648

11985

12003

12116

12237

12345

12563

12677

JoeBetaOutRed122032

SamAlphaOutBlueo81352

BobAlphaInWhitelo-1547

RayGammaOutRedO12853

JimBetaInGreenO42939

JoeDeltaInBlackO81148

MaxGammaInWhit122032

JimBetaOutYellowlr1140

1rvDeItaInBlueo33045

図13レ ギ ュ ラ ・デ ー一夕re成 の 具 体 例
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(4)デ ータ ・リク エス ト

つ ぎに、オ ン ライ ンでの 問合 わせ と更 新 に対 す るデ ー タ ・バ ンク を設 計 す る場 合 の問題

につ い て調 べ る こ とにす る。 これ を端末 ユ ーザ の観 点 か らで はな く、 デ ー タ ・ベ ース ・マ

ネ ジメ ン トの観 点か ら行 な うこと とす る。

デ ィス プ レイ に適 したデ ー タ構造 は、必 ず し もス トー レ ッジに適 した デー タ構造 とは言

え ない。 任 意 の複雑 な構造 は、 要素 の重 複 を認 め る こ とに よ り、 より簡単 な構 造 に変 形す

る こ とが で きる。

これ はデ ータ のデ ィス プレイ に適 当 で あるが 、ス トー レ ッジに 即 して考 え た場 合不 適 当

で ある。 デ ー タ ・ベ ース ・シス テ ム にお いて 、Raver〔7〕 が指 摘 してい る ように、 デ

ー タは 次 の3つ の異 なった レベ ル で考 え られ る。

(i)エ クス ターナ ル(external)

([i)イ ン ター ナル ・ロジ カル(intemallogica1)

Oil)イ ン ターナル ・フ ィジカル(internalphysica1)

我 々は 、 イ ンタ ーナル ・ロジ カル の レベ ル を フ ァイル構成 と呼 び、 イ ン ターナ ル ・フ ィ

ジ カル の レベ ル をデ ー タ構成 と呼 ぶ 。 エ クス タ ーナル の レベ ル につ いて は こ こでは省 く。

ユー ザ に とって は簡単 な 問合 わせ の よ うに思 われ る こ とが デ ー タ ・ベ ー ス'マ 不 シ メ

ン トの観 点か ら見 る と複 雑 な要 求 で ある。 た とえ ば、"免 税 者 で あるが 管理 者 でな い従業

員 を数 え よ"と い う様な複 雑 な問 合 わせ は、 デ ー タ ・ベー ス ・マ ネー ジ メン トに対 しては、

簡単 な要 求 に変 換 され る。

そ の理 由 は、特 定 の合 計 が、格 納 され た デ ー タ と して維 持 され るか らで ある。 デー タ ・

ベ ース ・マ ネ ー ジメ ン トに対 して のみ興 味 を示 して い る こ とを明確 にす る。 た とえ ば、属

性 に よる リク エス ト(attributerequest)と 呼 ばれ る問合 わせ の タイ プを定義

し、 属性 は単一 値 、そ の属 性値 は 格納 され た デ ー タで なけれ ば な らな い とす る。 これ らの

制 限 は 、 デ ータ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トに対 しては適切 で あ るが、 端末 のユ ーザ に適用

す べ きでない 。 レ コー ドを効 果的 にダ イ レク ト ・ア クセス で き る1種 の レ ギュ ラ ・デ ー タ

構成 のデ ー タ ・セ ッ トを想定 す る。 更 に 明確 にす る ため に・図13の マ トリック ス を考 え

マ トリ ック スの各 行 は100バ イ トの レ コー'ドで、30,000レ コー ドか ら成 る イ ンデ ック

ス ・シーク ェン シ ャル ・デ ー タ ・セ ッ トと しよ う。

この構 成 は、 人 間 の応答 時間 を考 えた オ ンラ インの 問合 わせ に対 して適 切 で あろ うか?

答 えは 、 問合 わせ の タイ プ とデ ー タ構 成以 外 の 多 くの要 因 に左 右 され る。
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タ ー ミナ ル ・マネ ー ジメ ン ト、 タスク ・スケ ジ ュー ラ、 及び 言語 翻訳 を無 視 し、 しか もデ

ータ は、 デ ィス ク ・バ ック に格納 され てい る とす る。

"THINGS"に 関 して
、12345のCOLORが 何ん であ るか?"と い う様 な問

合 わせ では、本 来 問 題 は生 じな い。

一般 に、 問合 わせ が実体 集 合 名(entity-set--name)、 実 体 表 お よ び 属 性 名

(attributename)を 表 現 す るな ら、 一秒以 内に要 求 され た属性 値 を返 す こ とが

でき るはず で あ る。 更 に 、問合 わせ が 同一 実 体 の多 くの属 性 も要 求す る こ とが で きる。

しか し刀が ら属 性 は単 一値 でなけれ ば な らな い し、属 性値 は、格 納 され た デ ー タでな けれ

ば な らな い。 この 様 な タイ プの 問合 わせ は属性 に よる リク エス と と呼 ばれ る。 これ は、 全

体 表示 が 明確 に与 え られ る な ら、多 くの実 体 の属性 に対 して リクエ ス トが可 能 で あ る。

た とえ ば、tt11549912003、12237お よび12677のNAME,CLASSお

よびSTATUSが 何 ん で あ るか?"こ れ は多 くの アクセ ス を行 な うの で、全 てのサ ー チ

が完 予 す る まで結果 は返 され な い。

マル チ プ ロ グ ラ ミングの リソース の競 合の 問題 と、 オ ーバ ー フ ロ ・レコ ー ドのチ ェ イ ン

を通 じての サ ーチが あって も属性 に よる リクエス トに対 す る応答 は、2、3秒 以 内 に確 実

に受 け取 れ るだ ろ う。

今、 色 が赤 のTHINGSを リク エス トを考 え てみ る と、我 々が仮定 した構成 では 、

デー タ ・セ ッ トの格 納 され た各 レコー ドをすべ て調 べ る よ り他 に方 法は な い。 これ は 、少

左 くと も2、3秒 必 要 とす る し、 ある状 態 に おい ては1時 間 ぐらいか か るか も知れ な い。

イニ シ ャル応 答 時間 お よび1件 の ア ウ トプ ・トと次の1件 のア ウ トプ ッ ト間 のデ ィレ イ

は、"Redthing"レ コー ドの数 と、配 列 に依 存す る。

わつ か の"Redthings"だ け な ら、 問 合 わせ 自体 は普通 のオ ン ライ ン ・リクエ ス

トと して リー ゾナ ブル で あるが、 それ で も応答 時間 は満足 な もの が得 られ ない だろ う。

一 般 に デー タ構 成 は、 この タイ プの リク エス トに適 してい ない。 我 々 は この タイ プの リ

クエ ス トを ク ラシ フ ィケー シ ョン ・リク エス ト(classificationrequest)

と呼ぶ 。 それ は 、実 体集 合名 、 属性名 、 関連 オ ペ レー タ、及 び値 の表 現 に よ り特徴 づけ ら

れ る。そ の リク エス トに対 す る応 答 は、 指定 された特 性 を もつ これ らの実 体 の実 体表 示 の

リス トで ある。

リス ト内 の表 示 の数 は、oか ら集 合 中 の全 実体 数 ま で であ る。 リク エス トの 分類 法 を確

立す る 目的 は、1つ の属 性 に関す る1つ の 比較 演算子 だけ にク ラ シ フ ィケー シ 。ン ・ リク
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エス トを制 限す る が 、NOTEQUAL,GREATERTHAN,LESS

THANお よびそ れ らの組 合 わせ の比 較 も考 え られ る。

属性 に よる リクエ ス ト、 お よび ク ラシ フ ィケ ー シ ョン ・リク エス トは、 よ り複雑 な タイ

プの リク エス トの要 素 と して重要 で ある。 た とえば"CLASSがAlphaで あるTH-

IMGSのNAMEとSTATUSは 何 か?"と い うよ うな問合 わせ は、 ク ラシフ ィケー

シ ョン ・リク エス ト、 属性 に よる リクエ ス トとが混 合 され て いる。 混合 したク ラシ フ ィケ

ー シ ョン ・リク エス トは、2つ 以上 の 属性 に関す る比 較 を含み 、条 件 は、 た とえば'CO-

1、ORがBlueで 、かつ(AND)CLASSがAIphaで あるTHINGを リク エス ト

せ よ"の ようにANDとORの よ うな プ ール ・オペ レー タを用 いて結 合 され る。

混合 したク ラ シフ ィケ ーシ 。ン ・リク エス トと属 性 に よる リクエ ス トは、 ある指定 され

た特 性 を持 つ実体 の特性 に対 す る問合 わせ であ る。 た とえば"STATUSがINで 、 か

つCOLO・RがGreenで 、『あるい はDATEが123140よ り大 きい(STATUS=

INANDCOLOR=GREENORDATE≧123140)THINGSの

THING#、NAMEお よびCLASSは 何 か"

更 に"機 能 に よる リク エス ト(fuhctiOnrequest)"の タ イプは 、以 上 述 べ

た タイ プの リクエ ス トのいず れか の組 合 わせ におい て、 ある機 能 を実行 す る もの で あ る。

機 能 には ソー ト、 カ ウン ト、合 計 、平均 な どが ある。 ク ラシ フ ィケー シ 。ン ・リクエ ス

トと機能 に よる リク エス トの例 として 、"STATUSがOutで あ るTHINGSを カ

ウ ン トせ よ"が ある。

更 に1ク ラシ フ ィケー シ ョン ・リク エス ト、属性 に よる リクエ ス ト、 お よび機 能 に よる

リク エス トの3つ を混合 した リク エス トも考 え られ る。例 と して 、"CLASSがBeta

で かつSTATUSがINで あるTHINGSのNAMEとDATEは 何 かsNAMEに

基 づい て昇順 に ソー トせ よ"が ある。

この 様 な機 能 を含 む リクエ ス トは、応 答 時 間か ら見 る と、全 て の値 が 集 め られ た後 に、

そ の機 能が 適用 され るの で、特 にめん どうな もので あ る。 よって 出力 とサー チ を重 複 す る

ことは不可 能 で あ り、 ワー ク ・スペ ース のス トー レ ッ・ジ ・エ リア を割 り当 て る ことは・ さ

らに、1/0デ ィ レイ を増す こ とにな る。 同 じこ とが 混合 した ク ラシ フ ィケー シ 。ン ・リ

クエス トに も言 え る。

一般 に この よ う方 問題 は、 デ ー タ構 成 に よ り解 決 され る もの では左 い。以 上 述べた リク

エス トの タ イプか ら、"ク ラシフ ィケ ー シ 。ン ・リク エス トを効率 よ く扱 うこ とが で きれ
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ば 応答 時間 も良 くな る"と い うこ とが言 え る。 デ ー タ構 成 に よって解決 で き ろ問題 で もあ

る。

解 決 策 と して一般va「tイ ンバ ーデ ッ ド ・フ ァイル(invertedfile)"と 呼 ばれ

て い るデ ー タ構 成 が ある。 イ ンバ ーデ ッ ド構 成 は、 イ ンバ ーデ ッド形 式 のデ ー タ ・マ ップ

の集 合 で あ り、 そ の よ うなマ ップは 常 に複 合 で ある。 つ ま り属 性値は 、 多 くの実体 に 関係

してい る。 複合 デー タ ・マ ップはサ ー チま たは 、 メン テナ ンス のいず れ で も容 易 にす るた

め に、多 くの方 法 で表現 す る こ とが で き る。

その方 法 の うち1つ が図13の 実体 レコ ー ド集 合 を イ ンバ ーデ ッド構 成 に変 え た図14

で ある。

任意 のデ ー タ ・マ ップをそ の インバ ー スか ら引 き出す こ とが で きる。E→Vで は な く、

む しろV→Eの マ ップ を現 わす ことは 、 ク ラシ フ ィケー シ ョン ・リク エス トの扱 いを容 易

に し、 かつ情 報 の 内容 は変え な い。デ ー タ構成 に対 す る基 本 的 な見 方 をす れ ば、 イ ンバ ー

テ ク ド構成 は、行 でな く列 に よ リデ ー タを格納 す る もの で あ る。

インバ ー デ ッ ド ・デ ータ構 成 は 、パ ンチ ・カ ー ド"peekaboo"方 法 の よ うな種 々

の ア ニ ュアル ・リ トリーブ ・シス テ ムを 思い 出させ る。 この シス テムは 、実 体 の数 を制 限

し、 プー ル値 の た めの属性 を制 限す る。 つ ま り、属 性 を もっ ているかい な いか その どち ら

か の実体 で あ る。 それ に もか かわ らず 、 この よ うプフ ニ ュァ ル ・システ ムの カー ドは、V

→Eの デ ー タ ・マ ップを表 現 し、 ある デ ー タ ・マ ップ を表 現 し、 かつ混合 した ク ラシ フ ィ

ケー シ ・ン ・リク エス トを扱 う計 算機 の処理 方法 は 、 このア ニ ュアル ・シス テム と概 念 的

に 同 じで ある。 男 対女 あるい は免 税者対 納税者 等 の ような プ ール表 示 可能 な属 性 に対 して 、

イ ンパ ーテ ッド デ ータ マ 。プ では、各 実 体 に対 して1ビ ットつつ割 付 け し、 それ らを

順 序 づけ られ た ビ 。ト ス トリング で表 現 する。 た とえ ば 、 ビ.ト がオ ンな ら対応 す る実

体 は男 で 、そ うで なけれ ば女 である と,いうよ うに。 この よ うな データ ・マ ップ を意 味 す る

混 合 した ク ラシフ ィケ ーシ 。ン リクエ ス トは、 ビ ヅ ト ス トリング をAND又 はORす

る ことに よ り処理 する こ とが で きる。プ ール代 数 的 でない 属性 を意 味す る混合 したク ラシ

フ ィケ ーシ 。ン リクエ ス トは、 実体表 示 を比 較 す る ことに より処理 す る こと が で きる 。

特 定の 方法 に無 関係 に 、 イ ンパ ーチ 。 ド デ 一夕構 成は 、 ク ラシフ ィケ ーシ 。ン リク エ

ス トに対 して適用 可能 で ある。'`

インバ ーテ 。 ド構成 に おけ るデ ータで は、 属性 に よる リク エス トまたは 、属 性 に よる リ

ク エス トを含 む任 意の タイプ の リクエス トに対 して 、 良い応 答 時間 を期 待 す る こ とは で き

な い。現 在 の 技術 では、 属性 に よる リクエス トとク ラシフ ィケーシ 。ン リク エ ス トの両
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方 に対 して 、速い 応答 時 間 を期 待 す る こ との で き る唯一 の一 般 的解決 策 は 、 レ ギ ュラ構 成

と、 イ ンバ ーテ.ド 構 成 の両 方で デ ー タを持 つ ことであ る。 もちろん 、 デ ータの 重複 は 、

少 な くとも2倍 の ス トー レ ヅジを 必要 と し、更新 の問題 も複 雑 にな る。非 常 に小 さ なシ ス

テ ム では 、 レギ ュ ラ構 成 と、 インパ ーチ.ド 構 成 の両構 成 でデ ータを維 持す る。 一 般 に は、

ある決 め られ た属 性 に対 レて イ ンパ ーテ ッ ド デ 一夕 マ ップを持 つ ことで あ る。
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図14イ ンバ ーデ ッド デ ー タ構 成 に よるTHINGS

1234512677;

12563
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3.1.3デ ー タの独立 性

(1)い つ、 どこで、 なぜ 、 だ れが 、何 を指 定 すべ きか

デー タの独立 性 は、 ア プ リケー シ 。ン プ ログ ラムをデ ータ バ ンク の設計 と設 備 とい

う見 地 か ら分離 す るこ と を可能 にす る。 デ ータ の独立性 の長 所 は、 ソー ス プ ログ ラム を

変 更 す る ことな しに、 複 合デ ータ マ ップの表 示方法 の変 更 に よって 、デ ータ バ ン ク を

変 更 で きる こ とで ある 。デ ー タの独 立性 は 、た いが いの プ ログ ラムが デ ー タに依 存 して い

る度 合 を考 えてみ れば 、 よ り正 し く判断 で きる か も知れ な い 。第1に 、 普通、 ソース プ

ログ ラム の ロジ 。ク(Iogic)は 、デ 一一タue成 の タイ プに依 存す る。

現在 のシス テ ムに おい て、 ア プ リケ ーシ ョン プ ログ ラ ムを書 く上 で、 プ ログ ラムは 、

以 下 のす べて の質 問 に対 して考慮 しなけれ ばな らない:

A,デ ー タ セ ッ トを使 用 す るに あた って:

1.デ ータ セ ッ トは、 どん な方法 で ア クセ ス され るの か、 つ ま り

aデ ータ セ ッ トは どん な方法 で置 かれ てい るか、

bど ん なア クセ ス方 法 を使 用 すべ きか、

c装 置 の特 性に よ って限定 され る ア クセ スは何 か、

2.ど こにデ ー タ セ ッ トが あ るか、 つ ま り

aデ ータ セ ッ トは 、 どん な ボ リューム上 に あるの か、

bそ のポ リ=L－ ム は どん な装置 上 に あ るのか、

cそ の装 置 は、 どん な計 算 上 に ある のか、

3.デ ータ セ ッ ト'は何 で あるか 、っ ま り

aデ ータ セ 。 トは 、 どん な方法 で 、 フ ァイル と関 係 づけ られ て い るか、

bデ ータ セ ッ ト構 成 は何 か 、

cレ コー ド ス トー レ ッジ パ ラ メ一 夕は何 か、

4.ど ん なアク セ ス方法 が 使 われ るの か、 つ ま り

aバ ッフ ァが 必 要 か、

bブ ロ ッキ ング され てい るか/ブ ロ ック を またが ってい るか、

Cイ ンタ ロ ック 処理 は 、

dコ ン トロ ール ブ ロ ック と リンケ ー ジは、

B.単 一 のデ ー タ ア イテ ム を使 用 する に あた って、

Lデ ー タ ア イテ ムが どの よ うにア ク セス され るの か、 つ ま り
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aデ ー タ アイ テ ムは 、他 の値の 関数 と して演 算 され るの か、 あるいは 格 納 され る

のか、

bサ ー チ アル ゴ リズ ムは 何か、

cイ ンデ ックス か 、

dア プ リケ ーシ ョン プ ログ ラマは、 何 を しなけれ ば な らない か、 お よび 、 イ ンデ

。ク スの使 用方 法 を知 って い るか、

(デ ー タに つい て の これ らの質 問の ほ とん どは、 イ ンデ ック ス につ いて も適 用 する。)

2.デ ー タ ア イテム は どこに あるのか 、 つ ま り

aデ ー タ アイ テ ムは 、レ コー ドあ るいは セ グメツ トの どこに あ るのか 、

bセ グ メ ン トあるい は レコ ー ドは、 デ ータ セ ッ トの どこに あ るのか 、

cデ ータ セ ッ トの イ クス テ ン トと名 前は何 か、

3.デ ー タ ア イテ ムは何 か、 っ ま り

aも し、 デ ータ ア イテ ムが 空(nulI)な ら、 それ をどん な 方法 で 示す の か、

bデ ー タ アイ テ ムの長 さは 、

c値 の比較 の単 位 は 何 か、

d値 の タ イ プは 何 か、(つ ま り、数 、 ス トリング、 プール、 ポ イ ンタ)

4,ど ん な方 法 で、値 が表 され て いる か、

aコ ー ドは 何か 、

(っ ま り、 どん な文 字 セ ヅ トか、 イ ンター ナル ア リスメデ ィ ック(internal

arithmetie)表 示 か、)

b形 式 は何 か、

(つ ま り、固定 長 か、 あるい は ジ ャステ ィフ ィケ ー シ 。ン とパ デ ィングは 必要 か 、)

c表 現 の レベルは 何 か 、

(つ ま り、内部 あ るい は外 部 か、 非構 造 あるいは構 造 か、 標 準 ある いは非 標 準 か 、)

C.更 新 につい て

1.以 下の 事柄 につ い て どんな チ ェ ック をすべ きか:

a変 更 に対 す るオ ー ソ ライズ(authorization)、

b新 しい デ ー タの正 当 性(validity)、

c関 連 あ るデ ー タの無 矛盾 性(consistency)、.

2.他 の どん なデ ータ が変 更 され るべ きか 、
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a値 の 他 の コ ピ ー か 、

b関 連 す る デ ー タ マ ップ か 、

cイ ン デ ッ クス あ るい は イ ンバ ー デ ッ ド デ ー タ

3.以 下 の 事 柄 に対 し て ど ん な 処 置 をす る か 、

aイ ン タ ロ ック/デ ッ ドロ ック 、

bリ カバ リの た め の コ ピー と ヒス ト リ、

c追 加 と削 除 の 操 作

dス トー レ ッジ

マ ッ プか 、

ア ロケー シ ョンと フ リー(free)、

上 に掲 げ た質 問 は、"デ ー タの独立 性"を 考 え たシス テム で あ って も解決 しなけれ ば な

らない事 柄 で ある。 しか し、 その質 問 をすべ て解決す るのは 、 必ず しもア プ リケ ーシ 。ン.

プ ログ ラマ では ないだ ろ う。 つま り、上 述 の 質問 を解決 す るた め にパ ラメ ータを与 え なけ

れ ば な らないが 、 アプ リケ ーシ ョン プ ログ ラム で与え る のは 、必要 なパ ラメー タすべ て

では ない だ ろ う。上述 の質 問 を解決 す るた め に必 要 なパ ラ メ ータのす べ ては、 ア プ リケ ー

シ 。ン プ ログ ラムか ら除 くことが で きる とか 、除 くべ き であ る とか 、 あ るい は 、す べて

のパ ラメ ータを同 時に バ イ ン ドすべ きだ と かい う意 味の ものでは ない 。論 点 は、"い つ、

ど こで、 なぜ 、だ れが 、何 を指定 す べ きか"と い う問題 で ある 。

デ一一タ ベース 管理 者(databaseadministorator)と は 、計 算機 の管 理

者 に レポ ー トす る値入 ある い はグ ル ープで ある。 このデ ータ ベ ース管理 者 が 、デ ー タ

ベ ース を使 うユ ーザに、 デ ー タ ベ ースの 仕様 書 を提供す る。 デ ータ ベ ース の管理 者 は 、

情 報 システ ムの経 済性 、ユ ーザへ のサ ー ビス の質 、デ ー タ ベ ー スの 情報 の内 容 、デ ータ

ベ ー ス構 成、デ ータ ベ ースの統 合性 、 デ ータ ベース の機 密保 護 、 デ ータ ベ ース

の 使 い方 、 に対 して責任 を 負 う。

デ ー タの独立 性 を求 め る理 由を以下 に述 べ る:

1.デ ー タ バ ンク を使 う、 ア プ リケ ーシ.ン プ ログ ラム を再び 再 プ ログ ラ ミング しな

くて も、デ ー タ ベ ース 管理 者 が 、デ ー タ バ ン クの構 成、表 現、 位 置、 内容 を変 更 で

きる よ うにす るため 。

2.得 意 先 のア プ リケ ー シ ョンを再 プ ログ ラミ ング しな くて も、新 技術 を採用 す る ため の

ソフ トウエア と、 デ ー タ処理 装置 の補充 が で きる ように す るた め。

3.異 な ったア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラムか ら同一デ ー タが 、別 々に構 成 され て い る よ

うにす るた め、 つ ま り、デ ータの 共有 を容 易 にす るた め。
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4.ア プ リケー シ ョン プ ログ ラムの開 発 を簡 単 にす るた め、 特に対 話デ ータベ ース 処理

に対 す る プ ログ ラム開発 を容 易に す るた め。

5.デ ・一夕 ベ ースの機 密 保護 と統 合性 を ユ ーザ に保 証す るた めに、 デ ー タベ ース管 理 者

に よって必 要 な コ ン トロー ルの集 中 化 を提 供 す るた め。

(2)変 更 とコ ン トロール

デ ー タの独立 性 とは、 プ ログ ラ ミング上 の技 法 では な く、 プ ログ ラ ミング上 の きま りで

ある。 デ ータ の独 立性は 、 プ ログ ラム の手 段(tool)で は な く、管理者 の手 段 で ある。

つ ま りこれ を用 い れば、 管 理者 は 、デ ータ ベ ース をコン トロール し、変 更 をほ ど こ した

た め の影 響 を最小 にで きる。ア プ リケ ーシ 。ン プ ログ ラムは 、デ ー タ の独立 性 に よって 、

値 の表現 と具 体 性 、格納 され たデ ータの構 成 と位置 に変 化 が あ って も対 処 で き る。

MeItzerに よれば 、これ らの変化 を求 め る理 由が何 で あ るか、 以下 に述 べ られ て い る。

"A .企 業 内で 、 より多 くの情報 が必 要 とされ る 時。

1.よ り多 くの実体 が 、企業 内 に存在 す る とわか った 時 、 あるい は 、 より多 くの 実 体

がデ ータ バ ンクの 中に採 用 され る 時。

2.実 体が 、 より多 くの属性 を持 つ とわか った時。

3.属 性が 、 より多 くの実体 に共通 で ある とわ か った 時。

4.2つ の企 業が マ ー ジされ て、 シス テム とス トーレ ッジの使い 方 が明 らか に違 う時 。

B.情 報 の取 り扱い の変 更

1.2つ 以上 のデ ー タ バ ン クに思い もよ らなか った 関 係が見つ か った時 、 あ るいは 、

関係 がわ か ってい た けれ ど、定 義 され て い なか った の で関係 を定 義 しなけ れ ば な ら

ない時 併 合 され る。

2.ア プ リケ ーシ 。ンの クラス を厳 密 に分け るために デ ー タ バ ンクが 細 分化 され る

時。 明 らか に各 デ ー タ バ ンクの中 に、余 分 に格 納 されてい るデ ー タの矛 盾 性 を調

べ る機能 は 多少 犠牲 にな ってい る。

3.デ ー タ ア イテ ム の範囲(つ まb、 表 現 、デー タ エ レメン トの長 さ)を 拡 張 し

なけれ ば な らない時 。

4.デ ータ エレ メン トを異 なったア プ リケ ーシ 。ン中 の異 な った関 係 で 共有 す る時 。

5.デ ータ エレ メン トのグ ル ープ間 あるい は、デ ー タ エ レメン ト間 の関 係 を変 更

す る時。

6.デ ータ エレメ ン トあるい は、 デ ータ セ ッ トの 名前 を変 更す る時 。
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C.シ ステ ムの コ ン トロール と最 適化 を 高 め る。

・.ア ブ リケ ーシ 。ンに共通 なデ ータの冗 長 性を減 ら した り・ 統 合性 を増 す時 ・

2.デ ータを 同種 のデ ー タ セ ットに分 割す る暁

3.デ ー タの一部 が 更新 あるい は変 更 に対 して もっと都 合 の 良 くな る とわ か った時 、

デ ータ を分 割す る。

4,デ ータが 、ア ク セ スの頻 度 に従 っ て分割 され、 置 かれ る時 。 デ ー タの ある ものは 、

直接 保持 さ れて い る必 要は ない。

5.従 属 的 な、 あるい は相互 関 係 の あ るデ ータが、 コ ン ト ロール 、機 密保護 、 そ して

統合 性 を増 すた め に関係 づ け られ る 時。

6.デ ー タの位 置 が 、機 密保 護 を高め るた めに変 更 され る 時。

7,記 憶 装置 特有 の特 性 、 あるいは 使 用 可能 なスペ ースの 効率 良 い使 い方 をす るため

に、 デ ー タの位置 を変 更す る時 。

8.ア プ リケ ーシ ョンの要 求 と優 先 順位 を変更 する こと 、 あるいは 、 デー タの量 と分

配 の変更 に従 って、 デ ータの結 合 と構 成 を変 更す る 時 。

9.ア プ リケLシ.ン の要求 と優 先 順位 を変 更す る こ と、 あ るいは 、 シス テ ムの能 力

と技術 に従 って、 デ ータの表 現 ある いは 具 体性が変 更 され る時 。

D.シ ステ ム形態 の変 更

5.

我 々は、 プ ログ ラムの情 報 要求 の変 更 か らプ ログ ラム を分 離す る方 法 など知 らない。 こ

れ が 、 デ ータの 独立性 の最 終 目的で ある.し カ・しなが ら・ ・つ の プ ・グ ラムの 情糎 求 の

1.不 必要 なコ ン ポ ーネ ン トと、経済 的 でない コン ポ ーネ ン トを取 り除 く時 。

2.新 しい 装置 、新 しい ソフ トウエア コ ンポ ーネ ン ト、新 技術 を採 用す る 時。

3.国 際 的新 基 準、国 内 の新 基 準 、生 産 シス テムの新 基 準、 あ るい は、計 算 機 を設置

して いる所 の新基 準が 広 め られ る時、 あるい は現 存 の基準 を一 部変 更 す る時 。

E.ア プ リケ ーシ ョンの 要求 の変 更

1.ア プ リケ ーシ.ン が 、 より多 くの フ ァイル を必 要 とす る時。

2.フ ァイル が、 よ り多 くの フ ィール ドを必要 とす る 時。

3.フ ィール ドが 、単 一値(simplevaIue)か ら多 重 値(multivaIue)

に変 更 され る時 。

4.フ ィー ル ドの変 更 を 目的 とす る時 。

フ,一 ル ド、 レ・ 一 ド、あ るいは フ.イ ・澗 の 関 係 を変更 す る時・"〔18〕

一128一

◆

●

■



命

◆

●

変 更 は、他 の プ ログ ラムに影 響 を与 えるべ きでない 。共有 されたデ 」 タを 除け ば 、 デ ー タ

の 独立 性 の機能 は 、わず か な もの で あ る。 つ ま り、 共有 されたデ ータ が あれ ば、 ある程 度

の デ ー タの独 立性 が必 須 とな る。

デ ータの独 立性 を考 え て い ない と変 更処 理 は 、 シ ステム 開発 を妨 げ るこ とに な る。

ある 大 きな、計 算機 を設 置 してい る所に おい て は、 プ ログラ ミング ス タ 。フの半 分 以

上 が 、プ ログ ラム メンテ ナ ンス にす べ て の時 間 を費 や してい る。そ して、 この メン テナ

ンス の 仕事 の半分 以上 が 、 デ ータの表現 や 構 造 の 変更 に伴 なう もの であ る と推 定 され る。

プ ログ ラム メ ンテナ ンス の1年 間 の費用 は、 ハ ー ドウエ アの1年 間 の レ ンタル 料 よ り も

太 き ぐな り、 しか もメ ンテ ナ ンス を行 な うプ ログ ラマが ます ます必 要 に な り、 新 しい ア プ

リケ ーシ 。ンが 引 き続 い て 保留 に なる。 さ らに、 この計 算 機 を持 って い る所 で は、 な おパ

ッチ モ ー ドでデ ータ を共 有 してい るだけ で あ る。 オン ラ イン システ ム では 、 メ ンテナ

ンス 問題 とい うの は、 もっ とむず か しく、 もっ と大規模 な もの にな る。

デ ータの 独立性 が必 要 と な った大 きな動 機 は 、変 更の 問題 である。別 の動機 は 、 コ ン ト

ロール の問題 で ある。 す な わ ち矛 盾が な く、 統 合 され たデ ータ ベ ース を作 成 し、 展開 す

る ため にデ ー タ ベー ス管 理者 に必 要 な コ ン トロール と、 機密保 護 や統 合性 を維 持 す るた

め にデ ータ ベ ース管理 者 に必 要 な コン ト ロール で ある。

デ ー タに対 して のコ ン トロ ール の歴史 を 簡単 に 考 察 して みる と、第1世 代 では 、各 プ ロ

グ ラ マが 自分 のデ ー タを完 全 にコ ン トロール していた 。第2世 代 にな る と計 算機 の管 理者

は 、デ ータの使 用 方法 につ い てい くらかの コン トロール を確立 し、デ ー タの管理 を集 中化

した。 しか し、 会社 自身の デ ータ ベ ース と処理 の複雑 さ とか大 きさが増 す に つ れ て、変

更 を減 らそ うとす る考え が 増え て きた。 ま す ます 変 更を行 な うため に人 が必 要 とな るだけ

で な く、 ある変 更 が終 る ま での間、 ア プ リケー シ ョン シ ステ ムが使 用 不 可能 な状 態 にな

る 。

結 果 と して、変 更 した時 の コス トが変 更 しなか った時 の コス トよ り も大 き くなる とい う

簡単 な理 由か ら、 管理 者 は 、変 更が 、 よ り多 く有 益 な事 を もた らす と判 断す る よ り、変 更

しない 方が よ り多 くの有 益 な事 を もた らす と判 断 す る傾 向 にな って いた。 他 の言 葉 で言 い

表 わす と、管理者 は、 コ ン トロールが で き な くな った。変 更 の影 響 を最小 限に と どめ る こ

とに より、 デ ー タの独立 性 は 、情 報 処理 シ ステ ムの コン トロール を回 復 す る能 力 を管 理者

に 与 えた。

"デ ータの独 立 性は
、 シス テム の最適 化 や、 トレー ドオ フの コン トロール や、 デ ィジ 。
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ン(decisiOI1)を 管理 す るた め に用 意 して お く。 デ ー タの独 立 性は 、マ シン タイ ム と

人 の 時間 の間の トレー ドオ フを可能 に し、 ほ とん どの プ ログ ラマを計 算機 か ら独 立 させ た♂

〔18〕

デ ー タ ベ ース のコ ン トロール を集 中化 させ る こ とに よ り、 ス トーレ 。ジ中 の 不必要 な

冗 長 性 を除 く事、 デ ー タ表 現 の標 準 化 を施 行 す る事、 そ して 不適当 なデ ータ ベ ース の使

用 か ら保 護す る事 が で き る よ うに な る。機 密 保 護 とは、デ ータ ベ ースの使 用 を許 されて

い ない人 か ら、 デ ータ ベ ース を保 護 する。 統 合性 とは 、デ ータ ベ ース の使 用 を許 され

て い る人 に対 しデ ー タ ベ ース を保 証 する 。機 密保護 と統 合性 の メカ ニズ ムは、 誰れ に で

も知 られてはい け ない 。 機 密保 護 と統 合性 は 、 ある程度 のデ ー タの独 立性 な くして満 足 と

は い えない。

十 分 なデ ー タ ベ ース の機 密保 護 は、デ ー タ要求が、 監視 され る こ とと、デ ー タ ベー

ス マネ ー ジメン トは 、 だれ が、 何 を必要 と してい るか を知 る必要が ある。 十 分 なデ ータ

ベ ース の統 合性は 、単 一 タ スク に よる 不適 当 な更新 や、 タス クの や っかい な相 互関 係 に対

して見 張 りをす るた め に、 更新 要求 を監視 す る ことを必要 とす る。 つ ま リデ 一 夕 ベ ース

マ ネ ージメ ン トは 、ユ ーザ の さ しつ か え ない範 囲 の実体 間 の関 係 と属 性値 の範 囲 とタ イプ

を知 る必 要が あ る。 デ ー タ の独立性 を 成 し遂 げ るために オ ブ ジ ェク ト時 に、機 密 保護 と統

合 性 の メ カニズ ムが マ 。 ビン グされ る。

(3)パ インデ ィング とマ ッ ピン グ

"バ イ ンデ ィン グ(binding)'は 、 プ ログラム にデ ータ の属性 を明 確 に関 係づ け

る事 であ る。1度 バ イン ドされ た ら、 この属 性 は、 バ イン ドが 解 体 され かつ再 びバ イン

ドされ る まで変 更 で きない 。デ ータ属性 は 、 プ ログ ラム の作 成 か ら実行 時 まで の色 々 な時

点 で 、 グル ープあ るい は別 々にバ イ ン ドさ せ る こ とが で きる。 デ ータの 独立性 は、 パ イ ン

デ ィングに よ って な くな る。 デ ー タは、バ イ ン ドされ てい なけれ ば、 ア クセス され 得 ない。

しか しなが ら、 バ イ ン ドされ るの が遅 けれ ば 遅 い程 、変 更 が も っと容 易 であ リイン タプ リ

テ ー シ 。ン(interpretation)が もっと必要 に なる。

プ ログ ラムは 、以下 の 時点 でデ ー タにバ イ ン ドさせ る ことが でき る。

1、 ソース プ ログ ラム を書 い てい る時、 デ ー タの 記述 を暗 示 した り、指 定 した りす る。

2.ソ ース プ ログ ラムの コンパ イル時 、 デ ータの記述 を暗 示 した り、 含 めた りす る。

3.デ ータの記述 を含ん でい るル ー チ ンや 、以前 に コンパ イル され たテ ーブル とオ プジ=

ク ト プ ログラ ムを リン クする 時。
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4.フ ァイル をオ ープ ンす る時、 デ ー タの記 述 とフ ァイ ル の記述 を関係 づけ る。

5.デ ータ ア イ テムの レ コー ドあるいは デ ー タ ア イテ ム をアクセ スす る時 、デ ータの

記 述 を直接 利用 す る。

ソ ース プ ログ ラム でバ イ ンデ ィングす れ ば 、"静 的 変 化(staticvariation).

に対 す る能 力が な くな る。 コ ンパ イル時、 リング時 のバ インデ ィング は 、オ ーブ ン時 では 、

論 理 的 に 同 じことであ り、 ど こで使 用 され るデ ータか を保 持 す るシステ ムにお け るパ イ ン

デ ィン グは、静 的変 化に対 して 自動 的 に修 正 す る ことが で きる。 各 アク セス よ り も早 くバ

イ ンデ ィン グすれ ば、 ・動 的変化(dynamicvariation)"に 対 す る能 力が な く

な る。 キー ボ ー,ドを操 作 してい る ユ ーザ及 びデ ー タ間を散 議 す るユ ーザ をサ ポ ー トす る シ

ス テ ム に於 ては、 非常 に遅 い パイ ンデ ィング を サ ポ ー トしなければ な らない。"〔18〕

非常 に遅 いパ イ ンデ ィン グにお いて は、 ア ク セ スご とに インタプ リテ ーシ 。ンを行 な う。

完 全 な イン タプ リテー シ 。ン を行 な うことは 、 デ ー タ ア イテムに対 す る参 照 を行 な うつ

どに 、デ ー タ パ ラメー タす べて を使 う。 毎 回 フル イ ン タプ リテー シ 。ン を行 な うとパ

フ ォーマンス を低 下 させ る ことは 明 白 であ る。 デ ータの 独 立性 は、ハ ー ドウ ェア の技術 開

発 お よび(ま たは)づ イ ンデ ィン グの トレ ー ドオ フを必 要 とす る。 バ インデ ィング の トレ

ー ドオ フの例 と しては
、精 度 、単位 、長 さ 、表 現 の ような、デ ータ エ レメ ン トの属 性 を

コ ンパ イル時 にバ インデ ィングす る ことで ある。 つ ま り、 これ らの属 性 は、 デ ー タ エ レ

メ ン トに と って定 数 で あ り、 コン パ イル は ソ ース プ ログ ラムか らでは な くデ ータ ベ ー

ス マネ ー ジメン トか らデ ィスク リプ タを得 る ことを意味 する。理 想的 にい えぱ 、 多 くの

デ ータ パ ラメ ータに対 して 、 どん な時点 に お いて もバ イ ンデ ィング で きる よ うにす べ き

で あ る。特 に、 バ 。チ処理 プ ログ ラムに対 す る デ ー タの独 立 性 は、非 常 に遅 い パ インデ ィ

ング を必要 と しないだ ろ う。 しか し、同一 デ ー タをアク セ ス する対 話 処理 プ ログ ラムに対

しては 、非 常 に遅 いパ インデ ィン グを 可能 にす べ き である 。

デ ータの独立 性 を持つ シ ステ ム を設計す る時 に 、 プ ログ ラム と、デ ータ ベ ー ス マネ

ー ジ メン ト間 に必 要 なイ ン タフェ イスが ある
。 完全 なイ ン タプ リテ ー シ 。ンを避 け る ため

に行 な われ るか も知れ ない トレー ドオ フは 、 フ ァイ ル構 成 と、デ ータ構 成 の分 離 まで影 響

を及 ぼす べ きで ない。 た とえば、 フ ァイル の定 義 は 、む りにデ ータ構 成 の サブ セ ・トとす

べ きで な い。

(4)ま と め

"デ ータ ベ ース システ ム"の 大 きな 特徴 は 、 マル チ アブ リケ ー シ 。ンに よ って 、
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デ ー タ を共有 させ る こと に ある。 われ われ は 、少 な くと もア プ リケ ーシ 。ンの ある ものは

オ ン ラインで あ り、デ ー タの 共有 は 同時 に起 こ り、 システ ムは一般 化 され た問 合せ 機能 を

持 ってい る と仮 定 してい る。 この シ ステ ムは 、 デ ータ ベ ース マネ ー ジメン トとア プ リ

ケ ーシ 。ン プ ログラ ムの間 に、 明確 な一 線 を定 義 して い る。 この イ ン タフェ イスが デ ー

タの 独立 性 を、 どの程 度 明確 に してい るか を物 語 ってい る。

デ ー タ ベ ース シス テ ム の個 々の ユ ーザは 、 ニ ーズ は出 すが 、"情 報 の経 済 性"に は

お構 い な しで あ る。そ こで計 算 機管理 者 は 、全 社 的見地 に立 って個 々 のユ ーザ の要求 を平

均 化 す る ことに なる。 管 理者 は、 デ ータ ベ ー ス を制御 で きず して上 述 の ことを執行 す る

事 は で きず 、現存 のア プ リケ ー シ.ン を帳 消 しにす る ことな く、変革 をや りとげ る能 力が

なけれ ば な らない 。本資 料 では、 デ ータの 独 立性 は 、プ ログ ラ ミング 技法 と して よ り、む

しろ管 理者 の手段 と して見 る。

一 般 プ ログ ラマに対 し、 企業 で発 生 す る処理 業務 を よ り良 く こなせ られる よ うに教育 を

す す め てい くこ とによ って、 管理者 の本来 の 目的 を達 成す るこ とがで きる。

十 分 、デ ータの独立 性が 保 たれ て い る とい うことは、 アク セ ス方法 とデ ータ構 成 が、各

ア プ リケ ーシ 。ン プ ログ ラムに対 して トラン スペ アレ ン トで ある こ とを意 味す る。即 ち、

ア プ リケーシ 。ン プ ログ ラマが 、 自分の フ ァイル を定義 し、必 要 な デ ータ要 求 を指定 で

きる とい う意 味で の論 理 デ ータ構 造 形成 が 可能 でなけれ ば な らない。
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5.2デ ー タ と プ ロ グ ラ ム と の リ ン ケ ー ジ の 問 題

コ ン ピュータ に よるデ ー タ ・マ ネ ジ メン ト技術 に関 して は 、デ ー タの蓄 積 方法 、 デ ー タの更

新 方法 、 あ るいは蓄 積 デ ータ か らの レポ ー トの 作 成 な どにつ い て は、従来 か ら多 くの研 究が な

され て きた が、 デ ー タ とプ ログ ラム

との関係 につ いて はい まだふ れ られ

る ことが少 な く、 多数 の未 知の 問 題DataPrqgram

が残 され てい る。

そ こ で、 この問 題 に関す る重 要 な

点 をい くつ か指 摘す る。

デ ー タ とプ ログ ラムが組 み 合 わさ

って、 ジ 。ブが 成 立す る(図15)

とい うのが い ま までの コン ピュータ

図15デ ータ とプ ログ ラム との1対1の 関 係

処理 の基 本 形 で ある。

しか も、 そ の仕 事は パ ッチ処 理 で

ある。 したが って 自己完 結 的 で ある。

このた め、 デ ー タ とプ ログ ラム の1

対1の 対 応 とい うこ とが、 ご く当然P「09「am

のこ と と して受 け 入れ られ 、疑 念 が

呈せ られ る ことは な か った 。

Program
この デ ー タ とプ ログ ラム との関 係

が 今後 どの ように展 開 され て い くか

につい て検 討 して み よ う。

図161個 のデ ータ と複 数 の プ ログラ ム

まず 、1個 のデ ー タに対 して複 数

のプ ロ グ ラムの組 み合 わせ に よる ジ 。ブ の成 立 が ある(図16)。

した が って、 この と きの デー タ ファイル の問題 が検 討 され る 必要 が ある。

つ ぎに、 複数 のデ ー タに対 して 複数 の プログ ラムの組 み合 わ せ に よる仕 事 の成立 が 起 り うる

(図17)。

この と きは 、デ ー タ フ ァイル とプ ログ ラム フ ァイル の組 み合 せに 関す る フ ァイル 構 成 の研究

が なさ れ る必要 が あ る。

その 次 に生 じる問題 は、 マル チ のデ ー タに対 してマ ルチ プ ロセ,サ ーとが 対応 して ジ 。プ が
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成立 す る よ うな状 態 でお きて くる も

ので ある。

この状 態 に おい ては 、い わ ば汎 用

機が 専 用機 をい くつか並 べ た型 で形
am

成 され る よ うに、 プ ログ ラム の方 も

機能 別 に分 かれ て くる。

そ うす る と、 これ までは 、 ひ とつ

ひ とつ の ジ ョブに対応 す る独立 な プ

ログ ラム で あ ったが 、 この状 態 では 、

ジ ョブ に非 対応 のま とま った プ ログ

図17複 数 の デ ー タと複 数 の プ ログ ラム
ラムの型 にな って くる。

そ こで、 プ ログ ラム とい うものが
Multidata

ジ ョブ に対 して独 立 に ひとつ ひ とっMultiProgram

働 くの では ない ファイル構 造 を研究

す る こ とが非 常 に重要 にな る。 この

問題 は、 また ネ ッ トワークの 基 本 的

な問題 で もあろ う。

つ ぎに、上 に述 べた 問題 を視 点 を

か えて考 察 してみ る。

い ま まで述 べ て きたデ ータ をフ ァ

イル に、 プ ログ ラ ムを インス トラク

図18マ ルチ のデ ー タ とマ ル チの プ ログ ラム
シ ョンに お きかえ てみ る と、(た だ

し、 フ ァイル とは、 ある構造 を も ったデ ータの 集 合 とす る)複 数 のデ ー タと複 数 の プ ログ ラム

の組 み合せ に よる ジ 。プの成 立 とい うこ とは 、 ひ とつの フ ァイル が い くつ かの ジ 。ブ に使 われ

る こと を指 す。

また、 フ ァイル1と フ ァイルllと で、 同 じデTタ エ レ メン トを含 ん でい て も、 少 しで も異 な

れ ば、 プ ログ ラム は異 なる とみ る。す る と、前 述 の マル チデ ー タの概 念 は、 デ ー タエ レ メ ン ト

の集 合 と定 義 され、 マル チプ ロセ 。サの概 念 は、 イ ンス トラク シ ョン エ レメ ン トの集 合 と定義

され る。

したが って、 マル チデー タ とマル チ プ ロセ ッサ とが対 応 して ジ 。ブ が成立 す る とい うこと、
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た とえ ば、{1-E}の 方 か ら最 小

二乗法 を どの 条件 で行 なえ とい う指

令 を与 える と、 デ ー タエ レ メン トの

中に あ る ものが 適 当 に組 み 合 わ さ っ

て、処 理 が行 なわ れ る こと を指す こ

とに な る。 したが って、い ちい ち プ

ログ ラムを書 くわ けで は な く、 いろ

い ろ なエ レ メン トが あ って、 それ を

い ろ い ろ な パ ラ メ ー タで 指 示で与

え る こ とに よって 、

{DataElement'}一 一

{lnstructionElement}

で処理 が 行 なわれ る こ とに な る。

この よ うな ことが行 なわれ なけれ

{藍_一{1鑑}

図19デ ー タ エ レ メ ン トと

イ ン ス ト ラ ク シ ョン

エ レ メ ン トと の 対 応

ばデ ータは うま く使 え ない 。 デ ータ構 造 は こ うで あるか ら、 プ ログ ラムは こ う組 ん で 、そ して

デ 一夕デ ィス ク リプシ ョン ランゲ ージは ど うあ って 、 な どとい うよ うな段 階 では 、デ ー タ利 用

も十 分 で あろ うは ず は ない 。

したが って、以 上 の ような問題 を含 ん だ汎 用 フ ァイル マネ ジ メン ト ・シ ス テ ム ・プ ログ ラム

を設計 す るため の基 本 的 な思 想 を確立 す る ことが重 要 で ある。

い ま までの計 算 機 を前提 と した従来 のハ ー ドウエア に足を と られた システ ムや プ ロ グラ ムの

設計 思 想 では 、今後 の新 しい局 面 に対 処す る ことは で きない 。

これ か らの フ ァイル構 造 の 問題 とは、 実 は ネ 。 トワ ークを考 えた ファ イル 構造 で な くては な

らず1し か もネ ッ トワ ーク は単 にデー タ交換 のネ ッ トワーク と して では な く、 インス トラク シ

。ンの機 能 を含 め たネ ットワーク を考 える必 要 が ある。

新 しい 設計 思想 とい うもの をデ ータ開 発 の面 か ら出 して、 そ の成 果 の ひ とつ と して汎 用 フ ァ

イル マ ネ ー ジメン ト ・シ ス テ ム ・プログ ラム に具 体 的 につなげ てい くことが望 まれ る。
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第4章 ネ ッ トワー クシ ステ ムに 関す る諸 問 題

4.1ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 事 例

デ ー タ開 発研究 におけ るネ 。トワー ク の要 素につ い ては、既 に第1部3章 に おい て述 べ られ

たとお・りで ある。

具 体 的 には、第3部3.2に 載 げ られ た、デ 一夕 リン ケーヂ(デ ー タエ レ メン トとプ ログ ラ

ムエ レ メン トの対応)の よ うな 、 ミク ロなネ ッ トワーク機 能 が ある。 また 、以下 に掲 げ る よ う

なデ ー タ流 通 のため の マク ロなネ 。トワーク機能 もある。

ネ 。 トワーク の現 状 を一 言 に してい え ば、 コン ピ ェーテ ーシ 。ンの手段 と して のネ 。トワー

クが そ の緒 に ついた ば か りで あ り、高 度 のデ ー タ開 発 の現点 に立 つ ネ 。トワ ーク にっ い ては 、

今後 の問 題 にな ってい るとい え よ う。

わが 国 に おい ても 、行政 情 報 通 信ネ ッ トワーク の検討 が46年 度 か ら開 始 され、 よ うや くそ

の外 部 仕 様条件 の整 理が 終 り、 これ か ら内部 仕 様 の検討 に入 る とこ ろで あ り、民業 に よる もの

で本 格 的 な もの は未 だ登場 して い ない。 デ ータ交 換そ の ものだ け で あれ ば 、例 え ば 自動車登 録

のデ ー タ(運 輸 省)が 地 方 税 事務(地 方 公共 団 体)に 延 長 して利用 され るな どの一方交 通 型 の

タイプ の ものは 、ア ニ マル 処理 時 代 か ら多 く見受 け られ 、近 年 コン ピ ュ一 夕 リゼ ー シ 。ン に伴

って記 録 媒体 が磁 気 テ ープ に変化 して きてお り、 この ような タ イプ のデrタ が 、シ ステ ム化 さ

れた ネ ットワーク に 自然 と乗 る こ とにな ろ う。 次 の段階 では この よ うな登 録 シ ステ ム に対 して

交通 事故 処理 の よ うな面 か らの ランダ ム ・ア プ ロ ーチが 実施 され る こ とにな る。以 上 の よ うな

例は 、 極 めて定 型 的で あ り、ネ 。 トワー クシ ステ ム の外部 仕 様 条件 は単純 で ある。

しか しなが ら、科 学 技術情 報 ネ 。トワ ーク(NIST)や 、統計 デ ータバ ンク機 能(総 理 府

と各 省 庁 のデ ー タネ 。 ト)の よ うなシ ス テム は、デ ータ ・ギ ャザ リング機 能 とデ ィス トリビ ュ

ーシ 。ン機能 に要請 され る多面 性 とシ ス テム の展 開方法 の多 様性 か ら、 一義 的 な外 部仕 様 は定

まって こない。 この よ うな 問題 は 、既 にそれ ぞ れ の関係 機関 で研 究 が進 め られては い るが 、デ

ータ ・ア セス メ ン トの要 素 を充 分満 た した理 念 が確 立 されな け れば 、 ネ ッ トワーク シス テ ムの

ア ーキ テクチ ャーは 求む べ き もな い こ とは論 を また ない。

この ような意 味 で のネ ッ トワー クの研 究素材 は 残 念 なが らわが国 の現 状 に は著 し く少 ない の

で 、先 進 的 な事 例 の現状 調 査 か ら問題 点 の整 理 を試 み る こと とす る。

(1)コ ン ビ=一 夕の リソース ・ア ロケ ー シ ョンネ ッ トワーク の事 例

オハ イオ州 ク リー ブ ラン ドの 高 性 能 計 算 セ ン タ を中心 とす るGE・MARK皿 に ょ るタ
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イム シ ェア リング の国 際ネ ッ トワーク は、 約4,000の 企業 が関 係 す る も のであ る。

1965年 頃 に タイム シェア リング に より遠 隔地 に あるコ ン ピ ュータに ア クセ スす る こ とか

らは じま り、大型 計 算機 の機 能 を ミニ コン並 み の簡便 な使 用 方法 で活用 し ようとす る科 学 技

術 計 算 に用 い られ、 次 に、 フ ァイル と端末 機 能 の発達 に伴 い 約400種 の プ ログ ラム を備 え

た経 済予 測計 算等 の適 用 もで きる一種 のデ ー タバ ンク機 能 を も果 せ るに至 った。

これが 、 か って のMARKIで あるが 、更 に フ ァイル機能 と リモ ー トアク セス機 能 の発達

で、米 国 内約40都 市か ら、事務 シス テム をも対 象 とす るコ ン ピ ュー タパ ワー をサ ー ビス す

るネ ットワーク を形 成 し、1969年 に は、通 信衛 生 を経 由 して ロン ドン を、71～72年 に

は 、米 国 内約3℃0都 市 、 ヨー ロ ッパ27都 市 を カバ ー し、 イン タナ シ ョナル な サ ー ビス ネ

。トワークが 行な われる よ うに な り、MARK皿 が実 現す るに至 った。73年4月 に は 日本

が含 まれ たが 、更 に南米 をは じめア ジ ア各 地域 へ の拡大 が行 な われる こ とにな ろ う。、

現在 は 、単 な る事 務 処理 や個 別 問題 の解決 か ら、経 営管理 や 、 ファイル管 理 の よ うなア プ

リケ ー シ ョン 、す な わ ち、GE・MARKMに ょる フル ス ケ ール のイ ン フ ォメー シ ョンユ ー

テ ィ リテ ィ時代 に入 ってい る とみ る こ とが で きる。

この よ うに、GEネ ッ トワー クは 、 プ ロシー ジ ュァ とソ フ トウエアの 共通 化 を通 じ、集 中

処 理 に よるス ケ ール メ リ ッ トと 、各 国 の時差 を利用 した24時 間 稼動 に よる単位 当 りの コス

ト低減 な ど、 コ ン ピ ュータパ ワ ーに リソース をお くサ ー ビス ネ 。トワ ーク か ら出発 したの で

あ るが 、MARK皿 にい た り、イ ン フ ォーメ ーシ 。ン ・ユ ーテ ィリテ ィ ・サ ー ビス への 飛躍

を しよ うと してい る。

ア プ リケ ー シ 。ン と しては 、種 々 の計算 業 務や 、情報 検索 業務 か ら、 日常 の レヂ ス トレー

シ 。ン等 まで、多 彩 で あるが 、注 目す べ き ことは、 ネ ットワ ーク の地域 カバ ーレ ッヂ の広 さ

を利 用 したス ケ ール の大 きな 業務が 多い ことで あろ う。例 えば 、 受注→ 発送 にいた る各地 の

販 売 店 か らの アク セ スに応 じなが ら、代金 関係 等 の 日計表 が 作 成 された り、貨物 船 の最 適 ス

ケ ー ジ ュール が た て られ た りす るよ うな例 で あ る。 また、 ワ ール ドエン タ ープ ラ イズ に おけ

る連 結決 算業 務 等 では、100ケ 所 以上 の 分散 した出先 や 、関連 先 か らの必 要 デ ー タを処理

し、2週 間以 内 に結 果 を得 てい る例 も ある。 これ らの業務 の 中 には 、イ ンハ ウスの コン ビ=

一夕 とネ 。トワーク の組 み合 せ 使用 の タイ プ もあ り、 システ ムの柔 軟性 も大 きい。

デ ータ流通 で は一 般に機 能 提供 が主 で、 シス テム サ イ ドで は 、直接 タ 。チ していな い模 様

で あ るが、(機 密保 持 の上 か ら 、デ ー タ内 容 や流通 状況 は 明 らかにされ て い ない)特 殊 な例

と して 、 ユ ー ザ が 開発 した プ ログ ラム フ ァイル の うち、差 し支 えない もの につい ては 、他
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の ユ ー ザ に 、 ネ7ト ワー ク を通 じて流 通 ・使 用 を させ 、GEの システ ムが使 用 料決 裁 の サ

ー ビス を提供 してい る仕組 み が ある
。

MARK皿 のテ ク ノ ロジ ィと して は 、先 ず 図22の 基 本概 念 か ら理解 す る必 要 が あ る。

GEの 考 え 方に よれば 、 コ ン ビ=一 夕パ ワー の蓄 積 、生成 、伝達 、分配 、消費 と二い う こ と、

で 、主 と して ハ ー ドウェア 、 ソフ トウ ェアの領 域 か らみ た整理が な され て い るが 、 これ を 、

デ ータの発 生 の視 点 か らみ ると、デ ータの需要 ま たは デ ー タの発生 が タ ー ミナル か ら、ネ 』ッ

トワー クに乗 り、蓄積 の た めの 生成 過 程 を経 て、実際 に蓄積 され る よ うな 図の上 か ら下 に至

る過 程 と、ス トア され たデ ータが需 要 に応 じて ネ 。 トワーク を通 じて供 給 され る とい う図 の

下 か ら上 に至 る過 程 とが あ る。

Terminal

(消 費)

Distribution

(分 配)

Transmis8ien

(伝 達)

Generation

(生 成)

Storage

(蓄 積)

Honeywell

G-635

コンピュ一夕パワ デ一夕開発の視点
一の生成・分配・ か らみた、ソシォ

ン消費の考え方
フィールドとの関連

(ハ ー ドウ ェアソフ トウ
ェア)(7'・ 一ン・・ア)

デ ータ デ ータ

発 生 需 要

図22シ ス テム の基本 概 念 図
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ハ ー ドウ ェア の構成 として は 、約100台 の各 種 コ ン ピュー タが動員 され 、そ れ らを有 機

的 に結 合 したク ラス ター システ ムの 構 成で 、 ネ 。トが組 まれ てい る(図23)。

そ れぞ れの主 な仕様 は、 次の とお りで あ る。

会 話的 処理 用G635

パ ッチ的 処理用H-6080

図23MARKMク ラス ター構成

ス トレ ー ジ

IBM2319磁 気 デ ィスク集 団 記憶 装置群

ア クセス タイム:40ミ リ秒

容 量:約50億 キャ ラク タ

ー143一



コン ピ ュ ー タ ・パ ワー 生 成

HoneyweIlG-635群

サ イ ク ル タ イ ム:1マ イ ク ロ秒

コ ア ー 容 量:128K語

1語 当 り の ビ ッ ト数:36ピ ッ ト

DSU270補 助 記 憶 装 置 群

ア ク セ ス タイ ム:20ミ リ秒

容 量:約500万 語

▲

パ ワー の伝達

`

GEPAC-4020中 央集 線 装置群

サ イク ル タイ ム:L6マ イク ロ秒

容 量:32K語

1語 当 りの ピ ッ ト数:24ビ ッ ト

パワ ーの分 配

COMPAT416遠 隔集 線 装 置 群

接 続 可 能 タ ー ミナ ル

ス ピー ド:100b/sfS・300b/s

コ ー ドセ ッ ト:8ビ ッ トコー ド

ソ フ トウ ェア は 図24の5つ に大別 され相 互 に密 接 に関 連 し、 ユーザ ー の要求 に対 応 で き

るが 、 ここでは フ ァイル システ ムの機 能 に つ い て少 しふれ て お くこ ととす る。

ファ イル は 、 ラン ダムア ク セス、 シ ーケ ンシ ャル ア クセス の2通 りあ り、315語(1語

36ピ ッ ト)を12ユ ニ ッ トと し、 ランダ ムア ク セス は1,000ユ ニ ット、シ ーケ ン シ ャル ア

クセ スは4,000ユ ニ.ト とい う制限 が あ るが 、 プ ログ ラム で呼び 出せ る フ ァイル 数 には制 限

が な い の で 、デ ータ を分割 すれ ば大規 模な デ ータを扱 うのに支 障 は な くな る。 また個 々の プ
　

ログ ラム の実行 中 に 中間 結 果 を書 き 出 し、 そ れ を使用 して最終 結果 を得 た 自動 消却 さ れ るダ

イナ ミ ック フ ァイル の使 用 も可能 で あ る。

■

`
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ラ イ ブ

ラ リ ー

コ マ ン ド

シ ス ァ ム

フ ァ イル

シ ス ァ ム

図24MARK皿 の ソ フ トウ ェア

●

●

使用 法 では 、 フ ァイル の ロ 。ク、 ア ン ロ ック機能 が あ り、 同 時 に 異 る ユ ー ザ か らの 同一

フ ァイル の更 新 を防 ぐことのほ か、 ジ ャー ナル と呼ば れるバ ックア ップ機 能 に よ り、 フ ァイ

ル が壊 され た と きで も短 時 間 で回復 が 可能 で あ るほ か、ア ー カイパル ・ス トレ ッヂ と呼 ばれ

る方 法 で、 デ ー タを保 存 す る機 能等 が ある。

② 情 報 シス テ ムの リソース ・ア ロケ ーシ 。ン ・ネ ッ トワーク の事例

ARPA(AdvancedRe8earchProjectsAgencyofDepartment

ofDefence)の 委 託 に よ り、 大学 ・研 究 機関 等 が共同 して 、コ ン ピ ュ ー タ メー カの 協

力 を得 て推進 して い るネ 。 トワーク システ ムの実 験が 、1969年 西部 で4つ の ノ ー ドの規 模

で開 始 され た。

71年12月 に は、25以 上 のノ ー ドを もつ規 模 に拡大 され 、更 に73年2月 に は30以

上 のノ ー ドに よる約100台 の コン ビ;一 夕 を連 結す る全 米 的スケ ール の ネ 。 トワ ー ク に成

長 した。

そ の地 域展 開 は図25の とお りで あ る。

ARPANETに は 、多 くの異 ったマ シ ンが使 われ てfO・り、実 験 の最 初 はMIT、 ス タ ン

フ ォー ドな どのPDP10シ ス テムか ら出 発 してい るので 、PDP10を 使 用 して い る とこ

ろが10数 ケ所 あ るが 、そ の他 カル フ ォル ニや大 学 のサン タ バーバ ラ(IBM360/75)、

ロス ア ン ジ ェル ス(IBM360/91)、 サ ンデ ィゴ(バ ロース6700)、SDC(IBM370/
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145)、MIT(ハ ネ ウェル645)等 が連 係 され てい る。

これ らのホス ト ・コン ビ=一 夕がそ れ ぞれIMP(ImterfaceMessage

Processer)に 直結 され 、IMPとIMPと のNET.VCよ り、すべ てのホ ス ト ・コン ピ

ュータ の連 絡が で きる。

ま た 、ホス ト ・コン ピュータ の端 末以 外 の端末 か ら直接ARPANETに ア プ ローチす る .

こと もで きる。 第1の 方法 は 、TIP(TerminaIInterfaceProcesser)を

仲介 と してホ ス ト ・コン ビPt－ 夕に連結 す る方法 であb、1台 のTIP(ハ ネ ウ ェル の ミニ

コン で20Kの メモ リイ)は 、63ま での端 末 を負担 で きる。 第2は 、NTS(Network

TcrminalSystem)と して 、 ミニ ・ホ ス ト ・コン ビ=一 夕(PDP11-M20)を

経 由す る方法 で ある。 この場 合 は、TIP経 由 と異 な り、ホ ス ト ・、コン ビ=一 夕並 み に端 末

の多 様 性 を確 保 で きる。

以 上 の仕 組 みで 、形成 され た73年2月 現 在 の ネ ッ トワー ク を図示す れば 図26の よ うに

なる。

こ の よ うに異 種 の コン ピュー タを連 絡 させ る面 での実験 は 、終 了の段 階 にい た ってい るが 、

我 々は 、 これ は 成功 した とみ て よい で あろ う。

ハ ー ドウェア 、 ソ フ トウェア の領 域 では、 今後 な お、改 善 、 発展 の余 地 は残 され てい るが 、

デ ー タ開 発 の視点 か らす れば 、ARPANETに 内包 され る今後 の真 の問題 は 、 デ ータ論 を

含 む処 理 す る対象 に移行 して い る とみ るべ きで あ ろ う。

ARPANETの 主な 目的 は、 リソ ース の シ ェア リング に ある といえ よ う。

す な わ ち、(Dデ ータベ ー ス の共 有 、 プ ログ ラム の共有(iD多 くの機器 の ロー ドのバ ラ

ンス と巾広 いア クセ スの ため の コ ミ=ニ ケ ーシ ョン の共有(iD経 済 的 か っ信頼 性 の高 いデ

ィジ タル コ ミ ュニケ ーシ ョン の開発 等 で ある。

.システ ム の基 本概 念 には 、分 散 して存在 してい るそ れぞ れ の システ ムが有 す る リソー ス を

互 い に分 か ち合 うとい うところ にあ る とみ る ことが で き、初期 の実験 の 成功 か ら、 次 の ステ

ッ プ で ある ユ ー ザ ・コ ミュニテ ィのネ イ シ ョン ワイ ドな集 合体 への形 成 の実験 ス テ ップに

入 ってい る と考 え て よい 。

ホ ス ト ・コン ピ ュータ相 互間 の プ ロ トコール(後 述)の た め の共通 のプ ロシ ー ジ ュとフ ォ

ー マ ッ トが
、ハ ー ドウ ェア領 域 、ソ フ トウ ェア領 域 で確 立 され るとい う範 囲 を超 え て イ ンフ

ォー メー シ.ン ・ユ ーテ ィリテ ィ全 体 の問題 と して、 ブ レー ン ウ ェアの領 域 にふ れ て来 る こ

とにな る。
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デ ータ の発 生 一 処理 、デ ータ需 要 一 供給 におけ るデ 一夕 メンテ ィナ ンス の側 面 や 、

問題 処理 のため の 思考錯誤 過程 な らび に結 果 の入手 までの側 面 、換言 す れ ば、 デ ー タ ・ア セ

ス メ ン ト、デ ー タマ ネー ジメン トの よ うな 、デ ータ開発 の基本 的 な要素 を満 たす 問題 に な っ

て きてい る。 この問題 が適 切 に解決 され た と きには、互 い にネ 。トワー ク に乗 った ユ ーザ ー

・セ ン ター が、 ときには リソ ース の提 供者 で あ り、 ときには そ の利 用者 で ある ことが で き、

同時 に各 ユ ーザ ーの システ ムは 、それ ぞれ 個 有 の 目的に対 して最適 なシ ス テム で あ る こ とが

可能 にな る。

ま た、 リソー ス プール の ため に特 別 の シス テ ム を持つ こ との で き な い ユ ー ザの 参 加 を も

保 証 す る 国民的 な リ ソース 機能 を も果す こ とが で き よ う。

ARPANETの テク ノ ロジ イの主 な もの は、IMPに 関 す る もので あ る。ARPANET

で使 用 され て い るIMPは 、ハ ネ ウ ェル316で 、 メモ リーは12Kワ ー ド(1ワ ー ドは

16ビ ッ ト)、 シン グル ユ ニ ッ トで あ り、 周辺 機器 を必要 と しない。

ひ とつ のIMPに は 、4台 まで のホ ス ト ・コ ン ビ=一 夕 を連結 す るこ とが で き、IMP間

は 、50Kビ ット/秒 の通 信 回 路で結 がれ 、そ れぞ れ2っ のパ ス が与え られ てい る。 特 に通

信速 度 を要 求 しない ときに は、10Kビ 。 ト/秒 の回線 を選択 する こと もで き る。

IMPに は、4っ の機能 が あ るが 第1は 、 メ ッセー ジ、ハ ン ドリング で ある。 ホ ス ト ・コ

ン ビ=一 夕 か らIMPに メ 。セ ー ジが 送 られ て くる と、1,000ビ ・ ト単 位 のパ ケ 。 トに分 解

して 、送b先 のIMPに 通 す 、受 け る側 のIMPは 、それ をチ ェ。ク した上 で、 受け た後 、

再組 立 て してホ ス ト ・コン ピュ ータ に渡す 機能 であ る。第2は 、 メ ッセ ーヂ ・ル ー一一テ ィン グ

であ る。IMPの 中に はす べ て のパ ス の状 態 の記録 テ ーブルが あ り、 メ ッセ ーヂが どのパ ス

を通 るか につ いて 、すべ て のパ ス をテ ス トし、時 間 をはか り、最 適 コー ス が記録 され て い る

の で、 最 も有利 な レスポン ス を得 る コ ース を 自動的 に選択す る。 第3は 、 エ ラー チ ェ ック で

あ り、パ リテ ィエ ラー とライ ンエ ラー をチ ェ ックす る とと もに、それ を記 録 しネ ッ トワー ク

コ ン トロール セ ンタ ーの保 守 用 情報 とす る。 第4は 、ホス ト ・コン ピュー タに標 準 的 な イ ン

タ ー フ ェース を与 え るため の コ ン トロール で ある 。

ARPANETの ソフ トウェア の重 要 な もの は、 プ ロ トコ ール(PROTCOL)で ある。

これ は2つ の プ ログ ラムの約 束 ごとに 関す る コ ン トロール プ ログ ラム で あ り、IMP-・.-s).-

IMP、IMP－ ホ ス ト ・コン ピュー タ、ホ ス ト・コン ピ ュータeホ ス ト ・コ ン ビ

=一 夕の3段 階 の レベル のそ れ ぞれ別 の ものが あ る。

これ らの 中、前2者 は一 義 的 に定 め られ るが 、ホス ト ・コン ビュー'タ間 の プ ロ トコール は 、
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メ 。セ ージ の意 味 に関 す る もの であ り、双 方 の同 意 を必 要 とす る。 こ の た め ユ ー ザ 間に特

別 の委員 会 が開 かれ る。 同 意す べ き内容 に は2種 類 あ り、TSS使 用 に関す る場 合 と、 フ ァ

イル ・トランス フ ァーに関 す る場 合 とで あ る。 異 シス テ ム間 での 組織的 デ ータ交 換 を行 な う

リモ ー ト ・ジ ョブ ・エン トリーは、 こ のフ ァイル ・トランス フ ァーの一 つ で ある。 ホ ス ト ・

ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タの プロコ ール は 、 システ ムの質 的な発 展 の上 で、今 後 最 も重 要 な キ イ

にな る であ ろ う。'
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4.2ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の 諸 問 題

(1)リ ソー スの シ ェア リン グ をめ ぐって

ARPANETは 、 コン ピュータの タイム シ ェア リング の概念 か ら一 歩進 ん だ リソース シ

ェア リング を 目的 と して 、ユ ーザ ー コ ミュニ テ ィの集 合体の形 成へ と進 ん で ゆ くで あ ろ う し、

MARK皿 は 、ク ラス ター 構 成図 にみ られ る よ うな独特 の ネ 。 トワーク に よって有 機 的 な経

営管 理 や フ ァイル管 理を 目指 す フル ス ケー ル の イ ンフ ォー メ ー シ 。ン ・ユーテ ィリテ ィ機能

の実 現 の方向 に発 展 す るで あろ う。 こ こに い う、 リソース シ ェア リングの概 念 や フル ス ケ ー

ル のイ ンフ ォーメー シ ョン ・ユ ーテ ィリテ ィのバ ックグ ラウ ン ドについ て 、我 々の理論 で整

理 を して み る と、第1部3章 に述 べ られ て あ る 「デ ータ開発 の フレー ム ・ワーク 」の 問題 そ

の もの に帰着 して くる。

ARPAeCk・ け る ホス ト ・ホス ト ・コン ビ=一 夕のフ'ロトコ ール や、MARK皿 におけ る

フ ァイル コ ン トロール のテ ク ノ ロジ ィに関 す るブ レーン ウ ェア領 域 に おけ る 問題 の研 究開発

がそ の 中心 になる わけ で あ り、単純 な フ ァイル マ ネ ジ メ ン トでは な く、 デ ー タ ・ア セ ス メ

ン トを前提 と したデ ータ ・マ ネ ジメ ン トのた め の フ ァイル理 論 とコ ン トロ ール 技術 に着 目さ

れ る必 要 が ある。

(2)ネ ッ トワーク システ ムの パ ー フ ォー マンス をめ ぐって

シス テ ムの パ ーフ ォー マ ンス をど こにお くか につい て、最 初 は 、'コス トに着 目され る こと

は 自然 な こ とで あ る。具 体 的 には、過去 の コ ン ピ ュ一 夕 リゼ ーシ 。ンでは 、 ハ ー ドウ ェアに

偏 っ た傾 向が あ ったが 、最近 に至 ってハ ー ドウ ェア の飛躍的 な性 能 向上 と コス ト低減 に対 し

て ソフ トウ ェア コス トは相 対 的 な割 高 にな り、パ ーフ ォーマ ンス の重心 は、 ソフ トウ ェア に

移 って きてい る。 この よ うな パ ー フ ォーマ ンス の重心 移動 の今後 の延長 は 、 コ ミュニ ケ ーシ

。ン機能 に 及ぶで あろ う。 コン ビ=一 テ ー シ 。ン のス ピー ドは6年 間 で10倍 程 にな って い

るが 、 コ ミ=ニ ケー シ 。ンの ス ピー ドは 、20年 間 で2倍 に な ってい る に過 ぎない現 実 か ら

の必 然 であ る。

しか しなが ら、以 上 の よ うな範囲 で のみ の コス トエ フ ェク テ ィプ ネス の追 求 では 、 ネ 。 ト

ワー ク の本質 に貢献 す る よ うなパ ー フ ォー マ ンス のお き方 には な らない とい え よ う。

SDC(SystemDeveIopmentCorporation)で は、 ネ ッ トワ ークデ ザ イ

ンに お け るシステ ム の中 の トラ フ ィ ック とコ ン フ ィグ レー シ ョン をコ ン トロールす るた めの

シ ミ=レ ーシ.ン モデ ル 「CACTOS」 が作 成され 、 このモデ ル を使 用 して1っ の中央処

理 装置 に集 中 した場 合 と、 多 くの適 当 なス ケ ール のコン ピ ュー タに分散 した場 合 とのそ の併
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用 の度 合 いに つい て綿密 な シ ミ ュレ ー シ.ン を行 な ってい る。

この モデル の基 本的な 考 え方 は、,.最も費用 の高 い リソース を、忙 し くさせ てお きたい とい

うこ とで あ り、 大 き く分 け て使 用 され るTooIに 関す る もの と、集 中、 分 散 の配置 に関 す る

もの との2つ の部 分 か らネ 。 トワーク モデル を構 成 してお り、 次の よ うな パ ー フ ォーマ ンス

メジ ャー を与 える よ うに な って い る。

(Dト ポ ロジ ーを含み 、そ れ か らネ ッ トワーク の信頼性 を反映 す るボ ル ネ ラ ビ リテ ィ

(VoInerability)に つ いて

(iDレ ス ポン ス ・タイ ム につ いて

(涌)全 体 のシス テ ムのス ル ー プ ッ トにつ いて

OV)ノ ー ドの ロー ドと リンク(ボ トルネ ック の検 出)に つ いて

モ デ ル に与 え るパ ラメ ータは 、3群 あ って、第1は 、 コン ピ ュータ ・エ ク イ ップ メ ン トに

関す る もの、第2は 、 コ ミ=ニ ケ ー シ ョン ・ネ ットワーク に関 す る もの 、第3は 、 ワー ク ロ

ー ドに関 す る もの で ある
。

現在 ま でに得 られ た結果 は(D確 立 的な 形 でキ=一 イン グ を得 る。(の コ ン ビ.一 夕 ・ス

ル ープ ッ トの選 択 的分析(iの ネ ッ トワー ク シス テム のメ ッセ ッジ ・ル ーテ ィン グの形 の 選

択 的分析 等 であ る。

現段 階 では 、い くつか の ク ライテ リア を基 に して、 ネ.ト ワ ークの最 適 化 の条 件 を シ ミュ

レー シ 。ンす る とい う、 限 られ た範 囲 の条件 に対 す る特 定 の結果 を得 るに止 ま
って お り未 だ

完 全 であ る とは い い得 な い。

この よ うなモ デル に対 し、今後 必要 な ことは、 ブレーン ウ ェア領域 か らみ たパ ー フ ォー マ

ンス メジ ャー をつ け加 え、 デ ータ開発 に必 要 な要 素 を技術 的 パ ラメータ 化 し て 与 え る こ と

で あろ う。
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第5章 デ ー タ利 用 の事 例

5.1鉄 鋼 業 景 気 指 標 作 成 に お け る デ ー タ 利 用

デ ー タ利 用 とい う立場 か ら鉄 鋼 業 界 では通 産 省 に 協力 し業 界最 初 の景気 指標 と して 「鉄鋼 業

景気 指標 」を昭 和38年 に作 成 し、 そ の後 指標 のア フターケ ア ー、実状 との比 較検 討 、 利用 上

の問 題等 種 々の検討 を加 え 、 目下そ の改 訂 が行 な われ て いるが 、そ の間に得 たデ ー タ活用 上 の

諸問題 を略 述す る。

(1)作 成 過 程

(D方 法 にっhて

指標 作 成 の方法 と しては 、短期 の予測 モ デ ル の作 成 、鉄 鋼業 を中心 とす る経 済 活 動 の因

果関 係 を追 求 して これ を フ ォー ミレ イ トしよ う とす る方法 、、あるいは従 来 か ら作 成 さ れて

い る景 気指 標 と同 じ手法 に よる方法 な どが考 え られ たが、 いず れに して もデ ー タ 自体 の統

計 系 列 と して持 ってい る内容 が 不明 であ るた め、 まず これ を解決 しな けれ ばな らな い。

このた め 、鉄鋼業 関係デ ータお よび関連 デ ー タの中 か ら鉄鋼業景 気 につ い て のデ ィス ク

プ タ ーを求 め よ うとす る、 すな わ ち統計 的 には 成分 分析手 法 を用 いて 、多 数 のデ ー タを検

討 吟 味 して、小 数 のデ ー タを選別 し、これ をア グ リゲー トす る方法 に ょ った、

(iD作 業 の手 順

まず第1に 昭和28年 以 降 の鉄鋼 業 に関連 した諸 統計 の収集 ・吟味 修 正 か ら着 手 し、 月

別 に740系 列 のデ ー タを整 備 した 。

さ らに これ をデ ータ の信 頼 性 ・同 質性 ・同一 性 を基 準に検 討 し、251系 列 を選別 した

(第1次 選別)。

これ と並行 してデー タの経 済 的 意味 伺け と、景 気転 換点 を中心 と した実態 分析 に必 要 な

諸 般 事項 をま とめ るた め、 鉄鋼 業 景気 日誌 を併 行 して作 成 し、 これ と経済 全般 との動 き を

関 連 付 ける ため経 済企 画庁 景気 日誌 との つ き合 せ を行 な った。

第2段 階 と して、選別 され た251系 列 の各 グ ラ フと 日誌 による実 態 をつ け合 せ 、 さ ら

に 業 界 内外 の学識 経験者 の ヒヤ リン グを加 え て 、鉄鋼 業景 気転 換基準 日付 を設定 した 。 こ

れ を もとに して251系 列 のデー タ をさ らに先 行 グル ープ83系 列、 一致 グル ー プ18系

列 、遅 行 グル ープ23系 列 、計124系 列 に整 理 し、さ らに これ を体 系的 に一般 経 済 、関

連 産業 、鉄 鋼部 門(経 済 、 内需 、輸 出、生産 、 価 格、在 庫 、原料輸入 、海 外 要 因)の10

パ ター ン別 と し計30種 に類 別 し(第2次 選別) 、そ れ につ いて各種 の組 合 せ を と り成 分

一155一



分析 手 法 を適 用 してそ の結 果 を

④ 対 象 デ ー タの内容 と固有 値 ・固有 ベ ク トル の比較検 討

㊥ 景 気転 換 基 準 日付 お よび景 気 日誌 とに よ る射 影値 の トレース

6系 列 の組 み 合せの変 更 に よる コンポ ネ ン トの追 求 と フ ィー ドパ.ク

に したが って分析 する試行 錯 誤的 検討 を行 な った。

(加 デ ー タの決 定 と継 続 計算

この結果 か らさ らにデ ータ選別 を行 な い(第3次 選別)最 終 的 に

④ 鉄鋼 業総 合 先 行(12系 列)、 一 致(7系 列)

⑰ 業 種 別 特 殊鋼先 行(8系 列)、 同一致(10系 列)、 鍛 鋼一 致(5系 列)

鋳 鋼 一致(6系 列)

◎ パ ター ン別(構 造 別)生 産(11系 列)、 価格 、生産業者 在 庫 率 、 消費業 者在

庫 率(そ れ ぞれ7系 列)

ほ かに参考 と して流 通(4系 列)

の 指標 を作 成 した。

この継続計 算 は28年4月 ～38年6月 の123ケ 月間 の固有 ベク トル を用 い て以 後各

月 ご とに外 挿計 算 を行 な って い る。

(2)指 標 に対 す るア フ ター ケ アとそ の問題 点

成 分分 析 に よっ てデ ータのデ ィス ク リプ ター を得 て景 気指 標 を作 成 した とい う結 果は 、作

成 上 の前提 条 件 に従 った面 か ら見 る 限 りに於 ては 、一応 満 足 でき る と思 われ た。 と くにパ タ

ー ン別 指標 の活用 に より
、景 気変 動 に関 す る側 面 的観 察に従 来 より も豊 富な判 断材 料 が得 ら

れ た とい え よ う。

しか しなが ら、 反 面10年 間 のデ ー タ解 析 の面 か らい くっ かの問題 点 も示 され て い る。 た

とえば 、

(D生 産 能 力 の絶対 的な増 加 と新需 要 分 野 の拡 大 に よ り価 格 が低位安 定 し、変 動 の振 巾が小

さ くな って きて い るた め先行 指標 にセ ン シ ビ リテ ィの減少 をきた してい る

(ii)生 産 構 造 の変化 、す なわ ちス トリ ップ ミル の比重 増加 等 に よb採 用 系 列 の 中に適 切 でな

くな って きてい る ものが ある

(iii)10年 間 に おい て輸 出環境 の相 異 が あ らわれ て い る

OV)流 通 面vatsけ る商社 の集 中、 メ ーカー一一の商社 に対 す る支配 力の変化 、 独 占品種 の減 少 、

企 業間 信用等 流通 面 か らみ た景 気 減 の変 化 に対応 で きるデ ータが とぼ しい
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等 々で ある。

こ の た め ア フ タ ー ケ アと して昭和40年 に 固有値 ・固有 ベ ク トル の変 化 の検 討 を行 な う

ため 、先行 指標 を とりあげ

第1ケ ース:123ケ 月(作 成 当 時 のデ ー タスパ ン)の データ スパ ンで毎 月ず ら し

て変 化 を計 算

第2ケ ース:54ケ 月(1循 環 の最 大 ス パン)の デ ータ ・スパ ンに よる計 算

を試 み た。

そ れ に よる と固有値 ・固 有 ベク トル は予 想 外 に 不安 定 であ り、 とくに32年 の ピーク 時 を

境 に して、デ ータの相対 的 な 説明力 に 大 きな変 化 をみ てい る ことが発見 され た。

固 有 値 の 変 化 〔1〕

■

㊥

100h

50

0
5、93。穿

,678、 、。11121、345678,、 。1、 、21234

:〔:∵1711門lllw7777門1門
383940
年 ・ 、
6789101112123456789101112123456
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

ヨヨ ヨる さら

中時6789_1、2123456789_1、212345

月

図29ケ ース1:123ケ 月 スパ ンに よる固有値 の変 化

第1の ケ ース で は 、最 初第1固 有値 が53%、 第2固 有値 が42%を 示 してい た が後 半 に

はそ れ ぞ れ62%、29%に 変 化 して お り、先 行 指標 に採 用 した第2成 分 につい て そ の有 意

性 の減 少 が裏 付 け られて い る(図30)。
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さ らに これ を系列別 にみ る と、第1固 有 値 に対 す る固有 ベ ク トルの変 化 は 、生 産 グル ープ

の値 が大 き くな り、 価格 グル ー プの値 が小 さ くな って い る(図31)。 第2固 有 値 につ い て

も同 様 、価格 グル ー プの ウ ェイ トの相 対的 減 少が み とめ られ る(図32)。

す な わ ち、生 産 グ ルー プは循 環変 動 のほ かに 趨勢変 動要 因 が強 く働 い て お り、価 格 グル ー

プに はそ れが ない こ とか ら指 数全体 と しては循 環変 動に対 す るセ ンシ ビ リテ ィが失 われ て く

る こ ととな る。

第2の ケ ース では デ ータス パ ンを短 くとった ため次 の ことが判 明 した。

31年ll月 を中心 とす る価 格 の異 常 な高騰(ス エズ 動乱 に よる影響)を 境 に して 固有 ベ

ク トル の方向比 は逆構造 的 に な る断 層 が あ らわれ 、 これ か ら以 後 の 固有 ベ ク トル の変 化 は、

価 格 グル ープ(グ ラ フ上 の 系 列%1、2、3)が 減 、物量 グル ー プ(雁4、5、6、7)そ

の他 グル ープ(%.10、11、12)が と もに増 の方向 を示 してい る。

と くに 、 この間 の厚板市 価 及 び東 証株 価 等 の固有ベ ク トル の変 化 にっ い て の解釈 は難 しい

点 もあ るが 、注 目す る必 要が あ る。

以 上 の ような結果 は、循 環変 動 につ いて1サ イクル経 過 ご と 、または、1つ の ピークか らボ

トム の経過 ご どに適 用系 列 の差 しか え を検討 す る必要 が あ る こ とを示唆 してい る。 す なわ ち、

採 用 系列 のコ ン ポネ ン トの変 化 そ の ものの 分析 を行 な うことに より、循 環変 動 に内 包 され る

質的 な変 化 がデ ータ か らよみ とられ 、 これ を もとに よ り適 切 なデ ー タの ア プ リケー シ 。ンに

つ とめ ると と もに、そ の局 面変 化 の実 体 を裏付 け る各 種情報 の整備 も併 せて行 な う必要 が あ

る。

今 回 は2つ の ケ ースに よる検 討 で あ るが 、デ ー タ開 発 の面 か らみ る と次 の指 適 が で きる。

(i)時 系 列 デ ー・一夕の取扱 い につ いて

④ トレン ドの取 扱い

トレン ドに従 って相 関 が 高い とい う意 味 が あるに過 ぎないデ ータ間 の 関 係 が 、他 の

意味 で も有意 な関係 に あて はめ られて誤用 され てい るの ではない か。 これ は 成分 分析 法

を適用 す る場 合 に限 らず マ ク ロモデル 分析 そ の他 の場 合 に も共通 す る問題 であ る。 と く

に今 回は デ ー タの もつ 意味 をほ り下 げデ ー タ加 工 に よる歪 み を極 力 さけ るた め にそ の事

前 加 工(趨 勢 除却 、季 節調 整等)を 行 なわ なか った結果 と思われ るが 、時系 列 分析 に お

け るデ ータ ア プ ロー チ と して十分 に留 意 すべ き問題 で あ ろ う。

◎ デ ータスパ ン

ケ ース2に 示 された よ うに、 あ る一 時点 を画 して各 系 列 の相対 的 ウ ェイ トに混 乱 を生
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,じた場 合、 これ を同一 デ ー タと して時系 列 的 に一 貫 した説 明 力 を期待 す る ことに は問題

が あろ う。極 言 すれ ば前 例 のス エズ 動 乱を境 として、それ 以前 と以後 とは別データ(デ ータの

性質 が変 って しま う)と い う観点 で取 扱 うこ とが必 要 で、 この ことは時 系列 デ ータ とい

え ど も、同 じ集 団か らのサ ンプル と して扱 えるか ど うか とい う検証 を絶 えず行 ない 、デ

ータ選 択 に あた
って、そ の デ ー タの持 つ 内容 、採用 すべ きデ ー タの タ イム スパ ンの十 分

な る吟味 が 必要 である。

◎ デ ィメン シ ・ン変 化 に対 す る考 察

本 例 は成分 分析 を行 ない そ の固 有ベ ク トル の変化 を追跡 してデ ー タ間 の断 層 を見 出 し

た もので あ るが 、そ れ を景 気の1つ の デ ィメン シ 。ンの変 化 と して 受 け とめ る と き、当

然 そ の時点 におけ るデ ータ開発 が必 要 で あ ろ う。す なわ ち前 記 の例 が スエズ 動 乱 とい う

外 的 要因 に あ る とす れ ば、 それ を と りあげ てデ ータ分析 を行 な い、 た とえ ば フ レー ト問

題 、 輸送 問題等 そ の一 事業 か ら波 及す る種 々の経済 問題 、 フ ェイズ の変 化 を各 種 デ ータ

の うえか ら可能 な限 り見 出 し、 爾後 の経 済 分析 を適 確 に な ら しめな くては な らな い。

(ii)時 系 列経済 分析 におけ る成 分分 析手 法 の適 用 につ い て

④ 大量 デ ー タの小量 化

外的 基 準 を与 えない で 、大量 のデ ー タを使 用 し、 目的 に対 して有 用 な知識 を引 き出そ

うとい うことで この手 法 が用 い られ たが 、 そ の意 味 では 指標作 成 に はか な り成 果 が あっ

た と思 われ る。 しか しなが らこの よ うな多 変量 解析 に適 用 し得 る ような経済 デ ータ を ど う

整 備 してい くかにつ い ては 今後 研 究 を要 す る もの であ る。

◎ デ ータスパ ン と自由度 の関係

今 回 の作 業 におい ては長 期的(全 期 的)と 最 も長 い景 気循環 期54ケ 月 の2通 りに よ

り計 算 を行 な っ たが、 ス パ ン をかえ た とき性質 の ちが う問題 が うきぼ りに され る こと も

考 え られ る。 この場 合 自由度を が まん して もスパ ンを短 か くとるか 、叉 、長 くとるか に

つ い ての吟味 も(試 行 錯誤 を要 す るが)考 慮す る余 地が あろ う。 また固 有 ベク トル の変

動 に対す る実 証面 か らの考察 も必要 で、 これ等 を含め て時 系列 デ ータ と回帰 分析 につ い

て の ツメ ー デ一 夕 か ら何 を学 び とるか 、 またそ れ に対 して の警 戒 一 が 必要 で あ

ろ う。

6成 分 分析 結 果 の意 味伺 につい て

成分 分析 の よ うな 統計 学 的手 法 に よる計 算結 果 につ い ては、経 済 学的 な意 味 付 けが 困

難 な場 合が しば しば生 じるが、 このた め には景 気変 動 に対 す る十分 な イ ンパ ル ス 分析 、
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景 気 デ ィメンジ 。ンの有効 模型等 実 態 分析 の手 法 を併行 して考 えて お く必要 が あ る。 た

とえば主成 分 の解釈 に関 しては この種 の方 法 の共通 した悩 み とな って い る。 そ のた め に

は解 釈 しやすい デー タ群 に よる モデル に成 分分析 を行 な い、そ の成 分 の意 味 す る と ころ

を確認 す る とか、固有 ベ ク トル の変化 か ら何が説 明 で きるか等 の実験 も必要 で あろ う

(新 指標 作 成の項 参照)。

又逆 に例 えば デー タ不足 か ら代 用系 列 が用 い られ る場 合や、誤差 を含 むデ ー タに成 分

分析 法 を適用 す る ことは結 果 の実 用化 を ます ます困難 な もの とす る こ とに もな ろ う。

(1の デ ーータ事前 処理

デ ー タの事 前処理(分 散 共分散行 列 と相 関行 列)に よって多変量 解 析 の結 果 は 異 るが 、

実 態解 釈 との関連 でみ る と分 散共 分 散行 列 は好 ま しい結果 にな ってい る。

デ ー タの標準 化 が果 して よい か ど うか に つ いて もケ ース 毎 に経験 してみ る必 要 が あ るの

では な かろ うか と思 われ る。

③ 景 気指 標再検 討 と改訂 指標 の作成

上 記指 標 の作成 に あた っては 「多 数 の異 質 な変 動 を示 す系 列 か ら、全 体 の変 動 を代 表 す る

よ うな互 い 庭無相関 な成 分 を抽 出す る 」とい う成 分分析 の特質 を利用 して景 気 の意 味 伺 ま を

行 な った。 しか しな が らこれ に は前 節 での べ た よ うな種 々 の問題点 が あ り、 また 作成 後10

年 を経 て環 境 の変化 、それ に伴 う系 列 の陳腐 化 、新規 統計 の開発等 か ら、 そ の見 直 を行 な う.

こ とにな った。

この改 訂作業 は前 回 と くらべ 次の大 きな相 異 点 が見 出され る。

「景 気=鉄 鋼業 の利 益率 の変 化 」

す なわ ち景気 を上 記 の よ うに定義 付 け て*鉄 鋼 業 の景 気 変 動 プ ロセ ス を分析 し、企 業

収 益 率 を 中心 と したタ イ ム ラグの検 討 を実 デ ータを も とに行 な った。

*こ れ は法人企 業統 計 か ら求 め られ る が 、それが4半 期統 計 で あ る こ と及 び 公表 が

遅い ことのため 、現 状分 析 には 余 り役 立 たない。

次 に イ ンパ ル ス表 に より、景 気変 動 のプ ロセ ス を示 す諸 指標が 、そ の背 景 に あ る経済 的意

味 を含 めて各 相互 間 に基 本 的 に どの ような 因果 関 係 にな ってい るか、そ の メ カニズ ム を考 え、

デ ー タの選別 に役立 たせ た。

さ らに利益率 の内容 を分析 し
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た だ し、Cv:変 動 費Cv:ト ン 当 り変動 費 ρ:稼 動 率Cf:固 定 費

q:出 荷 量@二 平 均 単価

と し、

④q関 係:数 量 系 列

◎@関 係:価 格 系列

6Cf関 係:財 務 系 列、 稼動 率系 列 、労務

とい うよ うにデ ータ 系列 を分 解 し、 これ 等 か ら景 気 変動 に見 合 うデ ー タを選 出、 最終 的 に

22系 列 を採 用 し、 これ を先 行 、一致 、遅行 別 に基 本 系列(7系 列)、 参考 系列(15系 列)

に類 別 し、成 分分析 を主 体 に各組合 せ に よる計 算 を行 な った。

な お 、今回 は前 年 同 月比 に よる趨 勢 除却 を行 な った。

そ の結 果 、表7に 示 す ような一 致指数 を得 た。

先 行 指標 は鉄鋼 関連 産業 を中心 に、

④ 一致指標 と同 じパ ター ン(波 形)で あ る こと。

◎ 先 行 性

◎ 経 済 的意 味

を基 準 と して同様 の方法 で系 列 を選 択 した。

しか しな が らそ の結果 は一 致指標 に対 して 約3ケ 月先行 す る指 標が得 られ たに と どま った。
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総 合 一 致 指 標

,

診

採 用 系 列 デ ー タ 処 理 影 響 係 数

1.普 通鋼 鋼材 在 庫率 率(逆 数) 0,933

2.日 銀卸売物価指数(普 通鋼鋼材) 指数(40年 基 準) 0,761

3.普 通鋼鋼材国内向出荷高 前 年 同 月 比 0,973

4.粗 鋼生 産 高 前 年 同 月 比 0,975

5製 鋼稼動率 率 0,795

6.鉄 鋼 問 屋月 中売上 高 前 年 同 月 比 1,000

先 行 指 標

採 用 系 列 デ ー タ 処 理 影 響 係 数

1.普 通鋼鋼 材 在庫高 前 年 同 月 比 0,745

2,電 気機器普通鋼鋼材受注高 前 年 同 月 比 1,000

3.冷 延 薄板 市 中 価格 円 0,720

4機 械受注額 … 工作機械 前 年 同 月 比 1,000

5機 械受注額 … 建設業向 前 年 同 月 比 0,841

6.建 設工 事 受注 額 … 民 間 前 年 同 月 比 0,708

表7改 訂鉄鋼業景気指標採用系列
●

◆
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以 上 成分分 析 に よ る景 気指 標作 成 にっ い ては大 量 デ ータの小 量 化 とい う点 では新 旧両 指標

と も同 様 の意義 を有 したが 、デ ー タア プ ロー チの面 では はか らず も表 裏 の あつ かい がな され

た とい え よ う。

す な わ ち、 旧指標 作成 に さ い しては 「デ ー タか ら知識 を得 る、デ ー タが語 る もの を学 ぶ 」

とい う面 か らの接近 で あ り、新 指標 に おい て は 「あるデ ータ を説 明す るた め に、 他 の多数 の

デ ー タか ら共 通要 因 を抽 出す る い わば 結論 を得 るため の手 段 と して この手 法 を用い た

もの 」 であ る。

この よ うにデ ータ アプ ロー チはい ろ いろ あ るが 、そ の 目的 を明確 に し、少 くと も これ を混

在 させ る こ とは さけ るべ きで あ ろ う。

コ

,
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5.2.国 際 政 治 に お け る デ ー タ 利 用

最近 社 会科学 に計量 的 な ア プ ロー チ の導入 が盛 ん にな って きてい る。 特 に国際 政 治 の分野 で、

国際 関係 の動 きを、 ある時期 毎 に具体 的 に把握 しようとい う観 点 で発 展 して き たの であ る。本

来 、 この方法 論 は 、米国 で発 達 して きた分野 で あるが、国際 関 係 の複 雑 化 に伴 い 、将一来の方 向

を見 るべ く、多 国間 の動 向 あるいは ある特定 の国家 の発展 を量 的 に とらえ る必 要 か ら生 じて き

て い る。 この分野 の発達 は近 々十年 位 の歴 史 しか持 っていな いが 、 その適 用分 野 の展 開 は、学

問 の世 界 のみ な らず実業 の世 界 にま で及ん で きている。今 まで国際 関係 の分 析 は 、定性 的 な も

のが 中 心 で あ った が 、少 くと も激 し く動 ぐ世 界 の動 向 を と らえ る一 つの手 段 と して研 究 され た

もの で ある。

もと も と学 問 的 な研 究 で あ った もの が あ らわれ た成果 を多方 面 に利用 し始 め て きた。 その 一

つ が国 の外交 政策 の意 志決定 の手 段 と して、二 つ は企業 の国際 戦 略 の一環 と してで あ る。前 者

は政 府 の外交 機 関 に おい て利 用 され 、後 者 は多 国籍 企業 叉 は海外 に広 ぐオペ レイ トす る企 業 の

一環 と して利 用 され 始 め てい る。

この よ うな 国際情 勢 の 分析 に非 常に潜 在 的 に力 を もった手段 なの で あるが 、 そ こに は多方 面

の デ ー タの蒐集 も整 理 そ して分 析 が重要 なの で ある。国 の機 関 あ るいは企 業 に関 係 な く国際 関

係 の 分 析 と予 測 を行 うため に もたれ るデ ータベ ース は、方 法論 的 に異 質 の もの では な い。 大

まか にい って 、 この デ ータベ ース には 二 つの種 類 が あ る ように見 え る。

1.最 高 戦略 のた め の もの

2.基 礎 的 な デ ー タ を整 理 するた め の もの

勿 論 この両 者 は別 個 の もの と考 え る よ り、 イ ンタ ー リレイ ト した形 で存在 す る もの で あ ろ う。

そ れ らは すぺ て政 府 機 関 及び企 業 のMISの 一 つ と して 存在 す る もので あ る。

(1)デ ータ プ ログ ラム

政 治 の多 元 化 が進 行 する と、社会 、政 治 の変化 は 、 一 国 の経 済発展 を どの よ うな段 階 へ導

くの だ ろ うか。 叉 どの よ うな社 会状 況 が政治 の集 団化 、国 内各 地方 の連係 化 、同 盟 メ ンバ ー

の移動 をひ きお こす で あろ うか。 そ れ が ζ こで問題 に して い るPoliticalData

Programは 、国 際関係 と比較政 治 の一 部 と してつ くられ る もので あ る。

現 在米 国 に おい ては、 イエ ール 、 ミシガ ン、バ ーク レ イ、 そ してハ ワ イの 四つの 大学 に こ

の よ うなモデ ル 計画 が実 施 され 、現 実 に動 いて い る。

そ の 一つ の イ エール大 学 のYPDPは 政 治発展 と外 交政策 の背景 とな る 、計画 デ ー タの収

集 、分析 、評 価 を行 な ってい る。YPDPは 政 治変化 を導 く社会 状況 に焦 点 をあ てて いる 。
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そ の中心 とな る もの は、政 治能 力 、 っま り、第 一 に資源 、行 政 力、 国 民 の支 持 の間 のバ ラ

ンスで あ り、第 二 に内政 と外政 に関 す る公 式、 非公式 の コ ミッ トメン トで あ る。 社会 状況 は 、

このバ ラン スに大 きな影響 をあた え る と考 え られ る。 コ ミッ トメン トには条 約 、法律 、公 約

ばか りでな く国民 の要 請 と期 待 も含 まれ る。社 会状 況 の変 化 は 、 この要請 と期 待 に変 化 を起

こ し、 か くして政 府 の コ ミッ トメン トと もそ の政治 能 力 と安 定性 を変 化 さ せ る こと にな るで

あろ う。

か くして 、国 が外 交 政策 を立 案 す る に あた って、 叉は企業 が そ の国 に対 外投 資 をす る よう

な政 令 、有 効 な判 断 をす る材料 をあたえ る ことにな ろ う。 即 ちデ ータの分 析 の結果 、政治 現

象 の確 率分 布 に基 づ いた理 論 を得 られ る こ とに な る。 どの よ うに して政権 が倒 れ るのか、 ど

の よ うに して政 府は コ ミ ッ トメ ン トを実現 で きる のか、 な どで あ る。

政 治現 象 や行 動 の確率 をア ウ トプ ッ ト変数 とし、 一方 社 会、経済 、 文 化 、政治 の変 化 をイ

ンプ ッ ト変数 と して考 える 。そ うす る と、社 会変 化 の変数 と政 治行動 の変 数 との間 の関係 を

確 か め 、一方 の変 数 の変 化 が 、他 方 の変数 にそれ も対応 す る変 化 を もた らす ことを見 つ ける

こ とに ょ って、政 治 体系 を分 析 し うる。

これ は変数 を測 定 し、そ の 間 の関係 を調 べ るだ け でな く、政 治行 動理 論 の検 証 を も行 うこ

とが で'きる。そ して比較 デ ー タ を分 析すれ ば、社 会 、経 済構 造 に一定 の変 化 をあた え る と、

それ は、 ナ シ 。ナ リズ ム と政 治 的高揚 の方 向 に大 衆 を動 かせ るか、 ナ シ 。ナ リズ ム か、共 産

主 義 か とい った こ とに どの よ うに して向 け るか とい う問題 に光 を あて うる。

② デ ー タの種類

社 会変化 と政 治 発 展 の相互 関係 につ いて分 析 す る上 で、 デ ー タ を十 分 に集 め、 組識 化 し、

分 析 す る ことが重 要 で ある。

い ろい ろな 国 の政 治学 者 や社 会学 者 の研 究 型 式 の重要 な差 異 は、 彼等 の使 用 す るデ ー タか

サン プル調 査 に よ る個人 デ ー タと、 国勢 調査 な どの集計 デ ー タとで あ る。

選挙 統計 の類 で は 、集 計 デ ー タで研 究 す る ことは、 す でに古 典的 な もの とな りっっ ある。

サ ン プル調査 の発 達 にっれ 、 叉他 の社 会研 究技 術 が部 分的 に心 理学 を応 用 す るにっ れ 、集 計

デ ータの重要 性 は低 下 してきて い る。 それ故 に最近 の社会科 学 に太 き ぐ貢献 した ものの 多 く

はサ ンプル調 査デ ー タに依 った の で ある。

そ れ故 に ど ち らのデ ータ を使 うか とい うことは、 純粋 方法論 的 な議論 の対 象 で ある よりそ

の含 む意 味に よる。現在 そ の どち ら を迫 られ る とい うこ とは殆 ど起 らず、両 方 の デー タを使

う場 合 が多 い。 しか しな が ら、後進 国 を対 象 とした ときは集 計 デ ー タが欠 け てい る時 が 多い。
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次 の場 合 、両方 の デ ータ を使 うこ とが望 ま しい。

i)集 計 デ ータの正確 さに問題 あ る とき

iD集 計 の 尺度 を比較 す る とき

ilD中 間値 な どの形 でで てい る とき、それ が正確 に母集 団 を表 わ してい るか とい う問題

iv)集 計 デ ー タ を用 いた ときに許容 され る推論 の タイプの 問題

③ デ ー タ の範 囲 と収 集

集 め るデ ータ として次 の如 き ものが あ る。

① 投 票行 動

② プ レ ッシ ャー ・グル ー プ と政 党 の構 成 員

③ 技 術意 識調 査

④ 文 盲率 と就学 率

⑤ 都 市化

⑥ マ ス'メ デ ィヤの普 及

⑦ 工業 化

⑧ 労 働 力 の構 成

⑨ 自給経 済 か ら市 場経 済 へ の上 昇

⑩ 国 民所 得 と比較 し、政 府支 出 の割 合 の変 化 を含め ての予 算額

⑪ 軍 事支 出比

⑫ 軍 人 及び 公務 員 の総人 口に 占め る割 合

以上 のデ ータ を十分 に蒐 集 し、組 織化 し分析 す る こ とが必要 で ある。

有効 なデ ータのか な りの部 分 は、 国連 、各 国 政 府 、内外 の研 究 所、研 究論 文 な どに よ って

い るが 、 これ らの デ ータには す でに四散 して しま った もの が多 い
。現 在 の国連 、 ユ ネス コ等

の 刊行 物は 、必 ず し も優 秀 な もの では な ぐ
、 デ ータは比較 で きる形 にな ってい な い し、正 確

か ど うか確 か めた もの で もな ぐ、 このデ ータ不足 が これ らの任 事 の推進 に支 障 に な
ってい る。

これ らのデ ータ収 集 は、政 府 機 関の デ ー タベ ース にお いて よ り
、 コ ンブ レヘ ン シブ な収集

が 必 要 で あ るが 、私 企 業に おい ては 、 目的 に 応 じて 、そ の収 集 の範 囲 を計 画 すべ きで あ る。

特 に 国 際機 関か らの デ ー タを 中心 と し、 そ の 企業 の要求 に応 じたサ ンプ ル デー タ が 配 られ れ

ば よい。

デ ー タ収集 、 チ ェ ック付 け、 パー セ ン ト計 算 な どの作 業 の多 ぐは反復 的 な もの で ある
。

ナ シ 。ナ リズ ムが高揚 した が、政 治制 度 に変 化 が お こ った か を判断 す るた めに
、 同一
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項 目の デー タが集 め られ なけ れ ばな らな い。一 国 の統計数 字 は 、それ に対 応 的他 国 の数字 と

比 較 で き なけ れ ば何 ら意 味 を もたな い。一 国 の発展 の 大 きさ とス ピー ドの重 要性 は、比較 で

きる国 の似 た よ うな発 展 の大 きさ とス ピ ー ドのデ ーン が利用 で きる な ら、一 層正 確 に評 価す

る こ とが で きる。

以 上 は個 々 の国 の発 展形態 のデ ー タ化 を行 な った が 、二国 間 の問題 にっ いて の デ ータ化 は

別 の もの で ある。そ の指標 は 「距離 」で あ る。 これ は、 は るか離 れた 国 と国 とでは外 交交 渉、

貿易 、 コ ミュニ ケイ シ 。ン が近 くの国 よ りは少 な い、 とい うこ とを表 わす指標 で ある。そ れ

らのデ ータは 、科学 技 術 水準 、国 際機構 へ の加盟 、貿 易構 造 、 コ ミュニケ イ シ 。ン、 紛争 な

どで ある。

参考 と して 、ハ ワイ大学 のDON(Dimentionalityofnations)Project

で集 め られ た デー タは 次 の如 きもので ある。

④

⑰

⇔

⇔

Φ

⇔

㊦

富裕度

産業化

福祉厚生

都市化

コミュニケイション

教育

その他(政 治、軍事)

そ の選 択 基準 は 第 一に、 国家 の発 展 と相対 的 に比 較 で きる指標 で あ る こ と。

第 二 に欠 測 の国数 が 少 ない こ と。

Aか らGま での文 字 は、 カテ ゴ リを示 す 。

○ 印は 、相 関関 係 の高 い もの。

○

○

○

④

④

④

◎

◎

◎

㊥

◎

L

2

a

4
.

5

6

τ

&

1人 あたりGNP

輸出入高/GNP

1人 あたり自動車台数

農業寄与率(対GNP)

農業人口/総 人口

経済活動人口/総 人口

製造工業生産者/GNP

1人 あたり鉄鋼消費量
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

㊤

e

㊧

㊧

㊥

㊥

㊦

㊦

㊦

㊦

㊦

㊦

①

㊦

㊦

⑥

9

0

r

2

a

4

5
1

6

7

&

q
山

∩
…

■

.ム

3

4

5

a

ア

a

O
山

α

-
.

2

a

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

・2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

理工系学生/高 等教育学生

1人 あたりエネルギー生産量

1入 あたリエネルギー消費量

工業雇用者数/総 人口

鉄道輸送量/総 人口

1ペ ット当 り人口

医者1人 あたり人口

1日1人 あたり摂取カロリー

平均寿命

2万 人以上の都市人口/総 人口

道路密度

1万人当り新聞発行部数

1,000人 あたり電話台数

1,000人 あたりラジオ台数

1人 当り出版物点数

文盲率

初等生徒数/5～14才 人口

初等生徒数/教 師数

中学高等生徒数/総 入 口

政府教育支出/政 府支出

最近2政 府の平均継続年数

政府的発展度

防衛費/才 出

軍事要員数/総 人口

防衛費/GNP
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指 標 選 択

↓
33指 標 選 択

↓
33指 標 間 相 関 係 数

↓
14指 標 選 択

↓
70ケ 国 選 択

↓
発 展 段 階 分 割

↓
"1人 当 りGNP"を 基 準

作 表 地 域 別 作 表 段 階 分 布 図

(地 図)

図 ∵ フ ロ
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D

L

2

a

4

.

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

仕

τ

&

⑨

0

1

2

3

4

5

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

1

DimensionalityofNation8Project

AlphabeticalListingofNations

PoliticaIUnit

Afghanistan

Albania

Argentina

AustraIia

Austria

Belgium

Bolivia

Brazil

Bulgaria

Burma『

Cambodia

Canada

Ceylon

Chile

China

China(Rep.of)

Colombia

CostaRica

Cuba

Czechoslova.kia

De㎜ark

DominicanPepublic

Ecuador

Egypt(Uar)

ElSalvador

EthiOpia

0

㌘

品

題

頭

註

Ω

田

M

品

品

田

鶴

39

狙

1

.
2

3

4

5

6

7

&

9

4

4

4

4

4

4

4

4

4

皿

品

品

1
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PoliticaIUnit

FinIando

France

Germany(D.D.R.)

GLermany(Fed.Rep)

Greece

GhatemaIa

Haiti

Hondurus

HUngary

India

Indonesia

Iran'

Iraq

Ireland

Israel

I・taly

Japan

JOrdan

Korea(Dem.Rep.)

Korea(rep.of)

Lebanon

Liberia

Libya

M〔exico

Nepal

Netherlands



コ35

路

面

56

田

田

59

6・

臼

62

日

蝕

飯

碗

訂

品

69

m

社

η

符

風

見

履

η

臓

ロ

び

サ

ふ

9

0

1

2

7

8

8

8

NewZealand

Ni・a品gua

NOrway

OuterMOngolia

Pakistan

Panama

Paraguay

Peru

Philippins

PoIand

Portugal

Rurr}ania

SaudiArabia

Spaill

SWeden

Switzerland

Syria

ThaiIand

Turkey

UnionofS.Africa

U.S.S.R.

UnitedKingdom

U.S.A.

Uruguay

Venezuera

Yemen

Yugosla▼ia

LaOS

vietnam(N)

vietnam(S)
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指標相関係数

82カ 国 、33指 標 の デー タにつ い て、 各指標 間 の相 関係数 を算 出 しそ れ を ま とめ た ものが

図38に 示 され てい る。

図3833指 標 相 関図

◎

○

白

×

×

空

非常に相関が強い

かなり相関がある

大した相関がない

負の相関がかなりある

負の相関が非常に強い

0.7～1.0

0.5～0.7

-0 .5～0.5

-0 .5～-O.7

-0 .7～-1.0

最 左 列 の○ 印は2次 分析 で 用い る14指 標 を示 す。

一179一



これ に よる と、富 裕 度の傾 向 を顕 著 に表 わす 「1人 当 りGNP」 、 「1人 当 り 自動車 台数」

と、 産業化 の傾 向 を示 す 「1人 当b鉄 鋼 消 費量 」、 「1人 当 リエネル ギー消費 量 」と コ ミュ

ニ ケ イ シ ・ンの発 達 の程 度 を示 す 「1万 人 当 り新 聞発 行部 数 」、 「1,000人 当 り電 話台蜘 、

「1,000人 当 リラ ジオ台数 」は 、互 に非 常 に強 い正 の相 関 を持 ってい る。

ま た教 育 の発 達 が 福祉 厚生 と都 市 の発達 に特 に強 く影響 し合 ってい る。 それ に 「政 治的発

展度(フ ィリ 。プ指 数)」 が、他 め カテ ゴ リの発 展 とかな り相 関 が ある。 しか し防衛 関係 の

指標 は他 の カテ ゴ リ とほ とん ど相 関 がない。

、'

*「 政 治的発 展度(フ ィ リ ップ指 数)」 とい うのは 、 フ ィリ ップ ・カ ー トラ イ トが194

0年 か ら1961年 まで のデ ー タに よっ て、 ア フ リカ大 陸 の諸 国 を除 い た世 界の76ケ 国

にっい て 、立法 部 と執行 部 の二部 の 政治発 展度 を点数 化 した もので あ る。

例 え ば 、立 法部 では 二 院制 の場 合 は下 院、 一 院制 の場 合 はそ の議会 で 、複数 政 党 が存在

し、少 数政 党 の議 員す べ てを合 せ た数 が全議員 数 の30%以 上 の とき2点 と し、単 独 政党

も し くは複数 政党 でも少数 党議員 が30%以 下 の とき1点 と して、 各年 毎 に点数 をっけ る。

14指 標

番号 指 標 名 単 位 欠測国数

1 1人 当 りGNP 米 ド ル 1

2 1万人当り自動車台数 台 0

3 1人 当り鉄鋼消費量 Kg 18

4 1人 当 リエネ ル ギ ー消費 量 MW/h 0

5 工業雇用者数/総 人口 ×1/100% 0

6 1日1人 当 り摂取 カ ロ リ ー Kca1 12

7 平均寿命 ×1/100才 0

8 2万 人以上の都市人 口/総 人口 ×1/10% 0

9 1万人当 り新聞発行部数 部 0

10 1,000人 当 り電話 台数 台 0

11 1,000人 当 リラ ジオ 台数 台 0

12 識 字率(=1一 文盲 率) ×1/10% 0

13 初 等学 校生 徒 数/5～14才 人 口 % 2

14 政治的発展度 フ ィ リ ップ カ ー ト ライ ト 7

紀

'
」'

■,、
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国 の 撰 択

原 デ ータ 82ケ 国

3指 標 以上 欠捌 してい る国12ケ 国

12指 標 ある国 一70ケ 国

以 上12ケ 国は3指 標以 上 欠捌 して いるの で除外 され る。

(4)デ ータ の処理

デ ータ の処 理 は次 の5項 目が ある。

① デ ー タ を比 較加能 な形 にす る こと。

② 誤 差 の限界 を明 らかにす る こと。

③ 国 とか地 域 とか い った最 も基 本 的 な形 にす る こ と。

④ 期 間 ご とにす る こと。

⑤ 相互 関係 を明 らかにす る こと。

」

可

'

y
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、

あ と が き

デ ー タ開発 の研究 は 、昭和47年4月 か ら始 め られ た。 前 述 に示 さ れた メン バ ーに よる共 同研

究で あ り、縦 討議 の 続 い てい る もの を、 中間報告 と して と りま とめた もので あ る・ そ のために・

読者 に と って読 みづ らい ものが あ る と思 われ るので 、 この報 告書 の作成 過 程 な らび に内 容構成な

どに つ き、若干 の解説 を 附記 して お きたい。

われ わ れはデ ー タ開発 の研究 の前 に、1969年 か ら3年 間 のデ ー タバ ンク研 究 を行 な って い る。

その研 究 成果 はす でに"デ ー タバ ンク研究 資料"%1～6に よ り発表 され て い る。

この研 究過程 の なか で、 何 か かん じん な もの をお ろそか に してい るこ とに気 づい た。 それ は デ ー

タ サイ ドの研究 で ある。 デ ータ ・'ニーズ の把握 あるい は収 集 の しか た とい っ た地 味 な勉 強 の必要 性

を痛感 したわけ で ある。 コン ピュー タ ・システ ム さえ 確立 すれ ば何 で もで きる よ うに考 えが ちだ が 、

それ にデ ータが 伴わ なけ れ ば実 際は 何 もで きな い ので あ る。 この よ うな問 題意 識 の下 に 、統計 学者 、

コ ン ピ ュータ技術者 な らびにデ ータ の実 務 家 に よる研 究 会 を組織 して、デ ータ開発 の 研究 に取 り く

む ことに した。

研究 会 は当初各委 員 か らデ ー タ開発 に 関す る問 題提 起が な され 、 これ を討論 す る とい う形 式 で進

め られ た。 これ らの 問題 撮 記 を各 委 員の責 任 で と りま とめた のが 、第3部 で あ る。 したが って 、第

3部 の各 章 間 には ある程 度 の意見 の くい 違 い、 あ るいは だぶ りが ある こ とを 承知 してい た だ きたい。

提起 され た諸 問題 にっ きデ ー タ開 発 を実 施す る立場 か ら整理 ・体系 化 した のが第2部 で あ る。

これ を も う一度理 論的 に概 念 づ け を行 な った の が第1部 で ある。 われ われ の研 究 はデ ー タ開 発 と

い う難 問 を具 体化 し、 実 現へ のす ぢ道 を解 明す る立場 で行 な われ た もので あ る。 した が って 、上記

の ような現 実 の問題 の探 求か ら出発 し、 これ を理 論的 に整 理 し、そ こか ら再 び 実現 の 方法 を見 出そ

うと した のが 、デー タ開 発 の研 究 態 度 で あ った。

研究 過 程 を図表化 す る と、 つ ぎの ようにな る。

帰 納 的 思 考

問 題 提 起

デ ータ開発 の理論

部 出発 、、
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この図 の よ うに、 問題 提起 一 整理 一 理 論化 とい う 納 的 思考過程 か ら研 究 成 果 が実 っ

た もの で ある。 しか し、 実際にデ ータ開 発 に着 手 す る に は、理論 か ら問題解 決 へ の演 的 思考 を

必要 と しよ う。 そ の意味 におい て 、報告 書 は 実際 の作 成 過程 とは 逆 の構成 を とった。

読 者は この よ うな経緯 を知 った上 で、 この報 告 書 を読 ん でい た だけ ば幸 い で あ る。 は じめ か ら

お読 み に な ろ うと、 ど こか らお読 み にな ろ うと、 そ れ は読者 にお まかせ した い。 た だ、 デ ー タ開

発 の実現 には 、第1部 図4の 人 間 の 内臓 の よ うな絵 で示 した フ ィー ドバ ック を伴 う手順 を必 要と

す る こ とを申 し.上げ た。 この報 告書 を理 解 して も ら うため に も、 この よ うな フ ィー ドバ ック方式

の 読み 方 をお 進 め した い。

最後 にデ ータ開発 とは 何か とい うご質 問 に対 しては 、 「デ ー タ収 集 ・処理 の機能 を通 じて情 報

システ ム の基 盤 をつ くる 」もの だ とお答 え したい 。 それ では、如 何 に して実 現 す る のか とい われ

れば 、 まず この報告 書 の第1部 図2～7を じっ くり と眺 めて ほ しい と申 し上 げ る。

情報 シス テ ムや デー タバ ンク づ くりの研 究 あ るい は事 業 は、す で にい ろい ろの 方面 で発 足 して

い る。 この デ ー タ開発 の研究報 告 が 、実 際 に情 報 シス テ ムやデ ー一夕バ ンクの 実現 に1つ の役 割 り

を果 して くれ る こ とを期 待す る。
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